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説

解競5

　
直
毘
靈
と
玉
鉾
百
首
と
は
、
本
居
宣
長

の
古
道

の
代
表
作

に
騒
す
る
。
直
毘
靈

は
卷
末

の
自
記

に
よ

つ
て
、
明

和
八
年

(
四
十
二
歳
冖)
の
十
月
九

日
の
筆
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
併

し
、
當
時
刊
行

さ
れ
た
か
否
か
は
、
ー

!
鈴
屋
翕
略

年
譜
や
.
稿

本
全
集
第

一
柵

(
九
〇
五
頁
)
所
收

の

「
寛
政
五
年

マ
デ

ニ
刊
行

セ
ル
著
書
」
に
記
載

あ

る
に
も
關

ら
ず
、
未
だ
詳
か
で
な

い
。

一
般
に
傳

へ
ら
れ

た
の
は
、
古
事
記
傳

一
卷

の
終

り
に
掲
げ
ら
れ
た
も

の
と
、
後

年
文
政
八
年
に
竹
村
茂
雄

が
出
版

し
た
單
行

本
と
に
よ

つ
て
ゴ
あ
る
。

(
明
治

以
後
、
單
獨

に
叉
は
全

集

や
叢
書

に
收

め
て
の
出
版

は
、

こ
の
い
つ
れ
か

の
複
刻

で
あ

る
。)

而

し
て
後
者
に
は
、
本
居
大
準

の
序

と
茂

雄

の
跋
と
が
あ
つ
て
、
出
版

の
由
來
、
殊

に
大
卒
が
茂
雄

に
輿

へ
た
宣
長
自
筆

の
淨
書
本
を
底
本

と
し
た
よ
し
が

記

さ
れ

て
ゐ
る
。
兩
者
を
比
較
す
る
と
、
書
式
に
於

い
て
、
古
事
記
傳
本
は
註
記
を
本
文
か
ら
引
下
げ

て
記
し
た

の
に
、
竹
村

本
は
割

註
と
し

て
細
書

し
た
違

ひ
が
あ
る
が
、
字
旬
に

つ
い
て
は
、
極
め
て
些
細

な
七

八
箇
所

の
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　　も
　　も　　し

が
あ

る
。
例

へ
ば
竹
村
本
に
、
「
か

&
ふ
ら
ぬ
國
あ
ら
め
や
」
と
あ
る

の
が

(
本
文
庫
本

一
五
頁
ノ
四
行
)
、
古

事
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も　　へ

傳
本

に
は
、
「
か

玉
ふ
ら
ぬ
國
な
し
」
と
あ
り
、
「
古
事
記
」
と
あ

る
の
が

(
同
上

一
七
頁

ノ
六
行
、

二
八
頁

ノ

=
二

行
)
、
此
記
と
あ

る
類

ひ
、
畢
竟
同
文
と
認
め

て
差
支
な

い
程
度

で
あ

る
。
な
ほ
か
く
完
成
さ
れ
た
も

の
と
、
明
和

八
年
脱
稿
當
時

の
も

の
と

の
關
係
如
何
は
、
別
に
研
究

せ
ら
る
べ
き
問
題

で
あ
る
。
け
だ
し
古
事
記
傳

の
最
初

の
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部
が
、
版
下

の
爲
に
淨
書

さ
れ

た
の
は
、
天
明

八
年

(
五
十
九
歳
)
十
月
廿
三
日
、
更

に
賣
本

と
な

つ
て
出
來

た

の
は
、
寛
政

二
年

(
六
十

一
歳
)
九
月

の
事

で
、
腕
稿
後
十
數

年

の
間

に
、
修
正
や
精
錬

が
加

へ
ら
れ
た

の
は
、

當
然
と
さ
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ

る
。

(
現
に
標
題

さ

へ
、
種

々
變

へ
ら
れ
た

こ
と
、
後
逋

の
如
く
で
あ
る
。
)

併
し

こ
の
問
題

は
、

こ
玉
に
吾

人
の
論
ず
る

こ
と
を
得
難

い
と

こ
ろ
で
あ

り
、
ま
た
、
本
書

に
於

い
て
、
本
居

の

古
邁
読

の
序
論
即
結
論
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
見
地

か
ら
し
て
は
、
必
要

の
な

い
も

の
で
あ

る
。

　
直
毘
靈
て
ふ
名

は
、
後
に
負

せ
ら
れ
た
も

の
で
、
古
事
記
傳
め
初
稿
本

に
は
、
單
に

「
道

云
事
之
論
」

と
さ
れ

た
。
　
(
さ
れ
ば
傳

の
版
本
に
は
、
「
此
篇

は
道
と

い
ふ
こ
と
の
論
ひ
な
り
。
」

の
割
註

が
あ
る
。
)

次
に
は
、
虞
靈

と
記

さ
れ
た

こ
と
も
あ

つ
た
。

こ
の
名

の
意
味
は
、
竹
村
本

の
序

に
、
大

卆
が
古
事
記

の
伊
邪
那
岐
大
肺

の
御
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

トヅ
ク
ニ　
　フ
こ
マナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ラブ
こ
コ
ヘ
ロ
　ァ
ヒ
マ
　ジ
　コ
　
リ
ァ
ヒク
チ
ァ
へ

滌

の
段
を
引

い
て
、
「
か
れ
此
書

は
、
外
國

の
書

學
ぶ

こ
と
の
傳
り
來
て
、
世

の
入
漢
籍
意
に
相
麻
自
許
利

相
口
會

　
　
　
　
マガ
コ
ト
　
　
ヶ
が
レ　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ヨ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ォ
ホ
ミチ

て
、
そ

の
禍
事
に
汚
た

る
を
禊
び

清

め
て
、
本

つ
大
道

に
返
さ
し
む
る
教

の
書

に
な
も
あ
る
。」
　
と
い
ひ
、
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ク
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　マガ
ツ
ヒ
　

　

　

　

　

　

　
　
ナ
ホ

く
直
毘
靈

の
終

り
に
、
「
如
此
ま
で
論
ふ
も
、
道

の
意
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
禍
津

日
聯

の
み
し
わ
ざ
見

っ
玉
默

止
も

　
　
　
　
カ
ム
ナ
ホ
ビ
ノ
カ
こ
ズ
ホ
ナ
ホピ
ノカ
ミ

あ
ら
ず
、
紳
直
毘
神
大
直
毘
紳

の
御
靈

た
ば

り
て
、

こ
の
ま
が
を
も
て
直

さ
む

と
そ
よ
。」
　

と
あ

る
如
く
、
所
謂

漢
心

の
ま
が
を
直

す
て
ふ
こ
と
に
臨
す
.る
。
玉
鉾
百
首

の
う
ち

の
、
「
漢
心
直

し
給

へ
と
大
直
毘
紳

の
直
毘
を

こ
ひ

の
み
ま
つ
れ
」

の

一
首
、
ま
た
參
照
す

る
に
足
る
。

　
本

居
が
古
道

の
代
表
作

と
し

て
、
本
書

に
看
過
す
る

こ
と
の
出
來
な

い
の
は
、
本
居
が
親
し
く
本
書
を
講
義

し
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た
事
實
で
あ

る
。
帥

ち
安
永

三
年
四
十
五
歳

の
こ
と

で
、
日
記
十
月
十
六
日

の
條

に
、
「
自
今
夕
、
直
嶷
講

尺
。
以

二
六
十
之
夜
爲
定

日
。
」
　
と
あ

り
十

一
月
卅

日
の
條
に
、
「
今
夕
直
靈
講
釋
終

。」

と
あ

る
。
而
し
て
本
居

の
生
前

死
後
、
本
書
が

し
ば
し
ば
論
議

の
的
と
な

つ
た
事
實
も
、
注
意

さ
れ

る
。
ま
つ
夙
く
安
永
九
年
に
、
名
古
屋

の
儒

者
市
河
多
門
匡
が
、
ま
が

の
ひ
れ
を
著
し
て
、
論
難
を
試

み
た
が
、
之
に
野
し
て
、
本
居

は
直

ち
に
葛
花

二
卷
を

著

し
て
、
報

い
た
。
こ
れ
を
は
じ
め
と
し

て
、
本
居

の
死
後
著

さ
れ

た
も

の
に
、

　
　
級
長
戸
風
　

　

　
　

　

　丈
政
十

三
年

　
　

　

　
沼

田
順
義

　
　
融
∵薫
蔀
障
辨

　
　
　
　
　
天
保
　
四
・年
　
　
　
　
山

田
維

期

　
　
直
日
和
靈
　
　
　
　
　
　
天
保
　
四
年

　
　
　
　
無

名

氏

　
　
直
日
靈
正
意
解

敍
訓

天
保

九
年

　

　
　

源

保

之

　
　
讀
直
目
靈
　
　
　
　
　
　
　安
敢
　

五
年
　
　
　
　

會
澤

正
志

が
あ

る
。

い
つ
れ
も
儒
歡
、
叉
は
佛
歡

の
立
場
か
ら

の
、
本
居

の
読

に
對
す

る
抗
議
で
あ

る
。
直

日
和
靈
、
直

日

靈

正
意
解

の
二
著
も
、
名

は
之
を
襲

ひ
な
が
ら
、
同
樣

で
、
前
者
は
本
居

の
眞
毘
靈

の
排
儒
的
言
読
を
荒
魂

と
見

て
、
之
に
對
し
て
鸛
儒

一
致

の
寛

容
的
見
地
か
ら
古
道
を
説

い
た
も

の
。
後
者
は
、
享
和
元
年
、
本
居
が
晩
年

の

京
都

の
講

苑
に
列

し
た
と

い
ふ
著
者
が
、
佛
僭

の
囑
に
よ

り
て
、
主
佛
的
見
地
か
ら
、
本
居

の
読

は
佛
道
を
誤

解

し
た
も

の
で
、
直

日
靈

の
正
意
は
む

し
ろ
佛
歡
に
あ
る
と
読

い
た
も

の
、
紳
道
蔀
障
辨
に
於
け
る
排
佛
的
胃
辭

に

刺
戟
さ
れ
た
作

で
あ

る
。

こ
れ
ら
に
翼
し
、
特
に
直

日
靈
を
覦
遞
し
辯
護

し
た
著
書
に
は
、

爭　り定ヴ5
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呵
妄
書

　
　
　
　
　
　
　
享

和
　
三
年
　
　
　
　
夲

田
篤
胤

　
　

道
守

の
標

　
　

　
　

　
　
丈

政
十

二
年
　

　
　

　
竹
村
茂
雄

　
　
花

の
し
が
ら
み
　
　
　
　
天
保

　
九
年

　
　
　
　
菅
原
定
理

等

が
あ

る
。
呵
妄
書

は
太
宰
春
臺
　の
辨
道

書
を
攻
撃
し
た
も

の
。
道
守

の
標
は
、
茂
雄

が
直
毘
霾

の
出
版

に
當
つ

て
、

附
録

と
し
た
も

の
。
花

の
し
が
ら
み
は
、
級
長
戸
風
に
饗

す
る
反
駁

で
あ

る
。
(序
に
、
備
前
笠
岡
の
人
で
、
藤
井
高

両
の
肺
で
あ
つ
弛
小
寺
清
先
の
、
文
化
十
三
年
の
著
に
、
直
日
の
教
と
い
ふ
竜
の
が
あ
る
が
、
こ
は
在
來
の
紳
道
の
立
場
か
ら
の
通
俗
的
教
訓
書
で
、

本
居
の
著
と
は
何
等
闘
係
が
な
い
。)

競

　

玉
鉾
百
首

は
天
明
六
年

(
五
十
七
歳

)
既
に
成

り
、
七
年

二
月
刊
行

さ
れ
た
。
そ

の
後
も
、
諸
種

の
刊
行
が
あ

る
が
、
萬
葉
假
字

で
記
さ
れ
た

の
が
原

の
形

で
あ
る
。
玉
鉾
は
も

と
よ
り
道

の
枕
詞
で
、
「
道

の
事
を
詠
候
古
風

の

百
首

也
。」
　
(
千
家
俊
信
宛
宣
長
書
翰
に
見
ゆ
。)

で

あ

る
。

正
編

百
菖
に
阿
麻
理
歌

三
十
二
首
が
添

へ
て
あ

る
。

(
鈴
屋
集
中

に
は
、
卷
九

の
終

り
に
近

い

一
群

の
如
き
、

こ
れ
に
類
す

る
も

の
が
多
少
あ

る
。
)
　
玉
鉾

百
首
解

は
、

宣
長

の
家
學
を
繼

い
だ
本
居
大
夲

の
著

で
、
寛
政

八
年
、
四
十

一
歳

の
九
月
成
稿

。
當

時
宣
長

は
六
十
七
歳

で
あ

つ
た
。
そ
の
撰
逋
に
は
、
も

と
よ

り
關
與
し
、
或

は
指
導
も
し
た

こ
と
は
想
像
し
得
る
と

こ
ろ
で
、
現
に
序
文
を

千
家
俊
信

に
依
頼
し
た
よ
し
が
、
當
時

の
書
歌

に
見
え

る
。
帥

ち
、
寛
政
九
年
六
月
十
九

日
付

の
も

の

(
本
居
宣

長
稿
本

全
集

ニ
ノ

一
九
五
頁
)
に
曰
く
、
一、
一
大

亭
玉
桙
百
首
解
出
來

甲
候

に
付
、
御
序
文
御
願
申
候
段
、
象

々
愚
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老

へ
も
申
候
儀
に
御
座

候
。
此
度
右
御
序

文
御
草
稿

御
認
被
遣
、
致
拜
見
、
大

李
と
も
致
相
談
、
翫
三
相
調
べ
、

致

添
削
、
大
亭
よ
り
先
つ
か
り
に
清
書

い
た
し
、
上
候
筈

に
御
塵
候
間
、
其
御
地

に
而
板
下
御
認
、
被

遣
樣

に
奉

存
候

。
全
體
御
文
宜
出
來
申
候
而
大
慶
仕
候
。
」
　
と
。
極

め
て
忠
實

な
宣
長

の
祗
述
者
な
る
大
李
が
、
か
玉
る
事

情

の
も

と
に
…著
し
た

こ
の
解
が
、
原
書

の
爲

に
最
も
よ
き
註
釋
書

で
あ

る
こ
と
は
疑

ひ
な

い
。
な
ほ
宣
長
が
名
古

屋
に
於

け
る
有
力
な
門
人
横
井
千
秋
に
も
、
同
じ
企
て
が
あ

つ
た
事
が
、
寛

政
元
年
四
月
十

六
日
付

の
、
同
人
宛

宣
長

の
書
状

(
本
居
宣
長
翕
書
翰
集
入
三
頁
)
に
、
「
玉
矛
百
菖
御
註
解
之
末

へ
、
本
末
哥
を
も
入
れ
、
是

叉
御
注

解
可
被
成
下
旨
」
、
云

々
、
又
寛

政
四
年
六
月
十
六
日
付
同
樣
書
歌

(
同
書

一
二
九
頁
)
に

「
玉
矛
百
首
御
注
、
御

下
書

二
御

掛
リ
被
成
候

由
、
此
書

は

い
つ
れ
も
待
兼
罷
在
候
義

総一
御
座
候

へ
は
、
何

と
そ
早
く
御
清
書
奉
待
候
。
」

と
あ
り
、
更
に
天
明

八
年
八
月
十
九

日
付

の
、
宣
長
宛
千
秋

の
書
歌

(
稿
本
全
集

ニ
ノ
四
九
八
)
に
、
二

玉
矛
百

　

ノ

首
解
專
御
尋
被
仰
下
候
趣
承
知
仕
候
。
右
は
古
學

ノ
弘

マ
リ
候
に
、
手
近
く
テ
甚
宜
敷
物
に
奉
存
候
處
、
大
概

一

首
ご
と
に
、
追

々
の
御
著
述
物

ノ
中

ノ
御
言
を
引
出
し
申
候

へ
ば
、
今
は
冊
數
五
六
卷

に
も
可
相
成

ほ
ど
に

い
た

り
申
候
。
夫
故
大

キ
に
延
引

に
相
成

り
申
候
。
此
節

は
、
大
か
た
に
出
來
候

へ
ば
、
幸
便

に
先

々
入
御
瞥
苛
申

と

奉
存
候
。
L
　
と
あ

る
等
に
よ
つ
て
わ
か
る
。
千
秋

の
企

て
は
、
大
亭

の
よ
り
は
る
か
に
先
立

つ
て
、
着

手
も
さ
れ

成
就
も
さ
れ

た
ら
し

い
が
、
そ

の
結
果

は
、
傳

つ
て
を
ら
ぬ
。
叉
大
亭
と
の
關
係
も
明

ら
か
で
な

い
。

　

玉
鉾
百
首
後
、
大
李
が
文
政
五
年

の
詠
な

る
倭
心
三
百
首
を
は
じ
め
、

こ
れ
に
な
ら

つ
た
も

の
が
…幾

つ
か
現
は
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れ
た
。
百
首

の
解

に
至

つ
て
は
、
大
李

の
ほ
か
に
、
左

の
も

の
が
あ
る
。

　
　
玉
鉾
百
首
俚
言
解
　
　
　
明
治
　
九
年
　
　
　

　
青
柳
高
靹

解説

　

一
方
は
ま
と
ま
つ
た

一
編

の
交
詞
で
あ
り
、

一
方
は
諸

々
の
觀
念

や
思
想
を
、
命
題
的
に
の
べ
た
短
歌

で
あ
り
、

そ
れ
み
＼
樣
式
を
異
に
す

る
に
も
拘
ら
ず
、

こ
の
二
書

が
、
本
居

の
古
道

の
概
説

の
雙
璧

で
あ

る
こ
と
は
疑

ひ
な

い
。
著
作

の
時
代
に
於

い
て
は
、
直
毘
靈

の
脆
稿
は
、
本
層
が
古
事
記

の
註

釋

の
筆
を
と
つ
て
、
そ

の
第
十
段
御

身
滌

の
條
を
絡

つ
た
と
い
ふ
頃
、
後
者
は
そ

の
後
十
五
年
を
經
、
古
事
記
上
卷
全
部

の
傳

を
書
終

へ
た
時

で
あ
る
Q

し
か
も
直
毘
靈

は
、
少
く
も
現
行

の
相
に
於

い
て
、
本
居

の
古
道

研
究

の
、
單
に
序
論
な
る

の
み
な
ら
ず
結
論
と

し
て
、
百
菖

と
同
樣

の
地
位
に
あ

る
と
、
大
體
考

へ
得
る
。
而
し
て
あ

た
か
も
直
毘
靈
を
、
百
首
が
注
解

し
、
細

読
し

て
ゐ
る
觀
が
あ
り
、
相
俟

つ
て
本
居

の
古
道
説

の
眞
相
を
、
明
示
し

て
ゐ
る
と
爲
し
得
る
。
而
し
て
そ
の
本

旨

は
、
古
傳
読

に
於

い
て
の
、
萬

世

一
系

の
皇
室

の
統
治

て
ふ
わ
が
特
殊

の
國

鱧
觀

の
闡
明
と
、
そ
れ
に
も
と
づ

,い
て
の
皇
國
主
義

の
圭
張
と

に
外

な
ら
ず
、
極

め
て
單
純
簡
明
、
か

つ
そ

の
單
純
簡
明
な
る
と
こ
ろ
に
、
意
義
奇

存
す
る
。
さ
れ
ば
門
人
横

井
千
秋
が
、
彼
に
書
膾

つ
た
天
明

五
年
冬

の

一
書
歌

中
に
も
、
「
扨
ま
た
兼

々
申
上
候
直

靈
極
意
之
儀
、
御
文
面
之
外
別
に
極
意

ノ
御
旨
意

ト
テ

ハ
無
御
座
候
よ
し
、
被
仰
下
候
趣
、
象

々
直
丸

へ
も
御
咄

し
御
座
候
御
趣

、
共

に
承

知
仕
候
。

い
か
樣
然
あ
る
べ
き
御
事

に
而
可
有
御
座
儀
と
奉
存
候
。
先

キ
に
御
伺

ひ
申
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上
候
趣

は
、
全
ク
私
承
リ
違

へ
候
事
と
奉
存
候
。L
(
稿
本
全
集
第

ニ
ノ
四
九
四
頁
)
と
あ
る
。
而
し

て
之
と
と
も

に
、
本
居

の
學
問
思
想
に
存

す
る

「
古
代
」
の
理
解

と
圭
張
と
の
あ
ま
り
に
出
で
た
儒
佛
、
就
中
儒
歡

の
攻
撃

や
、

さ
ま
み
＼

の
素
卦

な

「
古
代
」

の
再
現
と
、

そ
れ
に
對
す

る
特
殃

の
信
仰

と
等
が
あ
り
、
そ
れ

ら
は
殊
に
、
儒
者

側

の
非
難
攻
撃

を
招

か
ざ
る
を
得
な
か

つ
た
。
而
し

て
儒
考
側

の
説

た
る
、
或

は
儒
教

の
、
本
國

は
も
と
よ
り
我

國

に
於

い
て
、
文
化

や
道
徳
に
貢
獻
し
た
事
實
を
無
靦
せ
る
本
居
の
排
儒
説

の
、
過

激

で
あ
げ

、
偏
頗

で
あ
る
を

言

へ
る
、
或

は
古

へ
は
簡

に
し
て
皇
統

の
永

久
な
る
を
大
道

で
あ
る
と
説
き

な
が
ら
、
そ
の
大
道
は
、
畢
竟

倫
常

の
實
現
、
即

ち
儒
歡

の
本
旨

と

一
致

せ
る
に
も
拘
ら
ず
、
徒
ら

r
儒
教
を
斥
け
る
は
矛
盾

で
あ

る
を
言

へ
る
、
或

は
本
居

の
古
脅
古
風
を
盲
信
す
る

の
弊
を
言

へ
る
等
、

一
つ

一
つ
に
は
、
正
當
な

る
も

の
少
し
と
し
な
い
。
就
中

會
澤

が
、
讀
直
毘
靈

の
論

を
以

て
、
最
も
代
表
的
な

り
と
す
べ
き
で
あ

る
。
併
し
な
が
ら
か

玉
る
非
難
竜
、
若
本

居

の
文
獻
學
と
そ
れ
に
基

く
古
神
道

の
信
仰

的
態
度
と
、
更
に
儒
數
や
佛
教
を
承
認

し
囘
包
容
す

る
、
實
際
的
態

度

と
を
理
解
す
る
時

に
は
、
換
言
す
れ
ば
、
全
體
と
し

て
の
本
屠

の
理
解

の
前
に
は
、
概

ね
解
滄
し
、
若
く

は
宥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

和
さ
る
べ
き
も

の
で
あ
り
、
決
し
て
、
本
居

の
古
道

の
、
圭
張

の
本
質
的
意
義
を
侵
雪
べ
き
も

の
で
な

い
。
而
し

て
所
謂
本
質
的
意
義
を
爲
す
も

の
に
至
つ
て
は
、
實

に
、
直
毘
靈

の
本
文
數
十
行

の
文
字
に
於

い
て
、
最
も
よ
く

言
表

さ
れ
、
同
書

の
註
文
も
、
同
樣

に
ま
た
玉
鉾
百
首

の
各

々
も
、

い
つ
れ
も

こ
の
本
文
を
中
心
と
し
て
、
理
解

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
見
地
か
ら
し
て
、
ま
つ
直
毘
靈

の
本
文
を
、
獨

立
し
て
讀
む
の
用
意
が
、
特

に
必
要
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で
あ

る
と
思

ふ
。
そ
の
本
文

の
圭
張

の
要
旨
が
、
わ
が
特
殊

の
國
體
觀
と
そ

の
實
現
と

に
、
道

の
第

一
義

を
こ
れ

認

め
た
、
單
純
簡
明
な
も

の
で
あ

る
こ
と
、
前

に
も

一
言
し
た
如
く
で
、
而

し
て
儒
佛

の
読

く
所

の
如
き
、

そ
れ

に
對

し
て
、
第

二
義
的
な
る
の
故
を
以
て
、
斥
け
ら
れ
た

の
に
過
ぎ
な

い
。
か

の
論
者
側
か
ら
の
幾
多

の
非
難

の

如
は
き
、
本
居
に
と
つ
て
は
、
け
だ
し
初

め
か
ら
わ
か

つ
て
ゐ
た

こ
と
で
、
思
ふ
に
今
更
之
を
…數

へ
ら
る
べ
く
は
、

本
居

は
餘
り
に
聰
明

で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

解醜

　
終

り
に
、

こ
の
文
庫
本

の
た
め
に
底
本
と
し
た
も
の
は
、
直
毘
靈

に
於

い
て
は
竹
村

本
の
本
文
、
(
但
し
書

式
は

古
事
記
傳
本

に
よ

る
。)
　
玉
鉾
百
首
及
び
解

は
、
そ
れ
み
＼
原
刻
本

で
、
別

に
鈴
屋
集
中

の
長
歌
本
末

の
歌
を
附

載

し
た
。
(横
井
千
秋
が
そ
の
玉
鉾
百
首
の
解
に
、
こ
の
長
歌
を
併
せ
註
し
よ
う
と
し
弛
こ
と
は
前
に
も
述
べ
弛
が
、
玉
鉾
百
首
の
刻
本
に
も
、
之

を
添
へ
弛
竜
の
が
あ
つ
江
。
な
ほ
、
丈
化
+
四
年
に
岩
政
信
比
古
の
著
し
牝
本
宋
歌
解
一
卷
が
あ
り
、
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
。)
而

し
て
印
鯛
上
の

用
意

と
し

て
は
、
變
態
假
名

の
書
換

、
句
讙
點

の
多
少

の
變
改

の
ほ
か
は
、
な
る
べ
く
原
本
そ
の
ま

玉
の
再
現
を

志
し
た
。

　
　
　
　

昭
和
十

一
年

七
月
十
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
訂
膏

し
る
す

　
　
　
　
　
　
　

、
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カ
　
シ
コ
　
　
カ
ム
と
　
オ
ヤ
ァ
マ
テ
ラ
ス
ォ
ホ
と
　
カ
こ
　
　
　
　こ
　
ア
レ
マ
セ
　
　
ォ
ぶ
こ
ク
リの

　

　

　

ク
ニ

　

　

　

　

　

　

ゑ
ケ

ス
メ
ラ
オ
ホ
こ

皇

大
御

國

は
、
掛

ま

く

も
可

畏

き

鼬

御
組

天

照

大

御

脚

の
、
御

生

坐

る

大
御

國

に

し

て
、

　

ノ　
　
　
　スゲ
　
　
　
　
　
　ユ　
ヱ　
　
　
　
　
ヅ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ　
　
　
　
　
　
　
オ
ぷ
こメ
グ
こ

　

萬
國

に
勝

れ

た

る
所

由

は

、
先

こ

㌔
に

い
ち
じ

る

し

。
國

と

い
ふ
國

に
、

此
大

御

鼬

の
大

御

徳

か

讐
ふ
ら

ぬ
國

　

あ

ら

め
や

。

　

　

　

　
オ
ホ
こ

テ
　
　
ア
マ
　
　シ
ルシ

サ
ヘゲ
モタ

大
御

騨

、
大

御

手

に
天

つ
璽

を
捧

持

し

て
、

　

　

　

　

　

　
ヒ
　　　　
　　　　　
　　
ヅ
タ　　　
　　キ
　　　　
　　　　
　　こ　
クサ
　　
　カ
ムダ
カ
ラ

　

御

代

御

代

に
御

し

る
し

と
傳

は
り
來

つ
る
、

三
種

の
聯

寳

は
是

ぞ

。

ヨ
ロ
ヅ
チ
ァ
キ
　
　
ナ
ガ
ァ
キ
　
　
　
　
ァ
ガ
ミ
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　タ
マ

萬
千
秋

の
長
秋

に
、
吾
御
子
の
し
ろ
し
め
さ
む
國
な

り
と
、

こ
と
よ
さ
し
賜

へ
り
し
ま
に
く

、

　

ア
マ
ツ
　
ヒ
　
ヅ
ギ
タ
カ
こ

ク
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
タ
ウ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヤ

　

天

津

日

嗣

高

御

座

の

、

天

地

の

共

動

か

ぬ

こ

と

は

.

既

く

こ

曳

に

定

ま

り

つ

。

ア
マ
ク
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
エ
グ
ヘ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
メ
こ
　
マ
ノ
　

　
　
　オ
ホ
こ

ヲ
ス
ク
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
ノ
シ
タ

天

雲

の

む

か

ぶ

す

か

ぎ

り

、

谷

蟇

の

さ

わ

た

る

き

は

み

、

皇

御

孫

命

の

大

御

食

図

と

さ

だ

ま

り

て

、

天

下

に

は

あ

ら

ぶ

る

紳

も

な

く

、

ま

つ

ろ

は

ぬ

人

も

な

く

、

　

　

　

　

　

　

フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　タ
レ　
　
　
　
　
を
ロツ
コ　
　
　
　
もオ
ホ
キ
こ
　
　
　ヅ
ム
　
　
　
マ
ツ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
ヒ
ダ

　

い
く

萬

代

を

経

と

も

、

誰

し

の
效

か

、

大

皇

に

背

き

奉

む

。

あ

な

か

し

こ

、

御

代

御

代

の
間

に

、

た

ま

ノ

＼

も

　

マ
ツ
ロ
バ
ヌ
キ
タ
ナ
キ
ヤ
ヅ
蠧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ル
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
し
　
イ
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙
ロ
"

　

不
伏
悪

繊

奴
も
あ
れ
ば
、
顧
代
の
古
事

の
ま
に
く

、
大
御
稜
威
を
か

黛
や
か
し
て
、
た
ち
ま
ち
に
う
ち
滅

　

し
給

ふ
物
ぞ
。

ヂ
ョ
ロ
ヅ
ミ
　
ョ
　
　
　
ヒ
　
ス
ヱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
コ

千
萬
御
世

の
御
末

の
御
代
ま

で
、
天
皇
命
は
し
も
、
大
御
紳

の
御
子
と
ま
し
く

て
、
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ス
メ
ラギ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

オ
ホ
マ
シ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

カ
レ
ァ
マ

　

御

世

御

世

の
天

ゑ
は

、
す

な

は
ち

天
照

大

御

肺

の
御

子

に

な
も

大

坐

ま

す

。
故

天

つ
脚

の
御

子

と

も

、

日

の
御

　

子

と

も

ま
を

せ
り

。

ア
マ
天

つ
脚

の
御

心
を

大

御

心

と

し

て
、

　

ナ
ニ
　
　
　
　
　
　
オ
ノ
レ
こ
瓢
毒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　フ
ル
コ
ト

　

何

わ
ざ

も

、

　

　

　

　
　

　

己

命

の
御

心
も

て

さ
か

し
だ

ち
賜

は
ず

て
、

た

罫
紳
代

の
古

事

の
ま

x
に

、

お

こ
な

ひ
た

ま

ひ

　

ヲ
サ　
　　　　　　　　
　　　　コワタ
ガ
　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　もし　
ウラ
ゴ
ト
　　　　　
　　　　ヅ
　　　　
　　　　　　　　　ト
へ

　

準

め
賜

ひ

て
、
疑

ひ

お
も

ほ
す

事

し

あ

る

を

り

は
、
御

ト

事

も

て
、

天
脚

の
御

心

を
問

し

て
物

し
給

ふ

。

紳

代
も

今

も

へ
だ

て
な

く

、

　

　

　

ア
マ
ツ

ヒ

ツギ
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カ
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こ
ム
ラ
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ウ
こ
ノ

　

た

ゴ
天
津

日
嗣

の
然

ま

し

ま
す

の
み

な

ら
ず

、

臣
連

八
十

俘
緒

に

い
た

る

ま

で
、

氏

か

ば

ね
を

重

み

し

て
、

子

禦
の
煢

緯
、
そ
の
饗

の
翳

を
つ
け
つ
が
ひ
つ
气

融
職
た
ち
に
舞
な
ら
ず
・
餮

,鯉
の
如
く
に
し
て
・

　

　

　

　
　

　

　
ヅ
カ
ヘ
マヅ

　

鼬

代

の
ま

玉
に
奉

仕
れ

り
。

カ
ム
　
　
　
　
　
　
ヤ
ス
ク
ニ
　
　
　
　
タ
ヒ
ラ
　
　
　
シ
ロ
シ
　
メ

顧
な
が
ら
安
醜
と
、
準
け
く
所
知
看
し
け
る
大
御
國
に
な
も
あ
り
け
れ
ぱ
、

書
紀
の
鷂

髴

難

馨

に
、
講

灘

諦
膿
.畷

溝

.鵬
駐雨

.鵜
孝
戯
.
溺

也
と
あ
る
を
・
よ
く
思
ふ

べ
し
。
顧
道
に
墜

と
は
、
无
下
溜
め
賜
ふ
御
し
わ
ざ
は
、
た
蕀

代
よ
り
鵜

こ
し
ま
に
ー

物
し
賜
ひ
三
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オ
ホ

　

　
　
シ
ロシ

メ

　

い
さ
玉
か
も
さ
か
し
ら
を
加

へ
給

ふ
こ
と
な
き
を

い
ふ
。
さ
て
し
か
脚
代
の
ま
に
く

、
大
ら
か
に
所
知
看
せ

ば
、
お

の
つ

か
轟

の
道

は
た
ら
ひ
て
、
磐

も
と
む
べ
き

こ
と
な
き
を
・
.
齔
.郵

鵜
道

と
は

い
ふ
な
り
け

り
。
か
れ
環
講

と
鬚

諜

し
ろ
し
め
す
と
甲
す
戦

蕎

世

々
々
の
蚕

の
鶴
配
・
や
が
て
軸

の
讒

な
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カ
ム
ナガ
ラ
シ
カ
ノヒ

　

る
意

な

り
。

萬

葉
集

の
哥

な

ど

に
、

繭

隨

云

々
と
あ

る

も
、

同

じ

こ

玉
ろ
ぞ

、
神

國

と
韓

人

の
申

せ

り
七

も
、

　

ウ
ペ　
　
　
　
リ

　

諾

に

ぞ
有

け

る
。

志
の
鵡
御
憧
に
は
・
遽
ど
い
ふ
　羈

亀
さ
ら
に
な
か
り
き
。

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
ヒ
ヅ
オ　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
ム　
　
　
　
　
　
コト
ア
ゲ

　

レ
フ
ル
コ
ト

　

故

古

語

に

、
あ

し

は
ら

の
水

穗

の
一國

は
、

紳

な

が

ら
言

擧

せ

ぬ
國

と

い

へ
り
。

ヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　リ

其

は

た

ゴ
物

に
ゆ

く
道

こ
そ
有

け

れ

。

　

もし　
チ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロワ
マシ
こ　　チ　　　　　　　　　　　　　　　　
キ
マ
ヂ　　ヌ　　ヂ
　　　　　　　　　ノブ　　　　　　　ぬし　　　　　　　　　　　　ソ
へ

　

美

知

と

は
、

古

事

記

に
味

御

路

と

書

る
如

く

、
山

路

野

路

な
ど

の
路

に

、
御

て

ふ
言

を
添

た

る

に

て
、

た

虻
物

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

　

に
ゆ

く
路

ぞ

。

こ
れ

を

お
き

て
は

、

上
代

に

、
道

と

い
ふ

も

の
は
な

か

り

し
そ

か

し

。

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
ヨ
ロヅ
　
ヨ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ナ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
タ
シ
ク
ニ

物

の

こ
と
わ

り
あ

る

べ
き

す

べ

、
萬

の
歡

へ
ご

と

を

し
も

、

何

の
道

く

れ

の
遘

と

い
ふ

こ
と

は
、

異
國

の
さ

だ

な

り
o

　

ア
ダ
シ
ク
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ダ
　
　
　
　
　キ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
バ
へ

　

異

國

は
、

天
照

大

御
醜

の
御

國

に
あ

ら

ざ

る

が
故

に
、

定

ま

れ

る
主

な

く

し

て
、

狹
蝦

な

す

脚

と

こ

ろ

を

得

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

ト
リ

　

て
、

あ

ら

ぶ

る

に

よ
り

て
、

人

心

あ

し
く

、

な

ら

は

し
み

だ

り

が

は
し

く

し

て
、

國

を

し
取

つ
れ

ば
、

賤

し

き

　

ヤ
ツ
コ　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
こ
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ウ
パ
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
こ

　

奴

も

、

た

ち

ま
ち

に
君

と
も

な

れ

ば

、
上

と
あ

る

人

は
、

下

な

る
人

に

奪

は

れ
じ

と

か

ま

へ
、

下

な

る

は
、

上

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
ア
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　
　
　
　
　
ヲ
サ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　サ

　

の
ひ
ま

を
う

か

虻

ひ
て

、
う

ば

玉
む

と

は

か
り

て

、

か
た

み

に
仇

み

つ

&
、
古

よ

り
國

治

ま

り
が

た

く

な
本

有

　

　

　

　

　

　
　

　

　
イキ
ホ
ピ
　
　
　サ
ト
ド　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
バ

　

　

　

　
ツ

　

け

る
。
其

が
中

に

、
威

力

あ

ー3
智

り
深

く

て
、
人

を
な

つ
け
、

人

の
國

を

奪

ひ
取

て
、

叉

人

に
う

ば

は

る
ま

じ

　

　

コ
ト
パ
カリ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
リ

　

き

事

量

を

よ
く

し

て
、

し

ば
し

國

を

よ

く
治

め

て

、
後

の
法

と

も
な

し

た

る

人

を
、

も

ろ

こ
し

に

は

聖
人

と

そ
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ダ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ヘカ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨキ
イ
ク
サ
ノ
キ
こ

云

な

る
。

た

と

へ
ば

、
亂

れ

た

る
世

に
は

、
職

に
な

ら

ふ
ゆ

ゑ

に
、

お

の
つ

か
ら

名

將

お

ほ

く

い

で
く

る

　

　

　
　

　

　

ナ
ラ
ハシ

が
如

く
、

國

の
風

俗
あ

し

く

し

て
、

治

ま

り

が

た
き

を

、
あ

な

が

ち

に
治

め
む

と

す

る

か
ら

、

世

々
に
そ

の
す

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

シ

ペ

を

さ

ま
み

＼

思

ひ

め
ぐ

ら

し

、
爲

な

ら

ひ
た

る
ゆ

ゑ

に

、

し

か

か
し

こ
き

人

ど

も

も

い
で

き

つ

る

な

り

け

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ク
ス　
　
　
ィ
キホ
ヒ

り

。

然

る
を

こ

の
聖
人

と

い
ふ
も

の

は
、
棘

の
ご

と

よ

に
す

ぐ

れ

て
、

お

の
つ

か

ら

に
奇

し
き

徳

あ

る

屯

の

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

ノ

と

思

ふ

は
、

ひ
が

こ
と
な

り

。

さ

て
其

聖

人

ど
も

の
作

り

か
ま

へ
て
、
定

め

お
き

つ
る

こ
と

を

な
も

、
道

と

は

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ノ
ムネ

い

ふ
な

る
。

か

玉
れ

ば
、

か
ら

く

に

玉
し

て
道

と

い
ふ
物

も

、

其
旨

を
き

は
む

れ

ば
、

た

虻
人

の
國

を

う

ば

は

　

　

　
　

　

　
　

　

ウパ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ウ
パ　
　
　ラ

む

が

た

め

と
、

人

に
奪

は
る

ま

じ
き

か
ま

へ
と

の
、

二
に

は
す

ぎ

ず

な
も

あ

る
。

そ

も
ノ

＼

人

の
國

を

奪

ひ
取

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ヨキ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　モ
ロピ
ト

む

と
は

か

る

に
は

、

よ
う

つ

に

心

を
く

だ
き

、

身

を

く

る

し

め

つ

玉
、
善

こ

と

の
か
ぎ

り
を

し

て
、

評

人

を

な

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

ヨキ
ヒト

つ
け

た

る
故

に
、
聖

人

は
ま

こ
と

に
善

人

め
き

て
聞

え

、
叉

そ

の

つ
く

り

お
き

つ
る
道

の
さ

ま

も
、

う

る

は

し

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

オ
ノ
レ　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
ソ
ム

く

よ

う
つ

に
た

ら

ひ

て
、

め

で

た
く

は
見

ゆ

め
れ

ど

も

、

ま
つ

己

か

ら

そ

の
道

に
背

き

て
、
君

を

ほ
ろ

ぼ

し
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

ア
シ

國

を
う

ば

へ
る
も

の
に
し

あ

れ

ば
、

み
な

い

つ
は
り

に

て
、

ま

こ
と

は

よ
き

人

に

あ
ら

ず

。

い
と
も

い
と
も

悪

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

キ
タ
タナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

き

人

な

り
け

り

。
も

と
よ

り

し

か
穢

惡
き

心

も

て
作

り

て
、

人

を
あ

ざ

む

く
道

な

る
け

に
や

、
後

人

も

、
う

は

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

マモ

ペ

こ
そ

た

ふ
と

み

し

た
が

ひ

が

ほ

に
も

て
な

す

め

れ

ど
、

ま

こ
と

に

は

一
人

も

守

り

つ
と

む

る
、

人

な

け
れ

ば

、

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
コナ

國

の
た
す

け

と

な

る

こ
と

も

な
く

点

其
名

の

み

ひ
ろ
ご

り

て
、

つ
ひ

に
世

に

行

は

る

玉

こ
と

な
く

て

、
聖

人

の

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

オ　
サ

邁

は
、

た

y

い
た
づ

ら

に

、

人
を

そ

し

る
世

々
の
儒

者

ど

も

の
、

さ

へ
づ

り
ぐ

さ
と

そ

な
れ

り

け

る

。
然

る

に

詫
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の
、

た

穿
六
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ど

い
ふ
書

を

の
み

と
ら

へ
て
、

彼

國

を

し
も

、
道

正

し
き

國
ぞ

と
、

い

ひ

の

玉
し

る

は
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

タ
ゾ

い
た
く

た

が

へ
る

こ
と

な

り
。

か

く
道

と

い

ふ

こ
と
を

作

り

て

正
す

は
、

も

と
道

の
正

し

か
ら

ぬ
が
故

の
わ

ざ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ノ　　　　　　　ノ

な

る
を

、

か

へ
り
て

た
け

き

こ
と

に
思

ひ

い

ふ

こ
そ
を

こ
な

れ

.
そ

も

後

人
、

此

遘

の
ま

玉
に
行

な

は

黛
こ
そ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

リ
　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　ブ
こ

あ

ら

め
、

さ

る
人

は
ハ

よ

玉
に

一
人

だ

に
有

が

た
き

こ
と

は
、

か

の
國

の
世

々
の
史

ど

も

を
見

て
も

し

る
き

物

を

や
。

さ

て
其

道

と

い
ふ
物

の
さ

ま

は
、

い
か

な

る
ぞ

と

い

へ
ば
、

仁

義

禮
讓

孝

悌

忠
信

な
ど

い

ふ
、

こ
ち
た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

マケ
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

き

名

ど

も

を
、

く

さ

み
＼

作

り
設

て
、
人

を

き

び

し

く
歡

へ
お

も
む

け

む

と
そ

す

な

る
。

さ

る

は
後

世

の
法

律

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

へ

を
、

先

王

の
道

に
そ

む

け

り

と

て
、
儒

者

は
そ

し

れ
ど

も

、

先

王

の
道

も

、
古

の
法
律

な

る
も

の
を

や

。
ま

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ
ト
ハシ

ヤ
ク
易

な
ど

い
ふ
物

を
さ

へ
作

り

て
、

い
と

も

こ
玉
ろ

ふ

か
げ

に

い
ひ

な

し

て
、

天

地

の

理

を

き

は

め

つ

く

し

た

り

と
思

ふ
よ

。

こ
れ

は

た
世

人

を

な

つ
け
治

め

む

た

め

の
、

た

ば

か
り

事
ぞ

。

そ

も

ノ

＼

天
地

の

こ
と

わ

り

　

　

　

　

　

　

　

　

ミ

シ

リザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　タ
ヘ
　

ク
ス
　
　
　
　
ア
ヤ

は
し
も
、
す

べ
て
藤

の
御
所
爲

に
し
て
、

い
と
も
く

妙

に
奇
し
く
、
靈
し
き
も

の
に
し
あ
れ

ば
、
さ
ら
に
人

　

　

　

　

　

　
サ
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
バカ

の
か
ぎ

り

あ

る
智

り
も

て

は
、

測

り

が

た
き

わ

ざ

な

る
を

、

い
か

で

か
よ

く

き

は

め

つ
く

し

て
知

る

こ
と

の
あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
ナ
ニ
　
　
　
　
　
　
コト
ワ
ジ
　
キ
ハ
こ
　
　
　ウ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
ロ
カ

ら

む
。

然

る
に
聖

人

の

い

へ
る
言

を

ば
、

何

ご

と

も

た

虻

理

の
至
極

と

、
信

た

ふ
と

み

を

る

こ
そ

い
と
愚

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
ヂノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　オ
ノ

れ

。

か
く

て

そ

の
聖

人

ど

も

の
し

わ
ざ

に

な
ら

ひ

て
、

後

々

の
人
ど

も

玉
、

よ

う
つ

の

こ
と

を
、

己

が

さ

と

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

ノ
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　コ
へ

竜

て
お

し

は

か

り
ご

と
す

る
ぞ

、
纏

國

の

く

せ
な

る
。

大

御
國

の
物

學

び

せ

む
人

、

是

を

よ
く

心

得

を

り

て
、
'

　

　

　

　

　

　
ムト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　ゴ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヅ
ケ

ゆ

め

か
ら

人

の
読

に
な

ま
ど

は
さ

れ

そ

。
す

べ
て
彼

國

は
、

事
毎

に
あ

ま

り

こ
ま

か

に
心

を
着

て
、

か

に

か
く
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に
ア
講

.
ひ
さ
だ

む

る
故

に
・

な

べ

て
人

の
心

さ

か

し
だ

ち
魏

く
な

り

て
、

申

々
に
事

を

し

&

こ
ら

か
し

つ

乂
、

い
よ

曳
國

は
治

ま

り
が

た

く

の
み

な

り
ゆ

く

め

り

、
さ

れ

ば
聖

人

の
道

は
、

國

を

治

め
む

た
め

に
作

り

て
、

か

　
　

　

　
　

ミ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆロ　
　
　
　
　
　
ナ
ニ
　
　
　
　
　
オ
イ
　
　
　
　
　
　
　
ク
ソ
　
ロ

へ
り

て
國

を
亂

す

た

ね

と

も

な

る
物
ぞ

。
す

べ

て

側
わ
ざ

も

、
大

ら

か

に

し

て
事

足

ぬ

る

こ
と
は

、

さ

て
あ

る

　
　

　

　
　

　

カ
レ

ヘ

コ

チ
タ

ヘ

ナ
ニ

こ
そ
よ

け

れ

9
故

巣
國

の
古

は
、

さ

る
言

痛

さ

教

も
何

も

な

か

り

し
か

ど

、
下

が

下

ま

で

み
だ

る

乂

こ
と
な

く

、

ノ
　
　
　
　オ
が
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ト
ホ
ナ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
マ
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ァ
ダ
シ
ク
エ

天
下

は
穏

に
治

ま

り

て

、

天
津

日

嗣

い
や
鰭

長

に
縛

は
り

來
坐

り
。

さ

れ

ば

か

の
異
國

の
名

に
な

ら

ひ

て

い
は

　
　

レ
　
　ウ
ヘ
　
　
　
　
　スグ
レ
　
　
オ
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
コ
ゼ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　コ
ト

ゴ
、

一是
ぞ

上

も
な

き

優

た

る
大

き
道

に

し

て
、
實

は
道

あ

る

が
故

に
道

て

ふ
言

な

く

、
道

て

ふ

こ
と

な
け

れ

ど

、

コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ア
グ

道

あ

り

し
な

り

け

り
。

そ

を

こ
と
み

＼
し

く

い

ひ
あ
ぐ

る
と

、
然

ら

ぬ
と

の
け
ち

め
を

思

へ
。
言

擧

せ
ず

と

は
、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

イ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ト
ヘ　サ
エ
　
　ナ
ニ

あ

だ

し
國

の
ご

と
、

こ
ち

た

く
霄

た

つ
る

こ
と
な

き

を

云
な

り

。
讐

ぱ

才

も

観
も

、

す

ぐ

れ

た

る
人

は

い
ひ

た

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

イサヒ

て
ぬ
を
、
な
ま
ノ
＼

の
わ
う
も

の
ぞ
、
返
り
て
い
さ

乂
か
の
事
を
も
、

こ
と
み

丶
し
く
言
あ
げ

つ
曳
ほ

こ
る
め

　
　

　

　

ガ
ラグ
ニ

　

　
　

ジドずノ
　

　

ヒ

き
サ

る
如

く

、
漢

國

な
ど

は
、
道

と
も

し
き

ゆ

ゑ

に
、

か

へ
り

て
遘

々
し
き

こ
と

を

の
み
云

あ

へ
る
な

り

。
儒

者

は

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ヅ
　　
カ
ラ　
　
タ
フ
ト

こ

玉
を

え

し
ら

で
、

阜

國

を

し
も

、
道

な

し

と

か
ろ

し

む

る
よ

。
儒

者

の
え

し

ら

ぬ

は
、

瑛

に
漢

を

霹
き

物

に

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

リ
　　
　　
　
　　
　　コ　　ヘ　
　　
　
　　
ヲ　
　　
　
　　
　　
　
　　
　レ

思

へ
る

心

は
、

な

ほ
さ

も
有

な
む

を
、

此

　

の
鞠

知

人

さ

へ
に
、
是

を
え

さ

と

ら
ず

て
、

か

の
道

て
ふ

こ
と
あ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

シ
ヒ　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
け　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　
ア
ラ
ノ

る
漢
國

を

う

ら

や

み

て
、

強

て

こ
玉
に

も
道

あ

り

と

、
あ

ら

ぬ

こ
と

ゴ
も

を

い
ひ

つ
&
爭

ふ

は
、

た

と

へ
ば
、

ゆ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ

猿

ど
も

の
人

を
見

て
、

毛

な
き

ぞ

と

わ

ら

ふ
を

、

人

の
恥

て
、

お

の
れ

も

毛

は
あ

る
物

を

と

い
ひ
て

、

こ
ま
か

　
　

　

　
　

　

モ
ト
メイ
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ　
　
　
ナ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
レ
モ
ノ

な

る
を

し

ひ

て
求

出

て
見

せ

て
、

あ

ら

そ

ふ
が
如

し

。
毛

は
無
き

が
貴

き

を

も
し

ら

ぬ

、
癡
入

の
し

わ
ざ

に
あ
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ら

ず

や

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　ワタ
リ
マ
メ　キ
　
　
　
　ソ
　
　
　マナ
　
　
　
　
　
　
　
ハジ
　
　
　
　
　
ノチ
　
　
　ノ

　

　

　

　

　

クノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ブ

然

る
を

や

玉
降

り

て

、
書

藉

と

い
ふ
物

渡
參

來

て
、

共

を
學

び

よ

む

事
始

ま

ー3
て
後

、

其
國

の

て
ぶ

り

を

な
ら

ひ

　

　

　

　

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヘ

オ
ホ
く

　

　

　

　
ト
リ
ワ
ゲ

て
、

や

玉
萬

の
う

へ
に

ま
じ

へ
用

ひ
ら

れ

る

玉
御

代

に
な

り

て
ぞ

、

大
御

國

の
古

の
大

御

て
ぶ

り
を

ば

、
取

別

て

カ
く
ノ
し
チ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ト
ヅ
ク
ニ
　
　
こ
チ
ノ
へ
　
　

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　お
こ
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
オ

軸
道

と

は
な

づ

け
ら

れ

た

り

け

る
。

そ

は
か

の
外
.國

の
邁

々
に
ま

が

ふ

が
ゆ

ゑ

に

、
脚

と

い
ひ

、
又

か

の
名

を

借

　

　

　

　

　

　

　
こチ

リ

て
、

こ

玉
に

も
逍

と

は

い
ふ

な
り

け

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ　
ヱ

　

"瀰

の
道

と
し

も

い
ふ
所

由
ば

、

下

に

つ
ば
ら

か
に

と

く
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
カ
ゑ

し

か
あ

り
て

御

代

々

々
を

経

る

ま

玉
に

、

い
や

ま
す

/
＼

に
、

そ

の
漢

國

の
て
ぶ

り
を

し

た

ひ

ま

ね
ぶ

こ
と
、

盛

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
シ
　
ロ　
シ
メ
　
　
ぐホ
く
　
ワザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ナ
リ

に

な

り
も

て
ゆ
き

つ

乂
、

つ

ひ

に
天

の
下
所

知
看

す

大
御

政

も

、

も

は
ら

漢
檬

に
爲

は

て

乂
、

　

　

　

　
ナ
ガ
ラ
ノ
　
　
　
　ァ
フ
こ
　
　
　
　
　
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　サ
ダ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ

　

難

波

の
長
柄

宮

、

淡

梅

の
大

津
宮

の
ほ
ど

に
至

り

て
、
天

の
下

の
御

制

度

も

、

み
な

漢

に
な

り
き

。

か

く

て
後

　

　

　

　

　

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ム
ワザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ノ
　
　
　
　
　
　
ゐ
ム
ワザ

　

は

、
古

の
御

て
ぶ

り

は
、

た

ぎ
糠
事

に
の

み
用

ひ

賜

へ
り
。
故

後

代

ま

で

も

、
鼬

事
に

の
み

は
、

皇
國

の
て
ぶ

　

り

の
、

な

ぽ

の

こ
れ
る

こ
と

お
ほ

き

ぞ

か

し
。

ア
ヲ
ヒ
ト
ク
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
コ
ヘ
ロ

青

人

草

の

心

ま

で

ぞ

、

其

意

に

う

つ

り

に

げ

る

。

　

ス
　
メ
ラ
ミ
コ
ト
　
　
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ノ
ノ
　
ロ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ゴ
ヘ
ロ
　
ゥ
ツ

　

天

皇

奪

の

大

御

心

を

心

と

せ

ず

し

て

、

已

々

が

六

か

し

ら

こ

こ

ろ

を

心

と

す

る

は

、

漢

意

の

移

れ

る

な

り

。

　

　

　

　

ヤ
ス
　
　
　
　
　
タ
ヒ
ラ
　
　
　
　
　
　
ァ
ソ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
ダ
シ
ク
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

さ

て

こ

そ
安

け

く

李

け

く

て

有

來

し

御

國

の

、

み

が

り

が

は

し

き

こ

と

い

で

き

つ

玉
、

異

國

に

や

曳

似

た

る

こ

と

も

、

後

に

は

ま

じ

り

き

に

け

れ

。

も

8
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コ
ヘロシ
ワザ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ
ト
ク
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

コ　
チ
タ

　

い
と

も

め

で
た

き

大
御

國

の
道

を

お
き

な

が
ら

、

他

國

の
さ

か

し
く
言

痛

き

意

行

を
、

よ

き

こ
と

玉
し

て
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ナ
ホ
　
　キ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ユナ
　
　
　
　
　
　
　
キ
タ
ナ

　

な

ら

ひ

ま

ね
べ

る

か
ら

、
直

く
清

か

り

し

心
も

行

ひ
も

、

み
な

臓

惡

く

ま

が

り
ゆ
き

て
、

後

つ

ひ
に

は
、

か

の

　

ヒ
ト
グ
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
他

鼠

の
き

び

し

き
道

な
ら

ず

て

は
、
治

ま

り
が

た

き

が
如

く

な

れ

る
ぞ

か

し
。

さ

る
後

の
あ

り

さ

ま

を
見

て
、

　

聖

人

の
道

な

ら

ず

て

は
、

國

は
治

ま
り

が

た
青

物

ぞ

と

思

ふ

め

る

は
、

し

か
治

ま

り

が
た

く

な

り

ぬ

る

は
、

も

　

　

　

　

　

　

　
ツ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　

と

聖

人

の
道

の
蔽

な

る

こ
と

を

、
え

さ

と

ら

ぬ
な

り

。
古

の
大

御

代

に
、

其

道

を

か
ら

ず

て

、

い
と

よ
く

治

ま

　

り

し
を

思

へ
。

　

　

　

　

ノア
メツ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
トみ
ヒ

そ
も
く

此
天
地

の
あ

ひ
だ
に
、
有

と
あ
る
事

は
、
悉
皆

に
紳

の
御
心
な

る
中
に
、

　

　

　

ノ　
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
キ
ア
シ

凡

て
此

世

申

の
事

は
、

春

秋

の
ゆ

き

か

は
り

、
雨

ふ
り

風

ふ
く

た
ぐ

ひ

、
夊

國

の
う

へ
人

の
う

へ
の
、

吉

凶
き

　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　シ
　
ワ
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヨ
キ
　
　
　
　
　
　ァシ
　
　
　
　
　リ
　
　
　
　シ
　
ワ
ザ

　
萬

事

、

み

な

ご
と
ご

と

に
紳

の
御

所

爲

な

り

。

さ

て
繭

に
は
、

善

も

あ

り
惡

き

も
有

て

、
所

行

も

そ
れ

に
し

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ
ノ
ツネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　バカ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　

が

ふ
な

れ

ば

、
大

か

た

尋

常

の

こ

と
わ

り

を
以

て
は

、
測

り
が

た

き

わ
ざ

な

り
か

し

。
然

る
を

世
人

、

か

し

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ト
ヅ
ク
ニ　
　
　
　
　
　
　
　コ
ト
　
　
　
　
　
　
マド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ノ

き

も

お

ろ
か

な

る
も

お
し

な

べ

て
、

外

國

の
道

々

の
説

に
の

み
惑

ひ
は

て

玉
、

此
意

を
え

し

ら
ず

、

皇
國

の
學

　

マナ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ニシ
ヘノ
フ
こ
　
　
　
　
　
　
ス
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ

　
問

す

る
入

な

ど

は
、　

古

書

を
見

て
、

必
知

べ
き

わ
ざ

な

る
を

、

さ

る
人

ど

も

だ

に
、

え

わ

き

ま

へ
知
ざ

る

は
、

　

　

　

　

　

　

　

ヨシ
ァ
シ
　
　
　
ヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
ラ

　

い
か

に
そ

や

。
抑

吉

凶
き

萬

の
事

を

、
あ

だ

し
國

に

て
、

佛

の
道

に

は
因

果

と

し

、
漢

の
道

々
に

は
天

命

と

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
ノ
　
ノ
コト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　モ
ノ
マ
ナプ
ヒ
ト

　

ひ

て
、

天

の

な
す

わ
ざ

と
思

へ
り

。

こ
れ

ら

み

な

ひ

が

こ
と

な

り

。

そ
が

申

に
佛

道

読

は
、

多

く
世

の
學

者

　

　

　

　

　
がキ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ク
ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

サモド

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

コ
ト

　

の

、
よ

く
撲

へ
つ
る

こ
と

な
れ

ば

、
今

い

は
ず

。
漢

國

の
天

命

の
説

は
、

か

し

こ
き

人

も

み

な
惑

ひ

て
、

い
ま
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プ
ゲ
ヅ
ヲ

だ

ひ

が

こ
と

な

る

こ
と

を

さ

と
れ

る
人

な

け
れ

ば

、
今

こ
れ

を

論

ひ
さ

と

さ
む

。

抑

天

命

と

い
ふ

こ
と

は
、

鶴
國
に
て
古
に
・
君
を
轡

國
を
黐
ひ
し
聖
人
の
・
田
が
罪
を
の
が
れ
む
た
め
に
、
か
ま
へ
貯

る
.認
.謝
な

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

メ
イ

り

。

ま

こ

と
に

は

、

天
地

は
心
あ

る
物

に
あ

ら
ざ

れ
ば

、

命
あ

る
べ

く
も

あ

ら
ず

、
も

し

ま

こ
と

に
天

に
心
あ

　

　

コ
トワ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ョキ
ヒト
　
　
　
　
　
　ア
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

り
、　

理

も

あ

り

て
、

善

人

に
國

を
與

へ
て
、

よ

く

治

め

し
め

む

と

な
ら

ば

、

周

の
代

の
は

て
か

た

に
も

、

必

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

スデ
　
　
　
　
　
ゾ
ナ
ハ

又

聖

人

は
出

ぬ
べ
き

を
、

さ

も
あ

ら

ざ

り

し

は

い

か
に
ぞ

、

も

し

周
公

孔

子

に

し

て
、

既

に
道

は
備

れ

る

故

に
、

　

　

　

　
　

　

ダ　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

其

後

は

聖
人

を

出

さ

ず

と

い

は
む

も
、

叉

心

得
ず

、
か

の
孔

丘
が

後

、
其

道

あ

ま

ね

く
世

に
行

は
れ

て
、

國

よ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ノ

イ
タヅ
ラ
ゴ
ト

く

治

ま

り

た
ら

む

に

こ

そ
さ

も

い
は

め
。

其
後

し

も

い
よ

よ
其

道

は

す

た
れ

は

て

玉
、　

徒

言

と

な

り
、

國

も

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　マガ

ま
す
く

み
だ
れ

つ
る
物
を
、
今

は
た
れ

り
と
し
て
、
聖
人
を
も
出
さ
ず

、
國

の
厄
を
も

か

へ
り
み
ず
、

つ
ひ

　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ア
タ
　
　
　
　
　
ヒ
トク
サ
　
　ク
ル

に
奏
始

皇

が

ご

と
荒

ぶ

る
八

に

し

も
與

へ
て
、
入
「草

を
苦

し

め
し

は
、

い
か
な

る

天

の

ひ
が

こ

玉
ろ
ぞ

。

い
と

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

マグ

ノ
＼

い
ぶ

か

し
。

始
皇

な
ど

は
、

天

の
あ

た

へ
し

に
非

る
故

に
、

久

し

く

は
え

た

も

た
ず

、

と

も

い
ひ
枉

べ
け

　

　

　

　
　

シ
バ
ラ
ク
　　　　
　　　　
　　　　　
　　ァ
シキ
ヒト

れ

ど

、

そ
も

暫

に

て
も

、

さ

る
悪

人

に
あ

た

詑

べ
き

理

あ

ら

め

や
も

。

又
國

を

し

る
君

の
う

へ
に

、
天

命

の

　

　

　

　
　

　

　

モ
ロ
ピ
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨキ
ァ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヨキ
　
　
　
　
　
　
　
　
　サ
カ
　
　
　
　ァ
シキ
　
　
　ス
こ
ヤ
　
　
　マガ

あ

ら

ば

、
下

な

る
諸

人

の
う

へ
に
も

、

善
惡

き

し

る
し

を
見

せ

て
、
善

人

は
な

が

く
蘰

え

、
惡

人

は
速

け

く
輪

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

アシ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ョ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ムカ
シ

る

べ
き

理

な
る

を

、

さ

は
あ

ら

ず

て
、

よ

き
人

も
凶

く

、
あ

し
き

人

も
吉

き

た
ぐ

ひ
、

昔

も

今

も
多

か

る

は

い

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ノ

か

に

。
も

し
ま

こ
と

に

天

の
し

わ
ざ

な

ら

ま

し

か
ば

、

さ

る

ひ
が

こ
と

は
あ

ら

ま

し

や

。

さ

て
後

世

に
な

り

て

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ノ
　
　
　
ウ
ペ

は
、

や
う

や
く

人

心

さ

か
し

き

ゆ

ゑ

に
、
國

を
奪

ひ
て

天

侖
ぞ

と

い
ふ

を

ば
、

世
人

の
諾

な

は

ね

ば
、

う

は

べ

、　　　　
乎ご
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ユヅ

コ

ト
ル

　

　

　

ヘ

マ
ユト

コ
ひ

　

は
禪

ら

せ

て
取

こ
と

も

あ

る
を

ば

、

よ

か
ら

ぬ

こ
と

に

い

ふ
め

れ
ど

、

か

の
古

の
聖

入

ど
も

も

、
實

は
是

に
異

　

　

　
　

　

　

　

　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ケ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　

な
ら

ぬ
物

を

や
。

後

世

の
王

の
天

命
ぞ

と

い
ふ

を

ぱ
、

信

ぬ
も

の

x
、

古
人

の
天

命

を

ぱ
、

ま

こ
と

玉
心

得

を

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

へ

　

る

は
、

い
か

な

る
ま

ど

ひ
そ

も

。
古

は
天

命

あ

り

て
、

後

に
は

な
き

こ
そ

を

か

し
け

れ

。
或

人

、

舜

は
蕘

が
國

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ノ

　

を
う

ば

ひ
、
禹

も

又

舜

が
國

を

奪

へ
り

し
な

り

と

い

へ
る

も

、

さ
も

有

べ
き

こ
と
そ

。
後

世

の
王
莽

曹

操

が

た
.

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
ウ
ヶ
　
ヅ
ギ
　
　
　
　
　
　
　
マ
コト

ウ
パ

　

ぐ

ひ
も

、
う

は
べ

は

ゆ
づ

り
を

受

て
嗣

つ
れ

ど

も
、

實

は
簒

へ
る

を
以

て
思

へ
ば

、
舜

禹

な

ど

も

さ
ぞ

あ

り
け

　

　

　
　

ツ

ス
ナホ

ユ
ヅ

ヒ

　

　

　

ク
ス
チ

　

む

を
、

上

代

は
利

に

し

て
、

禪

れ

り

と

云
な

せ

る
を

、

ま

こ
と

玉
心

得

て

、
國

内

の
人

ど
も

、

み

な
あ

ざ

む

か

　

　
ゆ　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
ノ　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　ア
シ

　

れ

に
け

ら

し

。
か

の
莽

操

が

こ
ろ

は
、

世

人

さ

か

し

く

て
、
あ

ざ

む

か

れ
ざ

り
し

故

に
、

悪

き

し

わ

ざ

の
あ

ら

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
ト
モガ
ラ
　
　
　
　ヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
フ

　

は
れ

げ

む

。

か
れ

ら

が
如

く
な

る

輩

も

、

上
代

な

ら

ま

し

か

ば
、

あ

は
れ

聖

人

と
仰

が
れ

な

ま

し

も

の
を

Q

マ
ガ
ツ

ピ
ノ
　

　
　
こ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
カ
ナ

禍

津
肩

紳

の
御

心

の
あ

ら

び

は
し

も
、

せ

む

す

べ

な
く

、

い
と

も
悲

し
き

わ

ざ

に
ぞ

あ

り

け
る

。

　

ヨ
ノ
ナ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ニゴ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
コサ
マ

　

世

間

に
、

物

あ

し

く

そ

こ

な
ひ

な
ど

、
凡

て
何

事

も

、

正

し
き

理

の
ま

玉
に

は
え
あ

ら
ず

て
、
駅

な

る

こ
と

も

　

　

　
　

　

　

　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ダ
　

アラ
　
　マ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ト
ゾ

　

多

か

る

は
、

皆

此
紳

の
御

心

に
し

て
、

甚

く
荒

び

坐

時

は
、

天
照

大

御
騨

高
木

大
瀚

の
大

御
力

に
も

、

制

み

か

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ヨキ
　
　
　
　
マガ
　
　
　
　
ア
シキ

　

ね

賜

ふ
を

り

も
あ

れ

ば

、

ま

し

て
人

の
カ

に

は
、

い
か

に

と
も

せ

む
す

べ
な

し

。

か

の
善

人

も

藕

り
(
惡

人

も

　
サ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨノ
ヅ
ネ
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　シ

ツザ

藤

ゆ

る
た

ぐ

ひ
、

尋

常

の
理

に

さ
か

へ
る
事

の
多

か

る
も

、
皆

此
紳

の
所

爲

な

る

を
、

外

國

に

は

、
紳

代

の
轟

　

　

　
ヅ
ク
ヘゴ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ
ヨ
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　ナ
ニ
ゴ
ト

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

シ
カ
ル
ベ
キ
コ
トワ
おゆ

　

し
き

傳

読

な

《

し

て
、

此
所

由

を

え

し
ら

ざ

る
が
故

に
、

た

黛
天

命

の
設

を

立

て
、

何

事

も

み

な
、

當

衆

理

　

を
以

て
定

め

む

と
す

る

こ

そ
、

い
と

を

こ
な

れ

。
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シ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　タ
カ
マ
ノ
ハ
ラ
　
　オ
ホ
マ
シ
ノ
丶
　
　
　
オ
索
こ
し
カ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヶ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
,
　
　
　
唄い
ヂ
ラ

然
れ
ど
も
、
天
照

大
御
繭
高

天
原

に
大
坐

々
て
、
大
御
光

は
い
さ
瓦
か
も
曇

り
ま
さ
ず
、
此
世
を
御
照
し
ま
し
ま

し
・
知
瀏
鶴
璽
は
た
、
は
ふ
れ
ま
さ
ず
驫
は
り
郵
て
、
甎
駕
し
賜
ひ
し
ま
に
く

、
天
の
下
は
衛
孺
劔
砂
肝
購
駕

て

、

　

ア
ダ
シ
ク
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ト

　

夏

國

は

、

本

よ

り

圭

の

定

ま

れ

る

が

な

け

れ

ば

、

た

ゴ
人

も

た

ち

ま

ち

王

に

な

り

、

王

も

た

ち

ま

ち

た

ゴ
人

に

　

　

　

　

　

ホ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ナ
ラ
ハ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ラ
　
　
　
　バ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　モ
ノ

　

も

な

り

、

亡

び

ケ

せ

も

す

る

、

古

よ

り

の

風

格

な

り

。

さ

て

國

を

取

む

と

謀

り

て

、

え

と

ら

ざ

る

者

を

ば

、

賊

　

　

　

　

　

イ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
フ
ト

ア
フ

　

と

い

ひ

て

陵

し

め

に

く

み

、

取

得

た

る

者

を

ば

、

聖

人

と

い

ひ

て

奪

み

仰

ぐ

め

り

。

さ

れ

ば

い

は

ゆ

る

聖

人

も

、

　

　

　

　

　

シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　サ
　
　
　
　
　
　
　
　カ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　カ
シ
　
コ
　
　
　
　
　
つ
ガ
ス
メ
ラ
こ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　サ

　

た

ゴ
賊

の

爲

と

げ

た

る

者

に

ぞ

有

け

る

。

掛

ま

く

も

可

畏

き

や

吾

天

皇

釁

は

し

も

、

然

る

い

や

し

き

國

々

の

王

　

　

　

　

　

ヒ
ト
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ウ
ミ
タ
シ
　
　
　
　
　
　
　カ
ム
ロ
ギ
ノ
　
　
　

ミ
　
　
　
　
　
　
サ
ヅ
ケ
　
　
　

ア
マ
ツ
ヒ
ツ
ギ

　

ど

も

と

、

等

な

み

に

は

坐

ま

さ

ず

。

此

御

國

を

生

成

た

ま

へ
る
　

繭

組

命

の

、

御

み

つ

か

ら

授

賜

へ
る

皇

統

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヲ
ス
ク
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
　し
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
シ

　
に
ま
し
く

て
、
天
地
の
始

よ
り
、
大
御
食
國
と
走
ま

り
た
る
天
下

に
し
て
、
大
御

脚
の
大
命

に
も
、
天
皇
悪

　

　

シ
　
　
　
　
　
　
　ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ョ　
　
　
　サ
　
　
　
　
　
　
　
　サ
　
　
　
　
　カ
タ
ハラ

　

く
坐

ま

さ

ば
、

莫

ま

つ
ろ

ひ
そ

と

は
詔

た

ま
は

ず

あ
れ

ば

、
善

く

坐

む

も
惡

く
坐

む

も

、
側

よ

り
う

か

ゴ
ひ
は

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

デ
ラ

リ

　
　

ヘ

ウ
ゴ

サ

　

か

り
奉

る

こ
と
あ

た

は
ず

。
天

地

の
あ

る
き

は
み

、
月

日

の
照
す

限

は
、
い
く
萬

代

を
經

て
も

、
動

き

坐

ぬ
大

霜

　

　

セ
　
　
　

レフ
ル
コ
ト
　
　
　
　
ソ
ノ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
コト
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
ヨキ
ァ
シ
　

ミ

　

に
坐

り
。
故

古

語

に
も

、
當

代

の
天
皇

を

し
も

、

脚

と
申

し

て

∵
實

に
紳

に

し
坐

ま

せ

ぱ
、

鞍
悪

き

御

う

へ
の

　
ア
ゲ
ヅラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
シ
コ　
ヰ
ヤ
マ　
マ
ツ
ロ
フ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　

論

ひ
を

す

て

乂
、

ひ

た
ぶ

る

に
畏

み

敬

ひ
奉

仕

ぞ
、

ま

こ
と

の
道

に
は
有

け

る

。

然

る

を
中

ご

ろ

の
世

の
み

　

　
　

　

　

ノ

ゾ
ム

カ
シ
コ

オ
ホ
キ
ミ
カ
ド

イ

ムカ

ス
メラ
こ
コト

ノ

　

だ

れ

に
、

此
道

に
背

き

て

、
畏

く

も

大
朝

廷

に
射
向

ひ

て
、

天
皇

奪

を

な

や

ま
し

奉

れ

り

し
、

北
條

義

時

泰

時

、

　

　
　

ノ

　

　

　
　

ノ

オ
ホ
く

カ
ゲ

　

　

キ
タ
ナ

　
叉

足
利

愈

域

な
ど

が

如

き

は

、
あ

な

か

し

こ
、

天

照

日
大

御

肺

の
大

御
蔭

を
も

お
も

ひ

は

か
ら
ざ

る
、

穢
悪

き



霧
寒ー

伸

　

　

　

ヤ
ツ
コ

%

賦
奴
ど
も
撫
り
扮
る
に
、
覆

榊
の
心
は
あ
や
し
き
物
に
て
好

の
な
び
き
從
ひ
て
・
認

の
委

で
、

　
　
　
,しば
ら
く
榮
、尺
居
糞

と
よ
.
抑
此
世
を
御
照
し
警

す
毒

鼻

凝

必
た
ふ
と
蠱

る
べ
き
こ
と
を
し

　
　
　
伍
ど
も
、
天
皇
を
必
讐

蠱

る
べ
き
こ
と
を
ば
、
し
ら
農

.粐
よ
に
あ
り
け
る
は
・
覊

替

ま
ど
ひ
て
、

　
　
　
彼
國
の
み
だ
り
臓
る
潺

を
、
か
し
・」き
、」
と
に
お
も
ひ
て
、
正
し
童

國
の
道
を
え
し
ら
ず
・
今
世
を
照
し

直

徹
麝

彗

榊
舗

鱗

綸

鷲

し
ま
す
、、と
を
儔
ず
、
今
の
天
皇
奪
、
す
な
は
ち
天
照
籀

の

　

　

ア
マ
ヅ
　
ヒ
　
ヅ
ギ

　

　

　

　

　

　

　

タ
カ
こ
　
ク
ラ

　

　

　

　
け
　

　

の
　
　
　
げ　

は

へ

昆

天
皇
の
雛

を
贔

と
申
す
は
、
品

の
御
心
を
御
心
と
し
て
・
蠢

を
爨

故
な
り
・
斈

の
御
郵
を

襲

脊同
趨

穐

す
は
、
讐

脊同き
由
の
み
に
あ
ら
ず
、
品

の
塞

な
る
が
鼕

含

に
は
・
蔭

ど
も
浮

離
欝
霧
鑑

蝉
蜘髓
終簸

鯵

艶

鑞

齢

磯

咢

き
は
に
臨
く
世
な
き
ぞ
、
幽
道
の
羈
ぐ
骸
ぐ
、
舞

蠶

に
す
ぐ
れ
て
・

　
　
渓
國
な
ど
は
、
道
て
ふ
b」
と
は
あ
れ
ど
も
、
淳

な
き
が
故
に
、
も
圭

梟

り
套

・
芝

萋
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ヅ
ヒ
　
　
　カ
ク
ヘ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　イ
ヤ
シ

　

・す
亂

れ

み

だ
れ

て
、
絡

に

は
傍

の
國

人

に

、
國

は

こ
と

虻

黛
く
・
つ
ば

は
れ

は

て

ぬ
、

其

は
夷

狄

と

い
ひ

て
卑

め

づ

玉
、

人

の
ご

と

も

お
も

へ
ら
ざ

り

し
も

の
な
れ

ど

も

、

い
き

ほ

ひ

つ
よ

く

し

て
、

う

ば

ひ
取

り

つ
れ

ば
、

せ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ア
フ
　　
ヲ

　

む

す

べ
な

く
天

子

と

い
ひ

て
、
仰

ぎ

居

る

な

る

は
、

い
と
も

い
と

も
あ

さ
ま

し
き

あ

り

さ

ま
な

ら

ず

や

。
か

く

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

タ
ツ
ト　
　
　
　
　
　
　
ス
ヂ

　
　

　

ゑ　
サ

　

て
も
儒

渚

は
な

ほ

よ
き

國

と

や

お
も

ふ
ら

む
。

王

り
み
な

ら

ず

、

お

ほ
か

た
貴

き

い
や

し
き

統

さ

だ

ま
ら

ず

、

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

スヂ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

サ
ダ
メ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノワ
キ

　

周

と

い
ひ
し
代

ま

で

は
、

封
建

の
瀞

と

か

い
ひ

て
、.
此
別

あ

り

し

が
ご

と

く

な
れ

ど

、

そ
れ

も

王

の
統

か

は
れ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ノキ

　

ぱ

、

下

ま

で
も
共

に
か

は
り

つ
れ

ば

、

ま

こ
と

は

別
な

し
。
秦

よ

り

こ
な

た

は
、

い
よ

玉
此
消

た

玉
ず

、

み

だ

　
　

　

　

　

　
イ
ヤシ
　
ャ
ツ
ユ　
ム
ス
メ　
　
　
　
　
　
メ
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
チ
マチ
　
キ
サ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ム
スメ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ト
コ

　

リ

に
し

て

、
賤

き
奴

の
女

も

、
君

の
寵

の
ま

に
ノ

＼
、

忽

に
后

の
位

に

の
ぼ

り
、

王

の
女

を
も

、
す

ち

な

き

男

　
　

　

　

　

　
　

ハヂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ノ
フ
　
　
ヤ
マが
ヅ
　
　
　
　
　
　
　ケ

フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　タ
カキ

　

に
あ

は

せ

て
、
琺

と
も

お
も

へ
ら

ず

。

又
昨

日
ま

で
山

賤

な

年

し
者

も

、

今

日

は

に
は

か

に
、

國

の
政

と
る

高

　
　

　

　

　

　

ノ
ポ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　タ
カ
キ
イ
ヤ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ト
リ
ケ
モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　コト

　

ヅ
カ
サ

　

官

に

も

な

り
登

る

た
ぐ

ひ
、
凡

て
貴

賤

き

品

書

だ

ま

ら
ず

、
鳥

獸

の
あ

り

さ

ま

に
異

な

ら
ず

な

も

あ

り
け

る

。

　
　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ク
ヅ

そ
も

此
道

は
、

い
か

な

る
遘

ぞ

と
尋

ぬ
る

に

、
天

地
.の
お

の
つ

か

ら
な

る
道

に
も

あ

ら

ず

、

　

コ
　
　
　
　
　
　
　ワキ
にもヘ　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ク
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　コ
らロ

　

是

を

よ

く
輳

別

て
、
か

の
漢
國

の
老

莊

な

ど
が

貝

と

、

ひ
と

つ
に
な

思

ひ
ま
が

へ
そ

。

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ノ
　
　
　
　
　
　
　カ
シ
リ　
　
　
タ
カ
ミ

ム

ス
ビ
ノ
　
　
　こ

ク
マ

人

の
作

れ

る
道

に
も
あ

ら

ず

、

此
道

は
し

も

、
可

果

き

や
高

御
塵

巣

日
棘

の
御

靈

に
よ

り

て
、
ム

　

ノ

　

　

　

　

　

こ
ナ
コ
ト
ぐ

ノ

　

世

中

に
あ

ら

ゆ

る
事

も

物

も

、
皆

悉

に
此

大
騨

に

み
た

ま

よ
り
成

れ

り

。

カ
ム
ロ
ギ
イ
　
ザ
　
ナ
　
ギ
ノ
　
　
　

イ
　
ザ
　
ナ
　
ミ
ノ

融

祖
伊

邪

那
岐

大

肺

伊

タ
那

美

大

繭
.の
始

め
た

ま

ひ

て
、

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ノ　　　　　ノ

　

よ

の
な

か

に
あ

ら

ゆ

る
事

も

物

も

、
此

二
桂

大
棘

よ
り

は

じ

ま
れ

り

。

唔　
　
」　
匸　
、ξ
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カ
レ
ユ
ヘヲ
モ
デ

　

　

　

　
　

　

ケケ

天

照
大

御

藤

の
受

た

ま

ひ
た
も

ち

た

ま

ひ
、
簿

へ
賜

ふ
道

な

り
。

故

是

矧
紳

の
道

と

は
申

す

そ

か

し
。

　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ハ
レノ
イ
ケ
ノ
ペ
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヅ

　

神

道

と

甲
す

名

は
、
書

紀

の
石
村

池

邊
宮

の
御
卷

に
、

始

め

て
見

え

た

り
。

さ

れ

ど
其

は
只

、
紳

を

い
つ
き

祭

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ノ
　
　
　
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ム
ナ
ガ
ラト
ハ　
シ
タ
ガ
ヒ
タ
マ
ヒ
テ
　
ノ　
ニ　
　
　
オ
　
　
ル
ヲ　
ノ

　

り
た

ま

ふ

こ
と

を
さ

し

て

云
る

な

り
。

さ

て
難
波

長

柄

宮

の
御

卷

に
、
惟

紳

者

謂

下
膸

コ
　
聯
道

嚇亦

自

有

巾
紳

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

メ

　

道

上
也

と

あ

る
ぞ

、

ま

さ

し
く
皇

國

の
道

を

廣

く

惑
し

て

い

へ
る
始

な

り

け

る
。

さ

て
其

由

は
、

上

に
引

て

い

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
ナ

　

へ
る
が
如

く
な

れ

ば

、
其

道

と

い
ひ

て
、

こ
と

な

る
行

ひ
の
あ

る

に
あ

ぢ
ず

、

さ

れ

ば
た

盆

脚
を

い
つ
き

祭

り

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヶ
テ

　

た

ま

ふ

こ
と

を

い
は
む

も

、

い
ひ

も

て
ゆ

け

ば

一
む

ね
に

あ

た
れ

り

。
然

る
を

、

か

ら
ぶ

み

に

、

聖

人

設

二紳

　

ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ　
ヘ　
　
　
　
ナ
ヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ト

　

道

出
と

い
ふ
言

あ

る

を
取

て
、

此
方

に
も

名

け

た

り
な

ど

い
ふ
め

る

は

、

こ
と

の

こ

ふ
ろ
し

ら

ぬ

み
だ

り
言

な

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

コ
ヘ　　
カ
シ
コ　　
メ

　

り
。

其
故

は
、

ま

つ
繭

と

さ
す

も

の
、

此

と

彼

と
始

よ

り

同

じ

か
ら

ず

、

か

の
國

に

し

て

は
、

い
は
ゆ

る

天

地

　

　

　

　
　

バ
カ
リ
ガ
タ
　ア
ヤ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ムナ
シ
　
　リ

　

陰

陽

の
、

不
測

く
靈

き

を
さ

し

て

い
ふ
め

れ

ば
、

た

黛
筌
き

理

の
み

に

し

て
、

た

し

か

に
其
物

あ

る

に
あ

ら
ず

。

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
ヲ
ヅ
ヘ
　ァ
メ
ノ
シ
タ
シ
ロ
シメ
ス
　
　
　
　
こ
オ
ヤ
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ナ
シ
　
ウ

　

さ

て
皇

國

の
紳

は
、
今

の
現

に
　
御

宇

　

天
皇

の
皇

祗

に
坐

て
、

さ
ら

に
か

の
室

き

理

を

い
ふ
類

に

は
あ

ら

　

　

　

　
　

　

　

　
カ
ラプ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
カリ
ガ
タ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　ミ
ォ
ヤ
ノ

　

ず

。

さ
れ

ば
か

の
漢

籍

な

る
聯
道

は
、

不
測

く
あ

や

し
き

道

と

い
ふ

ご

瓦
ろ

、
皇

國

の
紳
道

は
、

皇

組

紳

の
、

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
コ
ト

　

始

め
賜

ひ
た

も

ち
賜

ふ
道

と

い
ふ

こ
と

に

て
、

其

意

い
た
く

異

な

る
を

や

。

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

イ
ニ
シ
ヘブ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　ア
ヂ
ハ

さ

て
其
道

の
意

は
、

古

事

記

を

は

じ
め

、

も

ろ
ノ
＼

の

古

書

ど

も

を

よ

く
味

ひ

み
れ

ば
、

今

も

い
と
よ

く

し
ら

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　マド

る

玉
を
、

世

々

の
も

の
し

り
び

と

ゴ
も

の

心
も

、

み

な

繭
津

日
舳
胛
に
ま
じ

こ
り

て
、

た

ゴ
か

ら
ぶ

み
に

の
み
惑

ひ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
ホ
ト
ケ
　
カ
ラ　
　
　
　コ
ゆロ

て

、
思

ひ
と

お

も

ひ

い
ひ

と

い
ふ

こ
と

は
、

み

な

佛

と
漢

と

の
意

に

し

て
、

ま

こ
と

の
道

の

こ

玉
ろ

を

ば
、

え

さ
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と
ら

ず

な

も
あ

る

。

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
コ
も
お　
コ
トパ
セ　
　
　　
　　
　
　　
お
レト
　ホ
ノ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
こ
チ
く

　

ヘ

　

　

　
　

　

　

　
コト
ァ
ゲ

　
古

は
道

と

い
ふ
言
擧

な

か
り

し
故

に
、

古
書

ど
秀

に
.

つ
ゆ

ば

か

り

も
道

々
し
者

意

も

語

も
見

え

ず

。
故

舍

入

奨

を
始

め
螽

て
・
婁

の
.
識
,
蠍
ど
も
、
導

意
を
え
と
ら

へ
す
、
た

ぶ

の
溝
べ
し
き

こ
と
こ
ち
た
く
云

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
ソ
コ　
　　　
　　
　ヅ
ゑユ　　
　　
ソ
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
ソ
　　
　　ヒ　
ヲ

　

　

　
　

　
ブ
こ
　
　
コト

　

る
、

か

ら
書

の
読

の
み
、

心

の
底

に

し
み
着

て
、

其

を

天
地

の
お

の
つ

か

ら

な

る
理

と

思

居

る
故

に
、
す

が

る

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
カ
　ナ
タ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　アダ
シ
ク
ニ

　

と

は
思

は
ね

ど
も

、

お

の
つ

か

ら

そ

れ

に
ま

つ
は
れ

て
、
彼

方

へ
の
み
流

れ

ゆ

く

め

り
。

さ

れ

ば
異

國

の
道

を
、

道

の
蕣

と
な
る
べ
き
物

と
思

ふ
も
・
臨
巷

の
が
し

こ
へ
黐

は
れ

つ
る
な

り
け
り
・
奈

た
漢
國

の
諜

は
、

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

モ
ロノ　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
オ
ノ　
　
サ
レ
リ

　

か

の
陰
陽

乾

坤

な

ど

を

は

じ
め

、　

諸

皆

、

も

と
卑

人

ど

も

の
己

が

智

を
も

て
、

お

し

は
か

り

に
作

り
か

ま

ヘ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
レ
　
　カ
キ
ヅ
　
　
　ハナ

　

た

る
物

な

れ

ば
、

う

ち
聞

に

は
、

こ
と
わ

り
深

げ

ヒ
き

こ
ゆ

め
れ

ど

も

、
彼

が

垣
内

を
離

れ

て
、
外

よ

り

よ

く

　

　

　
　

　
ナ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ァ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ム
オ
シ

　
見

れ

ば
、

何

ば
か

り

の

こ
と
も

な

く

、

中

に

は
淺

は

か

な

る

こ

と

ゴ
も
な

り
か

し

。

さ
れ

ど
昔

も

今

も

世

人

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ハナ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　

　

　
　

　

　

　
マ
ヨ
ヒ
ィリ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

エイ
デ

　

　

　

ノ
カキ
ツ

　

の
、

此

塩

内

に
迷

入

て
、

鴛

出

離

れ

ぬ

こ
そ

く

ち

を

し
け

れ

。
大

御

國

の
説

は
、

紳
代

よ
り
傳

へ
來

し

ま

エ
に

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
ク
ハ　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア
サ
く

　

　

　

　

　

　

　
ヨ
ト

　

し

て

、

い
さ

玉
か

も

人

の

さ

か
し

ら

を
加

へ
ざ

る
故

に
、
う

は

べ

は
た

ゴ
淺

々
と

聞

ゆ
れ

ど

も

、
實

に

は
そ

こ

　

　

　
　

　

　

　

サ
トゆ
　
ヱ
　
バカ
ラ
　
　
じ　
　
　
　
タ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ク
エ
プ
ミ
　
　カ
キ

　

ひ
も

な

く

、
人

の
智

の
得

測

度

ぬ

、
深

き

妙

な

る
理

の

こ
も
れ

る
を

、
其

意

を
え

し

ら

ぬ

は
、
か

の
漢

國

書

の

垣

　
ツ
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ちト
セ
チ

トセ
　
チ
カ
ラ
　
　
　
　
　
　
　

モ
ノ
つヘナ

　
丙

に
ま

よ

ひ
居

る

故

な

り

。
此

を

い
で

は
な

れ
ざ

ら

む

ほ

ど

は
、

た

と

ひ
百

年

千

年

の
力

を

つ
く

し

て
、
物

學

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
ナ
ニ　
　
シ
ル
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ク
プ
し

・
ぶ

と

も

、
道

の
た

め

に

は
、

何

の
釜

も
な

き

い
た

づ
ら

わ
ざ

な
ら

む

か

し

。
但

し
古

書
ぽ

、

み

な
漢

文

に
う

つ

　

　

　

キ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　ト
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ

　

し

て
書

た
れ

ば

、
彼

國

の

こ
と

も

、

一
わ

た

り

は
知

て
あ

る

べ
く

、
文

字

の

こ
と

な
ぞ

し

ら

む

た

め

に

は
、
漢



鋤
　

　

籍

を
も

・

い
と

ま
あ

ら

ば
學

ぴ

つ

へ
し

。
皇
躍

タ
耀

ヒ
の
定

ま

り

て
・

た

ゴ
よ

は

ぬ
う

へ
に

て
に

・
号窰

卿

な

き

も

　
　

　

の
ぞ

ゆ

　
　

カ
レ
　

モ

ヘ

ウ
ケ
オ
コ
ナ

ノ

へ

　
　
故

お

の
が

身

々
に
受

行

ふ

べ
き

聯
道

の
歡

な

ど

い
ひ

て
、

く

さ
み

＼

も

の
す

な

る
も

、

み

な

か

の
道

々
の
を

し

ヘ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

テ

　
　
ご

と

を
う

ら

や

み

て
、
近

き

世

に
か

ま

へ
出

た

る
わ

た

く

し
こ

と
な

り

。

　
　

　

　

　

　

　

　

ヒ
メ
コト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヒ
ソ
カ
　
　
　
　
　
タグ
ヒ
　
　
　
　
　
　ノ
　
　
　
イ
ツ
ハリ
ツク

　
　

　

こ

と
み

＼
し

く

秘

説

な

ど

云

て
、
人

え

り
し

て
密

に
簿

ふ
る
難

な
ど

、
皆

後

世

に

儷

造

れ

る

こ
と
そ

。

凡

て

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

ヒ
す　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ラ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

オ
ノ

　
　
　
よ
き

こ
と
は
、

い
か
に
も
く

世
に
廣
ま

る
こ
そ
よ
け
れ
。
ひ
め
か
く
し
て
、
あ
ま
ね
く
人
に
知
せ
ず
、
己
が

直　
　

　
ツ
タ
ク
シ
モ
ノ

　
　

　

私

物

に

せ
む

と
す

る

は
、

い
と

こ

&
ろ

ぎ

た

な
き

わ
ざ

な

り
か

し

。

　
　

　

　

　

　

　

オ
ホ
キこ
　
　
　ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シモ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

シ
モ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

オ
ノ

毘

.
あ

な

か
し

こ
、
天

皇

の
天

下
し

ろ

し

め
す

道

を

、
下

が

下

と

し

て
、

己

が
わ

た

く

し

の
物

と
せ

む

こ
と
よ

。

　
　

　

　

　

モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　シ
ク
ガ
ヲ

　
　

　
下

な

る
者

は
、

か

に
も

か
く

に

も

た

虻
上

の
お

も
む

け

に

重

ひ
居

る

こ
そ
、

道

に

は

か
な

へ
れ

。
た

と

へ
鼬
あ

靈
、

道

の
多

の
、
嬲
に
あ
ら
む
に
て
も
、
鐸

姦

へ
學
び
て
、
嬲
に
行

ひ
た
ら
む
は
・
上

に
し
奈

は
ぬ
蒙

な

　
　

　
ら

ず

や

。

　
　

　

　

　

　

ム　
ス　
ピ
ノ　　
　　
　ミ
　
タ
マ　　
　　
　　
　　
　　
　
ウ
マ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ワ
ザ

　
　
人

は
み

な
、

釐

集

日
神

の
御

靈

に

よ

り

て
、

生
れ

つ
る

ま

に
ノ
＼

、
身

に
あ

る
べ
き

か
ぎ

り

の
行

は
、

お

の
つ

か

　
　

　

リ
　
　　
　
　
　
ス

　
　
ら

知

て

よ
く

爲

る
物

に
し

あ

れ

ば
、

　
　

鬻

に
警

し
い
け
る
物
、
鳥
虫
に
至
る
ま
で
も
、
票

身
の
ほ
ど
ー

に
・
銑
あ
る
べ
き
か
ぎ

の
わ
ざ
は
・

　
　

　
ム　
ス　
ピ
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　

痊

集

日
繭

の
み

た

ま

に
頼

て
、

お

の
つ

か
ら

よ

く

知

て
な

す

も

の
な

る
申

に
も

、

人

は
殊

に
す

ぐ

れ

た

る
物

と
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う

ま
れ

つ
れ
ば

・

又

し

か
黝

れ

た

る

ほ
ど

に

か

な

ひ

て
、
知

べ
き

か
ぎ

り

は
し

り
、

す

べ
き

か
ぎ

り

は
す

る
物

　

　

　
　

　

　

　

　

ノ　
ヘ　
　
　
　
　
シ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

な

る

に
、

い
か

で
か

其

上

を
な

ほ

強

る

こ
と

の
あ

ら

む
。
教

に
よ

ら

ず

て

は
、

え

し

ら
ず

え

せ

ぬ
も

の
と

い
は

黛
、
人

は
鳥

虫

に

お
と

れ

り

と

や
せ

む

。

い

は
ゆ

る

仁
義

禮

談
孝

悌

忠
信

の

た
ぐ

ひ

、
皆

人

の
必
あ

る

べ
き

わ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

リ
　
　
　
　
　ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

ざ

な
れ

ば

、
あ

る

べ
き
限

は
、

歡

を

か
ら

ざ

れ

ど

も

、

お

の
つ

か
ら

よ

く
知

て
な

す

こ
と
な

る
に

、

か

の
聖

人

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

き
　
ル

の
道

は
、

も

と
治

ま

り

が

た
き

國

を

、

し

ひ

て
を

さ

め
む

と

し

て
作

れ

る
物

に

て
、

人

の
必

有

べ
き

か

ぎ

り

を

ス
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　シ
ヒ
ゴ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ
ク
チ

過

て
、

な

ほ
き

び

し

く
教

,へ
た

て
む

と

せ

る
強
事

な
れ

ば

、

ま

こ

と

の
道

に

か
な

は
ず

。
故

ロ
に

は
人

み
な

ご

　

　

　
　

　

イ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　シ
カ
オ
コ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　リ

と
み

＼

し

く
言

な

が

ら

、

ま

こ
と

に
然

行

ふ
人

は

、
世

々
に

い
と
有

が

た
き

を
、

天

理

の

ま

玉
な

る
道

と
思

ふ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

ノ

は
、

い
た

く

た
が

へ
り

ゅ
又

其
道

に

そ
む

け

る

心

を
、

人

慾

と

い
ひ

て
に

く
む

も

、

こ

玉
う
え

ず

。

そ
も

ノ
＼

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ソ

そ

の
人

慾

と

い
ふ
物

は

い
つ

く

よ

り

い
か
な

る
故

に

て

い
で
き

つ

る
ぞ

、

そ
れ

も

然

る

べ
き

理

に

て

こ
そ

は
、

イ
デ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　チ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ヘ
ヅ
ギ
　
　
ヘ
　
　

　
　
　
　
　
シ
ウ
ヂ
　
　
　

マ
ゲ
バ
ヒ

出

來

た
る

べ

け
れ

ば

、
人

慾

も

即

天

理

な
ら

ず

や

。
夊

百

世

を
經

て
も

、
同

姓

ど

ち

r婚

す

る

こ
と
ゆ

る
さ

ず

　

　

　
サ
ケ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

と

い
ふ
傲
な

ど
、

か

の
國

に

し

て
も

上
代

よ

り
然

る

に

は
あ

ら
ボー9
、

周

の
代

の
さ

だ

め

な

り

。
か

く
き

び

し

く

　

　

　
　

　

　

　

　
　
ナ
ラ
ハシ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　オ
ヤ
コ
　
ハ　
ラ
　カ

ラ
　
　
　
　
　
　ァ
ヒダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヅ
ネ

定

め

た
る

故

は
、

國

の

俗

あ

し

く

し

て
、

親

予
同

母

兄
弟

な
ど

の
間

に
も

、

み

だ

り

な

る
事

の
み
常

多

く

て

、

ワ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　サ
が
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヂ

別
な
く
治
ま
り
が
亮
か
り
し
故
な
れ
ば
、
か

玉
る
備

の
き
び
し
き

は
、
か

へ
り
て
國

の
恥
な
る
を
や
。
す
べ
て

ナ
ニ
　
　
ヘ
　
　
　
　
サ
ダ
メ

キ
ビ
シ
　
　
　
オ
カ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ノ
サ
ダ
メ

サ
ダ
メ

何

の
上

に

も
、

法

の
嚴

き

は
、

犯
す

も

の

玉
多
き

が
ゆ

ゑ
ぞ

か

し
。

さ

て
其

制

は
制

と
立

し

か
ど

も

、

ま

こ
と

　

　

　
　

　

　

　

　
　

コ
へ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
チく

の
道

に
あ
ら
ず
、
人
の
情

に
か
な
は
ぬ
こ
と
な
る
故

に
、
し
た
が

ふ
人

い
と
く

ま
れ
な

り
。
後

々
は
さ
ち
に
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も

い

は
ず

、

は

や
く
周

の
代

の
ほ
ど

に
す

ら

、
諸

侯

と

い
ふ
き

は

の
者

も

、

こ
れ

を
破

れ

る
が
多

け

れ

ば
、

ま

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

タ
ハ　
　
　
　
ア
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

サ

　

し

て

つ
ぎ

ノ

＼

は

し

ら
九

た

り

。
姉

妹

な

ど

に
さ

へ
鼾

け

し
例

も

あ

る
物

を

や
。
然

る
を
儒

者

ど
屯

の
、
昔

よ

　

　
　

　

ノ

　

り

か

く
世

人

の
守

り
あ

へ
ぬ

こ
と

を
ば

忘
れ

て
、

い
た

づ
ら

な

る

さ
だ

め

の
み

を

と
ら

へ
て
、

た
け

き

こ
と

に

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

イ
ヤ　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　ヘ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ノ

　

い
ひ
思

ひ
、

又
皇

國

を

し

ひ
て
賤

し
め

む

と

し

て
、

と

も
す

れ

ば

、
古

兄

弟

ま
ぐ

は

ひ
せ

し

こ

と
を

い
ひ
出

て
、

　

ト
リ
ケ
モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　ロ　
　
　
　

コ

ヘ　
　
モ
ノシ
リ
ビ
ト

　
鳥

獸

の
ふ

る
ま

ひ
そ

と
そ

し

る

を
、

此

方

の
物

斜

入

た

ち
も

、
是

を

ば

こ

こ
ろ

よ

か
ら

ず

、
御

國

の
あ

か

ぬ

こ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

コト
ワ　
ト
ケ

　

と

に
思

ひ

て
、

か

に
か

く

に

い
ひ
ま

ぎ

ら

は
し

つ

玉
、

い
ま

だ

さ
だ

か

に
斷

り
説

る

こ
と

も
な

き

は
、

か

の
聖

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

サ
ルペ
キ
コ
ト
ワ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ

　

人

の

さ

か
し

ら

を
、

か

な

ら
ず

當

然

理

と
思

ひ
な
つ

み

て
、'
な

ほ
彼

に

へ
つ
ら

ふ
心

あ

る
が

ゆ

ゑ

な

り
。

も

し

へ
つ
ら
ふ

こ
え

し
な
く
ば
、
微

と
同
じ
か
ら
ぬ
は
、
な

に
ご

と
か
あ

ら
む

.
抑
皇
國

の
点
は
・
た
瀞

母

　
カ
　
ラ
　
　
　
　
　
　
キ
ラ
　
　
　
　
　
コト
ハラ
　
　イ
モセ
　
　
　
　
ミ
　
ァ
ヒ
マシ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

　
兄

弗

を

の
み
嫌

ひ

て
、
異

母

の
兄
弟

な

ど

御
合

坐

し

こ
と

は
、

天

皇

を
始

め
奉

て
、

お

ほ

か
た

よ

の

つ

ね
に

し

　

　
　

イ
マ
ノこ
ヤ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ム

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

イ
ヤ
シ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

タ
フ
ト

　

て
、
今

京

に

な

り

て

の

こ
な

た

ま

で
も

、
す

べ

て
忌

こ
と

な
か

り
き

。

但

し
貴

き

賤

き

へ
だ

て

は
、

う

る

は

し
く
有

て
、
お

の
つ
か
ら
み
だ
り
な
ら
ざ

り
け
り
。

こ
れ
ぞ

こ
の
諜

の
定
め
賜

へ
る
・
正
し
き
馨

道

な
り

　
　
　
　
　
　
　

ノ

け
る
。
然
る
を
後
世

に
は
、
か
の
か
ら
國

の
さ
だ
め
を
、

い
さ
さ
か
ば
か
り
守
る
げ
に
て
、
紫
鶴
な
る
を
も
雇

好
と
云
て
、.響

ぬ
こ
と
爰

も
定
ま
り
ぬ
る
・
さ
れ
ば
今
世
に
し
て
・
ぎ

警

む
こ
そ
野

ら
め
涼

は

　

ヘ

ア
ダ
シク
ニ
サ
ダ
メ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ァ
ゲ
ツラ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

ノ
ぢ

古

の
定

ま

り

に

し
あ

れ

ば
、

異

國

の
制

を
規

と

し

て
、
論

ふ

べ
き

こ
と

に
あ

ら

ず

。

い
に

し

へ
の
大

御

代

に
は

、

し
も

が

し

屯

ま

で
、

た

ゴ
天
皇

の
大

御

心

を

心
と

し

て
、



「　」　甲　『　刪　　「　幅　　　脚　「"闇　吟喝

直毘靈83

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
ツ
カ
ヘ
マヅ
リ
　
　
　
オ
ノ　
　
シ

　

　

　

　
　

　

　
ス

　

　

　

　
オ
モ
ホ
シ
メ

　
天

皇

の

所

思

看

御

心

の

ま

に
ノ
＼

奉

任

て
、

己

が

私

心

は

つ
ゆ

な

か

り
き

。

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ミ
　カ
ゲ

ひ

た
ぶ

る

に
鵡

磁

を

か
し

こ
み
ゐ

や
ひ

ま

つ

ろ

ひ
て
、

お
ほ

み
う

つ
く

し

み

の
御
蔭

に

か
く

ろ

ひ

て
、

お

の
も

お

　

　
オ
ヤ
カ
こ
　
　
イ
ツキ
マヅ
リ

の
も

祗

騨

を
齋

祭

つ

玉
、

天
皇
の
・
鵡
婁

藤

の
豁

義

.鴛
,聾
が
ご
と
く
、
躍
窯

藁

耀
、
无
下
の
醜
竸

窒

る
ま
で
・.簽

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ミ

カ
ド
　

　

　

ノ　

　

　

　

　

ァ
マ
ツカ
ミ
ク
ニツ
ぞ

　
く

　

リ

ス

祗

紳

を
祭

る

は
常

に

て
、

又

天
皇

の
、
朝

廷

の
た

め
天

下

の
た

め

に
、

天

沸

國

騨

諸

を
も

祭

坐

が
如

く

、

下

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
サ
チ
　
　モ
ト
　
　
　
　
　
ヨ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　マガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
シ
キ
　
　
　
　
ナゴ

　
な

る
人

ど

も

&
、

事

に

ふ
れ

て
は

、
福

を
求

む

と

.
善

紳

に

ご
ひ

ね
ぎ

、

颶

を

の
が

れ

む

と
、

悪
聯

を
も

和

め

祭

り
・
夊

た
ま

た

ま
身

に
紫

繍

慰

あ
れ

ば

・
祕

溝

『

る
な

ど

、

み
な

人

の
橡

に
し

て
、

か
な

ら

ず

様

べ
き

わ
ざ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
コ
ヘロ

　

な

り
。
然

る

を
、

心

だ

に

ま

こ
と

の
道

に
か

な

ひ

な
ば
、

な

ど

云

め

る
す

ぢ

は
、

佛

の
歡

へ
儒

の
見

に

こ
そ

、

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ア
ダ
シク
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サキ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

イじタ

　

さ

る

こ
と

も
あ

ら

め

、
瀰
あ

道

に

は

、
甚

く

そ

む

げ

り
。

叉
異

國

に

は
、
紳

を
祭

る

に

も

、
た

ゴ
理

を
先

に

し

て

　

　

　

　
　
ア
ゲ
ツ
ラ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ホ
ト
ケ

　

さ

ま
み

＼
議

論

あ

り

。
淫

祀

な

ど

云

て
、

い
ま

し

む
る

こ
と

も

あ

る
、

み

な

さ

か

し
ら

な

り

。
凡

て
紳

は
、

佛

　

　

　

　
　

　

　

　

　
オ
モ
ム
キ
　
　
　
　
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
シ
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
シ　
ワザ

　

な

ど

い

ふ
な

る
物

の

趣

と

は
異

に

し

て
、

善

鼬

の
み

に

は
あ

ら
ず

、

悪
き

も
有

て
、

心
も

所

行

も

、
然

あ

る

　

　

　

　
　

　
ア
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
　
　
　
　ヨキ
ワザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　マ
ガ

物

な
れ

ば

、
悪

き

わ
ざ

す

る
人

も

輻

え
、

善

事

す

る

人
も

、

禝

る

こ

と
あ

る

、

よ

の

つ
ね

な

り
。

さ

れ

ば
鼬

は
、

　

リ
　
　ア
タ
リ
ア
タ
ラ
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ミ
ィ
カ
リ
　
　カ
シ
ユ

　

理

の

當

不

を
も

て
、
思

ひ

は

か
る

べ
き

も

の
に

あ
ら

ず

、

た

黛
そ

の
御

怒

を
畏

み

て
、

ひ
た

ぶ

る

に

い
つ
き

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ザ
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヨ
ワ
コ　
　
　
ス

　

ま

つ

る
べ
き

な

わ
。

さ

れ

ば
祭

る
に

も
、

そ

の

こ

玉
ろ
ば

へ
有

て
、

い
か

に

も
其

紳

の
藪

喜

び

坐

べ
き

わ

ざ

を

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ヅ
　
　イ
　こ
　キ
ョ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ガ
レ　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ヘ　
　
　
　
リ
ウ
　
マキ
モノ
サ
ハ　
ク
テ
マ
ツ
　
　
　ァ
ル
　
　
コト

　

　

　

ス

　

な
も

爲

べ
き

。

そ

は
ま
つ

萬

を
齋

忌
清

ま

は
り

て

、
臓

惡

あ

ら

せ
ず

、
堪

た

る
限

羨
野

物

多

に
臨

り
、

或

は
琴
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フ
エ　
　
　
　ウ
タ
マ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァト
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

こ
れ

み

な
繭

代

の
例

に

し

て
、
古

の
道

な
り

.

　

ひ
き
笛

ふ
き

歌

憐

ひ

な
ど

、

お

も

し

ろ
き

わ
ざ

を
し

て
祭

る
、

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

タ
テ
マヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラゴ
ヘロ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

イ
タ

　

然

る

を
た

穿
心

の
至

り
至

ら

ぬ

を

の
み

い
ひ

て
、

獻

る
物

に
も

な

す

わ
ざ

に
も

か

玉
は

ら

ぬ

は
、

漢
意

の

ひ
が

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

ナ
ニ　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　

オ
モ
　
イ
ミ
ギ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　

ヨ
こ
ノ
ク
タ
リ

　

こ
と

な

り
。

さ

て
又

騨

を

祭

る

に

は
、

何

わ
ざ

よ

り
も

先

火

を
重

く

忌
清

む

べ
き

こ
と

、
脚

代

書

の
黄

泉

段

を

　

　

　
　

　

　

　

　
　

カ
ム
ワ
ザ

　

　

　

ル　
　
　
　
　
　
コ

　

見

て
知

べ
し

。

是

は
紳

事

の
み

に
も

あ

ら

ず

、
大

か
た

常

に
も

つ

&
し

む

べ

く
、

か

な

ら
ず

み
だ

り

に
す

ま

じ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ケ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ツ
　

マガ
ゴ
ト

　

き

わ
ざ

な

り

。

も

し
火

穢

る

&
と
き

は
、

碣
津

日
紳

と

こ
ろ

を
え

て
、
荒

び

坐

ゆ

ゑ

に

、
世

中

に
萬

の
禍

事

は

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ケ
ガ
レ　
イ
マ

　

お

こ
る
ぞ

か

し

、

か

玉
れ

ば

世

の

た
め
民

の
た

め

に
も

、

な

べ

て
天

下

に
、

火

の
臓

は
忌

ま
ほ

し
き

わ

ざ

な

り

。

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

スト
コ
ロ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ
イ
こ

　

　

　
　

　

　

　

タ
ザ
カ
ム
ワ
ザ

　
今

の
代
に

は
、
唯
肺
事

の
を
り
、
叉
紳

の
坐

地

な
ど
に
こ
そ
、
か
つ
く

も
此
忌

は
物
す
め
れ
。
な

べ
て
は

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ケ
ガ
レ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　オ
ロカ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ゴ
ヘロ

　

然

る
事

さ

ら

に

な
き

は
、
火

の
臓

な

ど

い
ふ

を
ば

、
-
愚

な

る

こ
と

&
お

も

ふ
、

な

ま

さ

か
し

ら

な

る
漢

意

の
ひ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

カ
こ
ノ
ミ
フ
こ
　
　トキ
ヲ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ノ
シ
リ
ビ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
ラ
ゴ
ヘ
ロ

　

ろ
こ

れ

る

な

り

。
か

く

て
繭

御

典

を

釋

誨

ゆ

る
世

々

の
識

者

た

ち
す

ら

、

た

ゴ
漢

意

の
理

を

の
み
、

う

る

さ

　

　

　
　

　

　

　

　

ノ
イ
こ
　
　
コ
ト

　

き

ま

で
物

し

て
、

此

忌

の
読

を
し

も

、

な

ほ
ざ

り

に
す

め

る
は

、

い
か
に

そ

や

。

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

オ
ダ
ヒ
　
　
　タ
ヌ
シ

ほ
ど
く

に
あ

る
べ
き
か
ぎ
り
の
わ
ざ
を
し
て
、
穩

し
く
樂
く
世
を
わ
た
ら

ふ
ほ
か
な
か
り
し
か
ば
、

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ナ
ニ
　

ヲ
シ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ピ
ト
ドモ
　モ
ノ
ツ
ク

　

か
く

あ

る

ほ

か

に
、

何

の
歡

ご

と

を

か
も

ま
た

む

。
抑

み
ど

り

兒

に
物

教

へ
、

夊
諸

匠

の
物

造

る
す

べ
、
其

外

　

　

　
　

　

ニ
ト
ナ
ル
ワ
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヅ
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
シ
ヘゴ
ト

　

よ

う
つ

の
伎

藝

な

ど

を
教

ふ
る

こ
と

は
、

上

代

に
も

有

け

む

を
、

か

の
儒

佛

な
ど

の
歡

事
も

、

い

ひ
も

て
ゆ

　

　

　
　

　

　

　

　
コ
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワキ
マ

　

け

ば

、

こ
れ

ら

と
異

な

る

こ
と

な
き

に
似

た

れ

ど
も

、

よ

く
辨

ふ
れ

ば

、

同

じ
か

ら

ざ

る

こ
と
そ

か

し
。

　

　

　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
　
　
　
ヘ　
　
ウ
ケ

今

は
た
其

道

と

い

ひ
て
、

別

に

歡

を
受

て
、

お

こ
な

ふ

べ
き

わ
ざ

は
あ

り

な

む

や
。
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ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　へ

　

然

ら

ば

顧

の
道

は
、

か

ら

く

に

の
老

莊

が
意

に

ひ

と
し

き

か

と
、

或

人

の
疑

ひ
問

へ
る

に
、

答

け

ら

く

、

か

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ
ノ
ヅカ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　

老

莊

が

と

も

は
儒

者

の
さ

か

し
ら

を
う

る

さ

み

て
、

自

然

な

る

を
た

ふ
と

め

ば
、

お

の
つ

か

ら

似

た

る

こ
と

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ
タ
ナキ
ク
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
　
　
　
　
　
　キ
へ

　

り

。

さ
れ

ど

か

れ
ら

も

、

大

御
騨

の
御

國

な

ら

ぬ

、　

悪

國

に

生
れ

て
、

た

ゴ
代

々
の
聖

人

の
説

を

の
み
聞

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
オ
ノ
ヅ
カ
ラ

　

れ

た

る
も

の
な

れ

ば

、
自

然

な

り

と
思

ふ
も

、

な

ほ
聖

人

の
意

の
お

の
つ

か

ら

な

る

に

こ
そ

あ

れ

。

よ

う
つ

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

ご
　
シ
　
ワザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ム
う
　
　イ
タ

　

事

は

、
繭
め

御

心

よ

り
出

て
、

そ

の
御

所

爲

な

る

こ
と

を
し

孟
・、

え

し
ら

ね

ば

、
大

旨

の
甚

く

た
が

へ
る
物

を

　

や

。

　

　

　

　

　

モト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
ガノ
ヘ
　
　
　
ミ

ク
ニ

も

し

し

ひ

て
求

む

と

な
ら

ば

、

き

た

な
き

か
ら

ぶ

み
ご

玉
ろ
を

祓

ひ
き

よ
め

て
、
清

々
し
き

御
國

ご

玉

う
も

て
、

フ
ル
キ
フ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
マ
ナ
　
　
　
　
　
　
シ
カ
　
　
　
　
　
ウ
ケ
オ
コ
ナ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
ソ

古

典

ど

も

を

よ

く
學

び

て
よ

。

然

せ

ば
、

受

行

べ
き

道

な
き

ど
と

は
、

お

の
つ

か

ら

知

て

む

。
其

を

し

る
ぞ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
カ
　
ク
　
　
　
　
ァ
ゲ
ヅ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　コ
ヘロ

す

な

は
ち

紳

の
道

を
う

け

お

こ
な

ふ

に

は
あ

り

け

る
。

か

&
れ

ば
如

此

ま

で

論

ふ

も

、
道

の
意

に

は
あ

ら

ね

ど

　

　

マ
ガ
ツ
ビ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
ナ

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　カ
ム
ナ
ホ
ビ
ノ
　
オ
ホナ
ホ
ピ
ノ
　
　
　こ

タ
マ

.も

、

祿
津

日
脚

の

み
し

わ
ざ

、
見

つ

&
默

止

え

あ

ら
ず

、

顧
直

毘

榊

大

直

毘

聯

の
御

靈

た

ば

り

て
、

こ

の
ま

が

を

　

　

ナ
ホ

も

て
直

さ

む

と
そ

よ
。、

　

カ
こ
　
　ク
ダ
リ
　
　
　
　
　
　オ
ノ
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ワ

ザ

シ

ケ

ル

オ
フ

ケ

負

氣
那

久
皇
國

攻
牟
登

唐
之
戎

乃
許

伎
期
賀

多
波

和
邪
志

郡

流

カ

シ
コ

キ

ヤ

ス
メ
ラ
こ

ク
サ

ニ

イ

ム

カ

ヒ

テ

ナ

ヤ

メ

マ
ヅ

リ

シ

タ

ブ

レ

ア
シ

カ
ず

可
畏
伎
夜

皇
御

軍
爾
伊

牟
加

比
弖
那
夜

米
奉

理
期
多

夫
禮

足

利

イ
　
　カ
　
　ナ
　
　ル
　
　ヤ
　
　カ
こ

ノ
　
　ァ
ラ

ピ
　
　ゾ
　
　マ
　

　キ
　
　ノ
　
　タ
ヅ

ァ
ラ

ヤ
サロ
チ
カ

ニ
　
　キ
こも
ガ
　

　こ
　
　ヨ
　
　ヘ
　
　シ

伊

加

那

琉

夜

聯

之

荒

備

敍

麻

紀

能

立

荒

山

中

爾

君

賀

御

代

經

斯

　

　

　

　

　

ヅ
　
き
　
　ヘ
　
テ
　
ア
シ
オ
ず
ノ
　
シ
ユ
ノ
　
シ
コ
オ
こ
ミ
　
ク
ニ
ケ
　
ガ
　
シ
　
ツ

　

　

ニ　
コピ
テ

カ
ラ

ク
ニ

戎

國

爾

…
媚

弖

都

加

閇

弖

足

利

乃

醜

乃

醜

臣

皇

國

璽

賀

志

都

　

ノ
　
シ
タ

ト
コ
ヨ
　
　ユ
ク

ナ
　
　ス
　

ア
　
　シ
　
さ
　
　ゾ
　

ノ
　
　ス
　
　ヱ
　
ノ
　
　こ
　
ダ
　
　レ
　
ノ
　
　こ
ダ
レ
ヨ
　
ユ
　
　ヘ
　

シ

ア

メ天
乃

下
常
夜
行

那
須

阿
斯
加
賀

能
須

惠
能
美

陀
禮

乃
亂

世
由

由
志

イ

ヅ

マ

デ

カ

ヒ
カ
リ
カ
ク

ラ

ム

ヒ

サ

カ

タ

ノ

ア
メ

ノ

イ

ハ

ト

ハ

タ
ず

シ
バ

シ

コ

ヅ

何
時
麻
傳

加
光

隱
良

牟
比

佐
加
多

能
天

乃
伊
波
斗

波
唯

暫
時

許
曾

シ

ヅ

ハ
タ

ヲ

オ

ダ

ノ

こ
コ
ト
ハヘ

ミ
カ

ド

ペ

ヲ

ハ
ラ
ヒ
シ
ヅ

メ

テ

ィ

ソ

シ

キ

オ

ホ

オ

こ

倭

文

機

袁

織

田

乃

命
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朝

廷
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靜
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伊
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都
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波
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碁
登
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都
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弖
朝
廷
清

米
斯
豐
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聯

ト
ヨ

ク
ニ
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カ
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ノ
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イ

ヅ

ハ

モ

ガ

コ
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ノ

カ
ラ

ノ

コ

キ
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モ
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ヂ
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ツ
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豐
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乃
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タ
マ

た

ま

ほ

こ

の
も

x
う

た

は

。
靈

ぢ

は

ふ
紳

の
御

代

よ

り

。

や
す

み

し

玉
わ
が

大

君

の
御

代

々

々
に

。
傳

は
紅

來

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

カ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ノ

る
。

玉

矛

の
道

わ

げ

い
る

べ
き

こ

玉
ろ

ば

へ
を
教

へ
た

ま

へ
る
。

吾
師

さ
く

す

ゴ

の
鈴
・屋

大

人

の
歌

に
な

も

あ

り

け

る
。

そ

ば
高

光

る

日

の
大
紳

の
。

天

地

に

て

り
と

ほ

ら

ひ

ま
し

て
。
大

御

光

の
。

た
ぐ

ひ
な

く
霹

き

こ
と

を

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
ア
ヅ
マ
テ
ル
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ハ

み
給

へ
る

を

。
始

め

と

し

て

。
か

し

こ
き

や
東

照

紳

命

の

。
安

國

と

し

づ

め

ま
し

て

。

天
地

の
よ

り
あ

ひ

の
極

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

こ　
　
　
　　
　
ミ
　
イ
サヲ

動

き

な

く

。
榮

え

ま

さ

む

大
御

代

の
。
惠

ふ

か
き

御
功

績

の
。

あ

や

に
貴

き

事

ま

で

を

。
淺

芽

原

つ
ぼ

ら

に
を

し

　

　

　

　

　

　
モ
ヘウ
タ

へ
給

へ
る
。

此
百

歌

を

よ

み

見
む

人

は

。

天

の
下

國

は
多

け
ど

。

こ

の
大
御

國

に
な

ら
ぶ

國

な

く

。

日

の
大

紳

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
ト
ツク
ニ

本

つ
御
國
と
。

い
よ
&
ま
す
く

貴

み
て
。
紳
代

の
傳

へ
な
き
外
國

の
。
横

さ
の
道

に
入
そ
め

て
。
し
た
に
ご
れ

　

　

　

プ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゑ
ラゴ
ヘ
ロ

る

か

ら
書

川

の
流

れ

に

お
ぼ

れ

。
漢

意

の
さ

霧

に
ま

ど

へ
る
。

世

の
人
ど

も

玉
。

天

照
す

日

の
大

御
肺

の
道

は
此

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

ヤ
　
ソ　
マ
ガ
ツ
ヒ
ノ

遘

と

。

さ

と
り

得

て

つ

ひ
に

し
き

し

ま

の
倭

た
ま

し

ひ
と

な

り

て
。

百

た
ら

ず

八

十
狂

日
瀰

の
。

ま

が

心
を

は
ら

　

　

　

　

　

カ
ムナ
ホ
ビ
ノ
　
オ
ホナ
ホ
ピ
ノ
　
　
　
　
こ

タ
マ

ひ
清

め

て

一
紳
直

日
紳

大
直

日
紳

の
。

御

靈

の

ふ
ゆ

を

か

ゴ
ふ

む

つ

玉
。
此

玉
ほ

こ

の
道

分

い
ら

む

八
ぞ

お

ほ
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

ノ　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　ア
サ
ヨ
ヒ

ら

む

か

し

。

こ

玉
に
わ

が

友

稻
懸

大

卆

は
。

大

人

の
御
許

に

ち
か

く

家

を

ら

し

て
。
朝

夕

に
な

れ

つ
か

へ
て
。

い

　

　

　

　
ヲ
シ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
シ
ヘコ

と

も

奪
き

歡

の
か
ぎ

り
を

學

び
得

て
。

大

人

の
歡

子

は

さ

は
な

る
中

に
も

。

物

ま

め

や

か

に

い
に

し

へ
愈

む

心

深



　 甲僻,m石闘　　　臼　 叩}

52

　

　

　

フ
　
こ

く

て
。

書
籍

さ

と

る

こ
と

も

。
歌

よ

む

事
も

。

人

よ

り

ま

さ
り

て
な

も

あ

り

け

る
。

か

玉
れ

ば

此

ま

こ
と

の
道

の

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

モ
ヘウ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　コ
つロ
コト
バ

貧

と
き

事

を
も

。

人

よ

り
深

く

わ

き

た

め

さ

と
り

て

。

此
百
首

の
注

釋

を
物

し

て
。
意

辭

の
と

け
が

た

き

ふ

し

　

　

　
　

　

　

　

　
　

トキ

み
＼

を

。

ね
も

こ
ろ

に
解

あ

き

ら

め

て
。

よ

む

人

の
し

る
べ

と

な
も

せ

ら
れ

け

る

。

か
れ

こ

の
八
束

穗

の

い
か

し

穗

の
。
稻

掛

ぬ
し

の
眞

心

を

、
お

む

か

し
み

た

ふ

と

み
思

ふ

ご
玉

ろ

の
か

た

は
し

を

。

か
き

の
ば

へ
て
。

は
し

が

き

と
な

し

ぬ

。
か

く

い
ふ

は
學

び

の
は
ら

か

ら

な

る
。
　

出

雲

人
出

雲

宿

臟
俊

信
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こ

カ
ゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナゑ
ピ

世

の

中

の
萬

の
事

、

聯

の
御

蔭

に
も

れ

た

る

は

な

奇

を

、

そ

れ
が

申

に

も

、

こ
と

に
愈

く
う

れ

し
き

は
、
直

日

　

カ
　し
　
　ミ
　タ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヤ
ス
ク
ニ　
　
　
モ　
　
　
　
　
　
　
ニギ
ハ　
サ
カ

の
繭

の
御
靈

に
ぞ

あ

り

け

る
。

天

の
下
、

安

國

の
う

ら
安

に
、
賑

ひ
榮

え

て

、
す

た

れ

た

る
萬

の
み

ち
ノ

＼

も

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
フ
ル
コ
ト
マナ

つ
ぎ
く

に
お
こ
る
め
る
中

に
、
古

皐
學
び

の
、

い
や
ま
し
に
お

こ
な

は
る

玉
こ
と
よ
。
そ
も
く

此
ふ
る
こ
と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
　
アキ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
ツ
ミ

ま

な
び

の
始

は

、
難

波

の
契

冲

あ

ざ

り
、

古

き

代

の
書

ど

も

を

見
明

ら

め

て
、
す

ぐ

れ

た

る
注

釋

ど

も

を
物

せ
ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ン

れ

け

る
を

、
そ

の
か

み
大

か

た

の
世

に

は
、
し

る

人
も

な
か

め

り

し
を

た

ゴ

一
所

、
水

戸

の
殿

の

さ

と
く
き

こ
し

め

　

ン　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
ン

し
信

し

て
、
安

藤

何

が

し

を
使

に
さ

し

て
、

ね
ん

ご

ろ

に

と

ふ
ら

は

せ
給

ひ

つ

玉
、

萬

葉
集

の
代

匠

記

な
ど

、

か

　

　

　

　

　

　

　

ン

玉
し

め
給

ひ
け

る
な

ど

ぞ
、

そ

の

は
じ

め

な

り
け

む

。

し
か

は
あ

れ
ど

、

世

に

ひ

ろ
く

お

こ
な

は

る

玉
事

は
、

遠

　

　

　

　

　

　

ノ

江

の
く

に

の
岡

部

大

人

の

、
田

安

の
殿

に

つ
か

う

ま

つ

り

て
、

さ

ま
み

＼
仰

ご

と

ビ
も

を
う

け

た

ま

は

り

、
雄

々

し
き

倭

だ

ま

し

ひ
を

た

て

玉
、
正

し

き

い
に

し

へ
意

を
、

ひ
た

ふ

る

に
を

し

へ
み
ち

び

き

、
世

の
人

々
を

い
ざ

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

ノ

ひ

て
、

う

け

ば
り
物

せ

ら
れ

け

る

ほ

ど

に
な

ん

、

や
う

ノ
＼

天

の
下

に

は
ひ

ろ

ま

り
け

る

を
、

わ

が

本
居

大

人

は

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　も

そ
の
學
び
を
受

つ
ぎ
て
、

い
に
し

へ
今

の
書
ど
も
の
、
意

こ
と
葉
を
、

い
よ
く

深
く
考

へ
て
、
肺
代

の
御

ふ
み

の
貧
・く

妙

な

る

お
も

む

き

を
、

深

く

さ

と

り
、

こ
ま

か

に
わ

き

ま

へ
て
な

ん

、

こ
玉
ら

の
書

ど

も

、
書

あ
ら

は
し
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ン　
　
　　
　
　
　
　
こ
メグ
こ

玉

ひ
け

る

ほ

ど

に
、

わ

が
殿

の
家

人

に

め
し

て
、

つ

か
う

ま

つ
ら

し

め
玉

ひ
な

ど
、

厚

き

御
惠

の
光

さ

へ
そ

ひ

て
、

　

　

　

イ
サ
ヲ

大
人

の
功
も

い
よ
く

た
ち
て
、

こ
の
ま
な
び

の
道
、
世

に
み
さ
か
り
に
な
る
ま
玉
に
、
年
ご

ろ
四
方

の
國

々
よ

り
、
し
た
ひ
ま
ゐ
り
て
、
し
た
が

へ
る
と
も
が
ら
も
、

い
よ
く

お
も

ひ
は
げ
み
つ
玉
、
そ

の
業

を
あ

ひ
た
す

け

て
、

世

に

ひ

ろ
む

る
な

か

に
、

稻

掛

の
お

ほ
平

ぬ
し

は
、

こ
と

に

こ
の
大

人

の
や

ま

と
こ

玉
ろ

を
、

大

か

た

の
世

に
あ

ま

ね

く

さ

と

さ
ん

の
心

ま
め

や

か

に

て
、

ま

つ

此
百

首

の
さ

と

し
歌

の

こ

乂
ろ

を

と
き

あ

ら

は
し

て
、

こ
ば

　

　

ミ
　オ
ヤ　
　
カ
こ

し
ら

御

組

の
繭

の

は
じ

め
給

へ
る
、

た

ふ

と
く

た

へ
な

る
道

の
も

と

を
た

ど

り

、
あ

や

し
く

く
す

し
か

り

し
紳

代

の

お
も

む
き

を
も

て
、

今

の
よ

に
あ

り

と
あ

る
事

の

こ
と
わ

り
を

な
ぞ

ら

へ
し

り

、

よ
き

事

あ

し
き

こ
と

の
ゆ
き

　

　

　

　
カ
こ
　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　もも　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　き　　ミ

か

は

る
、

紳

ご

と

の
か

し

こ
き

御

し

わ
ざ

を
も

わ

き

ま

へ
、
黄

泉

の
國

の
き

た
な

き
穢

の
、

ゆ

ゑ

よ

し
を

さ

と

り

　

　

カ
マド

て
、

竈

所

の
火

の
、

い
み

し

く

た

い
じ

な

る
事

を

お

も

ひ
、

身

の
け

が

ら

ひ

は
、
清

き

川

瀬

に
お

り
た

ち

は
ら

ひ

、

マ
ガ
ツ

ピ

　
　
カ
こ

　
こ

繭

津

日

の
紳

の
御
あ

ら

び

に

、

み
だ

れ

り

し

み
だ

れ

代

の
あ

り
さ

ま

に

く
ら

べ

て
は

、
安

國

の
や
す

ら

け
き

御

世

を
あ

ふ
ぎ

、
道

の
ま

こ
と

を

し

り

て
、

か

み

の
御

蔭

を
う

れ

し

み
、

今

の
代

は
、

今

の
御

お
き

て

に

し
た

が

ふ
を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
ヨ　
　
　
コト
　
　
　
オ
ユナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ン

よ

し

と

し
、

お

の
が
わ

た

く

し

の
、

世

に
異

な

る
行

ひ
を

い
ま

し

め

な

ど

し
給

へ
る

こ

玉
ろ
を

、

よ

の
人

に
し

め

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ウ
ヒ
マナ

さ

ん

と

て
、

此

二
卷

の
注

解

を

も

の

せ
ら

れ

け

る
。

げ

に
初

學

び

の
と

も

が
ら

は
さ

ら

に
も

い

は
ず

、
世

の

い
と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

カ
こ
グ
ニ

な
み
に
か

穿
つ
ら
ひ
て
、

ひ
ろ
く
書
見
る

い
と
ま
な
か
ら
ん
人
々
な
ど
も
、
を

り
く

に
ひ
ら
き

見
て
、
騨
國
の

こ
玉
ろ
を
し
ら
ば
、
古

こ
と
ま
な
び

い
よ
く

ひ
ろ
ま
り
て
、

こ
の
注
解

の
、

つ
と
め
た
る
ね
が
ひ
も
か

ひ
あ

り



て
、
上
申
下

の
人

の
こ
玉
ろ
う
ち
あ

ひ
て
、
お
と
ろ

へ
た
ま

へ
る
紳

の
御
瓧
を
も
て
な
ほ
し
、
絶

た
る
紳
わ
ざ

を

お
こ
さ
せ
給

ひ
な
ど
し
て
、
後

や
う
ノ
＼

に
ふ
る
き
代

の
て
ぶ
ら
に
か
な
ひ
も

て
ゆ
き
、
天
地
と

玉
も

に
、
て
ら

す
月
日

の
、.
か
ぎ
り
な
く
、
明
ら
け
き
御
代
は
、

い
や
榮
え
に
さ
か
ゆ
か
ん
と
、

い
と
も
か
し

こ
き
紳

の
御

か
げ

を
、
あ
な
か
し
こ
、
今

よ
り
思
ふ
も
、
う
れ
し
く
た

の
も
し
く
て
、
か
く
な
む
。

解 首 百 鉾 王

紀
伊
國
玉
津
島
瓧
司
上
總
介
從
五
位
下
　
橘
朝
臣
房
雄
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玉
鉾
百
首
解
上
卷

解 首 百 鉾 玉醇

こ

の
百
首

の
歌

は

、
紳

の
道

の
、
奪

く

す

ぐ

れ

た

る

こ
と

を

し

ら
ざ

る
、

な

べ

て

の
世

の
人

を

さ

と

し
、

ま

た

い
に
し

へ
學

び

す

る

人
も

い
ま

だ
わ

き

ま

へ
ぬ
事

ど

も

多

く

し

て
、

古
意

に
た

が

へ
る

こ

と
あ

る
な

ど
を

、

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ノ

い

き

ど

ほ

り

て
、

わ

が
本

居

大

人

の
、

は

や
く

よ

み

お
き

た
ま

へ
る
歌

な

り
。

此

歌
、

い
に

し

へ
の
す

が

た

に
な

ら

ひ

て

よ

み
給

へ
れ
ば

、

中

に

は
、

耳

な

れ

ぬ
詞

な

ど

竜

ま
じ

れ

る
を
、

い
ぶ

か

し

が

る

人

ζ
も

あ

れ

ば

、

こ

れ
が

ち
う

さ

く

を
物

し
侍

る

に
な

ん
。

稻

掛

大

卆
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア
メ
ツ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　マ
ホ
こ
　
カ
こ

つ

き

さ

か

き

い
つ

の

み

た

ま

と

天

地

に

い

て

り

と

ほ

ら

す

日

の

大

御

輔

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
イ
ツ
　
　
サ
カ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

ヅ

○

つ

き

さ

か

き

は

、

齋

き

賢

木

に

て

、

清

淨

に

い

つ

き

清

め

た

る

鰲

木

を

い

ふ

。

こ

の

詞

は

、

伊

豆

と

い

は

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア
キ

　

枕

詞

な

り

。

○

い

つ

は

、

明

つ

と

い

ふ

と

同

じ

く

て

、

清

淨

な

る

を

い

ふ

詞

な

り

。

O

い
つ

の

み

た

ま

と

は

、

　

　

　

　

　

ミ

タ
マ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
コ
ヘ
ヲ
モ
テ
ィ

ザ

ナ

ギ
ノ
オ
ホ
こ
カ
こ
ノ
ソ
タ
マ
ハ
ク
ァ

ハ

イ
タ
サ

ニ

清

淨

な

る

御

靈

と

ま

う

す

意

な

り

。

天

照

大

御

肺

は

、
古

事

寵

に

、
是

以

伊

邪

那

岐

大

繭

詔

、

吾

者

到

レ
於

;

　

イ
　
ナ
　
シ
　
コ
　
メ
　
シ
　
コ
　
メ
　
キ
　
キ
タ
ナ
キ
ク
茜
　
テ
　
ァ
リ
ケ
　
リ
　
　
　
カ
レ
ァ
　
ハ
セ
ナ
ト
ノ
リ
タ
ヒ
オ
・添
ζ
マ
ノ
　
ハ
ラ
ヒ
テ
　
　
　
イ
デ
　
マ
シ
ツ
ク
シ
ノ
ヒ
　
ム
カ
ノ
タ
チ
パ
ナ
ノ
ヲ
ド
　
ノ

伊

那

志

許

米

志

許

米

岐

臓

國

嚇而

在

郡

理

、

故

吾

者

　

爲

二

御

身

之

禊

一而

、

到

謌
坐

竺

紫

日

向

之

橘

小

門

之

　

ア
　
ハ
　
ギ
　
ハ
ラ
ニ
テ
　
　
こ
ソ
ギ
ハ
ラ
ヒ
玉
ヒ
キ
　
　
　
　
　
コ
・
ニ
ァ
ラ
ヒ
玉
フ
ヒ
舜
リ
ノ
ミ
　
メ
ヲ
　
ト
キ
軸鯛ナ
リ
マ
セ
ル
カ
ミ
ノ
ミ
ナ
ハ
　
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
ホ
ζ

歯
、し
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
篭
'

阿

波

岐

原

一
而

、

襖

祓

也

、

云

々
於

是

洗

二
　

左

御

目

一時

所

威

騨

名

、

天

照

大

御

鼬

と

あ

り

て

、

黄

泉
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ケ
ガ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
リ
イ
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
オ
ホ
ミ
　
カ
こ

　

國

の

汚

垢

を

、

は

ら

ひ

清

め

た

ま

ひ

て

、

清

淨

に

な

り

は

て

給

へ
る

時

に

、

生

出

た

ま

へ
る

日

の
大

御

紳

な

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　
　
　
　
　
　カ
ム
カ
ゼ
イ
　
セ
ノ
ク
ニ
　
　
モ
ヘ
ヅ
タ
フ
ワ
ク
ラ
ヒ
ァ
ガ
タ
ノ
　
　
サ
ク
ス
ぜ
　
イ
　
ス
ゾ
ノ
こ
ヤ
ニ

　

故

に

か

く

申

せ

り

。

さ

て

此

詞

は

、

日

本

紀

紳

功

卷

に

、

聯

風

伊

勢

國

、

百

傳

渡

會

縣

之

、

揖

鈴

五

十

鈴

宮

　

ヲ
　
ル
　
カ
こ
　
　ナ
ハ
ヅ
キ
サ
カ
キ
　
イ
ヅ
ノ
　
こ
　
タ
マ
ア
マ
ザ
カ
ル
ム
カ
ツ
　
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ァ
マ
テ
ラ
ス
オ
ホ
こ
カ
こ
　
　
　
　こ
　
　
　
　
　
　
　
　こ
　
ナ

　

所

居

紳

、

名

撞

釁

木

嚴

之

御

魂

天

踈

向

津

媛

命

と

あ

り

て

、

す

な

は

ち

天

照

大

御

騨

の

、

御

み

つ

か

ら

御

名

　

　

　

　

　

　

　
ミ
コ
ト
パ
　
　
　
　
　
　
ヤし
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ア
メ
ツ
チ

　

の

り

た

ま

へ

る

御

詞

な

り

。

御

た

ま

と

の

と

は

、

と

て

と

い

ふ

意

な

り

。

○

い

て

り

と

ほ

ら

す

と

は

、

天

地

の

　

　

　

　

テ

　

か

ぎ

り

照

り

わ

た

り

給

ふ

を

い

ふ

な

り

。

い

は

發

言

と

て

、

言

の

上

に

そ

へ

て

い

ふ

こ

と

古

言

に

お

ほ

し

。

○

　

　

　

　

　

　

　

　

や
ミ

タ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
ヒ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
マ
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　

一
首

の
意

、

満

淨

の
御

魂

と

て

、

天

地

の

聞

に

、

い

さ

玉

か

も

い

た

ら

ぬ

隈

な

く

照

り

と

ほ

り

た

ま

ふ

、

臼

の

　

オ
ホ
こ
　
カ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ザ

　

大

御

聯

と

よ

め

る

な

り

。

此

歌

を

は

じ

め

に

お

か

れ

た

る

こ

と

、

意

あ

る

べ

し

。

道

は

清

淨

を

旨

と

す

。

伊

邪

　

ナ

ギ
ノ
オ
ホ
カ
こ
　
　ミ
ソ
ギ
ハ
ラ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
リ
イ
デ

　

那

岐

大

紳

の

蘰

祓

の

功

に

よ

り

て

、

こ

の

大

御

紳

の
成

出

ま

せ

る

こ

と

を

深

く

味

ふ

べ

く

、

叉

清

淨

の
御

靈

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

4

　

な

る

故

に

、

天

地

に

て

り

と

ほ

り

給

ふ

と

い

ふ

、

二

の
句

と

三

四

の
句

と

を

、

相

て

ら

し

て

心

得

べ

き

な

り

.

ア
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ヒ
　
　
　オ
ホ
カ
こ

天

つ
ち

の
き

は

み
御

て
ら

す

た

か

ひ

か
る

日

の
大

紳

の
み

ち

は

こ

の
み

ち

　

　

ア
メツ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　テ

　

○

天

地

の
き

は
み

と

は
、

天

地

の
限

り

い
た

ら

ぬ
く

ま

な

く

と

い

ふ
な

り

。
○

御

て

ら
す

は
、
照

り
給

ふ
な

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　も　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　タ
カ

　

て
ら

す

な
ど

い

ふ
、
用

語

に
も
隔

御

の
字

を

そ

へ
て

い
ふ

こ

と
、
古

言

に

お

ほ
く
例
.あ

る

こ
と

な

り
。

○
高

ひ

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

ヒ
カ

　

か

る

は
、

日
と

い
ふ

こ
と

に

、
枕

詞

の
や
う

に

か
う

ぶ

ら
す

る
詞

な

り
。

高

は
、

天

と

い
ふ

に

同

じ
く

、
光

る

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

カ
ギ
リ

　

は
、

照

る
と

い
ふ

に

同
じ

き

な

り
。

〇

一
首

の
意

、

天

地

の
限

て
り
わ

た

り
給

ふ

日

の
大

御

騨

の
道

と

い
ふ

は
、

　

此
道

ぞ

と
な

紅

つ
此

道

と

さ
す

と

こ
ろ

は
、

帥

此

百
首

の
歌

ど

も

に
、

吹

々
に
見

え

た

る

お
も

む

き

な

り
。
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ヒ　
ヅ
ギ
　
　
ヒ
　
　
　ヒ　
コ

　
　

　

　

ア
マ

高

み

く

ら

天

つ

日
嗣

と

日

の
御

子

の
う

け

つ
た

へ
ま

す
道

は

こ

の
道

　
　

　

　

こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゴ
　
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
カ

　

○

た

か
御

く

ら

は

、

天
皇

の
御

座

を

い
ふ

な

り
。

そ

は
高

き

座

な

る
故

に

い

ふ
に

は
あ

ら

ず

。
高

は
、

た

か

ひ

　
　

　

　

タ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゴ
　
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
カ
マ
ノ
ハラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゴ

　

か

る

の
高

と

同

じ

く

て
、

天

と

い
ふ

こ
と

な

り

。
天

皇

の
御

座

は
、

す

な

は
ち

高

天
原

の
、

天

照
大

御

紳

の
御

　
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　タ
カ
し
　
ク
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
座

な

る
故

に
、
高

御

座

と
申

す

な

り
。

○

天

つ

日
嗣

と

は
、

御

代

々

々
の
天

皇

、

天
照

大

御

紳

よ

り
、

さ

づ
け

　

た

ま

へ
る

ま

玉
に

、
う

け

つ
ぎ

た

ま

ふ
御

位

を
申

す

な

り

。
獪

く

は
し
く

は
、
師

の
古

事

記
傳

を

ひ
ら

ざ
見

て

　
　

　

　
　

　

　

ヒ
　
　　
ヒ
　
コ

　

心

得

べ

し
。

○

日

の
御

子

と

は
.

天
皇

の
御
事

な

り
。

い
く
萬

代

の
末

々
ま

で
も

、

天
皇

は
、

天
照

大

御
醜

の

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

こ　
　コ

　

御
末

な

れ

ば
、

か

く
申

す

な

り

。、
〇

一
首

の
意

、
,日

の
御

子

の
天

つ
日
嗣

と
し

て

、
受

つ
た

へ
ま

し

ま
す
道

は
、

　

こ
の
道

ぞ

と

な

り
。

此
道

上

に

同

じ
。

ア
メ
　
　
　
　
　
ア
ヲ
ヒ
ト
ク
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

天

の
し
,た
青
人
草

の
あ

さ
よ
ひ
に
御
か
げ
と
よ
そ
る
道

は
こ
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ヤ
ウ
ヂ
ユ
ウ
フ
　
ダ
ン

　
○
あ
を
人
草
と

は
、
萬
民
を

い
ふ
な
り
。
○
朝

よ
ひ
と
は
、
朝
も
夕
も
な
り
。
俗
に
常

佳

不
斷

と
い
ふ

こ
と

　
　
　
　
　

こ
　
カ
ゲ

　
な
り
。
○
御
蔭

は
、
俗
に
も
お
か
げ

と
い
ふ
に
同
じ
。
○
よ
そ
る
は
、
寄

る
と
い
ふ

こ
と
な
り
、
た
の
み
に
し

　

て
よ
り
す
が
る
意
な
り
。
〇

一
首
の
意
、
天

の
し
た
の
蔦
民

の
、
朝
夕
に
、
御
蔭

と
し
て
、
た

の
み
よ
る
道

は
、

　

こ
の
道
ぞ

と
よ
め
る
な
り
。
右

の
三
首
、
み
ち
は
こ
の
道

と

い
へ
る
は
、
天
照
大
御
舳
胃の
道
も
、
天
皇

の
天

つ

　
日
嗣
受
つ

ぎ
給
ふ
道
も
、
萬
民

の
つ
ね
に
御
蔭

と
頼
み
よ
る
道
も
、
皆

こ
の
百
首

の
歌

に
、

つ
ぎ
ノ
ー
丶
に
よ
め

　
る
所
の
道

に
し

て
、
他

の
み
ち
に
は
あ
ら
ず
と
い
ふ
な
り
。
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フ
タ
バ
シ
ラ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
マ
ホ
ゆ
　
　
ヨ
　
　
　
ナ
カ

ニ
桂

御

お

や

の
繭
ぞ

玉
鉾

の
世

の
中

の
道

は
じ

め

た

ま

へ
る

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

うも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ノ　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　
○

ふ
た

ば

し

ら

と

は
、

二
紳

と

申
す

こ
と

な
り

。

○

御

お

や

の
帥

は
、

伊

邪

那
岐

命
、

伊

邪

那
美

命

、

二
紳

を

　

ま
う

す

な

り

。
O

玉

鉾

と

は
、

玉

を

つ
け

た

る
鉾

に

て

、

み
ち

と

い
ふ
言

の
枕

詞

な
り

。

さ

て

こ
の
百

首

を

、

　

た

ま
ぼ

こ
百
首

と

い
ふ

は
、

此
歌

の

こ

の
辭

を
も

て
、
名

づ

け

ら

れ

た

る

に

て
、

道

の

百

首

と

い
ふ

こ
と

な

　

り

。
O

世

の
中

の
道

と

は
、

ま
つ

上

の
歌

ど
も

に
、

此
道

と
あ

る
道

に
し

て
、

そ

の
外

よ
う

つ

の
事

に
わ

た

る

　
ぺ
し
。
そ
も
く

こ
の
二
桂

の
大
紳
、
は
じ
め
て
夫
婦
と
な
り
給

ひ
て
、
國
土
を
始

め
、
野
山
海
川
木
草
火
水

　

　
　

　

　

　

　

　
ウ
こイ
が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
テ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ウ
ミイ
ダ

　

に

い
た

る
ま

で

、
生

出

し

た

ま

ひ
、

萬

の
紳

々
を
う

み

出

し
給
…ひ
、

竟

に

日

の
神

、

月

の
脚

を

も

、
生

出

し

た

　

ま

ひ
た

る
な

り

。

さ

て

ま
つ
夫

婦

の
わ

ざ

を

な

し

は
じ

め
給

ふ
。

こ
れ
ぞ

世

の
中

の
も

ろ
ノ
＼

の
し

わ
ざ

の
本

　

に

て
、

そ

の
外
萬

の
わ

ざ

を
始

め
給

へ
り

。

ア
メ
　
　
シ
タ
ク
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
シ
マ
ク
ニ

天

の
下
國

は
お
ほ
け
ど
繭

ろ
ぎ

の
う

み
な
し
ま
せ
る
お
ほ
八
嶋
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ホ

　
○

こ
の
天

の
下
は
、
四
侮
萬
國

を
お
し
く
る
め
て
い

へ
り
。

○
お
ほ
け
ど
は
、

雖
レ
多
と
か
き

て
、
多

け
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ホ
こ　
オ
　
ヤ

　

玉
い
ふ
こ
と
な
り
。
○
聯
ろ
ぎ

と
は
、
皇
祗
と
も
、
神
組
と
も
か
け

り
。
天
皇

の
大
御
先
祺

の
御
事
な
り

、
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　
歌

に
て
は
、
伊
邪
那
岐
、
伊
邪
那
美
命
を
さ
し
て
申
す
な
り
,　

大
入
嶋
國

は
、
古
事
記
、
日
本
紀

に
、

こ
の

　

二
柱
の
紳

の
、
國

々
を
う
み
給

へ
る
実
第
を

い
ひ
て
、
そ

の
嶋
す

べ
て
八
つ
あ

る
を
も
て
、
大

八
嶋
國

と
い
ふ

　
と
あ
り
、
く

は
し
く
は
、
師

の
古

事
記
傳
、
國
號
考
等

に
見
え
た
り
。
○
う
み
な
し
ま
せ
る
は
、
う
み
出
し
給
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ヂ
　
カ
　
ス

　

へ
る
な

り
。

な
す

と

い
ふ
も

生

の
字

な

り
。

令

出
來

こ
と
な

り

。
〇

一
首

の
意

、

世

界

の
丙

に
、

國

は
數

し
ら

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
ゴ
　
セ
ン
ゾ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ
　
　
　
　
　
ウ
ミ
イ
ヴ

　

ず

多

く

あ

れ
ど

も

、
我

天
皇

の
御
先

組

、

伊

邪
那

岐

、

伊

邪
那

美

命

の
、

生
出

し
給

へ
る
國

は
、

こ

の
大

八
嶋

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

シ
ホ　
　
ア
ワ
　
　
コ

　

國

な

り

と

よ

め

る
な

り

、
此
國

の
外

の
、
も

ろ

ノ
＼

の
國

は
、

た

ど
潮

の
沫

の
凝

り

て
な

れ

る

に

て
、

二
柱

の

　

ウ
こ

　

生

な

し

た

ま

へ
る
國

に

は
あ

ら

ず

。

ヒ
　
　
　カ
こ
　
　
　
　
　
　
こ

ク
ニ
　
　こ

ク
ニ
　
　
　
モ
ヘ
ヤ

ソ
　
ク
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ニ

日

の
榊

の
も

と

つ
御

國

と
御

國

は
し

百

八
十

國

の
ほ
く

に

お
や
國

　

　

　

　

　

　

　

　
タ
カ
マ
ノ
ハラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
　

ヒ

　

○

日

の
聯

と

は
、

高

天
原

に
ま

し

ノ
＼

て
、

萬
國

を

て
ら

し

ま

し

ま
す

、

天

つ
日
天

照

大
御

顧

を

申

す

な

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

ナ
ザ
イ
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ゴ　
ホ
ン
コ
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
ク
シ

　

○

も

と

つ
御

國

と

は

、

日

の
紳

の
生
出

た

ま

へ
る
、

御

本
國

と

い
ふ

こ
と

な

り
。

こ

の
神

は
、

か

の
筑

紫

の

　

タ
チ
パ
ナ
ノ
ヲ
ド
　
　
　
　
　こ
　
ソギ
　
　ナ
リ
イ
デ

　

橘

小
門

の
、

御
禊

に
成

出

た

ま

へ
れ

ば
、

こ

の
皇

國

ぞ

、
御
本

國

な

り

け

る
。

○

御
國

は

し

は
、

此
御

國

は

　

　

　

　

　

　

　

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　モ
ヘヤ
ソ

ク
ニ
　
　
　
　
カ
ズ
　
オ
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　

と

い
ふ
な

り
、

し

は

助
辭

な

り

。

○
百

八
十
國

と

は
、
數

の
多

き

を

い
ひ

て
、

い

は
ゆ

る
萬

國

な

り

。
O

ほ

く

　

に
と

は

嘱
中

に
す
ぐ

れ

て

よ
き
國

と

い

ふ
な

り

。
く

は
し

き

こ
と

は
、
家

々
の
歌

に

い
ふ

を
合

せ
見

べ

し
。

○

　

　

　

　

　

　

　

ン　
　
　
　
モ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ン

　

お
や
國

と

は
、

萬

國

の
本

た

る
國

と

い
ふ
な

り

。
〇

一
首

の
意

、

此

日

の
も

と

は
、

日

の
疎

の
、

出
現

ま
し

ま

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

ン　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
ン

　

し

た

る
御

國

な

れ

ば
、

萬

國

に

す
ぐ

れ

て
、
萬

國

の
上

に

た

つ
、

第

一
の
國

な

り

と

よ

め
る

な

り

。

モ
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ミ

百

く

に

の
國

の
ま

ほ

ら

は
大

や
ま

と
わ

が

お
ほ
君

の
き

こ
し

を
す

國

　

　
モ
ヘク
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ヘヤ
ソ
　ク
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
　
　スグ

　

○
百

國

と

い
ふ
も

、

上

の
百

入
十

國

と

、

同

じ
心

ば

へ
な

り
。

○

國

の
ま

ほ
ら

と

は
、
萬

國

の
中

に

、
殊

に
勝

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ　
　
　
　
　
　
　

ぷ
ツ
マ
　ク
ニ

　

れ

た

る
所

と

い
ふ
な

り

。

臠
本

紀

の
瀰

武
卷

に
、

大

和

の
國

を

ほ

め

て
、

秀

眞
國

と

の
た

ま

ひ
、
古

事

記
に

、
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羆
,慰
,鮮

御
艦
に
・
や
ま
と
は
躍
の
冥

鍵

を

な
つ
く
幇
饌

こ
も
れ
る
馨

う
る
は
し
。
應
鼬
天
皇

の
鵡
醗

に
、
灘

鑽

蓉

籖

の
柑
碁

を
見
れ
昏

ち
た
る
蠡

寛

ゆ
騨

奪

見
ゆ
な
ど
、
又
萬

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
ホ
　ク
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　シ
ヤウζし
　
　ト
コロ

　
葉

集

に
も

此
詞

お
ほ

し

。

上

の
歌

に

、
秀
.國

と

よ

め

る
も

同

じ

。
俗

に

い

は

ゴ
、

あ

る
が
中

に
、

正

味

の
所

と

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
オ
ホ
ヤ
マト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
キ
し

　

い
ふ

に
あ

た

る
な

り
。

○

大
倭

は
、

こ

玉
に

て

は
、
皇

國

の
惣

名

の
倭

な

り

。
○

わ

が

大
君

は
、

天
皇

の
御

事

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

ン

　

な

り

。
○

き

こ
し
を

す

は
、
き

こ
し

め
す

、

し

ろ

し

め
す

と

い
ふ

に
同

じ

ゅ

〇

一
首

の
意

、
百

千

の
國

の
中

に
、

第

一
に
勝

れ

た

る

よ
き

國

は
、

天

皇

の
し

ろ

し
め

す
、

こ
の
日

本
ぞ

と

よ

め

る
な

り

。

　

　

　

　
　

　

　

　
こ

ク
ニ
　
　
　
　
　
　
ク
ニ
　
　
　
ヤ
ス
　
　ク
ニ

か

し

こ
き

や

す

め
ら

御

隊

は
う

ま
し

國

う

ら
安

の
國

く

に

の
ま

ほ

く

に

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
ズ
メラ

　
○

か
し

こ
き

や
と

は
、
皇

と

い

は
ん

と

て
、

ま

つ

冠
ら

せ

い

へ
る
詞

な

り

。

俗

に

お
そ

れ

お

ほ
き

と

い
ふ

に
同

　

　

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ク
ニ
　
　
　
　
　
　
ミ

ク
ニ

　

じ

。

や

の
字

は
添

て

い

へ
る
辭

な

り

。
○

す

め
ら

御
國

は
、

こ

の
御

國

を
霹

み

て

い

へ
る

に

て
、

天
皇

の
御

國

　

と

い

ふ
意

な

り
。

○
う

ま

し
國

は
、
美

稱

し

て

い
ふ
な

り

、
物

の

よ
き

事

を

、
古

言

に

、
う

ま
し

と

い

へ
り
。.

杲

紀
悉

卷
に
、
嬲

幗
を
鷹
触

躑

、
萬
葉
集

一.卷
に
、
悌
儺

ぞ
あ
ミ
つ
し
ま
擦

麒
は
、

霧

諜

紲

篳

な
ど
あ
り
。
Q
つ
ら
穿

瞠
は
、
甓

卷
に
、
鸛
籔

灘

,釁

齷

冒

、
砦

羅

蔬

、

議

踝

夥

訴

稔

纂

箍

萬
葉
集
に
も
、
う
爨

と
い
ふ
こ
と
あ
り
、
健
も
響

も
な
く
、
よ
う
つ
に
心
の
や
す

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ア
ン
ラク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　き

ら

か

な

る
國

に
て

、
俗

に

い
は

y
、
安

樂

な

る
國

と

い

ふ

こ
と
な

り

。
○

く

に

の
ま

ほ
國

は
、

上

の
歌

に

、
秀

　
ク
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ス

國

と

よ

め

る
に

同

じ

。
〇

一
首

の
意

、

わ

が

天
皇

の
し

ろ

し

め
す

此
國

は
、

う

ま

し
國

な

り

。
う

ら
安

の
國

な
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り
。
、図

と
い
ふ
國

の
申
に
す
ぐ
れ
た
る
よ
き
國
な
り
と
よ
め
る
な
む
。

モ
ヘ
ヤ

ヅ

ク
ニ

　

　

ヒ

モ
ト

　
　

ヤ
マ
ト

百

八

十

と
國

は
あ

れ
ど

も

日

の
本

の

こ
れ

の
倭

に
ま

す
國

は
あ

ら

ず

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　　ン

　

○

日

の
本

は
、
倭

の
枕

詞

な

り

。
萬

葉

集
山

部

赤

入

の
長
歌

、

ま

た
續

日
本

後

紀

、
仁

明

天

皇

四

十
御
賀

の
長

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　　
　

.歌

な

ど

に
見

ゆ

。
○

こ
れ

の
倭

は
、

こ
れ

の
は
、

こ

の
と

い
ふ

に
同

じ

。
倭

は
、
大

和

一
國

の
名

な
れ

ど

も

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ
　　
　
モ
ト

　

御

國

の
惣

號

に

な

れ

る
な

り
。

日

の
本

と

い
ふ
名

の
ゆ

ゑ

よ

し
、

倭

と

い
ふ

よ
し

な

ど
、

く

は

し

く
か

の
國

號

　

考

に
見

え

た

り

。
〇

一
首

の
意

、
百

も

千

も
國

は
あ

れ

ど

も
、

こ

の
日
本

に
ま

さ

る
國

は
あ

ら

ず

と
な

り

。

天

地

の
ぞ
き

へ
の
き

は

み
ま

ぎ

ぬ

と
も

御

國

に

ま

し

て
よ
き

國

あ

ら

め

や

　

○

そ
き

へ
は
、

天
地

の
至

れ

る
限

り
を

い

ふ
な

り
。

は

て

の
所

と

い

は
ん

が
如

し
。

○

ま
ぎ

ぬ
と

も

は

、
ま

ざ

　

　

　

マギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　モ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ュキ
　
　タ
ヅ

　

は

、
覓

の
字

の
如

し

。
ゆ

き

求

む

と

も
な

り
。

○

酬
首

の
意

、

天

地

の
内

ゆ
き

は

て

の
所

々
ま

で
、

行

て
尋

ね

　

モ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
サ

　

求

め

た

り

と
も

、

此
國

に
勝

り

て

、

よ
き

國

は
あ

ら

じ

と

な

り
、

オ
ホ
ナ
　
ム
　
ヂ
　
ス
ク
ナ
　
ミ
　
カ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
ク

大
穴
牟
遲
少
名
御
禪

の
よ
ろ
し
く
も
造

り
か
た
め
し
大

や
し
ま
國

○
萬
葉
集
第
七
・
靉

置
勞
徹
禮
..解
、、秀

と
あ
り
・
獪
集
申
に
多
し
。
古
事
記
に
、
難

爨

,墾

二躡

　

モ
　
ノ
　
こ
　
ホ
　
ノ
　
ミ
　
サ
キ
ニ
ト
キ
ニ
ョ
リ
ナ
ζ
ノ
ホ
　
　
ノ
リ
　
ァ
メ
ノ
　
カ
"
こ
ノ
フ
ネ
ニ
テ
　
　
　
ウ
ヅ
八
キ
ニ
ヒ
ム
シ
ノ
カ
バ
ヲ
　
ハ
ギ
テ
シ
テ
　
キ
モ
ノ
ト
　
　
ァ
リ
　
ヨ
リ
ク
ル
カ
し
　
　
カ
レ
ド
モ

　

雲

之

御

大

之

御

前

}
時

自

二
波

穗

u乘

ご
天

之

羅

摩

船

一
而

、

内

誌
剥
　

鵝

皮

勵剥

爲

二
衣

服

↓

有

二
歸

來

聯

↓

爾

雖

　

ト
ハ
ス
レ
ソ
ノ
ナ
ヲ
　
涛
　
　
コ
タ
ヘ
　
マ
タ
ド
モ
ト
ハ
ス
レ
こ
ト
モ
　
ノ
　
カ
こ
タ
チ
ニ　
ミ
ナ
マ
ヲ
シ
キ
涛
ト
　
シ
ラ
　
　
コ
・
ニ
タ
ニ
　
グ
　
ク
　
マ
ヲ
サ
ク
　
　
コ
　
ハ
　
ク
　
エ
　
ピ
　
コ
ゾ
カ
ナ
ラ
刃
シ
ラ
あ

　

レ
…間

二
其

名

M
不

レ
答

。

旦

雖

レ
問

二
所

從

之

諸

神

↓

皆

白

レ
不

レ
知

。

爾

多

邇

具

久

白

言

、

此

者

久

延

毘

古

必

　

知

　

ト
マ
ヲ
セ
パ
ス
ナ
ハ
チ
メ
シ
テ
ク
　
エ
　
ピ
　
コ
ヲ
　
ト
ハ
ス
ト
キ
ニ
　
マ
ヲ
　
シ
キ
コ
　
ハ
　
カ
ム
ム
　
ス
　
ピ
ノ
カ
ミ
ノ
　
ミ
　
コ
　
ス
ク
ナ
　
ピ
　
コ
　
ナ
ノ
カ
く
ト
　
カ
レ
コ
ヘ
ニ
マ
ヲ
シ
ァ
ゲ
シ
カ
ニ　
　
カ
あ

　

之

、
　

　鄙

召

二
久

延

毘

古

一
問

時

、

答

訓
白

此

渚

紳

謹

…巣

旧
蕀

之

御

子

少

名

毘

古

那

融
貼

赦

爾

　

白

濁
上

於

ご
脚
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ム

ス

ピ

こ

オ
ヤ
ノ
こ
コ
ト
パ

　
ノ
リ
タ
マ
ヒ
キ
コ

ハ

マ
コ
ト
ニ
ァ
ガ
こ
コ
ナ
リ

　
ニ

　
ミ
コ
ノ

ナ
カ

　
ヨ
リ

ア
ガ
タ
ナ
マ
タ

ク

キ

シ

こ
コ
ナ
リ

　
カ
レ
ト

　
こ
マ
シ
ァ
シ
バ
ジ

産

集

日

御

祺

命

一
者

、

答

下
告

此

者

實

我

子

也

(

於

二
子

之

中

↓

自

二
我

手

俣

一
久

厳

斯

子

也

、

故

與

二
汝

葦

原

　

シ

ユ

ヲ
《

コ
ト
ナ
リ

ア
ニ
オ
ト
、

チ

ヅ
ク
リ
カ
タ
メ
テ
ヨ
ト
ソ
ノ
ク
ニ
カ
レ
ヨ
リ

ソ
レ
才
ホ
ナ

ム

ヂ
ト
ト
　
ス
ク
ナ

ピ

コ

ナ
　
フ
タ
バ
シ
ラ
ノ
カ
・》

ヒ
ナ
ラ
バ
シ
テ
ヅ
ク
ザ
蓼

メ

色

許

男

命

一
爲

二
兄

弟

一
而

、
作

劇

堅

其

國

跡
故

自

レ
爾

大

穴

牟

遲

與

ご
少

名

毘

古

那

↓

二

柱

紳

相

並

、

作

堅

　

雫
}ヒ
キ
コ
ノ
ク
ニ
サ
テ
ノ
チ
エ
ハ
　
　
ソ
ノ
ス
ク
ナ
　
ピ
　
コ
　
ナ
ノ
カ
こ
ハ
　
　
ワ
タ
リ
マ
シ
キ
ト
コ
ヨ
ノ
ク
ニ
、

　

此

國

↓

然

後

者

、

其

少

名

毘

古

那

神

者

、

度

二
于

常

世

國

一
也

、

と

あ

り

。

こ

の

二

柱

の
肺

は

、

相

な

ら

ば

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ
ラ

　

て

、

此

國

を

經

營

し

た

ま

ひ

し

こ

と

、

な

ほ

日

本

紀

な

ど

、

古

書

ど

も

に

見

え

た

り

。

○

よ

ろ

し

く

も

は

、

不

　

ぞ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
足

と
こ
ろ
な
く
の
意
な
り
。
そ
も
く

大

八
嶋
國
は
、

は
じ
め
伊
邪
那
岐
命
伊
邪
那
美
命

の
こ
柱

の
、
う
み
お

　

　

　

　

　

　

　

ヨ
　
こ
　
　
　ク
ダ
リ
　
　
　ア
レ
　
　
こ
マ
シ
　ヅ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ツ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヅ
ク
リ
ヲ

　
き

給

ひ

つ
れ

ど

、
黄

泉

の
段

に
、
吾

と
汝

と

作

れ

り
し

國

、

い
ま
だ

作

り
を

へ
ず

と
あ

り

て
、

い
ま

だ

作
竟

ヘ

　

　

　

　

　

　

　

ト
コ
ロムて
　　　
　　ド　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　
ヅ
ク
リ
カ
タ

　
た

ま

は
ざ

り

つ
る

所

々
を
、

此

大
穴

牟

邏

少

名

御
瀰

の

二
桂

、

よ

ろ
し

く

作
堅

め
な

し

給

へ
る
な

り

。

　

　

　

　

ト
コ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　ソ
　
ク
ニ　
　
ス
　
クナ
ピ
　
コ　
ナ

さ

ひ
つ

る
や
常

世

の
か

ら

の
入
十
國

は
少

名

毘

古

那
そ

つ
く

ら

せ

り
け

む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト
コヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハル
カ
　
ト
ホ

　
○

さ

ひ
つ

る

や

は
、

か

ら

と

い
ふ
枕

詞

な

り
、

○
常

世

と

は
、
海

を

へ
だ

て

玉
、

い
と
遙

に
遠

き

國

を

い
ふ

な

　

り

。
と

こ
よ

は
、

そ
き

へ
と

い

ふ
と

同
意

の
言

な

り

。
○

か

ら

の
八
十

國

、

か

ら

と

は
、
西

の
方

な

る
、
潅

外

　

の
諸

國

を

い
ふ
名

な

り

。
竜

ろ

こ
し

に

て
、
戎

と

い
ふ
文

字

、

か
ら

國

と

い
ふ

に

よ
く

當
れ

り
。

叉
漢

を

も

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ
ク

　
唐

を

も

、
韓

を

も

、

か
ら

と
よ

む

は
、

こ
れ

ら

も
皆

、

西

な

る
國

な

れ

ば

な

り
。

○

つ
く

ら

せ

り
け

む

は
、

造

　

り
給

へ
る

な
ら

む

と

い
ふ

こ

と
な

り

。
○

も

ろ

ノ
＼

の
か

ら
國

は
、

そ

の
出

來

は

じ
め

、
物

に
も

見

え

ね

ど
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

上

の
歌

に
引

い

で
た

る
、

古

事

記

の
文

を

は
じ

め
、

此

少

名
毘

古

那

神

の
、

と

こ

よ

の
國

に
渡

り
給

ひ

し

こ

と
、

　

　

　

　

　

ソ
ノ
ノチ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　イ
タ
リ
マ
シ
ク
マ
ヌ　
ノ
　
ミ
　サ
キ
エ　
ツ
ヒ
ニワ
タ
サ
マ
シ
キ
ト
コ
ヨ
ノク
ニ
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
テァ
ハシ
マ
ニ　
ノポ
リ
テ
ァ
バクキ

　

日
本

紀

に
、

其
後

少

彦

名

命

、
行

二
至
熊

野

之

御
碕

副

途

適

ご於

常

世
綿

一矣

、

亦

日

、

至
ご
淡

島

幅而
縁

二
粟

篁

醒
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昌
　
　
　
　
ハヂ
カ
エ
ワ
タリ
テ
イ
タ
リ
マ
シキ
　
　ノ
　
轟
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ
ゲ
ン
ケ
ノ
　
　
ニ　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
ク
ナ

　

者

↓
則

彈

渡

而

至

二
常

世
郷

↓

ま

た
伯

耆

國

風
土

記

に
、
相

見

郡

郡
家

西

北

有

ご餘

戸

里

↓

有

一粟

島

↓

少

　

ピ
　
コ
ノこ
コト
マ
キ
　
ア
ハヲ
ヨク
こ
ノ
レ
リ
　
　
　
　
　
　ノ
サ
テ　
ニ
ハヂ
カ
エ
ワ
タリ
タ
マ
ヒ
キ
ノ　
ニ　
　
カ
レイ
フ
　
ァ
ハシ
マト

　

日

子

命

蒔

レ
粟

莠

實

離

々
、
即

載

レ粟

彈

爵

渡

常

世

國

、
截

云
二
粟

島

一也
、

な

ど

あ

れ

ば
、

ま

こ
と

に
、

か

　

ら

國
ど

も

は
皆

、

此
紳

ぞ
經

營

し
給

ひ
つ
ら

ん

と

思

は

る

玉
な

り

。
〇

一
首

の
意

明

ら

け

し

。

物

み

な

は
か

は
り
ゆ

け

ど

も

あ
き

つ
紳

わ

が
大

君

の
御

代

は
と

こ
し

ヘ

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

ァ
キ
ツ
れ
ミ

　

○

も

の
皆

と

は

、
世

の
中

に
あ

ら

ゆ

る
、
萬

の
物

皆

と

い
ふ
な

り

。
○

あ

き

つ
神

は
馬
現

瀰

と

か
き

て
、

御

代

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ケ
ンザ
ィ
　
　カ
ミ

　

々

々
の
天

皇

を
申

す

。

天

皇

は
、

す

な

は

ち
脚

に

て
ま

し

ま

せ
ぱ

、
現

在

の
瀰

と

ま
う

す

こ
と

に

て
、

わ

が
大

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア
キ
ツカ
こト
の
メ
ノ
シ
ク
シ
ロシ
メ
ス
ス
メ
ラガ
オ
ホ
こ
コ
ト

　

君

と
申

す

詞

に
、

か
う

ふ

ら

せ

い

ふ
詞

な

り
。

古

き
宣

命

の
詞

に

、
現

繭

御

宇

天

皇

詔

旨

云

々
な

ど
あ

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

ヨ
ロヅ
　
モ
ノこ
ナ
　
　
　
　ヨ
　
　
　
へ

　

り

。
○

と

こ
し

へ
は
、

い

つ
ま

で
も

か

は
ら

ぬ

こ
と

な

り
。

〇

一
首

の
意

、
萬

の
物

皆

は
、

世

を

經

て
う

つ
ろ

　

　
カ
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ト
コ

　

ひ
變

り
ゆ

け

ど
も

、

わ

が

天
皇

の
皇

統

は
、

常

し

へ
に
、

か

は
ら

せ
給

ふ

こ
と

な

し
と

よ

め

る
な

り

。

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
タ
カ
ヒ
ヵ
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　ヒ
　
コ

く

に
み

＼

の
君

は

か

は
れ

ど
高

光

る
わ

が

日

の
御

子

の
御

代

は
か

は

ら
ず

　

○

國

々
の
君

と

は
、

海

外

の
異

國

ど

も

の
王
を

い
ふ

な

り
。

ま

つ
近

く

は
も

ろ

こ

し

の
か

ら
國

は
、

い
に

し

へ

　

よ

り
よ

う
つ

た

ら

は

ぬ
事

な

く
.

餘

の
外
國

に
く

ら

ぶ
れ

は
、

よ
き

國

な

れ

ど
も

、

い
に

し

へ
よ

り
図

の
主

さ

　
だ
ま
ら
ず
、
し
ば
く

代

の
易
れ

る
を
思

へ
ば
、
そ
の
餘

の
國

々
も
み
な
、
同
じ
こ
と

玉
し
ら

る
。
○
高
光
る

　
日

の
御

子
と
申
す
こ
と
、
上
に

い
へ
り
。
皇
國

の
君
は
、
天
地

の
か
ぎ
り
を
照

し
給

ふ
、
天
照
大
御
脚

の
皇
統

　
に
ま
し
ま
す
故

に
、

て
ん
ち

の
あ
ら
む
か
ぎ

り
、
か
は
ら

せ
給

ふ
こ
と
な
き
な
り
。↑F　　略　屮　　　「
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ア
マ
天

て

る
や

月

日

の
か
げ

を
し

る
國

は
本

つ
御
國

に

つ
か

へ
ざ

ら

め

や

　
　

ア
マ
テ
　
　
　
　
　
　
　
ミ

ソ
ラ

　

○

天

照

る
と

は
、
御

室

を

て
り
渡

り
給

ふ

こ
と
な

り

。
高

光

る

と
全

く

同
意

な

り
。

○

月

日

の
影

を

し

る
國

と

　

は
、

月

日

の
光

を
蒙

り

て
、

そ

の
か
た

じ

け

な
き

徳

を

、

し

る
國

は
と

い
ふ
な

り

。

○
も

と

つ
御
國

と

は
、

そ

　
　

　

　

　

　
　

ナ
リ
イ
デ
　

　

　

ゴ

ホ
ン
コク
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
〆

　

の
月

日

の
棘

の
生
出

た

ま

へ
る
御

本

國

に

て
、
印

こ

の
御

國

を

い

ふ
な

り
。

○

つ
か

へ
ざ

ら

め

や

は
、

臣

と
稱

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

オ
キ
ナガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
　
　
カ
ラ
ク
ニ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

コ
しロう

　

し

て
し

た
が

ふ
べ
き

物

ぞ

と

な

り
。

古

事

記

に
、

息

長
帶

日
費

命

の
、
韓

國

を

う

ち

た

ま

ひ
け

る

時

に
、
於

是

　

ソ
ノ
コ
ニキ
シ
オ
ヂ
カ
シ
コ
・しテ
マヲ
シ
ケ
ラ
ク
　
イ
マ
ヨ
サ
ユク
サ
キ
　
マ
ニ
く

オ
ホキ
こ
ノこ
コト
ノ
　
シ
テ
　
ミ
　
マ　
カ
ヒ
ト
ト
シ
ノ
ハニ　
ナ
メ
テフ
ネ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

ゐ
　
　ホサ
　フ
ナ
ハラ
　
　オ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

み
サ

　

其
國

王
畏

惶

　
奏

言

、
自

今

以

後

、
隨

二
天

皇

命

輔而
爲

二
御

馬

耳
剛

毎

年

、
讐

レ
駘

、
不
レ
乾

ご船

腹

↓
不

レ
乾

ニ

　

サ
ヲ
カ
ヂ
　
　
ム
　
　タ
　
ァ
メ
ヅ
チ
ノト
コト
ハ
ニツ
カ
ヘマ
ヅ
ラ
ン

　
施

私

輔
共

⇒
與

天

地
、一無

退

仕

奉

と

あ

り

。

日
本

紀

に

は
、

此

事

こ
と

に
委

し

く
記

さ
れ

た

り

。
萬

國

の
王

　

ど

も

N
皆

、

こ

の
薪

羅

王

の
如

く
あ

る
べ
き

事

な

り

。

〇

一
首

の
意

、

日
月

の
舞

く

か
た

じ

け

な
き

、
御

か
げ

　

を

し

る
國

は
、

こ
の
本

つ
御
國

に
、

仕

へ
ぬ

い

ふ

こ
と

は
、

あ

る

ま

じ
き

こ
と

わ

り
ぞ

と

な

り

。

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

カ
リも

も
ろ
く

の
か
ら
國
人
も
日

の
紳

の
ひ
か
り
し
え
ず
は

い
か
に
か
も
せ
む

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ヒ
カ
リ
　
　
　
む

　

○

上

の
歌

、

ま

た
家

々

の
を

も
合

せ
て

心
傳

べ
し

。

○
光

し

の
し

は
、

助
辭

な

り
。

○

下

の
句

の
意

、

こ
の
大

　
御

紳

の
御

光

を
蒙

ら

ず

は
、
何

と
か

す

べ
き

と
な

り

。

　
　

　

　

　

コト
ア
ゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ク
ヌ
チ

さ

か

し
ら

に
言

擧

は
す

れ

ど

か

ら
國

も

ひ

る

め

の
神

の
て
ら

す
國

内

を

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
ギ
　
ロン

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

コト
ァ
ゲ

　

○

さ
か

し

ら

は

、
か

し

こ
泥

て
な

り

。
○

言

擧

は
、
物

を

議
論

す

る

こ
と

な

り
。

あ

げ

つ
ら

ふ
と

い
ふ
も

同

意

　

に

て
、

い
ひ

た

つ

る
と

い
ふ

こ
と

な

り

。
○

ひ
る
め

の
黼
ほ

、

日

の
大
御

紳

の
御

名

な

り
。

O

國
内

は
、

字

の
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む

　
如

く

に

て
く

ぬ
ち

と

よ
む

な

り
。

○

は

て

の
を

は
、

な

る
物

を

と

い
ふ
意

な

り

。
〇

一
首

の
意

、

も

ろ
ノ
＼

の

　
　

　

　

　

オ
ノ
く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ
ンコ　

　

　

　

　

イ
ヒ

か
ら
國

は
、
各
さ
ま
ぐ

に
物

の
道
理
な
ど
を
、
浮

に

こ
ち
た
く
蕘

つ
れ
ど
も
、
そ

の
國

々
も

こ
と
ぐ

　
　

　

　

　

　
　

　

　
テ
ラ　
　
　
　
　
　ウ
チ

　

ぐ

、

日

の
大
御

紳

の
照

し
給

ふ
内

の
國

な

る
物

を
、

此

日

の
大

御

脚

の
道

を

知

ら
ざ

る

は

い
か

に
ぞ

と

ふ
く

め

　

た

る
な

り

。

ス
メ
カ
こ

皇
聯

の
道

し
ら

ね

こ
そ
言

さ

へ
ぐ

か

ら
國

人

は
さ

か

し
ら

す

な
れ

　

○
す

め

紳

と

は
、

紳

を
奪

み

て
申

す

な

り
。
皇

統

の
紳

を

の
み
申

す

と

い
ふ
説

あ

れ

ど
も

、

然
ら

ず

。

○
遉

し

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
バ
カ

　

ら

ね

こ

そ

は
、
道

を

知

ら

ね
ば

こ
そ

と

い

ふ

こ
と

な

り
。

○

さ

か
し

ら

す

な
れ

は
、

か
ら

國

人

は
、

測

り

て
も

、

　

バカ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ン

　
測

り
し

ら

れ

ぬ
、

天

地

の
間

の
事

ど
も

を

ば

、
理

を

以

て

い
と
よ

く
知

り
が

ほ
に
論

ず

る
を

い
ふ
な

り

。
〇

一

　
　

　

　

　

　
　

　

　
マ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワタ
ク
シ
　
　チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
シ
コ

　
首

の
意

、
紳

の
道

の
實

の
傳

へ
を

知

ね

ば

こ
そ

、

か
ら

國

人

は
己

が

私

の
智

を
以

て
、

さ

ま
人
厂＼

賢
げ

に

い

　

ふ

な
れ

コ
皇

紳

の
ま

こ
と

の
道

を

知

ら

ば
、

そ

の
賢

げ

に

い

へ
る
事

ど

も

の
、

ひ
が

こ

ど
あ

る

こ
と

は
、

し
ら

　

ん
物

ぞ

と

な

り
。

ア
メ天
し
る
や
日
の
大
紳

の
道
を

お
き
て
よ
こ
さ

の
道

に
ま
ど
ふ
よ
の
ひ
と

　
○

天
し

る
や
と
は
、
日
の
大
繭

の
天
を
し
ろ
し
め
す
を

い
ふ
。
○
道

を
お
き

て
は
さ
し
置
て
な
り
。
○
よ
こ
さ

　
　
　
　
　
　
ヨ
コヴ
マ

　
の
道
と
は
、
横
樣

の
道

と
い
ふ
こ
と
に
て
、
聯

の
瀧

の
外

に
、

お
の
ノ
＼

一
家
を
な
し
た

る
道

々
を

い
ふ
な
り
。

　
そ
は
紳

の
道

の
正
し
く
直
き
に
む
か

へ
て
、
正
し
か
ら
ず
直

か
ら
ざ

る
故

に
、
よ
こ
さ
の
遯
と

い
へ
る
な
り
。
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○

ま
ど

ふ

世

の
人

と

は

、

正
し

く
直

き

神

の
道

の
あ

る

を
、

そ

の
道

を
さ

し

お
き

て
、

正

し

か
ら

ず
直

か
ら

ざ

　

る
異

國

の
道

々
に
、

ま

ど

ふ
事

よ

と

な

り
。

○

日

の
大

紳

の
道

と

は
、
御

國

の
正

し
き

道

を

い
ふ
。

か

の
初

め

　

つ
か
た

な

る
歌

ど

も

に

、
道

は
此
道

と
あ

る
道

な

り
。

此

歌

か

の
歌

ど

も

と
合

せ
て

心
得

べ
し

。

明

ら

け
き

日

の
大
紳

の
道

し
ら

ぬ
か

ら

の
さ

か

し

ら
き

玉
た

つ
な

ゆ

め

　

　

ア
キ

　

○

明

ら
け

き

は
、

日
と

い
ふ
も

じ

に

は

か

玉

は
ら
ず

、

道

と

い
ふ

へ
か

け

て

心
得

べ

し

。

H

の
大
隷

の
道

は
、

　

か

ら
國

の
さ

か

し
ら

に
ま

う
け

出

た

る
道

の
如

く

、
を

ぐ

ら
き

所

な

き
道

な

れ
ば

、
明

ら

け

き

と

い
ふ
な

り

。

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ナ
　
ヲ
　
ト　
ワ　
ヲ
　
　
　
セ
ト
ゾ　
サク
ナ
　
ル
　　
　
イデ

　

○
き

玉
た

つ
な
ゆ

め
、

此
句

の

こ
と
師

の

い

は
く
、

こ

は
萬
葉

四

の
卷

に

、.
汝

乎

與

和
乎

、

人

曾

離
奈

流

、

乞

　

ワギ
こ
　
　
ヒ
ト
ノ

ナ
カ
コ
ト
　
キ
ヘタ
ヅ
ナ

ユ

メ

　

吾

君
、

人
之

申

言

、
聞

起

名

湯

目

、

と
あ

る
に

よ

り

て
よ

め

る

を
、
後

に

よ
く

思

へ
ば
、

か

の
起

の
字

は
、
超

　

　

　

　
　

　

キ
ヘコ
ス
ナ
　
ユ　
メ　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ァ
リ
コ
スナ
　
ユ　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　キ
ヘ
コ　
ス
　ナ
　
ユ
　
メ

　

の
誤

に

て
、
聞

超

名

湯

目

な

り
。

十

一
卷

に
亀
有

超

名

湯

目

と

か
け

り

。

然

れ

ば

こ

玉
も
、

聽

許

須
那

由

米

と

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
キ
ヘイ
レ
シ
ン
ヨ
ウ

　

改

む

べ
き

な

り
と

い
は

れ

た

り
。

聽

入
信

用

す

る

こ

と
な

か

れ

と

い

ふ

こ
と

な

り
。

〇

一
首

の
意

、

日

の
大

騨

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

キ
へ

の
明
ら
け
き
道
を
し
ら
ざ

る
、
か
ら
人

の
さ
か
し
ら
ご
と
を
ば
、
ゆ
め
ぐ

聽

い
る

こ
と
な
か
れ
と
な
り
。

ト
ヅ
ク
ニ

外
國

は
か
み
代

の
つ
た

へ
な
け
れ

こ
そ
ま
こ
と

の
道
を
し
ら
ず
あ

り
け
れ

　
○

と
つ
く
に
は
、
字

の
如
く
外
國

な
り
。
○
な
け
れ

こ
そ
は
、
無
け
れ
ば
こ
そ
な
り
。
御
國
な
ら
ぬ
外
國

は
、

　
す

べ
て
い
つ
れ

に
も
、
神
代

の
つ
た

へ
諏

の
鮮
き
故

に
、
正
實

の
道

を
ぱ
し
ら
ず
し
て
・
さ
ま
み
＼
私

の
轂
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ト

　
な

る
、.
さ
か
し
ら
説
を

い
ふ
な
り
と
よ
め
る
な
り
。
攻

の
歌
あ

は
せ
て
心
得
べ
し
。
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モ
ト

　

　

　
　

　

ヅ
タ
ヘ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ビ　
　
　モ
ト

く

に
み

丶

に
傳

は
あ

れ
ど

日

の
本

に
本

の
ま

こ
と

の

こ
と

は

つ
た

は

る

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

タ

　
○
外
國

に
も
、
そ
れ
く

上
代
よ
り
い
ひ
傳

へ
た
る
説
は
あ
る
な
り
。
も
ろ

こ
し
の
國

に
て
は
、
盤
古
氏

の
左

　
右

の
眼
、
日
月
と
な
る
と
い
ひ
、
或

は
女
蝸
氏
、
五
色

の
石
を
ね
り
て
、
天
地
の
缺
た
る
を
補

へ
り
と
い
ふ
た

　
ぐ

ひ
、
ま
た
天
竺
に
て
、
佛

の
經
論
ど
も
に
、
さ
ま
み
＼

の
事
ど
も
を
い

へ
る
中

に
も
、
そ

の
國

の
上
代
よ
り

　

の
い
ひ
傳

へ
と
お
ぼ
し
き
事
ど
も

玉
あ

る
な
ど
、
獪
そ

の
餘

の
國

々
に
も
、
お

の
く

か
た
り
つ
た

へ
た
る
事

　
あ

る
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
、
も
ろ
ノ
＼

の
外
國
ド
も

の
、
さ
や
う

の
傳
読

は
、
皆

正
し
か
ら
ず
ま

こ
と
に
あ
ら

　
ず
。
た

ゴ
浪

し
き
實

の
欄
彰

の
簿

説
は
、

日
の
ナ
御
禪

の
御
恥
國
な

る
、
此
御
國
に
こ
そ
つ
た
は
り
た
れ
と
な

　

り
、
そ
の
正
し
き
實

の
簿

説
と

い
ふ
は
、
古
事
記

の
上
卷
、
日
本
紀

の
神
代
卷

に
し

る
さ
れ
た

る
事

ど
も
是
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ル
コ
ト

カ
ミ
　　
　ョ

上

つ
代

の
か

た

ち

よ
く

見

よ

い
そ

の
か

み
古

事

ぶ

み

は
ま

そ

み

の
か

ゴ
み

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

フ
ル

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

イ
ソ
ノ
やおこ

　

　

カ
タチ

　

○
形

と

は
、

あ

り

さ
ま

と

い
ふ

に
同

じ

。
○

石

王

は

、
古

と

い
ふ

こ

と

の
枕

詞

な

り
、

O

ま

そ
み

の
鏡

は
、

ま

　

そ

か

ゴ
み

と

い
ふ

に

同
じ

、
人

の
形

な

ど

の
、
鐔

め

面

に
う

つ
り

て
、

あ

り
～

丶
と

見

ゆ

る
が
如

く
、

古

事
記

　

を

見

れ

ば
、

上

代

の
あ

り
さ

ま

の
、

ま

さ

し
く

鼠

え

し
ら

る

玉
を

た

と

へ
て

い

へ
る
な

り

。

ふ

る

こ
と
ぶ

み

は

、

葬

譜
な
り
・
此
記
は
も
と
・
天
武
天
皇
の
鵡
御
酵
つ
か
ら
・
纛

の
婬
ポ

、
尋

驫

の
鋤
繊

の
あ
り

　

　

　
　

　

　

　

フ
ル
コ
ト
　
　
　
　ヒ
ェダ
ゐ
ア
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
チ

　

さ

ま

な
ど

の
、
古

事

を

、
稗

田

阿

禮

と

い
ふ
人

の
、

わ

か
き

ほ

ど

に
、

い

ひ
を

し

へ
さ

せ
給

ひ

て
、

ロ

に
よ

み

　

う

か

べ

し

め
た

ま

ひ
つ

る
を

、
元

明

天

皇

の
御

代

和
銅

四
年

に
、

そ

の
稗

田

阿
禮

と

い
ふ

人

の
、

口
に
筌

に
よ
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オ
ホ
ノア
ソ
こ
ヤ
ス
マ

ロ
　
　
　
　

バカ
セ
　
　
　
カ
キ

　

み

つ

玉
、

お

ぼ

え
た

る
ま

玉
を

、

太
朝

臣

安

萬
侶

と

い

ふ
博

土

に
、
書

し

る

さ
し

め
給

へ
る
な

り
。

日
本

紀

は
、

　

文

章

、

漢

籍

の
ふ

り
を

し

ひ

て
ま

ね

た
れ

ば
、
古

意

に
た

が

へ
る

こ
と

ゴ
も
多

く

ま

じ
れ

る
を

、

こ

の
古

事
記

ば
・
欝

　齢

の
奮

に
、
あ

り
の
童

を
し
る
し
て
・

い
と
正
し
き
書

に
な
ん
あ
り
け
る
・
故

に
此
書

を
よ

　

く
見

よ
と
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ミ
　
フ
こ

ま
つ
ぶ
さ

に
い
か
で
し
ら
ま
し
い
に
し

へ
を

や
ま
と
御
藩

の
世
に
な
か
り
せ
ぱ

○

ま
つ
ぶ
さ
は
、
鼻
ビ

と

い
ふ
な
り
・
ま

の
字
を
添

る
は
、
古
言

の
つ
ね
な
り
・
o

い
か
で
し
ら
ま
し
は
・
観

と
し
て
知

べ
き
ぞ
と
な
り
。
○

や
ま
と
み
ふ
み
は
、

暴

継
な
り
・
『
藩

は
・
元
正
天
皇
養
老
四
年
・
兜

　

こ
　
コ　
　
チ
ヨク
メイ

ウ
ケ
タ
マ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　セ
ン
ロク

　

親

王
、

勅

命
を

奉

り

た

ま

ひ

て
、
撰

録

し
給

へ
る
な

り
。

上

代

の
古
事

ど

も

つ
ぶ

さ

に
し

る

し
給
び

て
、古

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヒ
ロ　　　　
　ヅ
マピ
ラ
カ

　

事

記

よ

り

は
、

こ
よ

な

く
廣

く

、

詳

な

り
。

上
代

の
あ

り

さ

ま
を

、

こ
ま
か

に
知

べ
き

は
、
此

日
本
紀

な

り
。

　

　

　

　

　
こ
　
フ
こ

　

さ
れ
ば
此
御
書

の
、
世

に
あ

る
事
は
、

い
と
く

奪
き
な
り
。
○

一
首

の
意
、
句

の
次
第

を
置
か

へ
て
、
四
五

　

三

一
二
と
し
て
心
得
べ
し
。

カ
もも
　
　
　ヨ
　
　
　
　
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
タ
　
　
　キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し　
フ
こ

聯

の
代

の
事
ら

こ
と
み
＼
簿

へ
來

て
し
る
せ
る
御
書
見
れ
ば
た

ふ
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

コト
んヘ
ク

　
○
事
ら
は
、
事
ど
も
な

り
。
○

こ
と
み
＼
は
、　

盡

な
り
。
O

つ
た

へ
來

て
は
、
瀰
代
よ
り
い
ひ
簿

へ
語

り
つ

　
た

へ
來

て
な
り
。
O

し
る
せ
る
御
勸
腰
は
、
そ
の
い
ひ
つ
た

へ
語
り
簿

へ
來
た
る
斟
璽
いを
、
録
ぜ

る
な
り
。
御
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
ク
へ

　
み
は
、
是

は
古
事
記
日
本
紀
を
合

せ
て

い
ふ
な
り
。
O

一
首

の
意
、
棘
代

の
事
ど
も
を
、
そ

の
傳

の
ま

玉
に
こ
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と
　
ツ
こ

　
.と
,ム

＼

く
記

録

し
た

る
、

こ

の
御

書

ど

も

を
見

れ

ば
霹

し

と
な

り
。

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
トギ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
チ
リ

ま

そ
鏡

見

む

と
思

は

罫
か
ら

こ
と

の
塵

ゐ

く

も
れ

り

磨

て

し

よ
け

む

　
○

上

の
歌

に
よ

り
て

、

日
本

紀
古

事

記

を

さ

し

て
、

ま

そ
鏡

と

よ

み
な

せ

る
な

り

。

ま
そ
鏡

は
、

萬
葉

の
古

歌

、

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
こ
　
フ
こ

　
ど

も

に

、

つ

ね

に
よ

め

る

は
、

た

ゴ
見

と

い
ふ
枕

詞

に

お
き

た

る
を
、

こ

玉
に

て

は
、

然

ら
ず

、

二

の
御

書

を
.

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
チ
リ

。
た

と

へ
て
、

鏡

と

い

へ
る
な

り

。
O

か

ら

こ
と

の
塵

ゐ

く

も
れ

り
と

は
、

代

々

の
識

渚

の
、

二
書

を
注

釋

し
た

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
ア
　
メ　
　
　　
　
　
　　
　
ヤ
マ
ト

　

る

は
、
漢

籍

の
意

義

を
も

て
、
紳

代

の
事
等

を
、

或

は
陰

陽

五
行

な

ど

に
配

當

し

、
或

は
天

上

の
事

は
、
倭

の

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
ワ
ク
ヅ
もしノミ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　ヅ
ニ
マノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ウ
キ
ウ
ノ

都

に

て
あ

り
し

事

と

し
、

又

海

紳
宮

の
事

を
、

遡

馬
國

な

り

と
も

、
琉

球

國

な

り

と
も

い

へ
る

た
ぐ

ひ
、
其

外

,

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

トケ
　
　
　
　
　
　
　
　マ
コ
ト

　

の
事

等

に
も

、

皆

漢
意

を
以

て
解

る
故

に
、
實

の
意

は
か

く
れ

て
顯

れ
ざ

る

こ
と

、
た

と

へ
ば
鏡

に
塵

の
か

L

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
ト
ギ

　

り

て
く

も
れ

る
が
如

く

な

る
を

い
ふ
な

り
。

さ
れ

ば

そ

の
漢

意

の
読

を
、

と

り

す

て
磨

み
が
き

て
、
古

意

を
ま

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
む

　

ざ
し

く

見
出

づ

べ
し

と

な

り
。

○
磨

て
し

よ

け
む

は
、
磨

て
見

る
が

よ

か
ら

む
ぞ

と
な

り

。
磨

て
し

の
し

は
肋

辭

な

り

。

　
　

　

　

　
シ
コ

し

る

べ
す

と
醜

の
も

の
し

り
な

か

/

丶
に

よ

こ
さ

の
み

ち

に
人

ま

ど

は
す

も

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ミ
チ
ビク
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　シ
コ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
モ
ノシ

　
○

し

る

べ
す

と

は

、

し

る

べ
を

す

る
と

て
な

り
、

歡

へ
道

引

を

い
ふ

な

り
。

○
醜

の
も

の
し

り
、

物

知

り

は
、

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

シ
コ

　
今

の
俗

に

い

ふ
も

同

じ
く

、
識

者

を

い
ふ

。
醜

は
、
萬

葉

集

中

に

、

し

こ

の
し

こ
草

、

し

こ
ほ
と

玉
ぎ

す

な

ど
・

　
多
く
よ
み
た

る
、
み
な
そ
の
物
を
、

に
く
み
き
ら

ひ
て

い
ふ
詞
な
り
。
○
な
か
く

に
は
、
な
ま
じ
ひ
と
同
意
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む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　

な

り
。

俗

に

は
な

ま

な

か

と

い
ふ
。

○
人

ま

ど

は
す

も

は
、

も

は
、
輕

く

こ
玉

ろ
う

べ

し
。

よ

な

ど

い
ふ
意

な

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

む

　

り
。

萬
葉

集
中

に
、

鶯

な
く

も

な

ど
多

く

あ

り
。

人

を
惑

は
す

と

は
、

外
國

の
道

々
の
書

の
意

も

て
、
御

國

の

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

　
古

書

の
注

釋

を
な

し

て

、
歡

へ
道

引

て
、

人

を
惑

は
す

な

り

。
〇

一
首

の
意

、
し

る

べ
を
す

と

て
、
わ

ろ
き

物

　
知

り
人

等

が

、
な

ま

じ

ひ

に
、
横

さ

ま

の
道

に
を

し

へ
お
も

む

け

て
、

人

を
惑

は
す

よ

と

な

り
。

　

　

　

　
　
カ
、しヨ
　

こ

マ
し
　

　

　

　

　
カ
ラ

,　

　

　

　

　

　

カ
ナ

さ

か

し
ら

に

紳
代

の
御
書

と
き

ま

げ

て
漢

の

こ

&
う

に
な

す

が
悲

し

さ

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

マ　
スグ
　
　
　
　ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
プ
こ

　
○

さ
か

し

ら

は
、

上

に
出

た

り
。

○

と
き

ま
げ

て

は
、

文

義

の
ま

玉
に

、
眞

直

に

は
説

か
ず

し

て
、
漢

籍

ど

も

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヨ
コサ
ぐ　
　
マ

　

の
意

を

以

て

、
牽

強

附
會

し

て
、
横

樣

に
枉
げ

て

と
く

を

い
ふ

な

り
。

○
漢

の

こ

玉
う

に

な
す

が

か

な

し

さ

は
、

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

ナ
ケ

　
瀰
代

の
古

事

ど

も

を

、
漢

意

に
と

り

な
す

を

、
深

く
蠍

け

る

な

り
。

〇

一
首

の
意

、

代

々
の
注

者

、

さ

か
し

ら

　
心

に

て
、

御

代

の
御

書

の
、
古

傳

読

を

ば
、

強

て
漢

籍

の
意

義

に
説

き

枉
げ

て
、

皇

國

の
古

意

を

う

し

な

ふ
が

悲

し

と
な

り

。

か
ら

ご

エ
う

な

し
と

思

へ
ど
書

ら

よ

む

人

の

こ

玉
ろ

は
な

ほ

ぞ

か
ら

な

る

　

　
フ
ミ
ラ　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　ヨ

　
○

書

等

は
、

も

ろ

ノ
＼

の
書

籍

な

り

。
○

獪

ぞ

か
ら

な

る
と

は

、
書

ど

も

を
讃

む

ほ

ど

の
人

は
、

わ

れ

は
か

ら

　
ご

玉
う

な

し

と
思

へ
ど

も
、

や

つ
は

り
か

ら

意

な

り

と

い
ふ

な

り
。

そ

も
ノ
＼

歌

よ

み

、
或

は
古

學
す

る

ひ
ζ

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

シ
ン

　

の
、

や

玉
古

書

の
義

を
會

得

し

て

、
わ

れ

は
漢
國

風

は
信

ぜ
ず

、・
漢

意

な

し

と

お
も

へ
る
人

も

、

な

ほ
漢

意

の

脅

染

は

は

な
れ

が

た
き

な

り
。
學

問

す

る

入

は
、

十

人

が
九

人

ま

で

は
漢

意

な

り

。
た

と

へ
ば

、
わ

が
國

は
脚
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國

に

て
、
皇

統

の
と

こ

し
な

へ
に

つ

ゴ
き
給

ひ
、

稻

穀

の
殊

に
美

好

な

る
な

ど
、

い
と
ノ
＼

奪
き

國

な

り
。

か

　
ら

國

ど

も

は
、
風

土
あ

し
く

、
人

心

さ
か

し
だ

ち

て
、

い
や
し

き
國

な

り
な

ど

ま

で

は
、

わ

き

ま

へ
な

が

ら
、

　

　

　

　

　

　
　

　

ロ　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
タカ
マ

,神

代

の
あ

り
さ

ま

の
奇

異

な

る
事

ど
も

を

記

せ

る
を

見

て

は
、

獪

と

や

か
く

や

と

う
た

が

ひ
ま

ど

ひ

て
、
高

天

藁

の
妻

奮

薩

の
事

緲
聟

の
寓
の
事
・
法髮

係

の
あ
夸

天
て
ら
す
日
は
・
伊
邪
農

命
の
御

　
ヅ
ギ
　
　
　
　
　
　
　
ア　
レ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ

　
禊
た

よ

り

て
出

生

ま

せ

る
天

照

大

御
脚

な

る

こ
と
、

文

た

ゴ
今

天

下

し

ろ

し

め
す

天
皇

は
、

す

な

は

ち
あ

ま

て

　

ら
す

大

御
脚

の
御

子

孫

な

る

こ
と

を

ば
、

獪

疑

ふ

た
ぐ

ひ
あ

ら

ん
。

こ
れ

み

な
漢

意

の
は

な
れ

ぬ
故

な

り
。
道

　

に

ご

玉
ろ
ざ

し
あ

ら

む

と

も

が
ら

は

、

よ
く

ノ
＼

お

の
が

心

を

か

へ
り

見

て

、
漢

意

を

は

ら

ひ
清

む

べ

し
。

ζ

　

れ
古

學

の
緊
…要

な

り
。

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

オ
ホ
プホ
ビ

か

ら
こ

こ
ろ

な

ほ

し
た

ま

へ
と
大

直

毘
紳

の
な

ほ

び

を

こ

ひ

の
み

ま

つ
れ

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ　
　
　
ミ
ゾ
ギ

　

○

大
な

ほ
び
神

の
直

び

は
、
大

・直

び

の
と

、

の
を

そ

へ
て
心

得

べ

し
、

古

事
記

に
、

伊

邪

那
岐

命

の
御
滌

の
段

　

　

　
ヅ
ギ
ニ
シ
ナ庫
サ
ン
ト
ソ
ノ
マ
ガ　
デ
　
　
　
ナ
リ
マ
セ
ル
カ
ミ
ノミ
ハナ
　
　
カ
ム
ナ
ホビ
ノ
カ
ミ
　
　
ツギ
ニオ
ホ
ナ
水
ビ
ノ
カ
こ　
　
ツ
ギ
ニ
イ
ヅ　
ノ　
メ
ノ
カ
・も　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ノ
ナ
カ

　

に

、
吹

爲

レ
直

二
其

蝸

一而

、
所

ー
成

神

名

、

聯

諱
毘

繭

、

戎

大
直

毘

瀰

、

家
伊

豆

能

質
紳

と
あ

り
。
世

中

の

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
ヨ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　シ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
ハナ
　
　
　
　
リ　
　
サ
リ

　

よ

う
つ

の
、

あ

し
き

事

を
、

吉

に
直

し
給

ふ
鼬

な

り

。

さ
れ

ば

人

の
心

に
染

み

つ
き

て
、
離

れ
が

た

く
退

わ
が

　

　

　

　
カ
ラゴ
ヘ
サ
ナ
ホ
　
　
　
　
　
　
　オ
ホ
ナ
ホビ
ノ
カ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ホピ

　

た

き
、

漢

意
を

直

し
給

へ
と
、

大

直

毘
紳

の
な

ほ

び

を
、

こ

ひ
願

ひ
奉

れ

と

な

り
。

直

毘

を

こ
ひ

の
む

と

は
、

　

モ
ヰ
ナホ
　
　
　
　
　
　こ
　タ
マ　
　
イ
ノ

　
物

直

し
給

ふ
御

靈

を

新

り

ね
が

ふ
な

り
。

イ
　
ヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

伊
豆

の
め
の
い
つ

の
み
た
ま
を
得

て
し
あ
ら
ば
か
ら

の
ま
が
れ

る
事
さ
と
わ
て
ん
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イ

ヅ

ノ

メ
ノ
カ
こ

　

　

　

　

　

　
　こ
ク
マ

　

○

い
つ

の
め

は
、

上

の
注

に
引

出

た

る
、
伊

豆

能

賣
紳

な

り
。

○

い
つ

の
御
靈

は
、

清

淨
明

白

な

る
紳
靈

を

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

　

ふ

な

り
。

○

え

て

し
あ

ら

ば

は
、

し

は
助
辭
…に

て
、

得

た
ら

ば

な

り

。
○

か

ら

の
ま

が
れ

る
事

と

は
、
漢

意

の

　

　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ホ
ビ
ノ

直

か

ら
ず

、

物

を
強

た

る

こ
と
を

い
ふ

な

り

。
〇

一
首

の
意

、

直

毘
紳

に
所

り
願

ひ

て
、

そ

の
直

毘

の
脚

靈

に

　

　

　

　

　
イ
　
ヅ　
ノ　
メ
ノカ
え

　

よ

り

て

、
伊

豆

能
費

紳

の
清
淨

な

る
御
靈

を
得

た

ら

ん
物

な
ら

ば

、

そ

の
時

ぞ

、
漢

意

の
わ

ろ
き

事

を

ば

さ

ζ
.

　

る
べ
き

と
な

り
。

　

　

　

　

　

　

　

カ
ゲ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ

久

方

の
天

つ
月

日

の
影

は
見

じ

か
ら

の

こ

玉
ろ

の
雲

し
睛

ず

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

　

O

ひ
さ

か
た

は
、

天

の
枕

詞

な

り
。

○

雲

し

の
し

は

助
辭

な

り

。
○

一
首

の
意

、
雲

霧

に

お

ほ

は
れ

て

は
、

天

　

つ
月

日

の
影

の
見

え

が
た

き

が
如

く

、
漢

意

に
う

ば

玉
れ

て

は
、
皇

國

の
明

ら

け
き

、
古

傳
冖醗

の
意

を

、

え
わ

　

き

ま

へ
さ

と
ら

じ
.と

い
ふ
た

と

へ
な

り

。

四

の
句

に

て

、

そ

の
た

と

へ
の

こ

玉
る
を

し

ら

せ

た

り
。

か

ら

ぶ

み

の
さ

ぎ

り

い
ふ

せ
み

し

な

と
べ

の
黼
胛
の

い
ぶ

ぎ

の
風

ま

つ
わ
れ

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

○

さ

ぎ

り

は
、

た

ゴ

霧

な

り

。

さ

は
ま

と

同
じ

く

、

そ

へ

い
ふ
詞

な

り
。

○

い
ふ

せ

み
は

、
雲

霧

の
氤

癒

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ
ゼ
ノ
カ
こシ
　

　

お

ほ

へ
る
が

、

も

や
ノ

＼

と
し

て
う

つ
と

し

さ

に
と

い
ふ

な

り
。

○

し

な

と
べ

の
紳

は
、
古

事

記

に
、
風

脚

志

　

ナ
　
ヅ
　
ヒ
　
コ
ノカ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　イ

ザ
ナ
ギ
ノ
ζ
コト
ノ
　
　ヒ
テ
ァ
ガ
ウメ
ル　
　ク
ニ
ハタ
ゾ
ァサ
ギ
リ
ノ
こ
　
　カヲ
リミ
テ
ル
　
　カ
モ
ト
　フ
キ
ハラ
ハ　
ル
　
　ミ
イ
キ
轟ナ
レ
ル・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

伊
弉

諾

奪

、

　

那
都

比
古

脚

、

　

　

　

　

　

　

　
日

本
紀

に
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

日
輔我

所

生
之

國

唯

有

朝
霧

而

薫

滿

之

哉

↓

乃
吹

撥

之

、
氣

化

爲

.

鯲
.獎

臨
ご聾

鑑

動

鑽

鑼

鬣

.響

と
あ
り
・
繍

の
い
ぶ
き
の
風
と
は
、
風
は
み
な
・
し
な
毒

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ　
　
　
　
　
　
　
シ
ナ
ト
　
ノ
　カ
ゼ
ノ　
　
　ア
メ
ノ　
ヤ
　
ヘ　
ク
モ
ヲ
　
　
　フ
キ
ハナ
ヅ
コ
ト
ノゴ
ト
ク
　
　
　ア
シク
ノこ
　キ
リ

　

の
紳

の
息

吹

な

れ

ば

い
ふ
。
大

祓

の
詞

に
、

科

戸
之

風

乃
、

天
之

八
重

雲

乎
、

吹

放

事
之

如

久
、

朝
之

御

霧

、
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舅

が
鋤

繍
彰

・

輯

廊

・

劣
殿

万
・

囃
擢

フ
潔

.
之
嬬

.

な

ど

あ

り
。

〇

一
首

の
意

・

か

ら
ぶ

み

の
読

、

天

下

に

み

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

イ
ブ
キ

　

ち

ひ
ろ
ご

り
て

、
雲

霧

の
ご

と
く

お
ほ

へ
る
が

、

い
ふ

せ
く

わ
づ

ら

は
し
き

に
よ

り

て
、

わ

れ

は
神

の
息

吹

の

　

カ
ゼ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
　
イ
キ

　

風

を

ま

つ

と
な

り
。

神

の
御
息

も

て
、
う

る
さ

き

か

ら
ぶ

み

の
説

ど

も

を

、

ふ
き

は
ら

ひ
給
ほ

む

こ
と
を

、

ま

　

つ
な

り

。

シ
ダ　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
こ

下

に
ご

る

か
ら

書

川

は

と

こ
な

め

の
か

し

こ
き

川

ぞ

あ

し

ふ
む

な
ゆ

め

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ス
ミ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
コ

　

○

し

た

に
ご

る
は

、
う

は
べ

は
澄

た

る
や

う

に

て
、
底

の

に
ご

れ

る

な

り
。

O

か
ら

ぶ

み
川

と

は
、
漢

籍

を

、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

コケ

　

川

に
た

と

へ
て

い
ふ

な

り
。

○

と

こ
な

め

は
、
川

の
底

な

る
石

に

、

な
め

ら

か

な

る
苔

の
ご

と
き

物

の
、

あ

る

　

を

い

ふ
な

り
。

か

し

こ
き

川

は
、

お

そ
ろ

し
き

川

な

り

。
足

ふ
む

な
ゆ

め

と

は
、
ゆ

め
ゆ

め

、

そ

の
と

こ
な

め

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

こ
　ゴ
む

　

を
、

ふ
む

こ
と
な

か

れ

と
な

り

。

そ
も

ノ
＼

、
漢

籍

と

い
ふ
物

は
、
う

は

べ

は
、
文

章

う

る
は

し
く

て
、
見

享

　

に
見

ゆ

れ

ど
も

、
實

は
、

直

か
ら

ず

し

ひ
た

る

こ

と
お
ほ

く
、

又

う

は

べ
を

か
ざ

り

て
、
内

心

に

は
、
邪

曲

を

　

い
だ

け

る

事

お

ほ
し

。

さ

れ
ば

、
見

る
人

の
心

ま

e
、

お

の
つ

か

ら

そ
れ

に
う

つ

り

て
、
邪

智

を

生
ず

る
な

り

Q

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ト
コ
ナ
メ

　

そ

れ
を

、
下

に
ご

れ

る
川

の
常

滑

を
、

ふ
み

て
す

一べ
り

て
、

水

中

に

た

ふ

る

玉
に

た
と

へ
た

る
な

り

。
萬

葉

十

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ト
ヨ
ハツ
セ
　
ヂ
　
　
　
　
ト
コナ
メ
　
　
　
　ね
シ
コ

　

一
に
、

こ
も

り
く

の
、
豐

.泊

瀬

逍

は
、

常

滑

の
、

恐

き

み

ち
ぞ

、

こ
ふ
ら

く

は
ゆ

め
。

此
歌

の
姿

詞

を
う

つ
さ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

カ
ラ
プ
こ
ガ
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
コナ
メ

　

れ

た
り

。
〇

一
首

の
意

、

漢

籍
川

は
、

下

に
ご

り

て
、
常

滑

に
す

べ

り
た

ふ
る

玉
、

お
そ

ろ

し
き
川

ぞ

、

心

せ

　

よ
、
清
き
川
ぞ
と
お
も

ひ
て
、
ゆ

め
く

あ

や
ま
ち
す

な
と
な
り
。

P　
d
P
尸舜r
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コ
ヘ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ
シ
へ

き
も
む
か

ふ
心
さ
く
じ
り
な
か
く

に
か
ら

の
歡
ぞ
人
あ
し
く
す

る

　

○

き

も

む

か

ふ

は
、

こ
玉

ろ

の
枕

詞

な

り

。

O

さ
く

じ

り

は
、

こ
ざ

か

し
く

て

、
大

や
う

な
ら

ぬ
を

い
ふ

な

り
。

　

俗

に

こ
ま

し

や
く

れ

と

い

ふ
に

お

な
じ

。
○

な
か

ノ
＼

に

は
、

な

ま

じ

ひ
に

な

り
。

漢

の
歡

て

ふ
物

は
、

人

を

　

よ
き

方

に
道

引

く

べ

く

た

て
た

る
物

な

れ

ど
も

、

あ

ま

り

に
瑣
細

に
物

を

議
論

し
、

理

非
を

き

は
や

か

に
し

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
カ
シ

　

私

智

を

ふ

る

ふ
か

ら

に
、

人

よ

り

は
わ

れ
賢

こ
か

ら

ん

と
、

あ

ら

そ

ひ

て
、

か

へ
り

て
人

の
心

を

あ

し

く
す

と

　

な

り

。

　

　

　

　

　

ヒ
　
　
　
カこ
グ
ニ

み
く

に

は
し

日

の
神

國

と

人
く

さ

の
心

も
な

ほ

し

お

こ
な

ひ
も

よ

し

　

　

　

　

　

　

　

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
リ
イ
デ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

　

○

み

く

に

は
し

の
し

は
助
辭

な

り
。
○

日

の
紳
國

は
、

日

の
神

の
生

出
た

ま

へ
る
御

國

な

り

。

と

は

と

て

の
意

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
カ
ラ

　

味

な

り
。

人
草

は
、

上

に
出

た

り

。
○

漢

く

に

な
ど

は

、
人

の
心

姦

邪

に
し

て
、

そ

の
行

ひ
、

正
し

か

ら
ず

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ
ホ

　

御

國

は
も

と
人

民

の
心
直

く

し

て

、

お

こ
な

ひ
も

正

し

か

り
し

な

り

。
申

に
は

あ

し
き

行

ひ
す

る
者

も

、
な

き

　

に
は
あ
ら
ざ

り
し
か
ど
も
、
漢
國

に
く
ら
べ
て
は
、

い
と
く

ま
れ
に
て
、
又

そ
の
暴
悪
も
淺
く
直

か
り
し
な

　
り
o

か
ら
ざ

ま
の
さ
か
し
ら
心
う
つ
り
て
ぞ
世
人

の
こ
玉
ろ
あ
し
く
な
り

ぬ
る

　
○
上
代

の
人

の
心
直
く
正
し
く
し

て
、
萬

の
事
穩
か
に
安

ら
か
な
り

つ
る
を
、
漢
國

よ
り
書
籍

の
わ
た
り
ま
ゐ

　
り
來
て
、
そ
れ
を
よ
み
習

ひ
學
ぶ

こ
と
は
じ
ま
り
、
や
う
く

に
盛

に
な
り
ゆ
き
、
天

の
下

に
ひ
ろ
ご
り
わ
た
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り
、
上
下

こ
ぞ

り
て
、
か
の
國

の
し
わ
ざ

を
、
ま
ね
び
な
ら

ふ
か
ら
、

お
の
つ

か
ら
、
人
の
心
も
、
お

こ
な
ひ

　
も
、
そ

の
漢
國

の
さ
か
し
き
に
う
つ
り
來
て
、
數
戸
年

の
世
を
ふ
る
ま
&
に
、
か
の
悪
風
俗

の
染
習
し
て
、
世

　
人

の
心
、

い
に
し

へ
に
は
大

に
か
は
り
ぬ
る
な
り
。

日

の
本

の
や
ま
と
を

お
き
て
と
つ
國

に
む
か
る
心
は
な
に

の
こ
玉
ろ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゴ
　
ホ
ゾゴ
ク

　
○
日
の
本
は
、
枕
詞
な
が
ら
、
日

の
大
御
神

の
御
本
國
と

い
ふ
意
を
も
、

ふ
く
め
て
お
か
れ
た
り
と
見
ゆ
。
○

　
と

つ
國

は
、
上
に
い

へ
り
。
○
む
か
る
心

は
、
あ

志
ぎ
向

ふ
心

に
て
、
佛
者

の
い
ふ
、
麟
依

の
意
な
り
。
萬
葉

　
に
、
む
か
し
く
も
あ
る
か
な
ど
も
よ
め
り
。
漱
と
な
り
て
向
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
さ

て
此
調

は
、
萬
葉

の
東

蹴
に
、

　

つ
く
し
べ
に
・
慰
傘
ガ
灘
桐
覦

万
と

い
へ
る
・
む
か
る
に
同
じ
・
世

の
人
・
粥
剛
呼
瑠
を
、
鷺
尹
ど
い
ひ
て
、

霹
き
物

に
思

ひ
、
そ
の
國
を
、
中
華
申
國

な
ど

い
ひ
て
、
御
國
を
ば
、

い
や
し
め

て
、
み
つ
か
ら
、
東
夷
ぞ

な

　
ど

玉
い
ふ
た
ぐ

ひ
さ

へ
あ
る
、
こ
れ
外
國

に
む
か
る
心
な
り
。
〇

一
首

の
意

、
日
の
本

の
こ
の
奪
き
御
國
を
さ

　

し
お
き
て
、

い
や
し
き
漢
國
を
あ

ふ
ぎ
酋
む

心

は
、

い
か
な
る
心
ぞ

と
な
り
。

コ
ト
ァ
ゲ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ァ
ゲ

胃
擧

せ
ぬ
國

に
は
あ
れ
ど
も
ま
が

こ
と
の
こ
と
あ
げ

こ
ち
た
み
言
擧
す
わ
は

　
　
コ
ト
ァゲ

　
○
言
擧
と
は
、
物
を
論
じ

て
い
ひ
た
つ
る

こ
と
な
り
。

こ
と
あ
げ

せ
ぬ
國
と
は
、
何
も
物
を
か
し
か
ま
し
く
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コト
ァ
ゲ

　

ん
じ
、

い
ひ
た

つ
る

こ
と
な
き
國

と
い
ふ
な
り
。
○
ま
が

こ
と
の
言
擧

は
、
道

の
害

に
な
る
、
邪
僻

の
諸
説
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
に

　

い
ふ
な
り
。
叉
儒
者
な
ど

の
、
ひ
た
す
ら
皇
國
を
貶
し
め
、
神
を
か
ろ
し
め
、
天
皇
を
た
や
す
く
申
し
奉

り
な
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ど

す

る

も
・

み
な
道

に
そ

む

け

る
・

櫁
謔

な

り
。

○

こ
ち

た

み

は
、

謬
潔
…と
書

て
、
娚

ま

し
か

ら

ぬ
事

の
あ

や

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

む

　

に
く

に

し
げ

き

や
う

の
事

を

い
ふ
詞

な

り
。

こ
ち

た

み

の

み
は

、

こ
ち

た

さ

に

と

い

ふ
意

な

り
。

俗

に

い
は

ゴ
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ア
キ
ヅ
シ
マ　
　
ヤ
マト
ノ

　
う

る

さ

玉
に

な

ど

い
ふ
が
如

し
。

○

こ
と
あ

げ

す

わ

は
、

論

辨

す

、
わ

れ

は
な

り
。

萬

葉

十

↓『

蜻

島

、
倭

之

陞
潔
・
鵺
構
跡
・
齧
郵
ボ
蔚
饌
・
購
饑

評
曹
奪
甥
驚

刃
堰
之
・
鰍
轍
趨

觀
緩
.転
.飛
簿
論
、
云
々
ま
た

駕
罵

鴉
稱
雕
潔
・
禝
磁

・
姦

蕎

陛

購
鰈
逆
融
鸚
鑾

鰹
・
云
々
な
ど
あ
り
・
○
青

の
意
、
皇
國

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ロ
ン

　

は
、

物

を

こ
ち

た

く
論

ず

る

こ
と
な

き

國

な
れ

ど

も

、

邪
説

の
論

が
、

あ

ま

り

や

か

ま
し

う

、
う

る
さ

エ
に
、

　

や
む

こ
と
得

ず

論

辨
す

と
な

り

。
此

百

首

の
歌

ど

も

、
す

な

は
ち

こ
の
言

擧

な

り

。

　

　
　

　

　
　

　

　

ヒ
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ　
コ
ト

ま

が

つ

ひ
は
世

人

の
耳

か

ふ
た

ぐ

ら
む

眞

事

か

た
れ

ば

き

く
人

の
な

き

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

イ
　ザ
　ナ
　
ギ
ノ
ー
コ
ト
　
し
ソ
ギ
　
　
　
　
　
　
　
ハ
シ
メ
テ　
ナ
カ
ヅ
セ
ニ
オ
リカ
　
ヅ
　
キ
　
テ
　ソ
・キ
タ
マ
フ
ト
キ
ニ
ナ
リ
マセ
ル
カ
こ

　
○

ま
が

つ
び

は
、

古
事

記

に
、

伊

邪
那

岐

命

の
御

滌

の
段

に
、
　

初

於

中

懶

髓

迦
豆

伎

而

滌

　
時

、　

所
成

脚

　
ノ
ミ
ナ
ハ
　
　ヤ
ソ
　
マガ
ツ
　ヒ
ノ
カ
こ
　
　ヅ
ギ
ニ
オ
ホ
マ
ガヅ
　ヒ
ノ
カ
ミ
　
　コ
ノフ
タ
バ
シ
ラ
バ
　
　ィタ
リ
マセ
ル
カ
ノ
キ
タナ
キ
シキ
ク
ニ
、　
}
キ
ノ
露
リケ
ガ
レニ
　
テ
　
　
ナリ
マセ
ル

　

名

、
　

八

十
祕

津

日
神

、

家

大
禍

津

日
紳

、

此

二
紳

者

、
所

コ
到

其

臓

鯵

國

一之

時
因

ご
汚
垢

一而

、

所

成

之

　
カ
　
こ
　
ナ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
リ
イデ

　
紳

者

也

と
見

え

て
、

か

の
黄

泉

の
け

が
れ

よ

り
、

生

出

給

へ
る
祕

に

て
、
世

の
な

か

の
凶

悪

は

、

み
な

此
融

の

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

ツ
タ

　

な

し
給

ふ

な

り
。

○

世
人

の
耳

か

ふ

た
ぐ

ら

む

と

は
、

世

上

の
人

の
耳

を
、

寒

ぎ

た

ま

ふ
か

し

て

と

い

ふ
な

り

。

　

耳

を

ふ
た
ぐ

.と

は
、
聞

人

の
な

き

と

い
ふ

に

つ
け

て

の
詞

の
み

に

て
、
意

は
た

穿
牝

紳

の
さ

ま

た
げ

て
、

き

Σ

　
入

れ

さ

せ
ぬ

や
う

に

し
給

ふ
か

と

い
ふ

こ
と

な

り

。
ま

こ
と

に
世

の
人

の
、

吉

學

の
奪

き

こ
と

を
聞

い
れ

ぬ
は

、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

マ　
コ
ト

　
此

脚

の
さ

ま

た
げ

粭

ふ

な

り
。

Ω

眞
事

か

た

れ

ば

は
、
・軸

代

の
古

傳

の
ま

玉
に
、
翼

實

の
意

を

か

た

り
き

か
す
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ト
　
　
　キ
カ

　

れ

ば

な

り
。

O

さ

る

は
、

世

の
物

し

り
人

の
、
祕

代

の
書

を

と
く

に

、
漢

意

を
附

會

し

て
、
解

き

聞

す

に
對

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

マ
カ
ヅ

　

て
、

さ

や
う

の

つ
け

そ

へ
ご

と
な

く

、
古
簿

の
あ

り

の
ま

玉
に
、

解
き

&
か

す

、

と

い
ふ

こ
と

な

り
。

○

蝸
津

　

　

　

　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　ナ

　

ビ

　

臼

い
の

い

は
、

人

の
名

な

ど

の
下

に
附

て

い

ふ

こ
と
、
古

言

に
多

く

あ

る

こ
と

な

り

。
某

よ

と

よ
び

出

る
意

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ノ

　

あ

る

な

り
。
續

日
本

紀

の
宣

命

に

お

ほ

し
。

萬
葉

集

に
も

あ

の
。

〇

一
首

の
意

、

禍
津

日
紳

の
、
世

人

の
耳
を

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
マ
ひト

　

フ
タ

　

塞

ぎ

た

ま

ふ
や

ら
む

。
紳

代

の
眞

實

を

か
た

り
き

か
す

れ

ば

、
き

&

い
る

玉
人

の
な
き

と
な

り

。

あ

や
し
き

は

こ
れ

の
天
地

う

べ

な
ノ
＼

瀰

代

は

こ
と

に
あ

や

し

く
あ

り

け

む

　

　

　

　

　

　

　

　
コ
ノ

　

○

こ
れ

の

と

は
、

此

と

い
ふ

に

同

じ
。

○
う

べ
な

～
～

は
、
諾

の
字

に

て
心

得

べ
し

。

俗

に
、

な

る

ほ
ど
げ

に

　
く

と

い
ふ
意
な
り
。
○
よ
に
あ

や
し
き
物

は
、

こ
の
天
地
な
り
。

い
ま
現

に
、
か
く
奇

々
妙

々
な
る
天
地
な

　
れ
ば
、
此
天
地

の
出
來

は
じ
ま
る
神
代
は
、
又

こ
と
に
奇

々
妙

々
な

る
こ
と
多
か
り
け
ん
も
、
げ

に
こ
と
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ

　
な

り
と

い
ふ
な
り
。
○
あ
や
し
く
あ

り
け
む
は
、
俗
に

い
は
ゴ
、
あ

や
し
く
有
た

で
あ
ら
う

と
い
ふ
意
な
り
。

　

さ
て
か
く
よ
め
る
は
、
世

の
人

の
、
紳
代

の
さ
ま
λ
だ＼

の
あ
や
し
き
事
ど
も
を
、
有
ま
じ
き
事
と
思

ひ
て
、
う

　

た
が
ふ
故
に
、
さ
や
う

に
疑
ふ
は
、
か

へ
り
て
愚
な
る

こ
と

玉
い
ふ
意
を
、
さ
と
し
た
る
も
.の
な
り
。

し
ら
ゆ

べ
き
物
な
ら
な
く
に
世

の
申

の
く
し
き

こ
と
わ
り
紳
な
ら
ず

し
て

　
○

し
ら
ゆ
べ
き
は
、
し
ら
る
べ
き

と

い
ふ
に
同
じ
。
○
く
し
き

こ
と
わ

り
は
、
奇
妙
な
る
道
理
な
り
。
紳
代

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ノナ
カ

　
事

よ
り
は
じ
め

て
、
す

べ
て
こ
の
世
閥

の
理
と
い
ふ
物

は
、

い
と
ノ
＼

奇
妙
な
る
物
に
て
、
い
か
に
と
も
、
人
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の
小

量

な

る
智

に

て
は

し
ら

れ

ぬ

な

り
。

O
結

句

は

、
神

な

ら
ず

し

て

は
、

し
ら

る
べ
き

に
あ

ら

ず

と
、

上

へ

　

か

へ
る
詞

な

り
。

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
ヅ
コ

し

る

と

い
ふ

は
た

れ

の
し
れ

も

の
は

か

り
て

も
世

の

こ
と

わ

り

は
底

ひ
な

き

物

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

シ
リ

　
ヰ

　

　

　

　

　

　
ナ
ニ
　

　
　
ク

チ

　

○

し

る
と

い
ふ

は
、

た

れ

の
し

れ

も

の
と

い
ふ

は
、
知

て
居

る
と

い
ふ

は
、

何

と

い
ふ
愚
癡

の
人

ぞ

と

い
ふ
意

.

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
チ
　
ジ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ガ

　

な

り
。

し

れ

も

の
は

、
癡
入

と

い
ふ

こ
と

な

り

。
た

れ

と

は
、

尤

め

て

い

ふ
詞

な

り
。

○

は

か

り

て
も

は

、

い

　

か

ほ
ど

工

夫

し
考

へ
て

も
な

り
。

○
世

の

こ
と

わ

り
は

、

上

の
歌

に

、
く

し

き

理

と
あ

る
を

合

せ

て
、

く

し
き

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
オ
ノ

　

世

の
道

理

は

と
心

得

べ

し
。

○

そ

こ
ひ
な

き

も

の

は
、
限

り
な

き

物
ぞ

と

い
ふ

に
同

じ

。

か

く

よ
め

る

は

、
己

　

　

チ
　
ヱ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
ハカ

　

が
智

慧

を

以

て
、

世

の
中

の
理

を

、
測

り

し

ら
む

と

す

る

こ
と

の
、
愚

な

る

を

い
ふ
な

り

。

く
す

は
レ

き

こ
と
わ

り

し
ら

ず

て
灘

濫

の
窃

の

こ
と
わ

り

と

く
が

は

か

な
さ

　

○

く

す

は

し
き

は
、

く
す

し

き

、

く
し

き

な

ど

い

ふ
み

な

同
言

に

て
、

奇

妙

な

る
意

な

り

。
○

こ
と

わ

り

し
ら

　

　

　

　

　
　

　

　
ア
ヒ
ダ

　

ず

て

は
、

天
地

の
闇

の
事

は
、
す

べ

て
奇
妙

な

る
理

あ

る
事

を

ば

し
ら

ず

し

て
、

か

し

こ
げ

に
物

の

こ
と
わ

り

　

を

と

く

は

、

は
か

な

く
愚

な

る

こ
と
そ

と

な

り
。

あ

や
し

き

を
あ

ら

じ

と

い

ふ
は

世

の
中

の
あ

や
し

き

し
ら

ぬ
し

れ

心

か
も

　

○
紳

代

の

さ

ま
み

＼

の
あ

や

し
き

事

な

ど

を
、

か

ら

心

の
人

は
、
紳

代

と

て
も

、

さ

や
う

に
あ

や
し

き

こ
と

に

　

て

は
あ

ら

じ

と
疑

ひ
、
す

べ

て
世

に
あ

や

し
き

事

は

、
無

き

理

な

り
と

言

ふ

は
、

い
と

あ

や
し

き

岬

駕
彫

に
蕾
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り
な
が
ら
、
そ

の
あ

や
し
き
を
し
ら
ざ
る
か
ら

の
、
愚

な
る
心
ぞ

と
な

り
。
○
し
れ
心
は
、
癡
心
な
り
。
そ
も

　
く

こ
の
習
彫

の
事

は
、
人

の
、
削

に
て
物

を
貯
、

輿
に
て
物
を

い
ひ
、
環
に
て
物

を
き

&
、
手
足

の
物
と
り

道
ゆ
く
や
う

の
事
ま
で
も
、

一
つ
と
し
て
あ
や
し
か
ら

ぬ
は
な
き
を
、
そ
れ
を
し
ら
ず

し
て
、
世

の
あ

や
し
き

　
　
　
　
　

り

　
事

は
な
き
理
な
り
と
思

ふ
は
、
ま

こ
と
に
し
れ
ご

㌧
う
な
り
。

さ
か
し
け
ど
人
の
さ
と
り
は
か
き
り
あ
る
を
紳
代

の
し
わ
ざ

い
か
で
は
か
ら
む

　
○
さ
か
し
け
ど
は
・
㍊

し
け
れ
ど

玉
い
ふ

こ
と
な
り
。
さ
か
し
は
、
費
ぎ
な
り
。
人

の
智
と
い
ふ
物
は
、
何

ほ

　
ど
鷲
ぐ

て
も
・
隰

り
あ
る
物
な
れ
ば
、
繭
代

の
し
わ
ざ

の
、
奇
妙
靈
異
な
る
理

は
、

い
か
で
ょ
く
測

り
し
ら
ん

　
と
な
り
。

人
み
な

の
物

の
こ
と
わ
り
か
に
か
く
に
思

ひ
は
か
り
て
い
ふ
は
か
ら

こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ

　
○
人
み
な
は
、
皆
人
と

い
ふ
に
同
じ
。
○
か
に
か
く

は
、
と
や
か
く
や
と
い
ふ
に
同
じ
。
○
か
ら

こ
と
は
、
漢

　
リ
ウ
　
　
セ
ツ

　
流

の
説
を

い
ふ
な
り
。
世

の
人
、
何
事

に
つ
け
て
も
、
そ
れ
は
か
や
う

の
理
に
て
、
し
か
り
、

こ
れ

は
、
か
や

　

う

の
理
に
て
、
然
り
と
、
ま
つ

そ
の
理
を
、
と
や
か
く
也
と
さ
だ

め
い
ふ
。
そ
は
み
な
漢
國

の
風
俗
に
て
、
か

　
　

コ
ト

　

ら
説
な
り
。
す
べ
て
の
こ
と
、
そ
の
理
は
實

は
し
れ
ぬ

こ
と
な
れ
ば
、
大
や
う

に
て
、
何
と
な
く
心
得
お
く
そ
、

　

御
國

の
い
に
し

へ
の
意
な
り
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ラ

つ
た

へ
な
き
事

は
し
る
べ
き
よ
し
も
な
し
し
ら
え

ぬ
こ
と
は
知
ず
て
を
あ
ら
ん
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シ
ラ
エ　
ヌ

　
○

し

ら

え

ぬ

は
、

不
所

知

に

て
、

知

ら

れ

ぬ

と

い
ふ

こ
と
な

り

。
○

す

べ

て
、
融

代

よ

り

の
傳

説

あ

り

て
、
古

　
書

に
見

え
た

る
事

は

、

そ

の
説

の
如

く

、

心
得

べ
け

れ
ど

、
傳

へ
な
く

し

て
、
古

書

に

見

え

ぬ
事

は

、

い
か

に

　
と

も
知

る
べ

き

よ

し
な

き

な

り
。

然

る

を
、

そ

の
し

り

が
た

き

事

を
も

、

し

ひ

て
し

り

が

ほ

に

い
ふ
は

、
例

の

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

む

　
か

ら
風

な

り
。

○

を
あ

ら

む

の
を

は
、

助
辭

の
ご

と

く
、

そ

へ
い
ふ
詞

な

り

。

つ
た

へ
は
し

な
く

と

も
似

た

る

た
ぐ

ひ
あ

ら

ば
外

に
な
ぞ

へ
て
し

る

こ
と
も

あ

ら

む

　
　

　

　

　

　
　

む

　
○

簿

へ
は

し

の
し

は

、

助
辭

な

り

。
○

な
ぞ

へ
は
、

な
ぞ

ら

へ
な

り

。
○

上

の
歌

に

つ

ゴ
け

て
心

得

べ

し

つ
○

　
古

事

記

、

日
本

紀

、

そ

の
外

の
古

書

に
も

、

た

し
か

に

つ
た

は
ら

ぬ
事

も

、

大

か
た

よ
く

似

た

る
事

あ

れ

ば
、

　

そ

れ

に
准

ら

へ
て
、

し

る

べ
き

事

も
あ

る

べ

し

と
な

り

。
此

歌

な

ど

は
、

古

書

を
考

へ
と

く

た

め

の
を

し

へ
な

　

り
o

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ナ
ニゴ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　タ
ヅ

世

の
な

か

の
あ

る

お
も
ぶ

き

は
何
事

も

鼬

代

の
あ

と
を

尋

ね

て
し

ら

ゆ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ア
ト
　
　
　
　ジ
　
セ
キ

　

○

あ

る

お
も

ぶ
き

は
.
萬

の
事

の
あ

り
さ

ま

を

い
ふ
な

り

。
○

紳

代

の
跡

は
、

事
跡

な

り
。

○

た
つ

ね

て

し
ら

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ア
ト

　
ゆ

は
、

神

代

に
あ

り
し
跡

を
、

尋

ね

て
し

ら

る

と
な

り

。
す

べ

て
世

の
な

か

の
事

は
、

國

の
治

亂

盛
袤

、

人

の

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
ス
ヂ
く
チ

　
吉

凶
繭

幅

、

そ

の
外

よ

う
つ

の
事

の
、

篏
道

は

こ
び

、
皆

繭

代

に

あ

り

し
事

跡

の
趣

に
、

全

く

同
じ

く

し

て

か

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ヨ
ノ
ナカ
　
　
　
　
　
　
　スヂ
　
　
　ハ
コ
　
　
　シ
ラ

　

は

る

こ
と

な

し

。
然

れ

ば

、
世

愉

の
萬

の
事

の
筋

み
ち
蓮

び

を

知

む

と

お
も

は

虻
、
漁

代

の
事

跡

の
、

お

も
ぶ

　
き

は

こ
び

を
考

へ
て
、

し
れ

と

な

り
。

軸
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も
ろ
ぐ

の
な
り
つ
る
も
と
緬

む
す
び
た
か
み
む
す
び
繍

の
む
す
び
ぞ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
イ
デ
ク

　
○

な

り
つ

る
も

と

は

、
成

出

る
源

な

り
、

人
類

の
生

れ

い
つ

る
事

、
萬

物

の
出

來

る

こ
と
、
萬

事

の

い
で
く

る

　
　

　

　

　

　
　

　

　
カ
ミ
厶　
ス　
ビ
　
　
　
ヶ
カ
こ
　
ム　
ス　
ピ
ノ
カ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　ア
メヅ
チ
λ
ハジ
メ
ノ　
ト
キ
　
　タ
カ
マ　
ノ
　
ハラ
ニ
ナ
リ
マセ
ル
カ
廴
ノ

　

事

な
ど

を

い
ふ
。

○

紳
産

巣

日
、
高

御

産

巣

日
黼
胛
は
、

古

事

記

に

、

天
地

初

發
之

時

、

於

高

天
原

成

　
　
聯

　
　

　

　

　

ミ
　
ナ
カ
スシ
ノナ
こ
　
ヅ
ギ
ニ
タカ
こ
　ム
　
ス
　
ビ
ノカ
こ
　
　ツ
キ
ニ
ゐ
こ
ム　
ス　
ピ
ノ
カ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ウ
　
　
　
　
　
　
こ
タ
マ

　

ミ
ナ
ハ

　
　

　

ア
メ
ノ

　
名

、
天

之
御

中

圭
聯

、
亥

高

御
産

巣

日
神

、
家

聯

塵

集

日
聯

と

あ

り
。

物

を

生

ぜ
し

む

る
靈

の
魏
な

れ

ば
、

　
　

　

　し
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　コ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
おもウ

　
か

く
御

名

つ
き

給

へ
.る

な

り
。

む

す

は
、

苔

の
む
す

な

ど

い
ふ
む

す

に

て
、

物

の
生
ず

る
を

い
ふ
言

な

り

。
紳

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
こ
　タ
マ

　
代

の

は
じ

め

に
あ

ら

は

れ
給

へ
る

繭

に

て
、

世

の
中

に

あ

ら
ゆ

る
事

の
お

こ

り
は

、

み
な

此

二
紳

の
御
靈

に

よ

　
　

　

　

ナ
リイ
ヅ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ
ャ
ウ　　　　　　　リし　　タ
マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
ス
ピ

　

り

て
、

成
出

る

な

り
。

そ

の
物

を

生

じ
給

ふ
神
靈

を
さ

し

て

、
む

す

び

と

い

ふ
な

り
、

日
本

紀

に
、

淕

靈

と
書

　

れ

た

り
。

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ

あ

ら

は

に

の
事

は
大

き

み

か

み
ご

と

は
大

國

主

の
か

み

の
み

こ
玉
ろ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

ノ

ァ
シ
ハラ

ミ
ヅ　ホ

　
　

と

コ

サ
リ
マ
ヅ

　

Q

日
本

紀

に

、
大

國

圭

命

の
、

こ

の
葦

原

の
水

穗

の
國

を

、

天

つ
聯

の
御

子

に
、
遞

奉

り
た

ま

ひ

し
時

の
、
御

　
　

　

　

ア
ガシ
ラ
セ
ル
ァ
ラ
バ
ニゴ
ト
ハ　
　
　ス
メ
こ
マ
ノミ
コト
シ
ロシ
メ
ス
ベシ
　ァ
ハム
　
カ
ク
リ
テ
シラ
サ
カ
こ
ゴ
ト
ヲ
　
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ン

　
詞

に
、

吾

所
治

無

露

事

者
、

皇

孫

當

、
治

、
吾

將

叢
退

治
二

幽

堊

と
あ

り
。

○
あ

ら

は
に

の
事

と

は
、
現

　

ザ
イ
ヨ　
ヒト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
在

世
人

の
な

す

わ
ざ

を

い
ふ

。
・
さ

て
別

に
、

誰

が

な
す

わ
ざ

と
も

し

ら

れ
ず

し

て
、

世

に

お

こ
な

は

る

玉
事

を
、

　
　

　

ゴ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホキ
こ

　

か

み
事

と

い
ふ

。
人

の
生
死

禍
幅

、
國

の
治

亂

吉

凶

な
ど

の
た
ぐ

ひ
な

り

。
○

あ

ら

は

に

の
事

は
大
君

と
は

、

　

ゲ
ン
ザ
イ
ヒト

　
現

在

人

の
な
す

わ

ざ

は

、

天
皇

の
し

ろ

し

め
す

よ

し
な

り
。

天
皇

の
、

こ
、の
、天
下

を

治

め
た

ま

ひ
、
萬

の
事

を

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ア
ラ
バ
ニゴ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　タ

　

ま

つ

り
こ

ち
給

ふ
、

こ
れ
顯

露

事

な

り

。
○

か

み
ご

と

は
大
國

圭

の
神

の
御

こ
玉
う

と

は
、

か

の
誰

が
な

す

わ
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ざ

と
も
し
ら
れ
ず
し

て
世
に
あ
る
事
は
、
み
な
大
國
主

の
神

の
御
心
も
て
行

ひ
給
ふ
な
り
。
〇

一
首

の
意
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
こゴ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
ら
は
に
の
事
は
、
天
皇

の
し
ろ
し
め
す
事
ぞ
。
目
に
見
え
ぬ
神
事

は
、
大
國
主
紳

の
御
心
よ
り
、
お

こ
る
も

の

　
ぞ
と
よ
め
る
な
り
。

目
に
見
え

ぬ
聯

の
こ
玉
ろ

の
か
み
ご
と
は
か
し

こ
き
物
ぞ

お
ほ
に
な
思

ひ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　
○
聯

の
心

の
か
み
ご
と
と
は
、
上

の
歌
な
る
、
大
國

主
神

の
御
心
も
て
行

ひ
給

ふ
か
み
事
を
い
ふ
。
そ
は
、
誰

　
が
な
す
わ
ざ

と
、
あ
ら
は
に
は
し
れ
ぬ

こ
と
な
る
故

に
、
目
に
見

え
ぬ
と

い
ふ
な
り
。
か
み
ご
と
を
、
日
本
紀

　
に
、
幽
事
と
か

玉
れ
た
り
。
○
か
し

こ
き
物
ぞ
は
、
お
そ
る
べ
き
事
ぞ
と
な
り
。
○
お
ほ
に
な
思

ひ
そ
は
、

お

　
ろ
そ
か
に
思

ふ
な
と
い
ふ
な
り
。
○

一
首

の
意
、
目
に
見
え
ぬ
紳

の
御
し
わ
ざ

は
、

】
き

は

こ
と
に
お
そ
ろ
し

　
き
物
な

り
。
お
ろ
そ
か
に
思
ふ
べ
か
ら
ず

と
な
り
。
し
か
る
に
、
後
世

の
人
は
、
み
な
漢
意

に
て
、
物

の
理
窟

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ミゴ
ト

　
を

の
み
い
ひ
て
、
紳
事

の
お
そ
ろ
し
き

こ
と
を
し
ら
ざ

る
は
、

い
と
か
な
し
き
わ
ざ

な
り
。

世
の
な
か

の
よ
き
も
あ
し
き
も

こ
と
み
＼

に
紳

の
こ
&
ろ
の
し
わ
ざ

に
ぞ
あ
る

　
　
ヨノ
ナ
カ

　
○
世
闘
に
、
吉
事

の
出
く
る
も
、
凶
事

の
出
來
る
も
、
皆

こ
と
み
＼
く
に
聯

の
御
心
よ
り
お
こ
り
て
、
し

か
せ

　
し
め
た
ま
ふ
ぞ

と
な
り
。
お
そ
る
べ
き

こ
と
な
り
。

よ
き

こ
と
に
ま
が

こ
と

い
つ
ぎ

ま
が

こ
と
は
よ
き
事

い
つ
ぐ
世

の
な
か

の
道

o
よ
き
事
は
、
吉
事
な
り
。
○
ま
が

こ
と
は
、
凶
事
な
り
。
○

い
つ
ぎ
は
、
繼
と

い
ふ
言
に
・
四
も
じ
を
そ

へ
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た

る
な
り
。
萬
葉
に
、

い
つ
ぎ
/
＼

と
あ
り
。
○
世

の
な
か

の
邁

、

こ
の
道

と

い
ふ
も
、
か

の
は
じ
め
か
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

ヨ
ノナ
カ

　

の
歌
に
、
道

は
こ
の
道

と
あ
る
に
同
じ
。
〇

一
首

の
意
、
世
間

の
あ

り
さ
ま
を
よ
め
る
な
り
。・
ま
つ
紳
代

の
事

　

の
次
第

、
す

べ
て
吉
事

よ
り
惡
事
出
來
、
ま
た
惡
事
よ
り
吉
事

に
な
る
な
り
。
さ
て
人

の
代
と
な
り

て
も
、
代

　
代
に
吉
事
凶
事

の
か
は
る
み
＼

は

こ
び
ゆ
く
家
第
も
、
神
代

の
事

の
如
く
、
此
理
に
た
が

ふ
と

い
ふ
こ
と
な
し
。

世

の
な
か
は
よ
ご
と
ま
が
こ
と
ゆ
き

か
は
る
申

よ
そ
ち

ゴ
の
事

は
な
り
つ

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
む

　
○
よ
ご

と
は
、
吉
事
な

り
。
○
中

よ
そ
と
は
、
中
よ
り
ぞ

と
い
ふ

こ
と
な
り
。
よ
り
を
よ
と
も
ゆ
と
も

い
ふ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
けくそ
ヅ

　

リ
。
○
ち

ゴ
の
は
、
さ
ま
み
＼

の
な
り
。
○
な
り
つ
る
は
、
成
出
る
な
り
。
吉
事
と
凶
事
と
、
ゆ
き
か
は

り
ゆ

　
き

か
は
り
す

る
中
よ
り
、
世

の
事
ど
も

は
、
何
事
も
出
く
る
ぞ

と
な
り
。
た
と

へ
ば
、
年

の
う
ち
、
寒
暑
温
凉

　

の
徃
來
す

る
間
に
、
田
穀
も
草
木

も
生
育
す
る
が
如
し
。

こ
と
わ
り

の
ま
曳
に
も
あ
ら
ず

て
よ

こ
さ
ま

の
よ
き
も
あ
し
き
も
神

の
心
ぞ

　
　
ヨ
コ
サ
マ

　
○
横
樣

の
よ
き
あ
し
き

と
い
ふ
は
、
あ

る
べ
き
當

然
の
理
に
た
が
ひ
て
、
吉
事
も
あ
り
、
叉
理

に
た
が
ひ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ

　
凶
事
も
あ
る
を

い
ふ
な
り
。
た
と

へ
ば
、
善
人

の
繭

に
あ

ひ
、
惡
人

の
福

を
得
る
た
ぐ

ひ
な
り
。
鵺
輻

の
こ
と
、

　
す

べ
て
道

理
の
ご
と
く
に
は
あ
ら
で
、
思

ひ
の
外
な
る
物

な
り
。
か
く
は
あ

る
ま
じ
き
理
ぞ
と
思

へ
ど
も
、
そ

　
　
　
　
　
　
こ
コ
ヘ
ロ

　
れ
も
、
神

の
御
心
よ
り
出
く
る

こ
と
な
れ
ば
、
あ
ら
そ

ひ
が
た
し
。
そ
は
よ
き
紳

の
、
然

せ
ん
と
お
ぼ
す
事
も
、

　

そ
の
神

の
御
心

に
も
叶
は
ず
、
他

の
あ
し
き
神
の
み
こ
エ
う
な
ど

に
、
ま
け
た
ま

ふ
こ
と
も
あ
る
ゆ

ゑ
な
り
。
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ヤ
　ソ

も

玉
た
ら

ず

八

十

ま

が

つ

ひ

の
ま
が

こ
と

玉
よ

き

を
き

ら

へ
や

よ
き

人

よ

く

せ

ぬ

　

　
　

　

　

　

　
　

　
ヤ

ソ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　

○

も

玉
た

ら

ず

は
、

入

十

と

い
ふ
枕

詞

な

り
。

八

十

と

は
、
數

の
多

き

を

い
ふ

。
○

ま
が

こ
と

エ
の
と

は
、

と

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
キ
ラ

　

て

と

い
ふ
意

な

り

。
○

よ
き

を
き

ら

へ
や

は
、

吉

事

を
嫌

へ
ば

に

や

と

い

ふ
な
与

。

○

よ

き

人

よ
く

せ
ぬ

は
、

　

ヨ
キ
ヒ
ト　
　
ヨ
ク

　
善

人

を
吉

せ

ぬ
な

り
。

よ

に
善

事

を

な

す
人

に

は
、
萬

の
輻

き

た

り

て
、
.富

貴
安

樂

な

る
べ

き

を
、

そ

の
道

理

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

マ
ガ
ヅ
　
ヒ
ノ
カ
こ

　

に

は

ゆ

か
ず

、
善

人
も

不
幸
貧

窮

の
み

に

て
あ

る
な

ど

は
、

み

な

祠
津

日
驃

の
御

し
わ

ざ

な

り

。
又

こ
れ

に
准

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

マガ
ッ
　
ヒ
ノ　
　
　
　マ
ガ

　

じ

て
、
惡

人

の
編

あ

る
も

、

此
紳

の
御

し
わ

ざ

な

る

事

を

し
る

べ

し

。
〇

一
首

の
意

、

蝸

津

日
紳

の
繭

わ
ざ

と

　

て
、
世

上

の
吉

事

を
き

ら

ひ
給

へ
ば
に

や

。

よ

に
.善
事

を
な

す

よ
き

人

を

、

よ

く
も

あ

ら

し

め

ぬ

と
よ

め

る
な

　

り
◎

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

マカ
ツ　
ヒ

よ
き

人

を

よ

に
く

る

し
む

る

醐
津

日

の
神

の

こ
玉
ろ

の
す

べ
も

す

べ

な
さ

　

○

世

に
く

る
し

む

る

の
よ

に

は
、

詞

な

り

。
世

に

も

か

な

し
く

、

よ

に
も

う

れ

し

く
な

ど

そ

へ
い

ひ
て

そ

の
事

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ス

　

の
意

を
深

く

す

る
詞

な

り

。
○

す

べ
も
す

べ
な

さ

は

、
す

べ

な
き

は
、

何

と

も
爲

べ
き

て

だ

て
も

な
き

を

い
ふ

　
な

り

。

二

つ
か

さ

ね

い

ふ
は
、

つ
よ

く

い
ふ
な

り

。

そ
も

ノ
＼

儒

佛

な

ど

の
歡

に

は
善

を
行

ふ
人

に
は

、
福

砧

　

を

あ

た

へ
、
榮

え

し
む

る

や
う

に

い

へ
れ
ど

も

、

そ

の
理

の
ご

と

く

は
あ

ら

ぬ
物

な

り

。

こ
れ

世

の
中

の
事

は

、

　

み

な
神

の
御

し

わ
ざ

に

て
、
神

に

は
善
顧

惡

棘

の
ま

し
ノ

＼

て
、
世

の
申

の
事
を

も

、

人

の
身

の
上

を

も
、

は

　

か

ら

ひ
行

ひ
た

ま

ふ
物

な

れ

ば
な

り

。
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天

て
ら
す

大

御

紳
す

ら

千

早
ぶ

る
神

の
す

さ
び

は

か
し

こ
み

ま

し
き

　

○

天

照
大

御

神

す

ら

の
す

ら

は
、

大

御
神

で
も

、
大

御

か

み

さ

へ
な

ど

い
ふ

が
如

し

。
千

早

ぶ

る

は
、

い
ち

嫉

　

　

　
　

　

　
　

ア
ラ

　

.や

ぶ

る

に

て
、
荒

ぶ

る

こ
と

な

り
.。
○
紳

の
す

さ
び

は
、

あ

ら
び

て
惡

行

を

な

し
給

ふ

を

い

ふ
な

り

。

こ

玉
は
乙

　

ス
　サ
　ノ
　
ヲ
ノ
カ
ミ

　

須

佐
之

男

瀰

の
す

さ
び

、

あ

ら
び

給

ひ
て
、

さ

ま
ゐ
＼

の
惡

行

を

せ
さ

せ
給

ひ

し
事

な

り
。

○

か

し

こ
み
ま

し
・

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ス
サ
　
ノ　
ヲ
ノ
カ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
フ
ト

　

き

は

、

お
そ

れ
給

ひ

し
な

り

。
須

佐

之

男
神

の
あ

ら

び
給

ひ
し

に

は
、

世

に

又
な

く

霹
き

、

天
照

大
御

神

す

ら

,

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ア
メ　
　
イ
ハヤ

　
何
と
も

せ
さ
せ
た
ま
ふ
べ
き
す

べ
な
く
て
、
お
そ
れ
て
、
天

の
岩
屋

に
さ
し

こ
も

り
給
ひ
し
な
り
。
此
慧

代

　

　

　
イ
ハヤ
　
ド

　

の
、

磐

屋

戸

の
く
だ

り
に

あ

り

て
、
古

事
記

簿

に

く

は
し

く

と
き

お
か

れ

た

り
。

ひ
ら

き
見

て
知

べ
し

。

き
れ
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ア
シ
　
　
　
　
　
ァ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
リ

　

ぱ

、
善

紳

の
御

心

に

は
、
善

人

を

よ
く

し

、
惡

き

入

を
凶

く

せ
ん

と

お
ぼ

し

め

し

て
も

、
惡

紳

の
あ

ら
ぴ

盛

な

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

マ
カ

　

れ

ば

、
善

紳

の
御

心

に
も

任

せ
給

ふ

こ
と

あ
た

は
ず

、
故

に
世

の
申

に

は
、

理

に
か

な

は
ざ

る
吉

凶

の
あ

る
な

　

り

。

こ
れ

尋
常
…の
理

を

以

て

は

い

ひ
が

た
き

こ
と

な

り
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

チ
カ
ラ

お

ふ
け

な
く

人

の

い
や

し
き

力

も

て
瀰

の
な
す

わ

ざ

あ

ら

そ

ひ
え

め

や

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

オ
ウ
　
　
　
　
　
オ
モ　
　
　
　
　
オ
ヒモ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ノ

　

○

お

ふ

け
な

く

は
、

力

に
應

ぜ

ぬ
、

重

き
物

を

負

持

ん
と

す

る
如

く
、

己

が
分

際

に

過
た

る

こ
と

を
す

る

を

い

　

　

　
　

　

ダ
イ
タ
ン　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
タ
フト
　
　　　　
　　　　　
　　　
イ
ヤ
シ

　

ふ

、
俗

に
大
膽

な
ど

い

ふ
意

な

り
。
棘

は
霹

き

も

の
、
人

は
卑
き

も

の
な

る

に
、

そ

の

い
や

し
き

人

の
分

際

と
・

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

オ
シ
カ
タ
　

　

　

　

　

　

　

　
オ
フ
ケ

ナ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　ア
ラソ

ウ

　

し

て
、

紳

の
御

し
わ

ざ

に

揮
勝

ん

と
あ

ら

そ

ふ
、

こ
れ

頁
薫

無
き

な

り
。

○
あ

ら

そ

ひ
え

め

や

は
、

爭

ひ
得

ベ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

チカ
ラ

　

か

ら
ず

と

い

ふ
意

な

り
。

〇

一
首

の
意

、

人
た

る
も

の

玉
、

わ

つ

か
な

る
カ

を
も

て
、

お

ふ
け

な

く

も
、

棘

④
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カ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ズ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヘロ

,御

し

わ
ざ

に

、
勝

ん

と
あ

ら

そ

ふ
と

も

、

つ

ひ
に

あ

ら
そ

ひ
得

じ

と
な

り
。

こ
れ

か

ら
意

の
人

の
、
己

が

理

斌

　

を

た

て

玉
、
沸

の
御

し

わ
ざ

に
、

勝

ん

と
す

る
を

、

い
ま

し

む

る

こ
玉

う
な

り
。

　
　

　

　

　
ナ
ニ

あ

ぢ
き

な

き

何

の
さ
か

し

ら

た
ま

ぢ

は

ふ
紳

い

つ
か
ず

て

お
ほ

ろ

か

に
し

て

　
　

　

　

　

　

　

　

　
ム
　
ヤク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
シ
コ

　

○
あ

ぢ

き

な
き

は
、

無

釜

と

い
ふ

こ
と

な

り
。

○

さ

か

し
ら

は

、
賢

だ

て
を

す

る

こ
と
な

り
。

○

た

ま

ち

は

ふ

は
・
神

の
枕

詞
な
り
・
需
早
躑

と
い
ふ
と
は
・
膽
蠍

に
て
、
ち
は
や
ぶ

る
は
・
軸

の
あ
ら
び
給

ふ
か
た
・

こ
れ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
サ
イ
ハ

　
　

　

　

　

こ
タ
マ

　

は

、
神

の
靈

の
、

人

に
幸

ひ
し
給

ふ

こ
と

を

い

ふ
な

り

。
古

今

集

こ
の
か

た

の
歌

に

は
、
神

と

い

ふ
枕

詞

に

は
、

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

タ
マ
ヂ
　
ハ　
フ

　

た

黛
千

早

ぶ

る

と

の
み

い

へ
れ

ど

も

、

い
に
し

へ
は

、
靈

治
波

布

と
も

い

へ
る

な

り
。

○

紳

い

つ

か

ず

て

、

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ン

　

い
つ

く
と

は

、
祭

祀

と

て
、

重

じ

う

や

ま

ふ

こ
と

な

り
。

○

お

ほ

ろ
か

に
し

て

は
、

お
ろ

そ

か

に
し

て
と

い
ふ

　
　

　

　

　

　

　

　

カ
シ
コ　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ピ　
　
　
　
　
　シ
ヤ
ウ
ヂキ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ド
ホ

　

に

同

じ
。

世

に

は
賢

だ

て
を

し

て
、

わ

が
心

だ

に

正

し
く

、

正
直

な
れ

ば

、
聯

は
見

通

し

に

し

ろ
し

め

す
道

理

　

な

れ

ば
・

あ

な

が

ち
に

・
郷

り
祕

ら
ず

と

て
も

、
紳

の
加

護

は
あ

る
な

り

と

い
ひ

て
、
繭

を
疆

ん
じ

敬

ふ

ご
と

　

も

せ
ず

、

な

ほ
ざ

り

に
し
奉

る
も

の
も

あ

る
な

り

。

そ

は

み
な

さ

か

し
ら

心

よ

り
出

く

る

こ
と

に

て
、

い
と
あ

　

ぢ
き

な
く

、

あ

る

ま
じ

き

こ
と
な

り

。

さ
れ

ば

、

そ
れ

を

い
か

な

る
心

そ

や

と

と
が

め

た

る
な

り

。
〇

一
首

の

　
意

、

い

つ
き
う

や
ま

ふ

べ
き

神

を

、

い
つ
き

う

や

ま

は
ず

し

て
、

お
ろ

そ

か

に

し

て
、

た

父
己

が

理
窟

の
か

し

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

ム
　
ヤ
ク　
　カ
シ
コ

　

ζ
だ

て
ば

か

り
を

す

る

は
、

何

事
ぞ

、

無

釜

の
賢

だ

て
か

な

と

い
ふ
心

な

り
。

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ク
マ

い
ざ

子

ど

も

さ

か

し
ら

せ

ず

て
靈

ぢ

は

ふ
神

の
御

し
わ

ざ

た

す

け
ま

つ
ろ

へ

　

鳶
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モ
ンジ
ン
ジ
ユ
な

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
イ
ザ
ナ

　

　

　

　
コ　
ド
モ

　

○

い
ざ

子
等

と

は
、

人

々
を
牽

ひ
た

つ
る
詞

な

り
。

子

ど

も

と

は
、

小
見

を

さ

し

て

い
ふ

に
あ

ら
ず

。
門

人

從

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
ヒ
キ
ヰ

　

シ
ヤ

　

者

な

ど

の

や
う

の
、

己

が
率

る
者

を

さ

し

て

い
ふ

な

り
。

萬
葉

に
も

、
古

事

記

、

日
本

紀

の
歌

に
も

、

多
く

よ

　

め

る
詞

な

り
。
○

助

け

ま

つ
ろ

へ
、

助

と

は

、
瀰

の
御

し

わ
ざ

を
、

と

も
λ
μ＼

カ

を

そ

へ
て
、

助
奉

る
な

り
。

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
サ
キ
ハピ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　ソレ

　

た

と

へ
ば
、

神

の
人

に

幸

を
あ

た

へ
給

ふ

や
う

の
事

を

、
我

も

と
も

み
＼

力

を

そ

へ
て
、

そ

の
事

を

助

け

な

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

カ
シ
ヨ

　

す

や

う

の
意

な

り

。
ま

つ
ろ

へ
は
、

ま

つ
れ

な

り

。

し
た

が

ひ
仕

ふ

る
を

い
ふ
な

わ

。
〇

一
首

の
意

、

人

々
賢

　

だ

て
を

や
め

て
、
聯

の
御

心

に

し
た

が

ひ
、

轟

の
御

し
わ

ざ

を

、
助

け

仕

へ
ま

つ
れ

と

、
人

を

す

玉
め

い
ざ

な

.

　

へ
る

な

り

。

を

ち

な
き

が

ま

く

る
思

ひ

て
紳

と

い

へ
ど

人

に
か

た
ず

と

い
ふ

が

お

ろ
か

さ

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
ツタ
ナ

　

　

　

　

　
　

　

　
ヨ
ワ

　

○

を

ち

な
き

は
、
翡

く
拙

く

い
や
し

き

や
う

の
意

な

り
。

こ

エ
は
、

を

ぢ

な
き

紳

を

い
ふ

な

り
。

○

ま

く

る
思

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
マ
ケ

　

ひ
て
は
鳶
そ
の
を
ち
な
き
神

の
、
た
ま
た
ま
人
に
負

た
ま

ふ
こ
と

の
あ

る
を
思

ひ
て
な
り
。
そ
も
～

丶
憩
は
大

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
イ
ヤ

　

か
た

は
奪

く

お
そ

ろ

し
き

物

な

れ
ど

も

、
中

に

は
よ
わ

く

、
微

し
き

神

も

あ

れ

ば
、

よ

に

心
た

け

く
剛

強

な

る

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
ナ
ニ

　
人

は
、
そ
の
神
を
も
、
何
と
も
思

は
ぬ
に
、
た
ま
く

か
の
を
ぢ
な
き
棘
は
、

さ
る
剛
強
な
る
渚
に
は
、
ま
け
.

　

　

　

　
タ
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コワ
　
　ヅ
タナ
　イ
ヤ

　

て
、

え
崇

り
な

ど

も

せ

ぬ
事

の
あ

る
は

、
神

の
申

に
も

、

翡

く
拙

く
微

し
き

紳

な
れ

ば

な

り
。

〇

一
着

の
意

、

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

カ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
ゑ
ン

　

よ

わ

く

つ
た

な
き

脚

の
、

事

に

よ

り

て
は
、

人

に
も

え
勝

た

ま

は

ぬ

こ
と

の
あ

る
を

、

手
本

に
し

て
、

惣

體
紳

　

と

い

へ
ど

も

、

人

に
勝

こ
と
あ

た

は
ず

と
、

思

ひ
さ
だ

む

る

は

、
紳

に

も

、
奪

卑

強
弱

の
あ

る

こ
と
を

、

わ
き
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ま

へ
ぬ
、

愚

な

る
心

な

り

と

よ
め

る

な

り
。

以

上

四
鳶

は

、
例

の
か

ら
風

の
理

窟

を

い
ま

し

め

た

る
歌

な

り
9

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ト
ソ
　　
　　
　
　　
　　
　
　ムシ

融

と

い

へ
ば

み

な

ひ

と
し

く

や
思

ふ
ら

ん
鳥

な

る

も
あ

り
虫

な

る
も

あ

り

　

〇

一
首

の
意

、
輛

と

い

へ
ば
、

い
つ

れ

の
聯

も
皆

同
じ

こ
と

に
思

へ
る

か
、

そ

は

ひ
が

こ
と

な

り

。
神

に
は

さ
、

　
　

　

　
　

　

　
　

ト
リ　
　　　
　　　
　　
　　　ム
シ

　

ま
み

＼

あ

り

て

、
鳥

な

る
棘

も

、
虫

な

る
紳

も

あ

り

て
、

品

々
の
あ

る

こ
と
そ

と

な

り

。
獪
次

の
歌

に
合

せ

て

　

い
ふ

べ

し
。

い

や
し

け
ど

い
か
つ

ち

こ
た

ま
き

つ
ね

と

ら
龍

の
た
ぐ

ひ
も

紳

の
か
た

は

し

.
○
鳥

獸

虫

魚

の
た
ぐ

ひ
ま

で
も

、

あ

や

し
く

く

す

し
き

勢

ひ
し
わ

ざ

あ

る
物

は
、

み

な
騨

な

り

。
○

霽

は
も

ど

　

よ

り
、

鳴

綿

と

て
神

な

り

。
○

こ
た

ま

は
、

和
名

鈔

に
、
樹

紳

と
も

か

け

り
。

俗

に

い
ふ

て
ん
ぐ

の

こ
と

な

り
。、

礪
甑

鍵
縫
誘
簸
菱
欝

蒹

9
爆
聖

隷
駿
熱
撃
飜
駿
鍵
融
勸
ど
畑
惣

に
夊
俗
に
、
離
祕

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ト
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ク
ニ　
　
トラ
　
　
　
　カ
く

　

と
も

い

へ
り

。

さ

て
狐

狸
熊

狼

虎
豹

龍

蛇

の
類

み

な
紳

な

り

。
虎

を

萬

葉
集

に
、

韓
國

の
虎

ち

ふ
繭

と

よ
み

、

　
　

　

　
　

ノ
　
　
　
　カ
シ
コキ
カ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホカ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
シ
コキ
カ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ネ

　

日

本
紀

欽

明

卷

に
、

威

紳

と

い

へ
る

こ
と

も
あ

り
。

狼

を

も

同
じ

卷

に
、

貴

紳

と
あ

り
。

叉
萬

葉

に
、

大

　
ク
チ
　
　
マ　
カ
こ
ノ　
ハラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ　
カ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
　
サ
ノ

　

ロ

の
眞

神

之

原

と

よ
め

る
歌

ど

も

&
あ

る

は
、

狼

を

い

に
し

へ
、

眞

轟

と

い

へ
れ

ば

な

り

。
神

代

卷

に

、
素

戔

　
ヲ
ノ
こ
コト

ヲ
ロチ
　
　
カ
シ
コキ
　
カ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヤ
　
　
　オ
ト

　
鳴

奪

、

蛇

を

、
可

畏

之

紳

と

の
た

ま

へ
る

こ
と

も
あ

り
。

こ
れ
ら

み
な
瀰

に

は
あ

れ

ど
も

、

微

し

く
劣

れ

る
御

、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

イ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
ハシ

　

な

り

。
○

い
や

し
け

ど

は
、

賤

し

け

れ
ど

&

い
ふ

こ
と

な

り
。

O

勲
あ

か

た

は
し

、

今

の
俗

に

も

、
其

の
片

竣

　

と

い
ふ

に
同

じ

。

瞞
眇
喇
嬉
襯
衂
8
嘘
錨
副
誅
励
協
大

紳

の
申

に

も
、

い
と

牋

し
き

神

な

る
故

に
、
片

端

と

い

ふ
な

り
曾

～
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ヒ
ロ

さ
か
く
じ
も
脚
に
し
あ
れ
ば
そ

の
道
も
廣

け
き
紳

の
道

の
え
だ
み
ち

　
○

さ
か
は
、
釋
迦
、
く
じ
は
、
孔
子
な
り
。
字
音
な
れ
ど
も
、
古
代
よ
り
世

の
人

の
つ
ね
に

い
ひ
な
れ
て
、
歌

　
に
も
、
物
語
ぶ
み
に
も
、
を
り
く

見
え
た
り
。
釋
迦

は
、
佛
道

の
元
祗
に
て
、
は
る
か
な
る
西

の
方

の
國

に

出

た
る
人
な
れ
ど
、

そ
の
道

の
ひ
ろ
く
行

れ
て
、
世
人
の
あ
ま
ね
く
奪
信

せ
ら
る

玉
は
、
す
な
は
ち
紳
な
り
。

孔
子
も
、
か
ら
國

の
人
な
れ
ど
も
、
世
人

に
す
ぐ
れ
た
る
人
に
て
、
代

々
の
人

に
た
ふ
と
ま
る

N
は
、
す
な
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

　
ち
神
な
り
。
神

に
し
あ
れ
ば

の
し

は
丶、
助
辭

に
て
、
紳
な
れ
ば
と
い
ふ
こ
と
な

り
。
さ
て
そ

の
儒
佛

の
二
道
も
.

　
そ

の
紳
た
る
人

の
、
教

へ
た
る
道
な
れ
ば
、
昌即

こ
れ
も
紳

の
み
ち
の
か
た
は
し
の
枝
道

な
り
。
廣
げ

き
紳

の
道

　
と
は
、
か
く

の
如
く
外

の
道

々
も

い
ひ
も

て
ゆ
け
ば
、
皆
紳

の
道

の
内
な
れ
ば
、
聯

の
道

は
い
と
廣
き
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ヅ
ク
ニ

い
つ
く
べ
き
紳
た
ち
お
き
て
外
國

の
け
し
き
棘
を
ら

い
つ
く
も
ろ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ツマ

　
○

い
つ
く
と
は
、
上

に
も

い
へ
る
如
く
、
祭
祀
崇
敬
す

る
こ
と
な
り
。
○
お
き

て
は
さ
し
お
き

て
な
り
。
○
外

　
ク
ニ
國
は
、
字

の
如

し
。
上
に
も
い

へ
り
。
○
け
し
き

は
、
異

の
字
を
書

て
、
御
國

の
皇
神
た
ち
と
は
、
異
な
る
紳

　
を

い
ふ
。
そ
も
く

、
世

の
人
、
よ
し
な
き
、
外
國

の
人
、
或
は
佛
、
警
薩
な
ど
を

の
み
奪
信

し
て
、

い
つ
き

　
奉
ら
で
は
か
な
は
ぬ
、
己
が
國

の
皇
棘
た
ち
を
ば
、
さ
し
お
き

て
、
ま

つ
ら
ぬ
を

い
ふ
な
り
。

91
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た

な

つ
物

も

エ
の
木

草

も

天

て
ら
す

日

の
大
肺

の
め
ぐ

み

え

て

こ
そ

　

○

稻
穀

は
、

い

ふ
も

さ
ら

な

り

。

野
山

に
生

た

つ
、

も

ろ
ノ

＼

の
木

草

ま

で
、

み

な
天

つ
日

の
御

め
ぐ

み

を
か

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ヒ
　カ
ゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロオ
ヒ

　

う

ふ
り

て
、

成

長
蕃

茂

す

る

な

り

。

日
影

の
あ

た
ら

ぬ
、
物

の
蔭

な

ど

に

て

は
、

何

と
な

き
草

も

、

え

生

さ
か

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

エ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　じ

　

え

ぬ
に

て
も

し

る

べ

し
。

○

め
ぐ

み
得

て

こ
そ

と

こ
そ

に

て

と

ま
り

た

る

は
、

い

ひ

の

こ
し

て

、
詞

の
外

に

こ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

エ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ヒ
サ
カ

　

こ
ろ

あ

り

て
、

め
ぐ

み
を

得

て

こ
そ
、
成

就

し

て
生
榮

ゆ
れ

と

い
ふ

な

り
。

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
ト
ヨ
ウ　
ケ

朝

よ

ひ
に
物

く

ふ
ご

と

に
豐

宇
氣

の
脚

の
め
ぐ

み
を

お

も

へ
よ

の

ひ
と

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ト
ヨ
ウ
ケ
ノ
カ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ロ　
　
　
　
　
　

ク
ヒ
モ
ノ

　

○

朝

よ

ひ

は
、

朝

夕

な

り
。

○
豐

宇

氣
∵韓

は
、

よ
に

こ
と

に

い
つ
き

ま

つ

る

べ
き
紳

な

り
。

食
物

は
、
皆

こ

の

　

　

　

　
こ
　
タ
マ

　

大

紳

の
御

靈

に

よ

り

て
出

く

る
な

り
。

そ

も

そ
も

、

朝

夕

の
食

物

と

い
ふ
物

、

よ

に
絶

え

て
無

ら

ん

に
は

、

天

　

　

　

　
　

　

　

　
イ
ノ
チ
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ
ノチ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
メ
ノシ
タ　
ト
コヤ
こ

　

の
し

た

の
、

人

の
命

は
繼

ぎ

が

た
き

な

り

。
命

の
な

か

ら

ん

に

は
、

天
下

は
常

闇
も

ひ

と
し
き

な

り
。

伊
勢

の

　

外

宮

に
、

こ

の
大
紳

を

い

つ
き

奉

る
も

、

天
照

大

御

棘

の
御

心

よ

り

お

こ

り

て
、
大

御

棘

の
宮

ち

か
く

ま

し

ま

　

　

　

　
　

　

　

　
カ
ン
ワザ

　

さ

し

め

て
、

萬

の
紳

事

も

、
大

御

紳

の
宮

に

こ
と
な

ら
ず

、

い

つ
き

ま

つ
ら

し

め
給

ふ

こ
と

、
大

御

脚

の
、
重

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

こ
　
ケ
ノ
カ
こ

　

く

い

つ
き

祭

ら

せ

た

ま

ふ
御
食

灘

に
ま

し

ま
す

故

な

り
。



解 首 百 ・鉾 玉93

天

地

の
神

の
め
ぐ

み
し

な

か

り

せ
ば

一
日

一
夜

も
あ

り
え

て

ま
し

や

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ア
リ
エ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

む

　

○
神

の
め
ぐ

み
し

の
し

は
、

助
辭

な

り
。

有

得

て

ま
し

や

は

、
あ

ら

れ

は
す

ま

じ

と

い
ふ

こ
と

な

り
。

人

の
世

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

こ
メ
グ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ　
カ
ゲ

　

に
在

る
ほ

ど

、
何

事

に
よ

ら
ず

、
紳

の
御

惠

に

か

玉
ら

ざ

る
事

は

一
つ
も

な

し
。
聯

の
御

蔭

を

か
う

ふ
ら

で

は

、

　

一
旧
片

時

も

、
在

得

べ
か

ら
ざ

る
な

り

。

さ

て
上

匹
、

伊

勢

の
兩

宮

の
大
紳

の
事

を

あ
げ

て
、
亥

に
此

歌

に
、

　

天

地

の
融
め

云

々
と
あ

る

は

、
か

の
ふ

た
宮

の
外

に
も

、

必

い

つ
き

奉

ら

で

は
叶

は

ぬ
、
棘

た

ち

の
、

多

く

ま

　

し

ま

す

こ
と
を
思

は

せ
た

る

な

り
。

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

オ
ホ
ク
ニス
シ

八
雲

た

つ
出

雲

の
か

み
を

い
か

に
思

ふ
大
國

圭

を

人

は
し
ら

ず

や
も

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
キ
ツキ
ノ
オ
ホ
ヤ
シ
ロ
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ

　

○

や
く

も

た

っ
は
、

出

簑

の
枕

詞

な

り

。
○

出

雲

の
神

は
、

杵
築

大
肚

な

り

。
○

大

國

主

を

と

は
、

た

ゴ
大

國

　

ノ

ミ

ナ

　

　

　

ァ
シ
ひ
ン

ナ
カ

ク
ニ

ア
メ
ノ
シ
タ

　

圭

命

と

い

ふ
御

名

を

い

へ
る

の
み

に
は

あ
ら

ず

、

こ
れ

は
葦

原

の
中

つ
國

、

天
下

を

、
經

營

し
う

し

は
き

領

じ

　

　

　
　

　

　

　

ク
ニ　　　ヌ
シ　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　ク
ニ　　　ヌシ

　
ま
し
ま
せ
し
、
國

の
圭
た
る
紳
な

る
物
を
と
い
ふ
恵

な
り
。

こ
の
大
紳

の
、
國

の
主
と
ま
し
く

け
る
こ
と
、

　
古

事
記

日
本
紀
に
く

は
し
く
見
え

て
、
天
下

の
人
、
み
な

こ
の
恩
頼
を
蒙

り
奉
る

こ
と

い
ふ
も
さ
ら
な
り
。
○

　
人
は
し
ら
ず
や
も

は
、
人

は
し
ら
ぬ
か
と
い
ふ
意

に
て
、
世

の
人

々
、
か
く
霹
く
お
も
き
紳

に
て
ま
し
ま
す
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヅ
モ
ノオ
ホ
ヤ
シ
ロ

　
そ
れ
と
も
し
ら
ず
に
ゐ
る
こ
と
か
と
、
深
く
と
が
め
た
る
詞

な
り
。
○
、一
首

の
意
、
出
雲
大
祉

の
紳

を
ば
、
世

　

の
人

々
は

い
か
に
心
得
て
居

る
ぞ
。
此
神

は
、
天
下

を
經
營
し
た

ま
ひ
、
領
知
し
給

ひ
し
、
國

の
あ
る
じ
、
大

　
　

ノ

國

主
命
に
ま
し
ま

せ
ば
、
天
下

の
人
、
必

い
つ
き
奉
ら
で
は
叶

は
ぬ
紳

な
る
物
を
、
そ
れ
と

は
し
ら
ぬ
か
と

い
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へ
る

に

て
、
世

の
人

の
、

出

雲

の
大

瓧

を

、
必

麓

敬

し
奉

る

べ
き

こ
と
を

、

し

ら
ざ

る

こ
と

を
、

深

く
歎

き

て

　

よ

ま
れ

た

る
な

り
。

い
の
ち

つ
ぐ

く

ひ
物
き

も

の
す
む

家

ら

君

の
め
ぐ

み
ぞ

神

の
め
ぐ

み
ぞ

　

○

い

の
ち

つ
ぐ

は

、
命

を

つ

父
く

る
な

り

。
○

め

ぐ

み

と

は
、
御

か
げ

と

い
は

ん

が
如

し

。
紳

に
も

あ

れ

、
圭

　

君

に
も
あ

れ

、

親

に
も

あ

れ

、

上
た

る
方

よ

り
、

下

た

る
者

を
慈

惠

し

て
、

あ

た

へ
給

ふ
恩

徳

を

い

ふ
な

り
。

　
　

　

　

　

　

キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ス

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

ィ
ス　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　チ
カ
ラ

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ス

　

あ

た

玉
か

に
服

、
飽

ま

で
食

ひ
、

雨

露

を

お

ほ

ひ
、
安

く
佳

み

、

や
す

く

寐

る

は
、

人

々
お

の
が
カ

も

て

、
然

　

る

と
思

へ
る
か

。
皆

こ
れ

、

天

地

の
紳

の
し

か
ら

し

め

た

ま

ふ
な

り

。
さ

て
天

下

の
萬

民

、
君

の
御

惠

を
蒙

ら

　

ざ
る
は
な
し
。
叉
君
と
は
、
お
の
く

が
、
圭
君

の
こ
と
に
も
わ
た
る
べ
し
。

　
　

　

　

　

　

こ
　タ
こ
　
　こ
　タ
こ

天

て

ら
す

棘

の
御
民

ぞ

御
民

ら
を

お

ほ

ろ

か

に
す

な
あ

つ

か

れ

る

ひ

と

　
　

　

　

　

　
　

　

こ　
ク
こ
　
　
　
　
　　
　
　
ア
メ
ノ
シ
タ　
タ
ヒ
ヒヤ
ク
シ
ヤ
ウ

　

○

天

て
ら

す
紳

の
御

民
ぞ

と

は
、

天

下

の
民

百

姓

は
、

み

な

天
照

大

御
瀰

の
、

御

民

百
姓

ぞ

と

な

り
。

○

お

　

ほ

ろ

か

に
す

な

は
、

踈
略

等

閑

に

す

る

こ
と

な

か
れ

と
な

り

。

お

ほ
ろ

か

は
、

お
ろ

そ

か
と

い
ふ

に

同
じ

。

○

　

あ

つ

か

れ

る

人

と

は
、

一
國

に
も

せ

よ
、

一
郡

に
も

せ
よ

、

一
邑

に
も

せ

よ
、

そ

の
民

を

治

む

る
人

を

い
ふ

な

　

り

。
民

は
、

皆

大

御

紳

の
御

民

な

る
故

に
、

そ
れ

を

、
姑

く
預

り

居

る

な
れ

ば

、
あ

つ

か

れ

る

人

と

い
ふ

な

り
。

　

然

れ

ば

、
必

私

の
民

百

姓

と
思

ひ

て
、

お

ろ

そ
か

に
す

な

と
な

り

。

物

つ
く

る
民

は
御

た

か
ら

つ
く
ら

ず

は

い
か

に

せ
ん

と

か
民

く

る

し
む

る
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マキ
オフ

　
○

も
の
作
る
民
と
は
、
田
畑
に
蒔
生
し

て
五
穀
を

ソ
く
る
者
ま
た
宮
室
器
財
布

帛
何
に
て
も
、
よ
う
つ

の
物

を

　
作

り
い
だ
し
、
交

易
す

る
工
商
な
ど
を
も
す
べ
て

い
ふ
な
り
。
古
書
ど
も
に
、
百
姓
と
か
き

て
も
、
民

と
か
き

　

で
も
、
み
た
か
ら
と
訓
た

り
。
そ

の
農
工
商
の
、
物
作
ら
ざ
ら
ん
に
は
、

い
か
に
と
も
す
べ
き

か
た
な
か
る

ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン

　
し
。
○

い
か
に
せ
む
と
か

は
、
何
と
せ
う
と
て
か
と

い
ふ
に
同
じ
。
○
民
く
る
し
む

る
は
、
民

は
、
わ
が
領
内

　

の
民
な
り
と
思
ひ
て
、
心

の
ま

玉
に
、
ひ
た
す
ら
苦
む
る
を

い
ふ
な
り
。

す

め
か
み

の
め
ぐ

玉
お
も

ほ
す
人
草
そ
よ

の
申

の
人
あ
し
く
す
な
ゆ

め

　
○
す
め
神

と
は
、
神
を
奪
み
て
申
す
な
り
。
○
め
ぐ

玉
は
、
め
ぐ

み
と
回

言
に
て
、
め
ぐ

み
は
、
體
な
り
。
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ　
コ　
ミ

　
ぐ

&
思
ふ
は
、
用

な
り
。
俗
に
、

ふ
び
ん
に
、
大
せ

つ
に
思

ふ
と

い
ふ
が
如
し
。
萬
葉
十
八
に
、
妻

子
見
れ
ば
、

　
か
な
し
く
め
ぐ
し
と
あ

り
。
○
人
草

は
、
上
に
注
せ
り
。
萬
民
な
り
。
よ
の
中

の
へ
と

い
ふ
も
、
同
じ
く
萬
民

　
を

い
へ
る
な
り
。
○
あ
し
く
す

な
は
、
賊
害
す
る

の
み
な
ら
ず
、
す

べ
て
、

い
さ
玉
か
に
て
も
、
人

の
た
め
に

　
あ
し
き
事
を
、
な
す
と

い
ふ
な

り
。
○
ゆ

め
は
、
ゆ
め
く

な
り
。

オ
　
へ　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヨ
　
ヘ　
　
　
　
　
　
オ
ノ
　
ウ
ヂ
ガ
し
オ
ノ

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

イ
ヘ　
　
カ
こ

世

々

の
お

や

の
御

か
げ

わ

す

る
な

代

々

の
お

や

は
己

が
氏

紳

己

が
家

の
聯

　

○

代

々
の
先

祗

は
、

す

な

は

ち
嬲

慰

の
氏
神

ぞ

と

な

り
。

お

の
ノ

＼

ほ

ど

ほ

ど

に
・

家

の
業

あ

り

て

・
世

を
蜜

　

く
わ

た

る

は

、
み

な

先
組

の
御

蔭

な

れ

ば
、

そ

の
家

々
に

と

り

て

は
、
神

な

り
。

先

組

の
御

蔭

は

、

一
日
も
忘

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

マ
ヅ　
　タ
テ
マヅ

　

る

ま
じ

き

わ
ざ

ぞ

と

な

り
。

朝

夕
祀

り

奉

り

て
、
孝

養

を

つ
く

す

べ
き

な

り

。
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父

母

は
わ

が

家

の
肺

わ

が

神

と

こ
玉
う

つ
く

し

て

い

つ
け

人

の
子

　

　

ヒト
　
　
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　コ

　

○

人

の
子

と

い
ふ

は
、

た

ゴ
子

と

い
ふ

に
同

じ

。

ふ

る
き
歌

に

、
た

ゴ
親

の

こ
と
を

も

、

人

の

お
や

と

い
ひ
、

　

　
チ
　
ョ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ト
　
　
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ　
　
　
　
　モ
ノ

　

叉
千

代

も

と

い

の
る
人

の
子

の
た

め

な

ど
も

い

へ
り
e

こ
れ

ら

の
例

な

り

。

〇

一
首

の
意

、

子
た

る
者

の
た
め

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

イ
ヘ　　
カ
こ
　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　チ
カラ
　　
　　　
　　　
　　
　コ
ヘ
ロ

　

に

は

、
父

母

は
、
わ

が

家

の
神

な

る
そ

よ
、

わ

が

家

の
紳

と
あ

ふ
ぎ

奉

り

て
、
カ

の
か
ぎ

り
、

心

の
か
ぎ

り

、

　

ま

め

や
か

に

い

つ
き

敬

ひ
奉

れ

と
な

り

。

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

スメ
カ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　タカ
ラ

ぬ
え
草

の

め

こ
や

つ
こ
ら

は
皇

繭

の

さ
づ

け

し
寳

う

つ
く

し

み
せ

よ

　

　
　

　

　

　

　
　

メ　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　メ　
　
　　
　　コ

　

○

ぬ

え
く

さ

は

、
妻

の
枕

詞

な

り
。

○

め

こ
は
、
妻

と

、
子

と

な

り
。

○

や

つ

こ
ら

は
、
奴

婢

な

り

。

○
う

つ

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ツ
マ　
　
　
　
コ

　

く

し

み

は
、
慈

愛

憐

愍

を

い
ふ
な

り

。
　
一
首

の
意

、
妻

も
、

子

も

、

め
し

つ
か

ふ
者

も

、

み

な
皇

紳

た

ち

よ
り

、

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

タ
カ
ラ

　

授

け
あ

た

へ
給

ひ
た

る
、
寶

そ

よ

、

隨
分

に
あ

は

れ

み
を

か

け

て

、
大

切

に

せ

よ
と

な

り

。

　

　
　

　

　

トキ

か

も

か

く
も

時

の
み

の
り

に

そ
む

か

ぬ
ぞ
神

の

ま

こ
と

の
道

に
は

あ

り
け

る

　

○

か

く
も

か

く

も

は
、

と

も

か
く

も

と

い
ふ

に
同

じ

く

て
、

こ

乂
は
、

ど

う

で
あ

ら

う

が

か
う

で
あ

ら
う

が
と

　

　
　

　

　

　

　
　

ト
キ　　　もし　　　　　　　　　　　　タ
ゐソジ　　　　　ハ
フ
レ
イ　　　　　　　　カ
コし　　　オ
ンオ
キ
テ

　

い
ふ
意

な

り

。

○
時

の
御

の
り

は
、

當

時

の
法

令

に

て
、

上

の
御

・捉
な

り

。

〇

一
首

の
意

、

よ

く

て
も

あ

し
く

　

　
　

　

　

　

　
　

カ
ぬも

　

て
も

、

そ

の
時

の
上

の
法
令

を

守

り

て

そ
む

か

ぬ
や
う

に
す

る
ぞ

、
神

の
道

の
ま

こ
と

な

る

と

い

へ
る

な

り
。

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

ロカ
ヤし　　　　　　　　　　
シ
モ　　　　　　　　　　　　
イ
ニシ
へ

　

た

と

へ
ば

、

今

の
代

の
あ

り

さ

ま
、

上

の
掟

も

、

下

の
行

ひ
も

、
古

の
道

に
は

か

は
れ

る

こ
と

の
あ

ら
む

を
、

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ワ
タク
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
ヘツ

　

心

よ
か

ら
ず

思

ひ

て
、
私

に
、い
に

し

へ
を

ま

ね

て
、
行

ひ
な

ど

せ

ん

は
、

却

て
紳

の
道

に

も
、

古

の
意

に
も

た
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ぼ
ン
オ
キ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ
へ
ほ

　

　

　

　

　

　

　

　

ワ
タ
ク
シ
ゴ
ト

　

　

ー
が

ひ

て

、

己

が

私

事

な

り

。

あ

し

く

て

も

よ

く

て

も

、

上

の
御

掟

、

す

な

は

ち

こ

れ

神

の

御

心

な

れ

ば

な

り

。

　

　

　

　

　

　

のし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも

　

・
と
き
く

の
御

の
り
も
神

の
時

々
の
御

こ
と
に
し
あ
れ
ば

い
か
で
た
が
は
む

　

　

　

こ
　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　り

　

　

　
○

御

こ
と

に

し
あ

れ

ば

、
御

こ
と

は

、
命

令

な

り

。

に
し

の
し

は
、

助
辭

な

り

。
○

い
か

で
た

が

は
む

は
、

俗

　

　

　
に

た

が

は
う

と
思

て
も

た

が
れ

は
せ

ぬ
、

ど

う

し

て
、

た

が

へ
ら

れ

う
そ

と

い

ふ
意

な

り
。

上

の
歌

に
も

見

え

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ
ノ
ナカ

　

　

　
し
ご

と
く

、
神

と

い

ふ
物

は
、
善

紳
悪

紳

さ

ま
み

＼

ま
し
ノ

＼

て
、

心

々
な
れ

ば

、

世
聞

の
事

も

、
時

々
そ

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

カ
こ　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
ノ

　

　

　
醜

の
御

心

に

し

た
が

ふ

こ
と

に

て
、

上

の
法

令

に

も

.
其

時

々

の
お
も

む
き

さ

ま
み

＼
あ

り

て
、

こ
れ

皆

、

其

玉鉾
　
　
時

々
の
神

の
御
心

よ
り

い
で
く
る
事
な
れ
ば
、
そ
れ
に
さ
か
ら
ひ
た
が
は
ん
と
し

て
も
、
さ
か

ひ
が
た
く
た
が

百
　
　

ひ
が
た
き
事
ぞ
と
な

り
。

首
　
今

の
世

は
い
ま

の
み
の
り
を
か
し
こ
み
て
け
し
き
行
ひ

お
こ
な
ふ
な
ゆ

め

解　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
コ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ト

　
　
　
○
か
し

こ
み
て
は
、
俗
に

い
ふ
か
し

こ
ま
り
奉
り
て

な
り
。
○
け
し
き
行

ひ
は
、
異
な
る
行

ひ
な
り
。
世
俗
通

　
　
　
例
な
ら
ぬ
、
異
風
異
體

の
行

ひ
な
り
。
○

お
こ
な
ふ

な
ゆ

め
は
、
ゆ

め
く

行

ふ
。へ
か
ら
ず
と
制
す
る
な
り
。

　
　
　
そ
も
く

、
今

の
世

の
あ
り
さ
ま
(
古
に
は
か
は
れ
る
こ
と
お
ほ
か
れ
ば
、
古
學
な
ど
す
る
人

は
、
そ
れ
を
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
キ
テ
　
　
　オ
コ

　
　
　
れ

ふ
る
が
あ
ま
り
に
、
己
が
家
の
掟
身

の
行

ひ
な
ど
を
も
、
古

の
體

に
せ
ん
と
か
ま

へ
て
、
世

に
異
な
る
ふ
る

　
　
　
ま

ひ
を
し
、
佛
な
ど
も
、
も
と
外
國
よ
り
渡

り
來
た
る
物

に
て
、
神

の
道
に
は

い
た
く
害

あ
る
物
な
れ
ば
と
て
、

97
　
　
俄
に
廢

せ
ん
と
す

る
た
ぐ
ひ
、
夊
漢
學
に
ふ
け
り
た
る
輩

は
、
萬

の
事
漢
め
き

て
、
身

を
も
ふ
る
ま
ひ
、
家
を

。}　』-帰
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も

お
き

て
な

ど
す

る
た
ぐ

ひ

、
す

ぺ
て
普

通

な

ら

ぬ
行

ひ

は
、

か

へ
り

て
古

の
道

に
も

そ

む

け

る
な

り

。

さ

て

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
カ
ヤし

筆

の
つ

い
で

に

い
は
ん

。
今

の
代

、

家

々
に
佛
像

を

お
く

な

ど

は
、

上

の
法
令

に
も

か

玉
り

て
、

天

下

一
同

の

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
キ
ラ

　
事

な

り
。

そ

の
う

へ
、

お

の
お

の
が

先

組

の
人

々
も
皆

信

じ

來

り

た

る
も

多

け

れ
ば

、

こ
れ

を
嫌

ひ
廢

せ

ん

は
、

　
公

に

も

そ
む

き

、
私

の
先

組

に
も

不

孝

に

な

る
か

た

も
あ

れ

ば

、

こ
れ

ら
は

こ
と

に
世

の
中

の
な

ら

ひ
に

ま

か

　

せ

て
あ

る

べ
き

事

な

り
。

そ

の
外

よ

う

つ

の
事

ど

も

、

こ
れ

に
准

じ

て
知

べ
し

。

や
す
國

の
や
す

ら

け
き

代

に

う

ま
れ

あ

ひ
て

や
す

け

く

て
あ

れ

ば
物

思

ひ
も

な

し

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
ヤ
ス
ク
ニ

　
○

や

す
國

は
、

上

に

い
で
た

る

、
う

ら
安

國

に
同

じ

。
○

や
す

ら

け
き

代

は
、
」泰

甲

の
御

代

を

い

ふ
。

俗

に

い

　

は

ゴ
、
何

の
不

足

な

く
安

樂

な

る
國

に

て
、
時

代

も

又

何

も
あ

ん

じ
事

も

な

い
、
け

つ
か

う

な

る
時

代

に
生

れ

・
あ

ひ
て
、

無

爲

に

く
ら

せ
ば

、
何

も

思

ふ
事

も

な

い
と

よ

め
る

な

り
。

か

う

や
う

に

め

で
た
き

御

代

に

生

れ
あ

　

ひ
な

が
ら

、

獪

世

を
う

ら

み

て

、

い
ろ

ノ
＼

不
足

な

る

よ

し
を

い
ふ

は
、

い
と
あ

る
ま

じ

き
わ

ざ

な

り

。

か

り

こ
も

の
み
だ

れ

り

し
さ

ま
き

く
時

し

治

ま
れ

る
代

は
た

ふ
と

く
あ

り
け

り

　
　
カ
リ
コモ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ア
リサ
マ

○

刈
薦

は
、

み

だ
れ

の
枕

詞

な

り

。
○

み
だ

れ

り
し

さ

ま

と

は
、
昔

の
亂

世

の
有

樣

を

い
ふ

な

り
。

○

き

く
時

　
　

　

O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カキ

　
し

の
し

は
、

助

辭

な

り

。
む

か

し

の
亂

世

の
あ

り
さ

ま

を
、

い
ひ
儔

へ
に

て
も

、
書
傳

へ
た

る

に

て
も

、

き

く

　
時

は
、
何
事
も
く

も
あ
さ
ま
し
く
か
な
し
く
、
心
う
き
事

の
み
な
り
。
そ
れ
に
く
ら

べ
て
思

へ
ば
、
靜
謐

の

　
御
代

と
い
ふ
物

は
、
た
ふ
と
く
あ
り
が
た
き
物
な
り
と
よ
め
る
な
り
。
泰
李

の
御
世

の
惠

を
、
お
ろ
そ
か
に
思
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ひ
奉

る

こ
と
を

、

い
ま

し
め

た

る

な

り
。

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア
ク
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ク
ヌ

す

め

ら
ぎ

に
神

の
よ
さ

せ

る
御

と

し

を

し
飽

ま

で
た

べ

て
あ

る

が
樂

し

さ

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ
テ
マヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
○

す

め
ら
ぎ

は
、

天
皇

な

り

。
繭
あ

よ

さ

せ
る

は

、
紳

よ

り

天
皇

に
寄

せ
奉

り
給

ふ

な

り
。

○

御

と

し

を
し

、

　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　デ
ン
コ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ジ
フ
プ
ン

　
御

と
し

は

、
田

穀

の

こ
と
な

り
。

を

し

の
し

は
、

助
辭

な

り

。
○

あ

く

ま

で

は
、

十

分

に

と

い
ふ
な

り

。
○

た

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

ク

　

ペ

は
、

今

い
ふ
詞

も

同

じ

。
食

ふ

こ
と

な

り
。

○

あ

る
が

た

ぬ

し

さ

は
、

よ

ろ

こ
ば

し

き

と

い
ふ
な

り

。
神

代

　

　

　

　
　

　
ト
ヨァ
シ
ハラ
　
　ミ
ヅ
ホ
　
　
ク
ニ
　
　
　
チ

イ

ホ
ノ
ァ
キ
　
　ナ
ガ
イ

ホ

ァ
キ
　
　
　
ァ
ガ
こ
　コ
　
　
シ
ロ
　
　
　
　
　
　
ク
ニ　
　
　
　
　
　
タ
カ
こ

　

の
は
じ

め

、
豐

輩
原

の
水

穂

の
國

は

、
千

五
百

秋

の
長

五
百

秋

に
、

我

御

子

の
知

し

め
さ

む
國

な

り

と

、
高

御

　

ム
　
ス
　ピ
ノ
カ
こ
　
　ア
マ
テラ
スオ
ホ
こ
カ
こ
　
　ミ
　
コト
　
　
　
　
　
サ
ツ
　
　タ
テ
マ
ツ

　
淕

巣

日
聯

、

天
照

大

御

紳

の
御

命

も

て
、
授

け

奉

り
た

ま

へ
れ

ば
、

天

下

の
田

畑

よ
り
出

く

る
穀

物

は

、
皆

　

　

　

　
シ
ロ

　

天
皇

の
知

し

め
す

穀

物

な

り

。
其

よ

し
古

事
記

、

日
本
紀

、

古

き

祝
詞

、

等

に

見

え
た

り

。

さ

て
そ

の
天
皇

の

、

　

　

　

　
サ
ヅ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ク
マ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　タ
ベ

　
神

よ

り
授

り

た

ま

へ
る
穀

物

を
、

下
萬

民

に
わ

か

ち
賜

り

て
、
.く

ふ

な

り
。

も

と
食

ふ

こ
と

を
、

賜

る

と

い
ふ

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ　
　
　
タ
テ
マ
ヅ

　

.も

、
か

や
う

の
心

ば

へ
に

や

。
〇

一
首

の
意

、

天

皇

に

、
紳

た

ち

よ

り
、

寄

せ

奉

り
た

ま

へ
る
米
覈

を
、

飽

　

　

　
ク

　

ま

で
賜

べ

て
居

る
が

、

よ

ろ

こ
ば

し

き

こ
と

&
よ

め

る
な

り
。
是

叉
繭

の
御
惠

を
、

お
ろ

そ

か

に
思

ひ
奉

る

ま

　

じ
き

、

い
ま

し

め
と

も

な

る
な

り

。

事

し

あ
れ

ば

う

れ

し
か

な

し

と
時

々
に

う
ご

く

こ

曳
ろ
ぞ

人

の
ま

ご

玉
ろ

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

タ
ノ

.○
う

ご

く

心

と

は
、

う

れ

し

と
も

か

な

し

と
も

思

ふ
は

、
心

の
う
ご

く

な

り

。
何

事

に

て
も

、
樂

し

き

事

に

て

　

　

　
ウ
レ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マゴ
ヘ
ロ

　

も

、
憂

は
し
き

事

に

て
も
あ

る
時

は

、

そ

の
事

に
觸

れ

て
、

感
動

す

る
ぞ

、

ま

こ
と

の
演

心

と

い
ふ
物

な
り

け
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る

。
さ

て
此
哥

の
意

趣

は
、

吹

の
歌

に

い

ひ

の
べ
た

り
。

　

　

　

　

　
　

　

マ
コ
ヘ
ロ

う

ご

く

こ
そ
人

の
眞

心
う

こ

か
ず

と

い
ひ

て

ほ

こ
ら

ふ
人

は

い
は
木

か

　

　

　

　

　
　

　

　

ホコ　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ハキ

　

○

ほ

こ
ら

ふ

は
、

矜

る

な

り
。

る

を

の
べ

て
、

ら

ふ

と

い

へ
る

な

り

。
○

岩
木

か

と

は
、
石

か
木

か

と

、

つ
よ

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

エ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
シ
コ

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

サ
ト

　

　

ナ
ジ

　

く
詰

り

て

い
ふ
詞

な

り

。
世

の
學

者
、

も

の

玉
道

理

を
悟

り

得

て
、
心

の
物

に
動

ぜ

ぬ
と

い
ふ

を
、

賢
き

こ
と

　

　

　

　

　
　

　

　

マコ
ヘ
ロ

　

に

い
ふ
は

、

み
な

眞

心

に

は
あ

ら

ず

。

い
つ

は
り

な

り
、

〇

一
首

の
意

、

物

に
動

ず

る
心

こ
そ

、
人

の
眞

心

な

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

コ
ヘ
ロ
ナ

　

れ

。
動

か
ず

と

い
ひ

て
矜

る

は
、
情

無

き

石

鰍

木
歟

、

そ
れ

は
、
眞

心

に

て
は

な
き

ぞ

、

皆
僞

ぞ

と

よ
め

る

な

　

り

o

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

カ
ラ

眞

ご

玉
ろ
を

つ

玉
み
か

く

し

て

か
ざ

ら

ひ
て

い

つ
は
り

す

る

は
漢

の
な
ら

は
し

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
イ
ロ　
　ア
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　む

　

○

つ

玉
み
か

く

す

は
、

色

に
顯

は

さ
ぬ

を

い
ふ
な

り

。

○

か
ざ

ら

ひ

て

は
、

飾

り

て

な

り
。

り

を

の

べ

て
、

ら

　

ひ

と

い

へ
る

な

り
。

潤
色

し
僞

り
飾

る

な

り
。

O
眞

心

は
、

人

の
生

れ

つ
き

た

る

ま

玉
の
心

に

て
、

儒

佛

な

ど

　

　

　

　

　

マジ

　

　

ケ
ン

　

の
見

を
も

交

へ
ず

、

う

は

べ
を

つ
く

ろ

ひ

か
ざ

り
も

せ

ぬ
、

あ

り

の
ま

玉
の
心

を

い
ふ
な

り

。

○

い
つ

は
り

す

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ウ
レ　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
ウ
レ
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
ポ

　

る

と

は
、

た

と

へ
ば

、

心

に

は
、

嬉

し

と
思

ひ
な

が

ら

、
嬉

し

き

ふ

り
を

せ
ず

、

心

に

は
欲

し

く
思

ひ
な

が

ら

、

　

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
イ
シ
ン

　

欲

し
か

ら

ぬ

體

を
す

る
や

う

の
事

な

り

。

か

や
う

に

上

べ

は
、

つ
く

ろ

ひ

か
ざ

り

て
、

ま

こ
と

の
内

心

を

見

せ

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

イ
ツ
ハリ

　

ぬ

や
う

に

す

る

は
、

漢

ご

&
ろ

の
風

俗

に

て
、

み

な

僞

な

り

。

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

オ
モ　
　
マ
コ
ヘ
ロ

か

ら

人

の
し

わ
ざ

な
ら

ひ

て
か
ざ

ら

ひ
て
思

ふ
眞

心

い

つ
は

る

べ
し

や



　 　 　幕嗣　6

解 首 百 鉾 玉鱒1

　

　

　
　

　

　

む　
む　
む

　

○

い

つ
は

る

べ
し

や
、
-
ペ
し

や

は
、

僞

る

べ
き

事

に

は
あ

ら

ず

と

い
ふ
を

、

つ
よ

く

い

ふ

て
に

を

は
な

り
。

俗

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ド
ウ　
　
　
　カ
ゑ

　

に

い
は

ゴ
、
僞

ら
う

こ
と

で

は

な
き

に

と

い
ふ
が

如

し
。

官

碌
富

貴

を
も

と

め
ず

、
喜

怒
哀

樂

に
も

動

ぜ

ぬ
顔

　

　

　
　

　

　

　
メ
イ
　
　　
　
　
　
　
　サ
ト

　

　

　
　

テ
ン

　

を

し

、

天
な

動

命
な

り

な

ど
悟

り
が

ま

し
う

い

ひ

て
、
賢

人

ふ
る

は
、

僞

お
ほ
き

、

か
ら

國

人

の
風

俗

な

る
を

、

　
世

の
入
、
そ
れ
を
よ
き
事
に
思

ひ
て
、
皆

そ
れ

に
な
ら
ふ
を

.
深

く
に
く
み
た
る
哥
な
り
。
そ
も
く

こ
れ
ら

　

は
、

さ

の
み

害

に

も
な

る
ま

じ
き

事

の
や

う

に
思

ふ
人
あ

る

べ
け

れ

ど
、

然

ら
ず

。
世

の
中

に
、

物

を
僞

り

か

　
ざ

る

よ

り
、

大

な

る
害

は
な

し

。
た

と

へ
ば
、

人

の
臣
下

た

る

者

の
、
内

心

に

は

、
君

を

殺

し
、

國

を
う

ば

玉

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
タ
イでセ
ツ

　

ん

と
思

ひ
か

け

て
、

う

は

べ
を
飾

り

い

つ
は

り

て
、

君

を
大

切

に

思

ふ

ふ

り
を

し

、
忠

義

ら

し
き

ふ

る
ま

ひ
を

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

マ
コ
ヘ
ロ

　

し

て
、

實

に
忠

臣

と
思

は
せ

お
き

て
、

つ
ひ

に

そ

の
君

を
殺

し
、

國

を
奪

ふ

や
う

な

る
事

も

、

も

と

こ
れ
眞

心

　

　

　
　

　

ウ
ハ

　

を
僞

り
、

上

べ
を
飾

る
よ

り

の
、

害

な

ら
ず

や
、

よ

く
ノ
＼

、思

ふ
べ

し
。

　

　

　
　

　

フタ
ヨ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　シ

た

ま
き

は

る

二
世

は
ゆ

か

ぬ
う

つ
そ
身

を

い
か

に

せ
ば

か

も
死

な

ず

て
あ

ら

む

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

アラ
タ
マキ
　フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ケ
　
　
コ
ノ
ヨ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ィ
ノ
チ

　

○

た

ま
き

は
る

は

、
命

と

い
ふ

こ
と

の
枕

詞

な

り
。
新

玉
來

經

る
と

い
ふ
意

の
詞

な

れ
ば

、

生

る

此
世

の

こ
と

」

　

　

　
カ
ウ
フ
　
　
　
ヤ　
　
　
　
　
　

フ
タ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　イ
ノチ
　
シ
ニ　
　
　
　
　
　
ァ
ラ
タ
メ
　
　フ
タ
ヘビ
ウ
マ　
　キ
　
　
　
　
　
　
　
ヨ　
　
ツ

　

に

も
冠

ら

す

る

な

り
。

〇

二
世

は
ゆ

か

ぬ

と

は
、
・此

命

φ
死

て
、

ま

た

改

て

二
度
生

れ

來

て
、

こ
の
世

を
經

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ウ
ツセ
ヨもノ　
　
　
ヨ
　
ヤ
　
モ
　
フタ
ユク
　
　
ナ
ニ
ス
　ト
　カ
　
　
　
イ
モ
ニ　
ァ
バカ
　
テ
　
　
ワ
ガ
ヒト
リ

　

る

こ
と

の
な

ら

ぬ
を

い

ふ
な

り

。
萬

葉
第

四

に
、

室

蝉

乃
、

世

也

毛

二
行

、

何

爲

跡
鹿

、

妹

爾

不
相

而

、
吾

獨

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ヨ
ノナ
カ
ハ　
　
マ
コ
ト
フ
タ
ヨ　
ハ　
ユカ
ザ
　
ラ
　
シ
　
　
　ス
ギ
ニ
シ
{モ
ニ　
ァ
ハ
ヌ
　
オ
モ
ヘバ

　
ネ
　
ム

　
將

宿
、

ま

た
第

七

に
、

世

間
者

、

信

二
代

者

不
往
有

之

、

過

妹

鶴

不
相

念

者

な

ど

あ

り

。
○

う

つ
そ

み

は
、

　

ウ
ツ
ヘ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
ヨ
ニ
　
ゾ
ン
ジ
ヤウ
　
　
ア
　
　
こ

　

現

の
身

と

い
3
1
こ
と

に

て
、

此

世

に
存

生

に

て
在

る
身

を

い
ふ
な

り

。
○

い
か
に

せ

ば

か
も

死

な
ず

て
あ

ら

む

尸　
■丁　
{
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シ
ナ
殉
　
　
　ヰ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　マ
ダ
サ
ラ
　
　ブ
ダ
、ビ
　
　
　
　
　
　キ
　ナ
ホ

　

は
、
何

と

し

た

ら
ば

不
死

に
居

ら

れ
う

そ

と
な

り

。
〇

一
首

の
意

、
死

し

て
、
叉

更

に

二
度

と

は
、
來

直

し

の

「な
ら
ぬ
・
嵶
ぼ

れ
ば
・
餌

・
鬱

を
し
き
物
な
り
・
殍

ぬ
る
は
、
し
ご
く
轡

き
妻

り
。

い
か
や
う

に

　
ズ　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ナ
オ

　

し

た
ら

ば

、

死

な
ず

に

ゐ

ら
れ

う

そ

と

よ

め

る
に

て
、

い
つ
ま

で
も

不
死

あ

ら

ま

ほ

し
き

よ

し

な

り
。

こ
れ
人

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ヨ
ノ
ナ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ノチ
　
ヌ
シ

　

の
翼

心

を
あ

ら

は

せ

る
哥

な

り

。
世

聞

の
人

み
な

、
儒

佛

の
意

に

へ
つ
ら

ひ

て
、

命
を

惜

む

を

ば
、

愚

な

る
事

　

の
や
う

に

い

ひ
て
、

を

し

ま

ぬ

ふ
り

を
す

る
、

そ

の
僞

を
、

に
く

み

て

よ
ま

れ

た

る
な

り

。
吹

の

二
首

も

同
じ

。

　
　

　

こ
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　コ
ノ
ヨ

う

つ
そ

身

は
す

べ
な
き

物

か

あ

か

な
く

に

此

世
わ

か
れ

て

ま

か

る

お
も

へ
ば

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ナ
が
ラ

　

○

す

べ
な

き

物

か

は
、

俗

に

せ
う

事

も

な

い
物

か
な

と

い
ふ
意

な

り
。
○

あ

か
な

く

に

は
、

い

つ
ま

で
も
存

へ

　

暦

て

も
螂

こ
と

は

な

く
懈

く
思

ふ

に
と

い
ふ
意

な

り

。

○

ま
か

る

は
、
死

し

て
、

此
世

を

」却
り

ゆ

く

こ
と
な

り

。

　
　

　

　

　
　

　

イ
ノ
チ

　

〇

一
首

の
意

、

命

は
あ

か

ず
惜

き

物

な

る

に

、
死

し

て
此
世

を

別

れ

ゆ

く

こ
と
を

思

へ
ば
、

人

の
身

と

い

ふ
物

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

サ
ト

　

は
、

せ

ん

か
た

も

な
き

物

か
な

と

よ

め
る

な

り
。

こ
れ

又

、
人

の
眞

心

を

し

め
し

て

、
悟

り

が

ま

し
き

こ
と

を

　

い
ふ
を
、

い
ま

し

め
ら

れ

た

る
歌

な

り
。

き

た

な
國

よ

み

の
く

に

べ

は

い
な

し

こ
め
千

代

と

こ
と

は

に

此
世

に
も

が
も

　
　

　

　

　
　

　

　

キ
タ
ナ
ク
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ョ
　こ
　
　
ク
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ワ

　

○

き

た
な

國

は
、
穢

き

國

な

り

。
○

よ

み

の
國

べ

は
、

死

て
ゆ

く

國

を

、
豫

美

の
國

と

い
ふ
な

り
。

○

い
な

し

　
　

　

　

　
　

　

　

イナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　シ
コ
メ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヨ　
こ

　

こ
め
、

い
な

は
、
否

の
意

、

し

こ
め

は
、
醺

目

に

て
、

見
ぐ

る

し
き

こ
と

に

て
、
豫

美

の
國

を

い
ふ
な

り
。
古

　
　

　

ヨ
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ

サ
　
ナ
　
ギ
ノ
オ
ホカ
こ
　ノ
リ
ク
マ
ヒ
ヅ
ラ
ク
ァ
ハ　
イ

ナ
　
シ
コ　
メ
　
シ
　
コ　
メ　
キ
　
キ
タ
ナ
キ
ク
リマ
イ
タリ
テァ
リ
ケ
リ

　

事

記
豫

美

の
く

だ

り

に
、

伊

邪
那

岐

大
神

、
詔

、

吾
者

、
伊

那

志
許

米

志

許
釆

戯

穢

國

　

至
　

在

、

ま

た

日
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h
本
紀
に
も
、
倒
蒹

,餐

既
還
乃
追
悔
之
日
、
都
邏

郵

.於
蓊

也
陀
募

蹴
蠧

岬ゴ

當
滌
去
吾
身
之
濁

臓

な

ど
あ

り

・
確

バ

の
ゆ

く
潔

羹

の
國

は
・

け

が

ら

は
し

く

、
き

た
な

く

・
見

に
く
き

國

な

り
。

古
書

に
、
欝

　

こ
ノ
ク
ニ　
　
　
　
　
ソ
コ
ッネ
ノ
　
ク
ニ　
　
　
　
　
ネ
ノ
ク
ニソ
コ
ノク
ニ　
　
　
　
ネ
　ノ
　
カ
タ
ス
　ク
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
タ
ナ

　

泉

國

と
も

、

底
根

之

國

と

も
、

根

國
底

國

と
も

、
根

之

堅
洲

國

と
も

あ

り

。
〇

一
首

の
意

、

け

が

ら

は

し
く

臓

　

　

ヨ

こ
　
　
　
　
　
　
ユ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ネ
ン
　

マ
ンネ
ン
　
イ
キ
ナ
ガ
ラ
　
　
　
コ
ノ
ヨ
　
　
ァ
ヲ

　

き
黄

泉

の
國

は

、
往

こ
と

は

い
な

、
千

年

も

萬

年

も
生

存

へ
て

、

此
世

に
在

ま

ほ
し

と
願

ふ
な

り

。

こ
れ

人

の

　

眞

心
な

り
。

ち

は
や

ぶ

る
紳

の
心

を

な

ご

め
ず

は
八

十

の
ま

が

こ
と

な

に

と

の
が

れ

む

　

○

ち

は

や
ぶ

る

は
、

上

に
も

い

へ
る
如

く

、
あ

ら
ぶ

る
悪

神

を

い
ふ
な

り

。

さ
れ

ば

こ

玉
は
、

た

罫
に
聯

と

い

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ダ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ハ

　

ふ
言

の
枕

詞

の
み

に

い

へ
る

に

は
あ

ら

ず
、

い
ち

は

や
く

お

そ

ろ

し
き

意

を

こ
め
た

り

。
○

な

ご

め
ず

は
、

和

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ゴ
　
　
　
　
　
　
ナ
ホ

「

　

ら
げ

奉

ら

ず

は

と

い

ふ
な

り

。
俗

に

い
は

ば
、

繭

の
な

つ
と

く

し

た
ま

ひ
て

、
御

き

げ

ん

の
直

る
や

う

に

せ
ず

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ナ
ゴ

　

ば

と

い
ふ
意

な

り
。

○

八

十

の
ま

が

こ
と

は
、

さ

ま
み

＼

の
惡

事
凶

事

な

り
。

そ

吃

ノ
＼

、

紳

の
御

心
を

和

む

　

る

し

わ
ざ

は
、

ま
つ

火

を
清

め
、

よ

う
つ

清

淨

に

し

て
、

髓

分

に
心

を

つ
く
し

て

い

つ
き

敬

ひ
、
う

ま
き
物

、

　

よ
き

物

を

、

さ

x
げ

奉

り

、

お
も

し

ろ
き

わ

ざ

を

し

て
、

神

の
、
よ

ろ

こ
び

給

ふ
や
う

に
す

べ
き

な

り
。

〇

一

　

　

　

　

　
タ
ケ
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ
ガ

　

首

の
意

、

猛

き
脚

の
御

こ

玉
ろ
を

、

和

ら
げ

奉

ら
ず

は
、

さ

ま
み

＼

の
繭
事

を

、

何

と

て
脱

れ

う
そ

、

の
が
れ

■

　

が

た

か

ら

ん

と
な

り

。

イ
へ　

もも
　
　
ク
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

家
も
身
も
國
も
け
が
す
な
け
が
れ
は
し
紳

の
い
み
ま
す
ゆ

製
し
き

つ
み
を

由　　　内



ユ04解 首 百 鉾 玉

　

　
　

　

　

　

　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ　
ぬ

　

○

げ

が

れ

は
し

の
し

は
、

助
…辭

な

り
。

○

ゆ

乂
し
き

は

、
忌

々
し
き

な

り
。
紳

の

い
み
き

ら

ひ
給

ふ
忌

々
し
き

　

　
　

　

　

　

　
ヅ
ミ
　
　
　
　む

　

事

と

な

り
○

。

罪

を

の
を

は
、
罪

な

る
物

を

と

い
ふ
意

な

り

。
身

も

清

く
行

ひ
、

家

を
も

清

淨

に

し

て
、

よ

う

　

　
　

ケ
ガ
レ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ケ
ガ

　

づ

に
穢

の
な

き

や
う

に
せ

よ

と

な

り
。
」國

も
臓

す

な
と

は
、

一
鄰

一
郷

い
ひ
あ

は

せ
も

て
ゆ

か

ば
、

一
國
中

け

　

が

る

玉
事

な
く

清
淨

な
ら

ん

。

又
國

を

鶴

つ
人

の

い
ま

し

め

に
も

あ

る

べ

し
。

國

の
内

け

が

る

L
時

は
、
國

の

　

ワ
ザ
ハヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ガ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　イ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ッ
こ

　

災

あ

る

べ
け

れ

ば

な

り
。

O

一
首

の
意

、
臓

は
、

紳

の
、

い
た

く
忌

き

ら

ひ
た

ま

ふ
罪

な

れ
ば

、

身

も

、
家

　

も

、
國

も
、

け

が

さ

ぬ

や
う

に

せ

よ
と

な

り
。

お
マ
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ
ヘ
ス
チ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ガ

竈

の
火

の
け
が

れ

ゆ

玉
し
も

家

内

は
火

し

け

が

る
れ

は
鵺

お

こ
る
も

の

　

　
　

　

　

　
カ
マド

　

○

か

ま

は
、
竈

所

な

り
。

○

ゆ

玉
し
も

は

、
大

せ

つ
に
す

べ
き

こ
と

、

お
そ

れ

つ

曳
し
む

べ
き

事
な

り
。
萬

葉

　

　
　

　

　

　

　
　

ユ　
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ビ　
　

カ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　

に
ハ

か

け

ま
く

も

忌

々
し
き

か

も

、

い

は
ま

く
も

あ

や

に
恐

こ
き

な

ど
あ

り
。

○
火

し
け

が

る

れ

ば

の
し

は
、

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ト
モオ
ソ
　ィ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
こ
ノ

　

助
辭

な

り
、

事

が
申

に
、
火

の
け
が

れ

ほ

ど
、

忌

々
し
き

は
な

し

。
最

恐

れ

忌

べ
き

事

な

り

。
古

事

記
黄

泉

段

　

　
　

イ
　ザ
　
ナ
　
ミ
ノ
こ
コト
コタ
ヘタ
マ
ハク
　
　ク
ヤ
シ
カ
モ
ト
グキ
マサ
カ
テ
　
ァ
　
ハ　
シ
ヅ
　
ヨ
モ
ツ　
ヘ　
ゲ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
ナ
ラ
え
ケこ
キ
ヨ

　

に
、

伊

邪
那

美

命
　

答

　

白

、
悔

哉

不

速

來
、

吾

者

爲

二黄

泉

戸
喫

↓

こ
れ
火

に
穢

あ

ら

ば

、
.
必

忌

清
む

ベ

　

　
　

　

　

モ
ト
　
　
　
　
　
　コノ
こ
コ
ト
パ　
　
　
　
　
　
　
　カ
マ

　
き

こ
と

の
本
な
り
、
此
御
詞
を
も
て
、
竈

の
火

の
穢

の
、
大

せ
つ
な
る

こ
と
を
、
よ
く
く

思

ふ
べ
し
。
○
ま

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ゆ　
　
　
　
　
コ　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　ケ
ガ
レ

　

が
,お

こ
る
物

は
、
災

難

凶

事

の
お

こ
る

も

の
ぞ

と
な

り

。
火

の
穢

を
、

な

ほ
ざ

り

に
思

ふ

ま

じ
き

よ

し

、
廓

の

　

古

事
記

傳

に
委

く
説

き

お
か

れ

た

り
。

け

が
れ

を

し
罪

と

も
t

ら

に

み

そ
が

ず

て
も
だ

あ

る

人

を
見

る

が

い
ふ

せ
さ

●
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O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

ヅ
ギ

　
○

け

が

れ

を

し

の
し

は

、
助
辭

な

り
6

0

し

ら

に

は
、

不
レ
知

と

い

ふ

こ
と
な

り

。

○

み
そ

が
ず

て

は
、

身

滌

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
モ

ヅ
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハラ
ヒ

　

せ
ず

に
と

い
ふ

こ
と

な

り
。

身

滌

と

は
、

川

海

な

ど

に
ゆ

き

て

、
身

を

そ

玉
ぎ

て
清

む

る
わ

ざ

な

り
。

祓

と

い

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

ス

　

ふ
も

同

じ

こ
と
な

り
。

○
・も
だ

あ

る

と

は
、

默

止
在

と

か

乂
れ

た

る
が

如

し

。
爲

べ
き

事

を

せ
ず

に

、

そ

の
ま

　

玉
在

を

い
賦

な

り
。

俗

に

も
、

蔚

べ
き

事

せ
ず

に
居

る

を
、

だ

ま

つ
て
ゐ

る

と

い
ふ
是

な

り
。

○

見

る
が

い

ふ

　

せ

さ
、
搾
い
ふ

せ
き

は
、

欝
悒

の
字

を

か
き

て
、

心

の
内

に
も

や

ノ
＼

と
思

は
れ

て
、

さ

つ
は

り

と

せ
ぬ

を

い
ふ

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ア
ル

　

な

り
。

こ

玉
に

て

は
、

み

そ

が
ず

て
在

人

を
見

て
は

、
き

た
な

く

む

さ

く
思

は

る

玉
を

い
ふ
な

り

。
〇

一
首

の

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

ヅ
こト
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
ソ
ギ
ハラ
ヒ

　
意

、
物

の
穢

を
、

そ
れ

罪
咎

ぞ

と
も

し

ら

ず

し

て
、

身
滌

蕨

を

も

せ
ず

し

て
、

た

ゴ
に
あ

る

人

を
見

れ

ば

、

こ

　

玉
ろ

よ
か

ら
ず

思

は
る

玉
よ

し

な

り
。

あ
な
か
し

こ
よ
も

つ
へ
ぐ

ひ
の
爾
よ
り
ぞ
も
ろ
く

の
稿
お
こ
り
そ
め
け

る

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
者
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　.　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
モ
ヅ
　
ヘゲ
ヒ

　

○
あ

な
か

し

こ
、
俗

に
あ

玉
恐

ろ

し

や
と

い
ふ
意

な

り

。

よ
も

つ

へ
ぐ

ひ

は
、

黄
泉

戸

喫

に

て
、
上

に
引

い
で

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ

カ
マド

　
　

ヨ

ミ

　
カ
マド

カ
シ

　

ノ
ク

　

た

る
古

事

記

の
文

の
如
し

。

戸

は

、
竈

の

こ
と

に

て
、
黄

泉

の
國

の
竈

に

て
炊

き

た

る
物

を

食

ひ
給

へ
る
を

い

　

　
　

　

　

イ
ザ

ナ

こ
ノ
ミ
コト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

ザ

ナ

ギ
ノオ
ホ
カ
ミ
　
　

ヨ

ミ
　
　
　
ニ
ゲ

　

ふ
。

さ

て
伊

邪

那
美

命

は
、

こ
れ

よ

り
悪

神

と

な

り
給

ひ
C
、

伊

邪

那
肢

大

紳

の
、
黄

泉

よ

り
迸

か

へ
り

給

ふ

　

　
　

ヨ
モ

ヅ

シ

コ

メ
　

オ
ハ
　

　

　

　

　

　

　
ヤ

　

　

　
ィ
カ
ヅ
チ
カ
ミ

　
　
チ

イ

ネ

　
　ヨ
モ
ツイ
ク
サ

　

　

　
　
オ
ハ

　

時

、
豫

母

都

志
許

費

に
追

し

め

た

ま

ひ
、

ま

た

八
く

さ

の

雷

瀰

に
、

千

五
百

の
黄

泉
軍

を

そ

へ
て
追

し

め
給

　

　
　

　

　

　

　

　
こ
こヅ
カ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　コ
モ
ヅ　
ヒ
リラ
　
サ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　イ
マ
シ
　
ク
ニ

　

ひ
、

は

て
に

は
、
御

自

お

ひ
お

は

し

ま
し

て
、
黄

泉

比

良

坂

に

て
、

大

神

に
む

か

ひ
た

ち
給

ひ

て
、
汝

の
國

の

　

ヒ
トク
サ
　
　ヒ
ト
ヒ
　
　
　
　チ
カ
シ
ラ
ク
ビ
リ

　

人
韋

、

一
日

に
、
千

頭
絞

こ
ろ

さ

む
、

な

ど

の
た

ま

ひ
た

る
、

こ
れ

み

な

、

か

の
穢

に

よ

り

て
、

か

く
悪

脚

と
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こ
　ソ
ギ

な

り
給

へ
る

に

て
、

竊

事

の

い
で
き

は

じ

め
な

り

。

さ

て
、

上

に
も

引
出

た

る
如

く

、

か

の
大

神

の
、
身

滌

に
、

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ヤ
ソ
　
マ
ガ
ッ
　
ヒ
ノ
カこ
　
　
　
オ
ホ
マ
ガ
ッ
　
ヒ
ノカ
こ

　
あ

ら

は
れ
給

へ
る
神

た

ち

の
中

に
、

は

じ

め
に

、

八

十
禝
津

日
神

と
、

大

禍
津

日
紳

の
な

り
出

た

ま

へ
る

は
、

　

コ
ノフ
タ
バ
シ
ラ
バ　
　
ィ
タザ
マセ
ル
カ
ノ
キ
タ
ナ
キ
シキ
ク
ニ　
　
ト
キ
ノ　
ヨ
リ　
ケ
ガ
レ
ニ　
テ
　
ナ
リ
マセ
ル　
カ
　
こ
　
ナ
リ

　

此

二
紳

者

、
所

コ
到

其

繊

繁

國

↓
之

時
因

二
汚
垢

一而

所

成

之

紳
者

也

、

と

あ

り

て
、

世

の
中

の
凶

事

は
、

み

　
な
黄

泉
の
穢
よ
り
お
こ
る

こ
と
、
よ
く
く

思
ふ
べ
し
。

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ハ
ヤァ
キ
ツ
　
ヒ
メ

つ
み

し
あ

ら

ば
清

き

川

瀬

に

み
そ

ぎ

し

て
早

秋

津
姫

に
は

や
あ

き

ら

め

よ

　

　

　

　
　

　

　

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヅ
こ
　
　
　
　ケ
ガ
レ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ケ
ガ
レ　
ツ
こ

　

○
罪

し
あ

ら

ば

の
し
は

、

助
辭

な

り

。
罪

は
、

穢

を

い
ふ
な

り
。

上

の
歌

に
も

見

え

た
り

。

臓

を
罪

と

い
ふ

ご

　

　

　

　
　

　

　

　

ノ　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ハ
ヤ
ア
キ
ツ
　ヒ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
ラ
シ
ホ
ノ
　
シ
ホ
ノ　
ヤ

　

と

な
ど

、
師

の
大

祓

詞
後

釋

に
く

は
し
う

と
き

お
か

れ

た

り
。

○
早

秋

津

姫

は

、
大

祓

詞

に
、

荒

鹽

之

鹽

乃

八

　

ホ
　ヂ
　
ノ
　
ヤ
　
シ
ホ
ヂ
　ノ
　
シ
ホ
ノ
　
ヤ
ホ
　ァ
ヒ
ニ　
マ
　
ス
　
　
　ハヤ
ァ
キ
ツ
　
ヒ
　
メ
　
ト
　
ィフ
カ
こ
　
　モ
チ
カ
　
カ
　ノ
こ
テ
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ガ
レ　
　
　
　
　
ウ
シ
ナ

　

百
道

乃

八

鹽

道
之

鹽

　

八

百

曾
彌

座
須
、

速

…扉
都

比

曄

止

云
榊

、
持

可

可

呑

底

武

と
あ

り

て

、
繊

を

は
ら

ひ
失

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ミ
ナーーノ
カ
ζ
　
　
ナ
ハハ
ヤ
ァキ
ッ
　
ピ
　
コ
ノカ
こ　
ツ
ギ
ニイ
モ
ハ
ヤア
キ
ツ
　
ヒ
　
メ
ノ
カ
こ

　

ひ
た

ま

ふ
脚

な

り

。
古

事
記

に

は
、
水

戸
榊

、

名

速

秋
津

日
子

棘

、
次

妹

速
秋

津

比

賣

神

と
あ

り
。

○

は
や
あ

　

き
ら

め
よ

、

は

や

は
、

す

み

や
か

に
な

り

。
あ

き

ら

め

よ

は
、

清
淨

に

せ

よ
な

り

。
も

の

玉
穢
あ

る

は
、

く

も

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

アキ

　

れ

る
が

如

し

。

は
ら

ひ
清

め

た

る

は
、

明

ら

か

に
な

り

た

る
な

り

。
〇

一
首

の
意

、
人

も

し

穢
あ

ら

ば

、
清

き

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ス
こヤ
カ

　
川

瀬

に
、

お
り

た

ち
身

滌

し

て
、

速

に
祓

ひ
清

め

よ

と
な

り
。

ま

が

こ
と
を

み

そ

が

せ
れ

こ
そ

世

を

て
ら

す

月

日

の
神

は

な

り

い
で

ま

せ
れ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

こ
　
ソ
ギ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ナ
リ
イヂ

　

○

み

そ
が

せ
れ

こ
そ

は
、

身
滌

し
給

ひ
た

れ

ば

こ
そ

な

り
。

○

成
出

ま

せ
れ

は

、

生
れ

出

た

ま

ひ

た
れ

と

い
ふ

　

　

　

　
　

　

　

ノ
　
　
　
　
　ヨ
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ケ
ガ
レ
マ
ガ
コ
ト
　
　
　
ハラ
ヒキ
ヨ

　
な

り
。
伊
邪
那
岐

命
の
、
黄

泉
の
國
に
ま
し
く

け
る
、

そ
の
穢

繭
事
を
、
祓

'清

め
た
ま
ひ
た
れ
ば

こ
そ
、



　 　 一串一　　

天

地

に

か

ゴ
や

き

て
、

世

を

照

ら

し
給

ふ
、
清

淨

明
麗

な

る
、

日

月

の
繭

は
、
出

生
し

た

ま

ひ

た
れ

。

し

か
れ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

こ
ソ
ギ
ハラ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ
ハリ

ば

、
世

の
人

、

身

に
穢

の
あ

ら

ん
時

は
、
身

滌

祓

を

し

て
、

速

に

は

ら

ひ
清

む

べ
き

な

り
。

さ

て
此

歌

を

、
終

　

　

　

　
ツ　
キ
　
サ
カ
キ

に
お
き

、

着

伎

黶
木

の
歌

を

、
卷

頭

に

お
か

れ

た

る

こ
と

、
心

あ

る

べ

し
。

此
う

た

よ

り
立

か

へ
り

て
、
卷

頭

の
哥

へ
つ

ゴ
け

て
見

れ

ば
、

い
よ
ノ

＼
意

味
深

長

な

り

。
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あ

ま

り
う

た

と

は
、

百

百

の
う

へ
に
、
餘

れ

る
哥

と

い
ふ
な

り

。

か

つ
λ
ぴ
丶
も

百

ち

の
う

た

に

い
き

ど

ほ
る

こ

乂
ろ

の
を

ろ

を

の
ば

へ
つ
る

か
も

　

○

か

つ
λ
ぴ
＼

は
、
物

の

い

で
き

か

玉
れ

る

こ
と
を

い

ふ
詞

に

て
、

十

い
で
く

べ
き

物

の
、

ま
つ

一
つ

二

つ
出

來

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

む

　

た

る

や
う

の
事

を

い
ふ
な

り

。

さ
れ

ば

、

ま

つ
少

し

ば

か

り
と

心

得

べ

し
。

O

百

ち

の

ち
は

、

は

た
ち

、

み

そ

　

　
　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　

ぢ

、

な

ど

の

ち
な

り
、

ち
ぢ

な

ど

の
ち

も

同

じ

。
○

い
き

ど

ほ

る
は

、

心

の
内

に
む

す
ぼ

玉

る

玉

こ
と
を

い
ふ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

む

　

な

り
。

○

心

の
を

う

と

は
、

心

の
緒

と

い

ふ

こ
と

に

て
、

ろ

は

そ

へ
た

る

言

な

り
。

た

聖

こ
N
ろ

の

こ
と

玉
し

　

る

べ
し

。

○

の
ば

へ
は
、

の

べ
と

い
ふ

こ
と

に

て
、

思

ふ

こ
と

を
、
歌

に

よ

み
あ

ら

は
す

を

い

ふ
な

り
。

〇

一

　

首

の
意

は
、

三
四

一
=

五

と
句

を

置

か

へ
、て
心

得

べ

し
。

心

の
う

ち

に
む

す

ぼ

玉
れ

て
、
も

や
も

や

と
思

ふ

ご

　

　
　

　

ン
　
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ペ

　

と

は
、
千

萬

な
れ

ど

も

、
百

首

の
寄

に
、

ま

つ
す

こ
し
ば

か

り
、

逋

い
で

あ
ら

は

せ
り

と
な

り
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

コト
タ
マ

思

ふ

こ
と
う

た

へ
ば

な

ぎ

ぬ
言

靈

の
さ
き

は

ふ
し

る
し

ま
さ

し

か

り
け

り

　

○

う

た

へ
ば

と

は
、
哥

に

よ

み

い
つ
れ

ば
と

い
ふ
も

同
じ

。

○

な
ぎ

ぬ
と

は
、

心

の
晴

る

こ
と
な

り

。
な

ぐ

さ

　

む

と

い
ふ
詞

も

此

意

な

り

。
雲

霧

な

ど

の
、

は

れ
、

荒

き
風

の
、

和

ら
ぐ

こ
と

を

も

嘱

な
ぐ

と

い
ふ

に
同

じ

。
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コ
ト
ク
マ

　

こ

玉
は
、

心

の
内

に
、
も

や
ノ
＼

と

せ

し

こ
と

の
、

晴

れ

た

る

を

い

ふ
な

り

。
○

言

靈

は

、
御

國

の
言

語

に
は

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
サ
ヒ
バピ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　コ
ト
タ
マ
ノ
　
　
サ

キ
　ハ
　
フ
ク
ニ

　
こ
タ
マ

　
靈

の
あ

る

を

い
ふ
な

り

。
○

さ

き

は

ふ

は
、

幸

を
あ

た

ふ
る

を

い
ふ
。
萬

葉

に
、

言

靈

能

、
佐

吉
播

布

國

、

ま

　

　

　

　
タ
マノ
　
　
　タ
スク
ルク
ニ

　

た

こ
と
靈

之

、

所

佐

國

な

ど
あ

り
。

〇

一
首

の
意

、

心

の
内

に
思

ひ
む

す

ほ

玉
る

玉

こ
と

も

、
歌

に
よ

み

い
つ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コト
タ
マ
　
　サ
キ
ハ
　タ
ス
　
　
　
　
　
　
　シ
ルシ

　

れ

ば
、

そ

の
心

の

は
る

玉
は
、

ま

こ
と

に
、

言
靈

の
幸

ひ
助

け

た
ま

ふ
驗

は

、
た

が

は
ざ

り

け

り
と

な

り

。

百
う

た

に
と

ち

め

て

は
あ

れ

ど
千
歌

に

も
思

ふ

ご

玉
ろ

は
あ

に

つ
き

じ

か

も

　

　

　

　

　

　

　

　
ヲ　
　
　
ト
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ニ

　

○

と
ち

む

と

は

、
終

へ
止

む

る

を

い

ふ
な

り

。
○

豈

は
、

い
か

で

と

い
ふ
意

な

り

。
但

し

漢

文

に
、

つ
ね

に

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ジ

　

ふ
格

に

て
は

、
豈

つ
き

ん

や

と

い

ふ
べ
き

な
れ

ど

も

、

不

と

い

へ
る

こ
と

も

、
古

き

歌

に

は
例

あ

り
。

○

つ
き

　

じ

は

、
盤

は
す

ま

じ

な
り

。
○

か
も

は
、
輕

く
心

得

べ

し

。
〇

一
首

の
意

、

百
首

に

て
、

ま
つ

絡

へ
と

ゴ
め

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツキ

　

れ

ど

も
、

思

ふ
心

の

ほ
ど

は

、
千

首

に

よ

み

た

り
と

も
、

い
か

で

か

つ
き

す

べ
き

、

盡

は
す

ま

じ
き

か

と

よ

め

　

る

な

り

。

と

こ
し

へ
に
世

を

て
ら

し
ま

す

日

の

み
た

ま

つ
け

し
鏡

は
伊

勢

の
大
紳

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ
ケ

　

○

と

こ
し

へ
は
、,
永

々
不
變

な

る

を

い

ふ
。
○

日

の
み

た

ま

(ラ
け

し
鏡

と

は
、

天
照

大

御

棘

の
御

靈

を

、
託

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ　
コ
ヘヅ
ヘタ
マ
ヒ
ソ
ノヲ
　
キ
　シ
　
　
　ャ
サ
カ
ノ
マガ
タ
マ
　
　
カ
ゾ
こ
　
マタ
ク
サ
ナ
　
ギ
ノ
ツ
ルギ
　
マタ

　

つ
し
給

ひ
し

御
鏡

を

い

ふ
な

り

。
古

事

記

に
、

於

二是

副

コ
賜

其
遠

鮫

斯

、

八

尺
勾

聰

、

鏡

、

及
草

那

藝

劔

、
.亦

　

ト
コ
ヨ
ノオ
モ
ヒ
カ
ネ
ノカ
ミ
　
　タ
チ
カ
ラ
ヲ
ノ
カ
こ
　ア
メノ
ィ
ハ
ト
ワ
ケ
ノカ
こ

ヲ
テ
ノ
リ
タ
マ
ヘル
ハ　
コ
シ
ノ
　
カ
ゾ
ミ
ハ　
　モ
ハラ
シ
　ァ
ガ
こ
タ
マ
ト
　
テ
　
　ゴ
ト
ク
ィ
ツ
ク
ァ
ガ
マ
ヘヲ
イ

.
常

世
思

金

紳

、

手
力

男

脚

、

天
石

門

別

紳
輔
唱而

詔

者

、
此

之

鏡

者

、
專

爲

二
我
御

魂

一而

、
如

レ
拜

ご
吾

前

一伊

　

ヅ
　キ
　
マ
ツ
レ

　

都

岐
奉

、

と

あ

る

、

こ
れ

す

な

は

ち
、

伊
勢

の
大

御

脚

な

り
轟、
こ

の
御

鏡

、

い
せ

に
御

鎭

座

の
事

は
、

日
本

紀
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ノ

　

の
垂

仁

卷

に
見

え

、

大
紳

営
儀

式
帳

に
く

は

し

く
見

え

た

り
◎

ひ
む

か
し

の
図

こ
と

む

け

て
み

つ
る
ぎ

は
あ

つ
田

の
宮

に
し
づ

ま

り

い
ま
す

　

　
　

　

　

　

　

　

ケ

ム
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ク
サ
ナ
ギ
ノ

　
○

こ
と

む

け

は
、

李
治

な

り
。

○

み

つ
る
ぎ

は
、
草

薙

劔

な

り

。
此

御

劔

の
事

、

古

事
記

、

日
本

紀

に
見

え

た

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ア
ツ
タ
ノ
オ
ホ
ガ
ミ
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　ト
　
　モ
ト

　

る
が

如

し

、

○

あ

つ
た

の
宮

は
、

寛

甼

の
熱

田

大
紳

縁

起

に

、

正

二
位
熱

田

大

紳

者

、
以

二
棘

劔

一爲
レ
主

、
本

　
ア
メ
ノ
ム
ラ
ク
モ
ノ
ツ
ルギ
　
ノ
チ
ニ
ク　
ク
サ
ナ
ギ
ノ
ト
　
　
　
ノ　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　ノ
　
　
ア
ユチ
　
　
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ　
　
　
　
　ノ

　

天

叢

箋

劔

、

後

名

二草

薙

劔

↓
其

祠

立

二
於

尾

張
國

愛

知

郡

輔

云

々
、

延

喜
式

の
醜

名
蜈

に
、

尾

張
國

愛

智

郡

　

　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　

　　

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　ノ
　
ァ

ユ
チ
ノ
ム
ラ
ニ
　
チ
　
　
ノ
　
　
ガ

　
熱

田

紳

祉
、

ま

た

日
本

紀

に
、

是
草

薙

劔

、

此
今

在

尾

張
國

吾

湯

市
村

晒
帥

熱

田

覦
部

所

掌
之

神

是

也
、

な

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
コ
ト
ムケ
　
　
　
　
　
　
　ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヤ
マト
ダ
ケ
ノ
ミ
コ
ト

　
ど

見

え

た

り

。
○

ひ
む

か

し

の
國
言

向

て
と

は

、
此

御

劔

を

以

て
、

倭

建

命

の
、
東

の
國

々
を

亭
治

し
給

ヘ

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
も

　

る

こ
と

な

り

。

さ

て
、
東

國

を

征

し
給

ひ
し

は
、
倭

建

命

に

て
は
あ

れ

ど

も

、

み
な

こ

の
御

劔

の
神

威

の
、

助

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ラ

　

け

た
ま

へ
る

な
れ

ば

、

こ
の
歌

に

、
國

こ
と

む

け

て

云

々
と

は
、

專

御

劔

を

か
け

て
よ

め

る
な

り

。
○

】
首

の

　
意

、

三

の
句

を

上

へ
め
ぐ

ら
し

て
、
御

つ
る
ぎ

は

、
東

の
國

々
を

平
治

し

て
、

さ

て

つ
ひ

に
、
熱

田

の
宮

に
鎭

　
座

し
た

ま

へ
り

と
な

り

。

久
方

の
天

つ
日
嗣

の
御

た

か
ら

と

御

も

と

は
な

た

ぬ

や
さ

か

ま
が

た

ま

　
○

ひ
さ

か
た

は
、

天

の
枕

詞

、

○
天

つ

日
嗣

は

、
天
皇

の
御

代

々

々
御
位

つ
ぎ

給

ふ

こ
と
な

り

。

上

に
竜

出

た

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

む

　
り

。
O

御

た

か

ら

と

の
と

は

、

と
し

て

の
意

な

り
。
御

代

々
々

つ
た

へ
給

ふ
御
寶

と

し

て
な

り

。
○

御

竜

と

は

　

　
　

　

　

　

　

　

こ
　モ
ト
ハナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　イ
ヤ
マ　
アカ

　
な

た

ぬ

は
、

天
皇

の
御

許

離

ち
奉

り
給

は

ぬ

な

り
。
○

や

さ
か

ま

が

た
ま

、

や

さ
か

は
、
彌

虞

明

の
意

に

て
、
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ノ

　
明

ら

か
に

て
れ

る
を

い

ふ
な

り

。
ま

が

玉

は
、
横

井

千

秋

の
考

に
、

ま

か

ゴ
玉

に

て
、

目

か

穿
や

く

玉

の
意

な

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

オ
フ
マ
テタ
マノ
ヤ
ノ
こ
コ
ト
ニ
　
　

ヤ
サ
カ
マ
ガ
ダ
マ
ノ
イ

ホ

ヅ

ノ

こ

　
り

と
あ

る

を

、
古

事

記
傳

に
も

用

ひ
ら

れ

た

り
。
古

事

記

に

、
科

二
玉

祺

命

↓
作

二
八

尺
勾

聰

之

五

百
津

之

御

　
ス

マ
ル
　

タ
マヲ

　

　

　

　

　

　
ァ
メ
ノカ
グ
ヤ
マ
ノ

ィ

ホ

ヅ

マ
サ
カ
キ
ヲ

　

ネ

コ
ジ

ニ

コ
ジ

テ

　

ニ
　
ホ
ツ
エ
　
ト
リ
ヅ
ケ
ヤ

サ
カ
マ
ガ

須
痲

流

之

珠

一而

と

あ

り

。

ま
た

天

香
山

之

五
百
津

眞

賢

木

矣

、
根

許

士
爾
許

士

而
、

於

一一上
枝

一取
調
著

八
尺
勾

　
タ
マ
ノ　
ィ
　ホ
　
ツ
　
ノ
　
こ
　
ス
　
ぎ
　
ル　
ノ　
タ
マ
ヲ
　
　
　
　
　ヒ
　
コ
　
ホ
　
ノ　
ニ　
ヘ　
ギ
ノ
こ
コ
ト
ノァ
マ
ク
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ケ

聰

之

五
百
津

之

御

須

麻
流

之

玉
↓

ま

た

日
子

番
能

邇

々
蟄

命

天
降

り
給

ふ
時

、

天

照

大
御

神

よ

り
授

奉

り

た

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ス
ナ
ハ
チ　

ァ
マ
ヅ

ヒ
コく

ラ

ニ

ニ
キ
ノ
ミ
コよ

ヤ

　

ま

ふ
、

そ

の
文

、

上

の
鏡

に
所

に
引

た

り

。

日
本

紀

、
天

照

大
御

紳

、

乃

賜

二
天
津

彦

々
火

瓊

々
杵

覃

、

八
坂

　
ユ
ノ
マガ
タ
マ　
　
ヤ
　
タ　
カ
ザ
こク
サ
ナ
ギ
ノ
ツ
ル
ギ
こク
サ
ノ
タ
カ
ラ
モ
ノヲ
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
ノ
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　ハ

瓊

曲

玉
及

八

咫
鏡

草

薙

劔

三
種

寶

物

嚇と
あ

り

。
建

暦

御

記

、
寶

劔

神

璽

の
條

に
、
黐

璽

自

二
紳

代

一于

レ
今

　

　

　

　
　

　

　

　
ハ
　
　
　ノ
　
　
　ノ
　
　
　ノ
　
　
　
　
　ノ
　
　
　ノ
　
ニ　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ク
セ
ヨ
ト
ルガ
　ヲ
　
ル
　
　
ヒ
　カ
　
　
　モ
　
キ
　
　ス

　
不
レ
替

、

云

々
此

二
、

夜

御

殿
御

帳

中

、
枕

二
階

上

案

云

々
、

自

二
紳
代

】如

レ

見
レ
我

被

ご誓

置
輔

尤

可

レ敬

事

也

、

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

ノ

　
云

々
な

ど
あ

り

、
、
こ
れ

瀰

璽

と

ま
う

す

御
寶

な

り
。

さ

て
、

右

の
三
首

は
、

三
種

紳

器

の
御

事

を

よ

ま

れ
た

り
。

　

　

　

　
　

　

　

こ
シ
ルシ

　

こ
れ

天

つ

日
嗣

の
御

璽

に

し

て
、

道

に
か

鼠
れ

る
重
き

御

寶

な

る
故

に
、

こ

の
あ

ま

り
歌

の
は
じ

め

に

お

か

れ

　
た

る

な

る

べ
し

。

み
つ

垣

の
宮

の
大

御
代

は
天

地

の
か

み
を

い
は

ひ

て
國

さ

か
え

け

り

　
○

水

垣

の
宮

は

、
崇

紳

天
皇

の
御

代

の
、
都

の
名

な

り
。
.此

天
皇

、
瀰

祗

を
殊

に
重

く
敬

ひ
奉

り
給

ひ

て
、

御

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

コ
ノ
ス
メ
ラ
こ
コト
ノ
　
ミ
　
ョ

　
祭

ど

も
嚴

か

に

て

、
天

の
下

に
ぎ

は

ひ
榮

え

け
る

な

り

。
古

事

記

の
こ

の
御

代

の
段

に
、

此

天

皇

之

御
世

、

　
エ　
ヤこ
サ
ハニオ
コ
リ
オ
ホ
こ
タ
カ
ラ
ウセ
テ
ス　
ツ
キ
ナ
ン
ト
コ
、
ニ　
　
　
ウ
レ
ヒタ
マヒ
テ
　
マ
シ
マセ
ル欝
ムト
コ
ニョ
　
　
　オ
ホモ
ノ又
レ
ノ
オ
ホ
ガ
こ
　ア
ラ
バレ
テ
　
ミ
ィ
メ
ニ
ノリ
タ
マ
ハク

役

病

多

起

、
人

民

死

爲

レ

盡

、
爾

天
皇

愁

歎

而

坐

二
紳
牀

一之

夜

、

大

物

主

大

紳

、

顯

二
於

御

夢

白

、

　
コ　
ハ　
ァ
　
ガ
　
こ
コ
、
ロゾ
　
カ
レ
モ
　
　オ
　ホ
　タ
　
ゾ　
ネ
　
コヲ
　
チ
　
　
　シ
メ　
マヅ
ラ
ァ
が
こ
　
マ
ヘ
ヲ
パ　
　
　カ
こ
ノ
ケ
涛
オ
コラ
ク
ニタ
ヒ
ラ
ギ
ナ
ン
ト
ノリ
タ
マ
ヒ
テ
3
、ヲ
モ
テ
ハ
ユマ

是

者

我

之

御

心

、
故

以

二意

富

多

多

泥
古

慟而

、

令

祭
ご
我

御

前

瞬者

、
棘

氣

不

レ起

國

　

　安

　
　
李
、

是

以

驛



广ー
ξ
ー

ー
耗ー

畦ー

ー
ー
ー

3…
ー
ー

ーー

…

纛
'…
ー
言ー
ー
ー
ー
…
ー

・…
ー
ー
ー
ー
…
ー

…
ー
ー
-…
ー
ー

ー
ー
ー…
,ー

ー

.…

ー
ー
ー
…
…
ー
匡
ー
ー
ー
,ー

乏ー
罫ー
『

112解 首 百 鉾 玉

臠
。.聾
.干
票

↓魔
謁

馨

多

響

淋
"之
噬

齎
瀞
野

葛

聾

星
難

発

翼
灣

云
々
、

　
コ
、
ニ
　
　
　
　
　
　
イ
タ
グ
ヨ
ロ
コ
ピ
タ
マ
ヒ
テ
ノ
サ
ク
マ
ヒ
テ
γ
メ
ノ
シ
タ
タ
ヒ
ラ
ギ
オ
ホ
・し
タ
カ
ラ
サ
カ
エ
ン
ト
　
　ス
ナ
ハ
チ
　
オ
　
ホ
　
タ
　
　、　
ネ
　
コ
ノ
こ
コ
、「ヲ
シ
　
　
カ
ム
ス
シ
ト
　
テ
　
　
　ニ　
　
・監

於

是

天

皇

大

歡

、

以

詔

ご

之

天

下

不

人

民

欒

↓

即

以

憲

富

多

多

泥

古

命

爲

二
神

圭

一而

、

於

二
御

　
モ
ロ
ヤ
マ
イ
ツ
キ
マ
ヅ
リ
キ
オ
　
ホ
　
し
　
サ
　
ノ
　
オ
ホ
カ
、し
ノ
ミ
マ
ヘ
ヲ
　
マ
タ
オ
フ
セ
テ
ィ
　
カ
　
"
　
シ
　
コ
　
ヲ
ノ
・し
コ
ト
一一　
ツ
ク
リ
γ
メ
ノ
　
キ
　
ソ
　
ヒ
　
ラ
　
カ
ヲ
サ
タ
メ
マ
ヅ
リ
タ
マ
ヒ
キ
ァ
マ
ツ

諸

山

一拜

謌
祭

意

富

美

和

之

大

神

前

↓

又

仰

ご
伊

迦

賀

色

許

男

命

輔

作

ご
天

下

入

十

毘

羅

訶

↓

、

定

戯
　

奉

天

　
カ
ミ
ク
ニ
ッ
カ
ミ
ノ

ヤ
シ
ロ
ヲ

マ
タ
ニ
　

ウ

ダ
ノ
ス
こ
サ
カ
ノ
カ
ミ
ニ

マ
ツ
リ
ァ
カ
イ
ロ
ノ
タ
テ
ホ
コ
ヲ
　
　
ニ
　

オ
ホ
サ
カ
ノ
カ
こ
　

マ
ツ
リ
ク
ロ
ィ
ロ
ノ
タ
テ
ホ
コ
ヲ
　
　

　ニ
　

サ
カ
ノ

神

地

觝
之

肚

↓

叉

於

二宇

陀

墨

坂

神

↓

祭

コ
赤

色

楯

矛

↓

又
於

二大

坂

榊

↓
祭

一黒

色

楯

矛

噛
..又

於

囂坂

之

　
」し　ヲ
ノカ
、しマ
デ
　カ
バ
ノセ
ノカ
ζ
　
　
コ
トム
＼
ニナ
ク
オ
ツ
ル
コト
　
　
　タ
テ
マ
ツ
リ
ダ
マ
ヒキ
・しテ
グ
ラ
　
ヨ
リ
　
コ
レ
ニテ
　
　
カ
・しノ
ケ
コト
ム
「、
ニヤ
・しテ
　
ァ
メ
ノシ
タ
タ
ヒ
ラ
ギ
キ

。
御

尾
榊

及

二
河

獺

紳

噛　

悉

無

二
遠
忘

剛
以

奉

二
幤
ー
帛

蝸也

、
因

レ
此

所
、

役
氣

悉

　

息

、

國

家
安

李

也

、

と

　
あ

り
。
　
　

　
　

　
　

　

・

め
か

ゴ
や
く

た

か

ら

の
國

を

こ
と
む

け

の
神

の
さ

と

し

は
た

ふ
と
き

う
か

も

　

　

、

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

タ
カ
ラ

　
○
め
か
ゴ
や
く
は
、
き
ら
く

と
か

ゴ
や
き

て
、
目

の
ま
ば
ゆ
き

こ
と
に
て
、
金
銀

の
た
ぐ

ひ
を

い
ふ
。
○
財

の

　
ク
ニ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

コ
ト
ム
ケ

國

と

は
、

か

の
金
銀

な

ど

の
多

か

る
國

を

い

ふ
。

三
韓

の

こ
と

な

り

。
○

言

向

は

、

し
た

が

へ
て
な

り
。

上

に

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む　
　
　　
　
　
　
　
　
む
　
む

、も

い

へ
り
。

○
紳

の
さ

と

し

は
、

繭
託

な

り
。

た

ふ

と
き

う

か

も

、

ろ

は
助

辭

、

か
も

は
哉

な

り

。

日
本

紀
仲

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ　
　
　
　
テ
　
ク
　
　
　
　
　
　
　ソ
　
ヒ
タ
マ
ハ
ンク
マツ
ノ
　
　
ル
コ
トヲ
　
　
　
　
　ソ
シ
ヘノ
ム
ナク
ニナ
リ
　
　
　
ニ
　
ン　
　
テ
　
　ヲ

哀

天
皇

卷

に

、
時

有

レ
神

託

唖皇

后

一而

誨

日
、

天

皇

何
憂

二

熊

襲

　

不
す

服

、

是
膂

之

室

國

也

、
豈

足

ご
擧
レ
兵

　

ニ

　

リ
テ

ノ

ニ

　
リ

ノ

　

パ

ヲ
ト

メ

ノ
マ
ヨ
ヒキ

ム
カ
ツ

ク
ニ

メカ
ザヤ
ク

　

　
サ
ハ
ニリ

ノ

ニ

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

フ　
タタ

伐

一乎

、

愈

二茲

國

一而

有

ご
寶
國

↓

譬

如

二美

ー
女

之

賑

一有

二
向

津

國

↓
.瞑

炎

之

金
銀

彩

色

多

在

二
其
國

↓
是

謂

二
栲

　
ブ
ス
マ
シラ
ギ
ノ
ク
ニ　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ　
　
　
　
　
　マ
シ
テツ
ク
シ
　
ノ
　
カ
　シ
　k
ノこ
キ
轟

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

セ
シ
コト
ムケ
タ
マ
ハン
ト
ク
マソ
ノク
ニヲ
　
　ト
キ
ニ

衾

新

羅

國

噛焉

、
と

あ

り

。
古
事

記

に

は
、
'故

天

皇

、
坐

二
筑
紫
之

訶
志

比

宮

↓
將

レ
　
撃

二
　

熊

曾

國

一之

時

、

　
天
皇

戀

戯
鋤

駕

一鴨

、

駕

鯵

.
禰
翩

鵡

駿

、

廨
レ
蕊

ご
が

應

一.講

翻
り
耐
お

講

"

撫

を

鵡
励

キ
蹴

力
醐

勘
壽

鸛

へ釁

..
詔

ッ

　

ヲ
ク
　
　
　ニ
シ
ノ
カ
タ
ニ
ァ
サ
　
　ク
ニ
　
　
　コ
ガ
ネ
シ
ロ
ガ
水
ヲ
ハ
ジ
メ
テ
メ
　
　ノ
　
　カ
"
ヤ
ク
ク
サ
pぐ
丶
ノ
タ
カ
ラ
号
ハ
ナ
ル
ヲ
ソ
ノ
ク
ニ
、　
ア
レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

マ
ヨ
セ
タ
マ
ハ
ン
ソ
ノ
ク
ニ
ヲ

渚

、

西

「方

有

レ
國

、

、̀
金

　

銀

爲

本

目

之

炎

耀

種

々
珍

寶

多

コ
在

其

國

↓

吾

今

臨

d
賜

.其

國

↓

云

々
な

ど

見

え
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た

り
、

さ

て
そ

の
後

、
神

功

皇

后

、
棘

託

に

ま

か

せ

て
、
薪

羅

(の
.図

を

伐

た

ま

ひ
、

高
麗

百

濟

も
從

ひ
參

り

て
、

　

つ
ぴ

に

こ

の
財

,の
國

を
得

た

ま

へ
り
。

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
モ
　
ジ
　
　
　
ミ
　
ク
ニ

古

こ
と
を

今

に

つ
ば

ら

に

つ
た

へ
來

て
文

字

も

御
國

の

ひ
と

つ
み
た

か

ら

　

　

フ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ル
は
ト

　

○
古

こ
と

は
、

神

代

よ

り

は
じ

め

、

上
代

の
か

た

り
傳

へ
の
古

辭

な

り

。
○

つ
ば

ら

は
、

つ
ま

び

ら

か
な
ち

、

　

上

に

も
出

た

り

。
○

も

じ

は
、

漢

字

な

り

。
か

の
神

代

よ
り

は

し

め
、

御

代

々
々

の
古
事

ど
も

、

日
本

紀

、
古

　

事

記

、

そ

の
ほ
か

こ
れ

か

れ

の
古

書

ど

も

に

つ
た

は

れ

る
は

、

そ

の
支
辭

、

み
な

漢

國

の
文

字

を

、
借

り
用

ひ

　

て

、

か
き

記

し

た

る
な

れ

ば

、
後

代

の
今

に

い
た

る

ま

で
、

そ

の
か

み

の
有

樣

を

、

つ
ま
び

ら

か

に
う

か

ゴ

ひ

　

見

る

は
、

文

字

の
徳

な

り

。

よ

て

こ

の
文

字

と

い

ふ
物
も

、

御

國

の

一
つ

の
御

寶

な

り

と

よ

め

る
な

り

。

上

の

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
ニ

　

歌

に

、

た
か

ら

の
國

を

と
よ

め

る

と
合

せ

て

味

ふ

べ
し

。

日
本

紀
應

紳

卷

に

、

十
六

年

春

二
月
王

仁

來
之

、
則

　

　

　

ウ

ヂ

ワ
キ
イ
ラ
ツ
コ
　

ノ

フ

　
ノ

　
ヲ

　ヲ

リこ
の
　

　

　

　

　

　

　

イ
ハ
ユ
ル
ワ

ニ
ハ

　
フ
ミ
ノオ
ピ
ト
ラ
ガ
オ

ヤ

ナ
リ

　

太

子
菟

道

稚

郎

子
節

之

習

二
諸

典
籍

於

王
仁

↓
莫

レ
不
二
通

邏
輔

故

所
謂

王

仁

者
是

書

首

等
之

始

組

也

、

と
あ

り
。

　

　

　

　

　
　

　

　

オ
フ
セ
タ
マ
フク
ダ
ラ
ノ
ク
ニ　
　
モ
シ
ァ
ラサ
カシ
ピ
ト
　
バ　
タ
テ
マ
ツ
レト
　
　
　
　テ
　
　ヲ
　
　
ク
テ
マ
ツ
レ
ルヒ
ト
ナ
ハ
ワ
　
ニ　
キ
　シ
　
　
　
　チ
ロ
ムゴ
　
ト

　

古

事
記

に

は
、

又
科

下
賜

百
濟

國

、

若
有

二
賢
人

一者

貢

上
卸

故

受
レ
命
以

貢

上

人

名

和

邇
吉

師

、

即
論

語

十

　

マ
キ
セ
ン
ジ

モ
ンヒ
ト
マ
キ
ァ
ハ
セ
テ
　
　
　
ヲ
　
　
テ
　
ノ

ニ

タ
テ
マ
ツリ
キ
　
　
　
　
　
　
ワ

ニ
　
　
　
　
　
　
ワ

ニ
キ

シ

　

卷

千
字

文

一
卷

井

十

一
卷

、
付

二是

人

一貢

進

、
　

と
あ

り
。

王

仁

と
あ

る
も

和
邇

吉

師

の
こ

と
な

り

。
御

國

　

　

モ　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　キ
タ

　

に
文

字

あ

る

こ
と

は

、

こ

の
時

よ

紅
始

れ

り

。

さ

て
此

二
首

は
、

近

世

の
學

者

、
異

國

よ

り
萬

の
事

の
來

れ

る

　

こ
と

を
、

ひ
た
す

ら

あ

し

き

こ
と

に

の
み

い
ふ
が

、
偏

な

る

こ
と

を

い
き

ど

ほ

り

て
、

よ

ま

れ

た

る
な

り

。
あ

　

し

き

の

み
に

は
あ

ら

ず

、

釜
あ

る

こ
と

も

叉

お
ほ

か

る
を

思

ふ
べ

し
。
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ソ
　
ガ

こ
す
げ

よ
し
蘇

我

の
う

ま

こ
は
天

地

の
そ

こ
ひ

の
う

ら

に
あ

ま

る

つ
み

人

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
マ　
スゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　

○

こ
す

げ

よ

し

は
、

そ

が

の
枕

詞

な

り

。
萬

葉

な

ど

に

は
眞

壱

よ

し
と

あ

り

。

よ
し

は
、

助
辭

な

り
。

さ

て
、

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

コト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ　
ス
ゲ

　

マ

　
眞

す
げ

と

い

ひ
て

は
、

い
さ

&
か

ほ

む

る

こ

こ
ろ
あ

る

や
う

に

き

L
な

さ

る
れ

ば
、

言

を

か

へ
て
、

小

聳

と

よ

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
カ
ギ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
チ

　

ま

れ

た

る
な

る

べ

し
。

○

天
地

の
そ

こ
ひ

の
う

ら

、

そ

こ
ひ
は

、
限

と

い

ふ

こ
と
、

う

ら

は

、
内

と

い
ふ

こ
と

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
ア

メ

ヅ

チ

ノ
　

ソ

コ

ヒ

ノ

ゥ
ラ

ニ

　

な

り

。

い
は
ゆ

る

六
合

の
内

な

ど

い

ふ
が
如

し
。

萬

葉

十

五
卷

に

、
安

米
都

知

乃

、
曾

許

比
能

宇

良

爾

と

あ

り

。

　

　

　

　

　
ツ
とビ
ト

　

○

あ

ま

る
罪

人

と

は

、
天

地

の
聞

に
も

お
き

所

な

き

大
罪

人

と

い

ふ
な

り
。

日
本
紀

崇

峻

天
皇

卷

に
、

五
年

冬

　

　

　

　

　
　
ゾ
　
ガ
ノ
ウ
リヘコ
ノ
スク
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
メ
テ　
　
　ヲ
　
　
ル
シセ
マツ
ラ
ン
ぴ
トヲ
　
　ヲ

　

十

月

云

々
、

蘇

我

馬

子
宿

磁
、

聞

二
天
皇

所

P
詔

、

恐

レ嫌

二
於

巳

輔
招
謌
聚

鮗弊

者

】謀

レ

弑

ご
　
天

皇

↓
云

々
十

一

　

　

　

　

　
ウ
ヤ
コ
ノ
スク
ネ
　
　リ
　
　
　
　
　
ニ
　
　ク
　
　
　
　
　ト
ィ
ヒ
テ
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　チ
　
　ヤ
マト
ノ
ア
ヤ
ノ
ア
タ
ヒ
コ
マヲ
　
タ
テ
マ
ヅ
ソ
ヅ
　
　
　ヲ

　

月

云

々
、
馬

子

宿

蘓
詐

二
於

羣

臣

一日

今

日
進

二

簾

國
之

調

↓

乃

使

二東

漢

直

駒

一殺

ご

于

天

皇

↓

と

あ

り
。

　

い
と
も
ノ
＼
ゆ

玉
し
く
ま
が
く

し
く
、
う

へ
も
な
き
逆

し
ま
事
に
な

ん
あ
り
け
る
。

く

な

た

ぶ
れ

う

ま

こ
が
罪

も

き

た

め
ず

て
さ

か

し
ら

人

の
せ

し

は
な

に
わ

ざ

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
キ
ダ
ナ
クサ
カ
シ
マ
ナ
ル
ヤ
ヅ
コ
ク

ナ

タ
ブ

レ

マ
ド

ヒ

　

○

く

な

た
ぶ

れ

は
、
頑

狂

な

り

。
續

日
本
紀

第

十

の
宣

命

に
、
　
惡

　
迚

在

奴

、
久

奈

多

夫
禮

麻

度

比
某

某

伊
、

満
黨
乎
倒
磐

露

職
酵
・
云
衾

た
、
κ
奈
髴

搬

籌

、
詮
誤
百
姓
波
、
云
々
な
ど
あ
り
て
、
朝
廷
に
む
か

　

ひ

て
、

凶
逆

の

ふ
る

ま

ひ

を
な

す

、

不
忠

不
義

の
者

を

い

へ
り
。

○
き

た
め

ず

て
は
、

不
レ
罰
而

な

り
。

こ
れ

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
コ　
ヲ
ノ
リ
ノ
マ
ノ
エ　
ト
ヒ
タ
マ
ヒ　
キ
　
タ
　
メ
　
タ
マ
フ
ペ
ク　
ダ
レド
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　ゥ

　

も

同

紀
第

四

十

卷

の
宣

命

に

、
是

乎

任

法
爾

問

賜

比
支

多

米

賜

倍

久
在

止
母

云

々
日
本

紀

皇
極

卷

の
歌

に

、,
禹

　
ヴ

マ

サ

ハ

　

　

　
ウ
チ

キ

タ

マ

ス

モ

都

痲

佐
波

、

テ

々
宇
智

鼓

多
痲

須

母

と

あ

る
も

同

じ
詞

な

り

。
○

さ

か
し

ら

人

の
せ
し

は

な

に
わ

ざ

と

は
、

そ

r
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ナ
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　

　

　
カ
シ
コ

　

の
代

に
賢
き

人

の
し
給

ひ

し
は

何

わ
ざ

に

て
あ

り

し
そ

、

と

い

へ
る

に

て
、

天
皇

を
弑

し
奉

り

し
、

蘇

我
馬

子

　

が
大

罪

を

ば
、

罰

せ
ず

し

て
、
賢

人

が

ま
し
き

か

ほ
し

て
、

か
し

こ
げ

に
行

ひ
し

し

わ
ざ

は
、

何

事

を
行

ひ
し

　
そ

、

と
深

く

と
が

め

た

る

な

り
。

ま

こ
と

に
、

か

玉
る

い
み

し
き

大

事

を

ば

さ
し

お
き

て
、

い
さ

絮
か
も

と

が

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ル

　

め
ず

し

て
は

、
外

に

い
か

ば
か

り

の
功

あ

り
と

も

、
善

行

あ

り

と
も

、

そ

は
取

に
た

ら
ざ

る
な

り

。

か
れ

大

不

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

サ
セ

　

ひ

そ

か

に
思

ふ

に
、

こ

の
歌

は
、

作
者

の
下

の

こ

乂
ろ
、

聖
徳

太

子

の
御

事

を

指

る

か
、

さ

る

は
皇

太

子

に

ま

　

し

ま

せ
ば

、

は

ゴ
か

り

て

、
御

名

を

ば

さ

&
れ
ざ

る

に

や
、

こ
は

お
し

は

か

り
な

り

。

ウ
マ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヂ

馬

子
ら

が
草

む
す

か

ば

ね
得

て
し

が

も
き

り

て
は

ふ

り

て
恥

見

せ

ま
し

を

　
　

ク
サ
　
　
　
　カ
バ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　オ
ヒ
　
　
　
　
　
　シ
ニカ
バ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ウ
こ
ユカ

　

∩
草

む

す

屍

は
、

年

を
經

て
、
草

な

ど

の
生

た

る

、
死

屍

を

い
ふ

な

り
。
續

日
本

紀

十

七
卷

の
宣

命

に

、
海

行

　
パ
　
こ
　
　
　
　
カ
バ
ネ
　
　
　ユカ
バ
　
ク
サ
ム
　
ス
　カ
バ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ェ

　

波
美

津
久

屍

、
山

行

波
草

牟
須

屍

と
あ

り
。

萬
葉

十

八
卷

の
長

歌

に
も

同

じ

さ
ま

に

あ

り

。
○

得

て
し

が
も

は
、

　

エ　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　キ
リ
チ
ラ
ス
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　ホ
フ
ル　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　ノ

　

得

ま

ほ
し

き

な

り
。

○

き

り

て

は

ふ
り

て

は
、

斬

散

な

り
。

は

ふ

る

は
、
屠

と

同
言

な

り

。
古

事

記
崇

神

段

に

、

　
キ
リ

ハ

フ

リ

ノ

　
ヲ

　

　

　
　
ハヂ

　

　

　
　

ハヂ

ァ
タ

ハヅ
カ

　
嘶

訓
波

ー
布
ー
理
其

軍

士

一と

あ

り

。
○

恥

見

せ
ま

し

を

は
恥

を

與

へ
辱

し

め

ん
物

を

と

い
ふ

な

り
。

〇

一
首

の
意

、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

キ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ラ　
　
　
　
　
　
バプ

　

逆

臣
馬

子

等

が
死

髏

こ
そ

、

得

ま

ほ
し

け

れ

。
得

た

ら

ば
、
斬

て
ノ

＼

、

は

ふ

り
散

し

て
、

崘

か

し

め

ん
物

を

　

と

な

り
。

い
た
く

怒

り

に

く

め

る
な

り

。

わ

た

の
そ

こ
お

き

つ

い
く

り

に

ま

じ

り
け

む
君

の
ま

も

り

の

つ
る

ぎ

た

ち

は
や

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

オ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
キ
ツ
　
イ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　イシ

　

○

わ

た

の
底

は
、
海

底

に

て
、
燠
.の
枕

詞

な

り
。

○

お
ぎ
う

い
く

り

は
、
澳

津

石

に

て
、
海

中

に
あ

る
石

を

い
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ヅ
タ
ノ
ソ
コ
オキ
ツ
ィ
　ク
　
リ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ニ

　

ふ
な

り

。
萬

葉

六
卷

の
長

歌

に
潅

底

恥
津

伊

久
利

二
と

あ

り
。
集

中

に
獪

多

し

。
○

ま

じ
り

け

ん

は
、

海
底

の

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

キ
こ

　

石

に
交

れ

る

に

て
、

こ

の
劔

寶

の
、

西

海

に
沈

み
う

せ
給

へ
る
を

い
ふ

な

り
。

○
君

の
ま
も

り

の
つ

る
ぎ

太

刀

　

は
、

か

の
三
種

の
神

器

の
中

の
寶

劔

を
申

す

な

り
。

○

は

や

は
、

そ

の
贊

劔

の
、

游
底

に
う

せ

た

る
事

を

思

ひ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ノ　
　
　
　
　
　ァ　
ヅ
マ
む
　
む

　

て
、
歎

き

た

る
詞

に

て
、

倭

建

命

の
、

吾
嬬

は

や

と

の
た

ま

へ
る

に
同

じ

。

さ

て
、

此
寶

劔

は
、

か

の
紳

代

の

　

　

　
　

　

ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ　
モ
ト

　
物

は
、
尾
張
國
熱
田
に
ま
し
く

て
、
御
代

々
々
、
天
皇

の
御
許
に
ま
し
ま
す

は
、
そ

の
か
は
り
と
し
て
崇
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ツ

　
天
皇

の
御
代

に
、
摸

し
つ
く
ら
せ
給

へ
る
御
劔

な
り
。
か

の
文
治
元
年
三
月
廿
四
日
罕
氏
滅
亡

の
時
、
相
國
清

　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　
盛

の
後
室
從

二
位
不
時
子
、
安
徳

天
皇
を

い
だ
き
奉
り
、
瀰
璽
を
懐
に

い
れ
、
寶
劔
を
腰

に
さ
し

て
、
海
底

に

　
入

ぬ
る
は
、
い
と
あ
さ
ま
し
か
り
け
る
わ
ざ
な
り
け
り
。
そ

の
後
、
神
璽

は
浮
み

い
で

玉
、
内
侍
所
と
共

に
、

　
　
　
カ
へ

　
京
に
還
り
入
ら

せ
給

ひ
ぬ
る
を
、

こ
の
御
劔

の
み
は
、

い
ま
だ
出
た
ま
は
ず
と
な
ん
。

カ
マ
ク
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

オ
ポ
キ
こ

鎌

倉

の
た

ひ
ら

の
あ

そ

が

さ
か

わ
ざ

を
う

べ
大

君

の

い
か

ら

せ

り
け

る

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ノ

　

○

あ

そ

は

、
朝

臣

な

り

。
李

氏

の
か

ば

ね

は
、
朝

臣

な

れ

ば

な

り
。

鎌
倉

の
甼
朝

臣

と

は
、

北

條

氏

を

い
ふ
中

　

に
、

こ
と

に
逆

臣
義

時
泰

時

を

さ

す

な

り
。

○

さ

か
わ

ざ

は

、
…逆

さ
ま

事

な

り
。

朝

廷

を

は
じ

め

天

下

の
事

、

　

ゑ
シ
イ
マ
ヘ　
ト
リオ
コナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
キ
こ

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

イ
カ

　

恣

に
執

行

ひ

て
、

天
皇

の
大
御

心

に
、

そ

む
き

奉

れ

る

を

い

ふ
な

り

。
○

う

べ
大

君

の
怒

ら

せ

り
け

る

は

、

　

　

　
　

　

ポ
シ
イ
マ
へ

　
義
時
泰
時
が
跋
雇
な
る
を
、
後
鳥

羽
の
帝
、
順
徳

の
帝
、
…逆
鱗
ま
し
く

て
、
誅
伐

し
給

は
ん
と
思

し
た
ち
し

　

　

　
　

　

ウ
ペ

　

御

事

を

、
諾

な

り
、

ま

こ
と
に

こ
と
わ

り

な

り
、

と

申

せ

る
な

り

。
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お
き

の
嶋

ゆ

み
矢

か

く

み

て

い
で

ま

し

玉
御

心

お
も

へ
ば
な

み
だ

し

な
が

る

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

カ
コ
こ

　

○

弓
矢

か
く

み

て
は
、

弓

劔

を
帶

し
た

る
武

士
ど

も

、
圍

奉

り
て

な

り
。

萬

葉

六
卷

の
長

歌

に
、

し

し

じ
も

の

　

ユ
こ
ヤ
　カ
ク
こ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

　

弓
笶

園

而

と

あ

り

。
○

い
で

ま

し

は
、
行

幸

御

幸

な

ど

の

こ
と

な

り
。

○
涙

し

の
し

は
、

助
辭

な

り

。

そ
も

そ

　

　

　

　

ノ　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
こ
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
オ
　
キ

　

も
後

鳥

羽

天
皇

、
北

條

を

こ
そ
、

打

ほ

ろ

ぼ

さ

ん
と
思

ほ
し

め

け

る

に
、

か

へ
り

て
、
御

み
つ

か

ら

、
隱

敵

の

　

　

　

　

ウ
ツ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
リ
カ
コ

　

國

に
、

遷

さ

れ

ま

し
ま

す

ほ

ど
、

武

士

ど
も

の
、

あ

さ
ま

し

く
取

圍

み
奉

り

て
、

う

つ
し
奉

の
け

る

を

り
、

う

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

イキ
ド
ホ

　

れ

た
く

も

、

口

を
し

く

も

、
思

ほ
し

め

し

け
む

と

、

大
御

心

の
う

ち
、

今

思

ひ

や

り
奉

る

に
も

、
接

り

の
涙

と

　

黛
め
が

た

し

と
な

り
。

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ゐゆゐも

お
も

ほ
さ

ぬ
隱

岐

の

い
で

ま

し
き

く

時

は

し
つ

の
を
わ

れ

も

髮

さ

か
だ

つ
を

○

お
も
ほ
さ
ぬ
は
、
思
A尠
も
よ
ら

ぬ
な
り
・
○
し
つ

の
を
わ
れ
は
・
膨

の
罪

寒

り
・
○
蓼

か
だ

つ
を
・
㌍

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

イキ
ドホ
　
ィ
カ

　

は
輕

く

し

て
、

よ

と

い
は
ん

が

如

し

。
歎

息

の
て

に
を

は
な

り

。
髪

逆
起

と

は
、

い
み

し
う

憤

り
怒

る
時

は
、

　

カ
ミ
　
　
サ
カ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
髮
も
逆
だ

つ
や
う
に
思
ふ
な
り
。
清
少
納
言
枕
双
帋
に
、
笛

は
し
か
く

と
い
ふ
く
た

り
に
、
一畢
篥

は
云

凌
、

　
　
　
　
　
　
美
　
　
　

髪
　
　
　
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　

い
み
し
う
う

る
し
き
か
み
、
も
た
ら
ん
人
も
、
み
な
た
ち
あ
が
る

べ
き

こ
曳
ち
云

々
。
狹
衣
物
語

に
、
ま

こ
と

　
　

頭
　

　

　

　

　

逆
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
カ
ラ
フ
ミ
　

　

　

ク
テ

　
に
か
し
ら

の
髮
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
か
さ
ま
に
な
る
こ
玉
ち
し

て
な
ど
あ

り
。

漢
書

に
も
、
髪
・盡
上
指
レ
冠
、
ま
た
壯
士
髪

　

ク　　
ヲ

衝
レ
冠
な
ど
あ

り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ　
ラ

か
ま
く
ら

の
た

ひ
ら

の
子
等
が
た
は
わ
ざ
は
そ
が

の
馬
子
に
罪
お
と
ら
め
や
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タ
ヒ
ラ
　
コ
　ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　タ
ハワ
ザ

　

○

亭

の
子
等

は
、

か

の
北

條

の
義

時

泰

時

ら

を

い
ふ
な

り
。

○

た

は
わ
ざ

は
、

狂
態

な

り
。

こ

玉
は
、

朝

廷

に

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

シ

　

む

か

ひ
て

、
無

道

な

る

を

い

ふ
な

り

。
ま

こ
と

や
、

承

久

三
年

、

北

條
追

討

の
事

、
思

食

た

玉
せ
給

ふ
よ

し

、

　

鎌

倉

に
聞

え
け

れ

ば

、
時

房
泰

時

時

氏

、

十
萬

餘

の
軍

を
率

て
、
東

潅

道

よ
り

せ

め

の
ぼ

り

、
東

山

逍

、

北
陸

遘

よ

り

も
、

武

士
ど

も

お
び

た

玉
し
く

せ
め

の
ぼ

り
、

六

月
、

宇

治

勢
田

に

て
、

い
み
し

う

た

玉
か

ひ
て

、
官

　

軍

敗

北

し
け

れ

ば

、
泰

時

等

、
京

に
入

て
事

お

こ
な

ひ
、

七
月

後

鳥

弱
帝

を

、
鳥

砌

の
院

に
う

つ
し
奉

り
、
.新

　

帝

を

、

九
條

の
院

に

う

つ
し

奉

り
、

さ

て

つ
ひ

に
、

後
鳥

羽
帝

を

、
隱

岐

に
、

順
徳

帝

を
、

佐
渡

に
、
雅

成
親

　

王

を

、
備

前

に
、

土
御

門

帝

を

、

土
佐

に

、
搬
郡
繍
懐
嘘
渤
せ

う

つ
し
奉

り

ぬ

。
暴

逆

に
暴

逆

を

か

さ

ね
た

る

北

　

條

が

し

わ
ざ

、

馬

子

が
罪

に
も

異

な

る

こ
と

な

し

と
な

り

。

そ
も

馬

子

は

、
天

皇

を
弑

し
奉

り

、
北

條

は

、
遠

　

所

に
う

つ
し
奉

れ

る

の
み

に

て
、
弑

し
奉

れ

る

ま

で

は
あ

ら
ざ

り
し

を

、

そ

の
罪

、
馬

子

に
お

と
ら

じ

と

い

へ

　

る

は
、
北

條

を

、
深

く
惡

み

て
な

り
。

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

タ
　
ブ
　
レ

大

き

み

を

な

や

め
ま

つ
り

し
多

夫
禮

ら

が

民

は
ぐ

玉
み

て
世

を
あ

ざ

む
き

し

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

シ
メ　　ナ
ヤ
マタ
テ
マッ
リ

　

○

大
き

み

は
、
.天
皇

な

り
、

上

に
も

あ

り

。
○

な

や

め

ま

つ

り
は

、
令

レ
惱

　

奉

と

か

玉
れ

た

る

が
如

し

.

　

　
タ
　
ブ
　
レ

　

○

多

夫
禮

ら

は
、
狂

賊

Q
輩

を

い
ふ
。

日

本
紀

齊

明

の
卷

に

、
狂

心

を

、

た
ぶ

れ

ご

曳
う
と

よ

み
、

…萬
葉

十

七

　

　

　
　

　

タ
ブ

レ
タ

ル

　

　

　

　

　

　

　
　
ク

ナ

タ

プ

レ

　

卷

に
も

、
多

天
禮

多
流

し

こ

つ
翕

と
あ

り

。

久
奈

多

夫
禮

の
、

た

ぶ

れ
も

同
じ

。

○
民

は
ぐ

玉
み

て
世

を
欺

き

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ナ
デ

　

し

と

は
、

北

條

の
代

々

の
申

に

、
泰

時

時

頼

な
ど

は
、
政

事

正

し

く

、
あ

つ
く
民

を
撫

し

こ
と

、
そ

の
聞

え
高
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』

し
、
叉
泰

時
に
、
三
位

の
く
・り
ゐ
を
賜

は
ん
と
あ
り
し
時
、
恐
れ
あ
る
よ
し
申
し

て
・
辭

し
た
る
な
ど
は
」

㎏

と
に
、
例

の
世
珍

鱗

け
ん
た
め
に

い
ひ
し
、
漢
人
流

の
僞
な
り
。
三
位
の
位
に
な
る

こ
と
を
だ
に
恐
れ
ん

も

の

玉
、
朝

廷

を

蔑

に

し
、

天
皇

を
な

や

ま

し
奉

り
、
遶

所

に
さ

へ
う

つ
し

奉

れ

る

は
・

い
か

に
ぞ

・

か

れ

　
　

　

　
　

　

　
　

イ
ツ
ハリ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ァ
ザ
ム

ら

が
仁

政

、

み
な

僞

些

」
、

世
人

を
欺

け

る
事

い
ち

じ

る

し
。

も

し

ま

こ
と

の
賢

人

な

ら

ば

・
い

か

で

か

さ

　

る

こ
と

の
あ

ら

ん

。

ま

が

つ
び

の
そ

の
ま
が

わ

ざ

に
世

の
人

も
あ

ひ
ま

じ

こ
り
し

時

の
か

な

し
き

。
あ
ひ
ま
聾
、訣

癰

讃

秘
藤

染

世
の
人
、
覊

を
行
ひ
し
を
い
書

・
鰈

,郷
,の

魂耀
麹

鯖
蠣
灘

驫

辮
獄
灘
纛
驟
讐

繼

儼
即

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ア
ザ
ム

が
岱

ほ
ど
、
天
下
の
人
、
み
姦

か
れ

げし
、
か
れ
を
、
ま

こ
と
の
賢
人
と
思

ひ
て
・
從

ひ
な
び
き
し

は
・
皆
`

鵬鍵

鴛

鄭は蠹
緯

難
尉慧
擁

肌護

鯣
轡

巽
跡肋

に
ほ
し
い
ま

玉
夸

し
は
、
あ
さ
ま
し
き
わ
ざ
な
り
け

り
。
そ
も
ー

、
靉

緑

の
御
あ
ら
び
は
・
堡

翠

,治

の
こ
ろ
ほ
ひ
や

き

か
り
に
し
て
、
北
條
足
梨

代
は
、
荒
び

の
璽

に
ぞ
有
け
る
・

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

カ
マク
ラ

よ
き

人

と

い

ふ
は

た

が

こ
と
鎌

倉

の
た

ひ
ら

の
尹

筆

は

く

に

の

つ
み
び

と
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タ
ガ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
パ

　

○

よ
き

人

と

い
ふ

は
誰

言

と

は
、

世

に
賢

臣
と

い
ひ
も

て
は

や
す

は
、

い
か

な

る
人

の
、

い
ふ
言

ぞ

と
、

深

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク
ニ　　　ヅ
こ
ビ
ト

　

と

が
め

た

る

詞

な

り
。

○
鎌

倉

の
李

の
子
等

は
國

の
罪

人

と

は

、

か

の
泰

時

な

ど
が

輩

は

、
天

下

の
逆

臣

に

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

ソ
ノ
ト
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
コ
ト

　

こ
そ
あ

れ

と

な

り
。

然

る

を
、

當

時

の
人

の
み

な
ら

ず

、

後

世

の
物

し

り

人

ど
も

ま

で
、
實

の
賢

人

と
思

へ
る

　

　

　

　

　

　

ノ

　

は
、

皆

禍
津

日
紳

に

、島
ま

じ
な

は
れ

た

る
も

の
な

り
。

　

　

　

　

　
ぬし

お

ふ

け
な

く
御

く

に

せ

め
む

と
も

ろ

こ
し

の
か

ら

の

こ
き

し

が

た

は
わ

ざ

し

け

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

サ
ウオ
ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

フ
ンプ

　

　
オ
フ
ケ

　

○
負

氣

な

く

は
、

俗

に

い
ふ
、

分

不
相

應

な

る

を

い
ふ
。

上

に

く

は
し

く

い

へ
り
。

此

句

は
、

結

句

の
た

拡
わ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ペ　
　
カ
ラ

ざ

し
け

る

と

い
ふ

へ
か

け

て
心

得

べ
し

。
O

も

ろ

こ
し

の
か

ら

の
と

は
、

西

方

な

る
外

國

を

、
盤

て
戎

と

い

ヘ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

モ
ロ
コ
シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
カ
ラ

　

ぱ

、
唐

土

も

、

そ

の
戎

の
内

な

る
故

に

い

へ
り

。
唐

と

い
ふ
か

ら

と

い
は

ん
が
如

し

。
○

こ
き

し

は
、

王

な

り
9

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コト
パ

　
外

國

の
王

を

、

こ
き

し

と

も
、

こ

に
き

し

と
も

、

い
ふ
な

り

。

も

と

は
、

百
濟

國

の
語

に
て

、
百

濟

王

を

い
ひ

　

　

　

ハジ
メ

　

し

が
始

な

れ

ど

、
す

べ

て
、
異

國

の
王

を
も

い

ふ
よ

し
、

古

事

記
傳

に
く

は
し

。

こ
の
歌

に

て

は
、
蒙

古

の
王
.

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

コ
ノカ
ミ
ゲ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
フ
ケ

　

を

い
ふ
な

り

。

○

た

は
わ
ざ

し
け

る
と

は
萬

國

の
元
首

た

る
、

此
轟

國

を

、
犯

し
奉

ら

ん

と
謀

れ

る

は
負

氣
な

　

　
タ
ハワ
ザ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
タ

ハ

ワ
ザ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

シ
マネ

　
き

狂

態

な

り

。
萬

葉

廿

卷

に
、

い
ざ

子

ど
も

、

多
波

和
射

な

せ
そ

、
天

、地

の
、

か

た

め
し
國

ぞ

、

や
ま

と
嶋

振

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

キ　
　
　
　　
　
　
　　
　
　　ァ
タ

　

は

、

と
あ

り

。
弘

安

四
年

七

月
、

蒙

古

の
兵

船
…お
し

わ

た

り
來

て
、

西

國

に
寇

す

。
其

ほ
ど

、
京

∴
波

羅

に
も

、

　

西
國

加

勢

の
軍

を
し

た

て

玉
、

と

り
み

＼

に
評

定

あ

り

。
朝

廷

に

も
、■
い
み

し
う

お
ど

ろ

か

せ
給

ひ

て
、
諸

所

　

に

ハ
所

ど

も

あ

吻
。

伊
勢

石
清

水

加

茂
春

日
廿

一
肚

を
始

と

し

て
、

國

々
に
勅

使

奉

…幣

の
事

ど

も

あ

り
。

さ

る
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'

ほ
ど

に
、
閏

七
月

朔

日

、
俄

に

大
風

吹

い
で

玉
、

蒙

古

の
艀

.

悉

く
破

損

し

て
、

十

萬

の
勢

、

た
ち

ま

ち
底

の

　

ヒ
　ク
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
タピ

　
水

屑

と

な

り

て
う

せ

ぬ

。
此

度

の
大

風

は
、

ま

こ
と

に

天
紳

地

祗

の
靈

驗

に

て
、
朝

廷

を

は
じ

め
、

京
鎌

倉

の
、

　

　

　

　
　

　

オ
イ　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　ミ
ィ
ヅ

　
タ
カ

　
貴

き

み
じ

か
き

老

た

る

わ

か
き

、

あ

り
が

た
き

、

黼
め

稜
威

を

、
感

ぜ

ぬ

は
な

か

り

け

る

こ
と

な
ど

、
書

ど

も

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
ナ

　

　
カ
こ
グ
ニ
　
ミ

イ

ツ

　

に
見

え

た

り

。
う

ご

き

無
き

、

勅

國

の
御

稜

威

は
、

か

く

ば

か

り
、

い
ち

じ

る
き

も

の
を

、
異

國

の
王

の
、

う

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
タ
ハて
ザ

　

か

聖
ひ
し

は

、

ま

こ
と

に
、

お

ふ
け
な

き

狂
態

に
ぞ

あ

り

け

る
。

か

し

こ
き

や

す

め
ら

み

く

さ

に

い
む

か

ひ

て
な

や

め
奉

り

し

た
ぶ

れ

あ

し
か

ゴ

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　　　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
ス
メ
ラ
こク
サ

　

○

か
し

こ
き

や

は
、

恐

れ
多

き

な

り
、

や

は
助
辭

な
り

。

上

に
も

出

た

り
。

○
皇

御
軍

は
、

い
は
ゆ

る
官

軍

な

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
イ
ム
カ
フ
　
　
　
　
　
　テ
キ

　

り

。
○

い
む

か

ひ

は
、
射
両

に

て
、
敵

た

ふ

こ
と

な

り
な

り

..
○

な

や

め

ま

つ
り

し

は
、

上

に
も
出

た

り

、

ζ

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

ナ
ヤ
マ

　

こ
は
足

利

が

不
臣

、
宸

襟

を
惱

し

め
奉

れ

る
な

り

。
○

た

ぶ
れ

は
、
狂

賊

な

り
。

○

あ

し
か

ゴ
は

、
奪

氏
直

義

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

ア
ヒ
ダ

　

を

さ
す

な

り

。
建

武

元

年

よ

り
暦
應

康

永

貞

和
觀

應

の
間

あ

ま

た
た

び

の
載

に
、
官

軍

に

い
む

か

ひ
奉

り

て
、

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ
ク
サ
　　
　
　　
シ
ル

　

い
と

も
ゆ

玉
し
き

朝

敵

に

て
、

か

れ

ら
が

、
暴

逆

の

ふ
る

ま

ひ
、

そ

の
間

の
軍

ぶ

み

に
記

し

て
、
世

の
人

み
な

し

れ

る
事

な

め

。

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

マ
キ

　

　

　

　

ャ
マのナ
カ

　

　

　
ミ

ヨ

へ

い
か

な

る
や

紳

の
あ

ら

び
ぞ

虞

木

の
た

つ
あ

ら

山
中

に
き

み

が
御

代

經

し

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
と
タ
　　
　ヨ
ロヅ
　
サ
カ　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　
こ
コ
っロ　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
オ
コ

　

○
紳

の
あ

ら
び

と

は
、

世

の
亂

れ

萬

の
逆

し

ま
事

な
ど

の
あ

る
も

、

皆

肺

の
御

心

の
あ
ら

び

よ

り
赴

る

こ
と

な

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

マ　
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
アラ
ヤ
マ

　

れ

ば

い

へ
り

。
そ

の
よ

し

を
、

上

の
歌

ど

も

に
所

々
に

い

へ
わ
。

○

眞
木

の
た

つ
は

、
荒

山

の
枕

詞

な

り

。
Q
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あ

ら
山

中

は

、
あ

ら

野

、
あ

ら

海

、

な
ど

い
ふ

と
同

じ

く

、

は

る
か

に

-
げ

遠

き
山

中

を

い
ふ

な

り
。

こ

玉
は
、

　
　

　

　
　

　

オ
ク
　

　

　

　

　

こ
キ

ミ

ヨ

ヘ　

　

　

　

　

　

ゴ

ぼ

く

へ

　
吉

野

の
山

の
奧

を

い

へ
り

。
○

君

が

御
代

經

し

と

は
、

天
皇

の
御

代

々
經
給

ひ
し

を

い
ふ
な

り
。

い
と
も

か
し

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

こ
コ
ニ

　

　
　

こ
ヨ

く

　

こ
く
、

天
皇

の
、

さ

る
荒

山

中

に

Y
皇

居

を

し

め

さ

せ
給

ひ

て
、

御

心

に
も

あ

ら

ず

、
御

代

々

々
を
經

た

ま

ひ

　

し
事

は
、
掛

て
も

あ

る

ま

じ
き

、

世

の
あ

り
さ

ま

に
ぞ

あ

り

し
。

こ
れ

み

な
足

利

が
罪

に

て
、

か

の
惡

紳
,の
御

　

心

よ

り
お

こ
れ

る
な

り

。

そ

の
御

代

々
々

は
、
後

醍

醐

天
皇

、

後

村

上

天
皇

、

後
龜

山
天

皇

三

代
な

り
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

オ
　くこ　
グ
ニ

か

ら
國

に

こ
び

て

つ
か

へ
て
あ

し

か

ゴ
の
し

こ
の

し

こ
臣

御
國
.け

が

し

つ

　
　

シ
コ
　
　シ
コオ
こ
　
　シ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　シ
コ

　
○

醜

の
醜

臣
、

醜

と

は

、

そ

の
も

の
を
、

に

く

み
罵

て

い
ふ
詞

な

り
。

上

に
醜

の
も

の
し

り
、

又

い
な

し

こ
め

、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

ノ

　

　

　

　

　
　
タ
プ

レ
　

　
シ

コ

ツ

　心嬲

　

な

ど

の
所

に

い

へ
る

も

同

じ
。

萬
葉

十
七

卷

の
長

哥

に
、

多
夫

禮

た

る
之

許

都

お
き

な

の
と
も

あ

り

。

こ
玉
に

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ヒ
ン
ノ
　
　
　
　
コビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヨ
サ
シ

　

て

は
、

足
利

義

満

將

軍

よ

り
代

々
、
唐

土

の
明

王

に
、
媚

へ
つ
ら

ひ

て
、

臣

と
稱

し

て
、
か

の
國

の
、

封

を

受

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

ア
ヒな

　

ら

れ

た

る

こ
と

を
、

に
く

み

て

い

へ
る
な

り
。

そ

の
聞

の
事
ど

も

、

す

な

は

ち
師

の
馭
戎

慨

言

に

、
く

は
し

く

論

ぜ
ら

れ

た

り
。

ひ
ら
き

見

べ
し

。
萬

國

の
上

に
た

つ

べ
き

、

奪

き

御
國

の
大
將

軍

と
あ

る
人

の
、

い
と

あ

ぢ

　
き

な

く

、

さ

る

い
や

し
き

唐

土

の
王

に
、

媚

諛

ひ

し
た

が

ひ
給

へ
る
は

、

ま

こ
と

に

、
鯨

き

御
國

を
、

穢

せ

る

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ツ
ガ
ク
ニ

　
に
て
、

い
と
も
く

ロ
を

し
き
わ
ざ

な
り
け
り
。
そ

の
か
み
既

に
此
事
を
い
ひ
て
、
我
國
開
闢

巳
來
、
異
朝

の

　
欝

を

受

し
例

な

し
。
義

滿

が

時

に

及

て
、

異
朝

に
臣

と

稱

す

る
事

は
、

日
本

の
取

な

り
と

評

ぜ
ら

れ

た

り

。

　
　

　

　
　

　

ヨ　
　　
　
　
　
　
　
　
ァ
シ
カ
ず　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　ヨ

天

の
し
た

と

こ
夜

ゆ

く

な
す

足

荊

の
す

ゑ

の
み
だ

れ

の
み
だ

れ

世

ゆ

玉
し
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ト
コ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ト
ヨ
ヤ
し
　
　
　
　スギ
ユ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ァ
メ
　
　イ
ハヤ
　ト
　
　
　ク
テ

　
○

常

夜

ゆ

く

と

は
、
常

闇

に

て
過
行

な

り
。

天
照

大
御
神

、
天

の
石

屋
戸

を
閇

て
、

さ

し

こ
も

り

ま

し
ノ
＼

け

　

　

　
　

タ
カ
マ
ノ
ハラ
　
　
　
　ク
ラ
　
　
　
　ァ
シ
ハラ
ノ
ナカ
ヅク
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　ク
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ト
コヨ
　
ユ
ク

る

ほ
ど

、
高

天

原

み

な
暗

く

、
葦

原

中

國

こ
と
み
＼

に

闇

し
。

こ
れ

に

よ

り

て
、
常

夜

徃

と

、
古

事

記

に
見

　

　

　
　

　

　

　

　

ト
コ
ヤ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヨ
ロヅ
ノ
カ
こ
　
　オ
ト
ナ
ビ
　
　
　
　サ
　
パ
ヘ　
　
　
　ミ
ナ
ワ
キ
　
ョ
ロ
ツ
ノ
サザ
ハヒ

ゆ

。
日

本

紀

に

は
、

常
闇

と
あ

り
。

さ

て
そ

の
時

、

萬

御

の

聲

は

、
狹

蠅

な

す
皆

涌

、

萬

妖

こ
と
み

＼

　

　
オ
コ

　
に
發

り
き

と
あ

り
。

古

事
記

冖傳

を

見

て
、

そ

の
よ

し
を

し

る

べ
し

。

さ

て

此
足

利

家

の
末

の

こ
ろ

、
朝

廷

、

い

　

　

　
　
オ
ト
ロ

み

し
く

嚢

へ
さ

せ
給

ひ

て
、

將

軍

家

も

、
威

光

お

と

ろ

へ
は

て

玉
、

天

の
下

、

亂

れ

に
亂

れ

た

る
あ

り
さ

ま
、

　

　

　
　

　

　

　
イ
ハ
ヤ　
　　
　　　
　　　
　　ト
コ
ヤぐも　
　
ア
ヒ
ダ　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
ァ
ラ

　
か

の
紳

代

の
、
石

屋

こ

も

り

の
常

閣

の
間

の
、
妖

怪

お

こ
り
荒

ぶ

る
紳

あ

ら
び

た

り

し

に
、

甚

よ

く
似

た

る

ゆ

　

　

　
　
ト
コ
ヨ　
ユク
ナ
　ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ナ
　
ス　
　
　コ
ト

　
ゑ

に
、

常
夜

行

那

須

と

よ

め

る
な

り

。
那

須

は
如

く

な

り
。

か

の
應

仁

の

こ
ろ
よ

り

、
京

都

も

、
大

に
亂

れ

、

足
利

の
家
人
、
た
が

ひ
に
權
を
あ
ら
そ
ひ
、
國

々
に
は
、
大
名
お
の
く

威

を
ふ
る
ひ
て
、
天

の
し
た
、
職

な

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

タ
ヘヨ

き
國

も

な

く
、

一
日
片
時

も
、

安

き

心

な
く

て
、
代

々

の
將
軍

も

、

い
く
度

か
都

を

逃
出

て
、
近

醒

に
漂

ひ
た

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
ス
マ　
　
タ
へ

　
ま

ひ
、

朝

廷

の
御

政

も

、

よ

う
つ
廢

れ

、
百
官

も

、
京

の
佳

ひ
堪

た
ま

は
ず

し

て
、
遠

き

山

里

、

或

は
田

舎

に

　
さ

す
ら

へ
給

ひ

な
ど

せ
し

、
世

の
あ

り

さ

ま
は

ま

こ
と
に

あ

さ

ま
し

く

、
常

闇

に

異

な
ら

ず

な

ん
あ

り
け

る
。

　
〇

一
首

の
意

、

天
下

の
あ

ら

さ
ま

、

か

の
聯

代

の
、
常

闇

な

り

し
時

の
如

く
、

み

だ

れ

に

み
だ

れ

た

り
し

、
足

利

の
末

の
、
亂
世

の
あ
り
さ
ま
は
、
ゆ

エ
し
く

い
ま
く

し
と
よ
め
る
な
り
。

　

　

　
　

　
ヒ
カ
リ　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　ア
メ　
　　
　　
　
　ト

い

つ
ま

で
か
光

か
く

ら

む

久

か
た

の
天

の

い
は
戸

は

た

罫
し

ば

し

こ
そ

　

　

　
　

　

　

ヒカ
リ
カ
ク　
　
　　
　　
　
　　
　で
　
ヅ

○

い
つ
ま

で

か
光

隱

ら
む

と

は
、
何

時

ま

で
か
光

の
隱

れ

て

は
あ

ら

ん

と

な

り
。

か

く
ら

む

は
、

か
く

れ

ん

と
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ア
メ

　

い

ふ
と

同

じ
古

言

の

い
ひ
さ

ま

な

り
。

○

天

の

い
は
戸

は
た

黛
し

ば

し

こ
そ

と

は
、

天

照

大
御

紳

の
、
天

の
石

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
ア
ヒ
ダ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

シバ
ラ
ク

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

ア
ヒ
ダ

戸

に

こ
も

り
ま

し
ノ

＼

け

る

閥

は
、

暫

の
間

に

て

こ
そ
あ

り
け

れ

と

い
ふ
な

り

。

そ

は
、
北

條

の
代

の
さ

か

さ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
ト
コ
ヤ
ミ
　
ゴ
ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　ィ

ヅ

　

ま
ご

と

、
足

利

の
代

の
天

下

の
み
だ

れ

も

、

か

の
常

闇

の
如

く

に
て
あ

り
し

か

ど
も

、

そ

れ

は
、

何

時

ま

で

か

然
ら
ん
、
ほ
ど
な
く
、
-め
で
た
き
靜
謐

の
世
に
、
立
か

へ
り
た
る
も

の
を

と
譬

へ
た
る
な
り
。
そ
も
く

其
亂

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ノ

　

れ

は
、

白
川

堀

川

鳥

羽
崇

徳

の
御

代

の

こ
ろ

よ

り

は
じ

ま

り

て
、

後

奈

艮

天
皇

ま

で

、
す

べ
て

五
百

年

ば

か

り

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
こ
　
ヨ　
　
　ナ
ガ
　
　ア
ヒ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　シ
バラ
　
　
　ホ
ド

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
カ
ギ
リ

　

　

　

　
　

　

　
ア
メ
ヅ
チ
ツキ
ビ

　

　
ァ
ヒ
ダ

　

の
間

な

る

を
、

天

地

月

日

と

曳
も

に

、
限

な
き

御

世

の
永
き

聞

に
と

り

て

は
、

た

ゴ
暫

く

の
程

の
事

に

て
、

程

　

　

　

　
　

　

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
サ
マ　
ゾ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
キ

　
な
く
、
正
親
町
天
皇

の
御
代
よ
り
、
叉
や
う
く

治
り
始
め
て
、

つ
ひ
に
、
明
ら
か
な
る
御
代

に
、
立

か

へ
り

　

ぬ

る
な

る

、

そ

の
よ

し

、
家

の
歌

ど
も

に

て
も

し

る

べ
し

。

　

　

　

　
　
オ
　
タ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　オ
ホオ
こ

し
づ

は

た
を
織

田

の

み

こ
と

は

み
か

ど

べ
を

は
ら

ひ
し
づ

め

て

い
そ

し
き

大

臣

　

　
シ
　
ヅ
　
ハ
タ
　
　
　
　
　
オ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　シ
　ヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ
　
　
　
　
　
　
　オ
　タ
　
　
　こ
コ
ひ

　
○

倭

文

機

を

は

、
織

と

い
ふ
詞

の
枕
詞

に

お
げ

る

な

り
。
倭

文

は
、

上

代

の

一
種

の
服

な

り
。

○

織

田

の
命

は
、

　

　

　

ノ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ナ
ニ
　
ミ
コト

總

見
院

右

大

臣
織

田

信

長

公

な

り
。

命

と

は
、

人

を
あ

が

め

て
、
某

の
命

と

い
ふ
、

上

代

の
例

な

り

。
○

い
そ

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
ダ
イ
ジ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　

　

　
オ
ホオ
こ

　

し

き

大
臣

と

は
、
功

績

あ

る

大

臣

と
な

り

。
此

大

臣

、

正
親

町

天
皇

の
御

代

永
祿

の

こ
ろ
、

尾

張

の
國

よ

り
出

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

ウ
チ

　

給

ひ
て
、

京

中

の
騒

亂

を
し

づ

め
、

畿

内

近
國

を

討

し

た
が

へ
、
復

罕

の
基

を
開

き

、
内

裏

を

修

理

し
奉

り
な

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

ホ
メ

　

ど

、

勳

功

お

ほ

い
な

る

こ
と

噛

世

の
人

よ

く

し
れ

る
事

な

り
。

い
そ

し
き

大

臣

と

は
、

こ
れ

を

贊

て
よ

ま
れ

た

　

る

な

り
。
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ク
ニラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ミ
　カ
レ
　
　
　
　
　
　
　
ト
ヨク
ニ　
　カ
こ

ま

つ
ろ

は
」ぬ
國

等
・こ
と
λ
ぴ
丶

ま

つ
ろ

へ
て
朝

廷
き

よ

め
し
豐

國

の
繭

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

コト
ん
て
ク

　

○

ま

つ
ろ

は

ぬ

は
、

不
レ
服

な
り

。

○
國

ら

こ
と
み

＼

は
、
國

々

盡

な

り
。

○

ま

つ
ろ

へ
て
は

、
李

治

し

て

　

な

り
。

○

み

か
ど

清

め

し

と

は
、
朝

廷

を

崇
敬

奉

護

し

、
京

師

を

再

興

し
給

ひ
し

を

い
ふ
。

○

と

よ
く

に

の
紳

　

は

、
豐

臣

太
閣

秀

吉

公

な

り
。
慶

長

三
年

八

月

十

入

日
薨

、

同

四
年

四

月
十

入
臼
勅

し

て
、

豐

國

大

明
紳

と

あ

　

が

め
給

へ
り

。

　

　
　

　

　

　
え

と

よ
國

の
脚

の
御

い

つ
は

も

ろ

こ
し

の
か
ら

の

こ
き

し
も

お

ち

ま

ど

ふ
ま

で

　

　
こ
　
イ
　ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
イ
キ
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
ヂ
　
マド

　
○

御
稜

威

は
、

武

勇
神

威

の
御

騨

ひ
な

り
。

○

お

ち
ま

ど

ふ

は

、
畏

懼
惑

ふ
な

り
。

○

か
ら

の

こ
き

し

は
、

こ

　

　
　

　
ミ
ン　
　
ワ
ウ　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　こ
ン
ワ
ウ
　　
オ
ヂ　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
イ
ク
ザ
プ
こ
　
　
　　
　
こ
ン

　

こ

は
、

明

の
王

な

り

。

か

の
朝

鮮

征
伐

の
を

り

、
明

王

が
怖

お

そ
れ

け

る

こ
と
、
御

國

の
軍

書

に

も

、
明

の
書

　
ど

も

に
も

見
え

て
、

世

の
人

の
よ

く

し
れ

る

こ
と

な

り
。

馭
戎

漑

言

に

も
委

く

し

る

さ
れ

た

り
。

そ

も
ノ

＼

、

　

　
　

　

　

　

　
　

　
こ
ン
ワ
ウ
　
　
　
　
　
ヘツ
ラ

　

か

の
足
利

將

軍

の
、
明

王

に

こ
び
諛

ひ
給
び

し

と
、

こ

の
豐

臣
太

閤

の
、
御

い
き

ほ

ひ

と
を

、

く

ら

べ

て
思

へ

　

ば
、

同

じ

御
國

に
し

て
、
世

代

の
盛

嚢

は
、

い
み
じ

き

た

が

ひ
な

り

け

り
。

　

　
　

　

　
こ
　カ
こ
　
　
　
　
　
　
　ス
メ
ラギ

あ
づ

ま

て
る

御
神

た

ふ
と

し
天

皇

を

い

つ
き

ま

つ
ら

す

御

い
さ
を

見

れ

ば

　
○

あ

づ

ま

て

る
御

神

と

は
、

字

面

の
と

ほ
り

な

り
。

○

天
皇

を

い

つ
き

ま

つ
ら

す

と

は
、

朝

廷

を

、
崇

敬

し

奉

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
マツ
　　　　　　　　　　タ
テ
マツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もし

　

り
給

へ
る
御

事

な

り

。
奉

ら

す

は

、
奉

り
給

ふ
と

い

ふ
と

同

じ
詞

な

り

。
御

い
さ

を

見

れ

ば
と

は

、
朝

廷

を

、

　
あ

が

め
敬

ひ
奉

り
給

へ
る
御

事

ど

も

を
見

れ

ば

な

り
。

こ
れ

、
此

繭
君

の
第

一
の
鋤

塀

な

り
。

そ

の
琉

欝

を
想
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ひ
見
れ
ば
、

い
と
も

い
と
も
尊
し
と
な
り
。

ヤ
ス
ミ
　
ョ
　
　
　
キ
こ
　
　
　
　
　
　こ
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
こ
　
　
ミ
コ
ト

安

御

代

と

君

の

お
ほ

御
代

を

あ

づ

ま

て

る
脚

の
命
ぞ

か

た

め

た

ま

へ
る

　

　
　

　

こ
　
ヨ　
　
　
　
　
ヨ
ロヅ　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
こ　
　
ミ
コト
　
　
　
　
　
む

　

○

や

す
御

代

は
、
萬

た
ら

ひ
て
安

き

御

代

を

い
ふ
。

太

甼

の
御

代

の
事

な

り
。

○

神

の
命

ぞ

、

此
ぞ

竜

じ

、

重

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

ア
ヅ
マ
テ
ル
ヵ
こ
　
　き
コト

　

き

て
に

を

は
な

り

。

君

の
大

御

代

を
、

か

く

永
世

太

亭

に

か

た
め

給

へ
る

は
、

此
東

照

紳

の
命

ぞ

、

し
か

し

給

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

カ
タ

　

へ
る
と

、

つ
よ

く

い

へ
る
詞

な

り

。
○

固

め

た

ま

へ
る
と

は

、
紳

君

の
、
天

下

四

海

の
外

ま

で
も

、

い
さ

玉
か

　

の

み
だ

れ

も

な

く
、
萬

代

ま

で
も

、
う

ご

く

ま

じ
く

、

固

め

た
ま

へ
る

を

い
ふ
な

り

。

此
哥

竜

、

三

四

の
句

を

、

　

上

へ
め
ぐ

ら

し

て
心

得

べ

し
。

ア
ヅ
マ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ス
ク
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
ヨ

東

照

る

か

み

の

み

こ
と

の
安

國

と

し
づ

め
ま

し

け

る
御

世

は
よ

う
つ

代

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
ミ
マツ
リ
ゴ
ト
マ
ウシ

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

イ
ニシ
へ

　
○
瀰
君

の
、
大
將

軍
と
ま
し
く

て
、
天

の
し
た
の
御
政

申

た

ま
ひ
け
る
よ
り
、
古

に
も
た
ぐ

ひ
す
く
な
く
、

　

　
　

　

　

ヲ
サ
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウゴ
　
　
　
　
　
　
　
カ
バ

　

め

で
た

く
治

り
た

る

、
此

泰

甲

の
御
代

は
、
萬

々
代

の
末

々
ま

で
も

、
動

き

な

く

、
彎

る

べ
か

ら

ぬ
を

、

鯢

ひ

　

奉

れ

る
な

り

。
此

驀

も

、

三

の
句

を
、

は
じ

め

へ
う

つ
し

て

心
得

べ
し

。

主

鉾

百

首

解

絡
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載
本

末

歌

鈴

屋

集

五

本

居

宣

長

附蛾箆7

河
上

の
丹
生
の
ぞ
ま
山
。
斧

と
り
て
眞
木

の
大
木

を
。
中

の
ま
を
宮
木

に
ぎ

り
て
。
山

つ
み
に

の
こ
し

て
ま

つ
る
。

本
末

の
こ
と
わ
り
し
る
く
。
赤
根
さ
し
豐

さ
か

の
ぼ
る
。
R

の
本

の
こ
れ

の
山
跡
は
。
掛

ま
く
も
あ

や
に
か
し

こ

き
。
天
照
す
そ

の
日
の
聯

の
。
あ
れ
ま
し

玉
本

の
御
國

と
。
そ
の
御
子

の
し
ら
す
御
國

と
。
其
顧

の
御
か
げ

か

父

ふ
る
。
天
地

の
そ

こ
ひ
の
う

ら
に
。
天
傳

ふ
く
た
ち

の
末

に
。
む
ら
ぎ
も

の
む
ら
が
り

つ
づ
き
。
玉
だ

れ
の
を
く

に
大
國

。
も

玉
八
十
と
國
は
お
ほ
け
ど
。
臼
の
末

の
そ
の
國
國
は
。
末
國

と
末

の
し
わ
ざ

に
。
も
ち
ど
り
の
か

y

ら
ひ
な
つ

み
。
言
き

よ
く

い
ひ
は

い
へ
ど
竜
。
刺
竹

の
君
を
な
み
し
て
。
や
つ

こ
ら

い
君

に
か

は
り
み
。
君
ら
は

も
奴
に
な
り
み
。
よ
し
野
川
早
き
時

よ
り
。
國

の
本
道

の
本
は
し
、
水
鳥

の
た

玉
ず
と
ほ
ら
ず
。
か
り
こ
も

の
み

だ
れ

て
あ
る
を
。
本
國

は
本

の
神
世

の
。
御

よ
ざ
し
の
本

の
ま

に
・く

。

い
そ

の
か
み
ふ
る
野

の
道

の
。
本
が
し

は
本
か
た
く
し

て
。
望
月
の
か
げ
ず
う

こ
か
ず

。
久
方

の
天

つ
日
嗣

は
。
神

な
が
ら

い
や
つ
き

つ
き
に
。
む
く
さ

か
に
傳
は
り
ま
し
て
。
大
君
は
紳

に
し
ま
せ
ぱ
。
高
御
座
た
か
き
御

か
げ
を
。
も

の
』
ふ
の
八
十
件
緒

も
。
天

の

下
四
方
の
御
民
も
。
と
こ
ろ

つ
ら
い
や
と

こ
し

へ
に
。
か
し

こ
み
て
あ

ふ
ぎ
ま

つ
ろ
ひ
。
た
ま
き
は
る
よ
玉
を
し

』



1%醗

ふ
れ
ば
。
人
國

の
教
よ
ろ
し
と
。
さ
か
し
ら
を
な
ら
は
ひ
學
ぶ
。
人
は
し
も
多
く
あ
れ
ど
も
。
た
ま
ち
は
ふ
紳

の

め
ぐ
み
と
。
し
か
す
が
に
本
を
わ
す
れ
ず
。
末

々
の
い
さ

玉
け
わ
ざ

も
。
い
に
し

へ
の
あ
と
を
た
つ

ぬ
る
。
本
國

の
て
ぶ
り
う

る
は
し
。

こ
玉
を
し
も
あ
や
に
た
ふ
と
み
。
言
擧
せ

ぬ
國

と
は
い

へ
ど
。

こ
と
あ
げ

し
て
た

玉
へ
ま

つ
ら
く
。
あ
し
原

の
水
穂

の
國

は
。
百
八
十
の
國

の
お
や
國
。
も

玉
や
そ
の
國

の
本
國
。
う
ま
し
國

ほ
國
溟

秀
國
。

う
ら
や
す

の
國

。

　
　
　
反

歌

　
世

の
入

の
本

の
本
宋
思
は
ず

て
宋

の
も
と
す
ゑ

い
ふ
が

お
ろ
か
さ

薗



附
記

附記

　
本

書

牧

録

し

た

玉
鉾

百
首

の
本

丈

は
、

普

通

本

に

あ

る
東

照

宮

を
讚

へ
た

終

り

の
三
首

の
な

い
も

の
で

あ

る
。

青

柳
高

鞆

が
、

明

治

三
年

に
白

丈

で
刊

行

し

た

　

　

玉
鉾

首

附
本
末
歌

に
は
、

思

ふ
旨

あ

り

て
、

餘

り

歌

の
末

な

る

三
首

を

除

い
た

と
あ

る
が
、

こ

の
原
本

は
、

刊

記

は

缺

く

が
、

も

と

よ

り
高

鞆

本
以

前

の
木

板

で
、

字

體

も

本

居

風

で

あ

る
。

　
併

し
大

卆

の
解

に
は

、

件

の
三
首

を
も

擧

げ

て

註
釋

を

施

し

て

あ

る

か
ら
、

今

普

通

本

に
ょ

つ
て
補

ひ
記

し

て

お
く

。

す

な

は

ち

「
豐

國

乃
紳

之
」

云

々

の
歌

に
續

く

竜

の
で

あ

る
。　

(
四

七
頁

滲

照
)

　
ア
ヅ
マチ
ルミ
　
カ
ミ
ク
フ
ト
シ
　
ス
メ
ラギ
　ヲ
　
　イ
　
ツ
　
キ
　
マ
ツ
ラ
　
　ス　
　リも　
イ
サ
ヲ
　
こ
　
レ　
バ

　
東

照

御

神

貴

志

天

皇

袁

伊

都

伎

奉

良

須

御

功

績

見

禮

婆

　
ヤ
ス
こ
　
ヨ
　
ト
　
キ
こ
ノ
　
ォ
ホ
こ
　
ヨ
　
ヲ
　
ア
　
ゾ
　
マ
　
テ
　
ル
　
カ
こ
ノ
こ
コ
ト
ゾ
　
カ
ク
メ
　
ク
マ
ヘ
　
ル

安

御

代

登

君

之

大

御

代

袁

阿

豆

麻

弖

琉

脚

乃

命

叙

固

米

賜

閇

流

　
アザ
マテ
ルカ
く
ノ
こ
コト
ノ
ヤ
ス
ク
ニ
ト

シ
　
ノ

メ
　
マシ
ケ
　
ル
　
こ
　
ヨ
　
ハ
　
ヨ
ロ
ヅ
ヨ

東

照

瀰

命

之

安

國

登

志

豆

米

坐

郡

流

御

世

者

萬

代
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岩波文庫

昭 昭 昭

瀰 瓢 和

十 十 十

竃 剛 一

卑 年 年

十　七 七

月 月 月

　 　 十
十 十 五

1324

日

印
　
　
　
翩

日

發
　
　
　
行

日

第
竃
刷
發
行

丶飛

隔
》

ぜヤ
ぷ

η八

ザ
　

〆
,

　

淳
　
　

　

　
　

詐

　

ず
　
　
　
　
　
　
　
　
笋

　

が

糞
》
㍉
、
戴
》煙
鞏

校

訂

者

發

行
者

印
刷
者

直
毘
岨鑾
・玉
鉾
百
首一

★

　
　
　
　

定

價

ご

村誉

騰

拾

錢

⑭

典這

東
京
需
紳
爵
區
}
ツ
橋
二
丁
目
三
番
地

　
　
岩

　

　
波
　

　
茂

東
京
市
紬
濱
匳
錦
町
三
丁
鳳
十
一番
地

　

白
　

井

　

赫

　

太

嗣き雄郎

東

京

市

紳
　
田

甌

一
ツ
橋

ご
丁
圏

三
番

地

山石

刷 印 瀧 興 精

擬九電

營.羈 波
座○一一
束=二八八京
二九七

柔薫66書
二費一一

四部八八

覊 衾店

}㎝

發

行
　
所

　 　 　 　 　 一　 　 　 　 一　 　 　 「蜘　 　 一.}蘭
}

一
}

小
店
出
版
物
申
、
萬

一
不
完
全
な
品

(落
丁
・
亂
丁
等
)
が
あ
り
ま
し
た
節
は
、
御
手
數
乍
ら
洩
れ
な
弋

郷
南
出
下
さ
る
事
を
御
願
ひ
致
し
ま
す
。
た
と
へ
御
讀
後
で
あ
り
ま
し
て
竜
早
速
お
取
替
致
し
ま
す
。



ア

『
讀

書

子
　
に
　
寄

す

岩

波

文

蹴

議

粗

に

際

し

て
l
I
ー

岩

波

茂

雄

　
鰻
理
ば
禽
人
に
よ
つ
て
求
め
ら
れ
る
し
と
を
自

ら
欲
し
、
藝
衛
ぱ
萬
人
に
よ

つ
て
愛
さ

れ
る
こ
と
を
自

ら
薯
む
。
臠
て
汰
民
を
愚
味

な
ら
し

め
る
た
め
に
畢
藝
が
最

も
狹
き
堂
宇
に
閉
鑓
さ
れ
張
こ
と
が
あ

つ
た
。
今

や
知
識
と
美

と
を
特
檀
階
級

の
獨
占
よ
り
麌

ひ
返
す

こ
と
ぱ
つ
ね
に

邁
取
的
な
る
民
衆

の
砌
密
ハな
る
饗
求

で
あ
る
。
窘
波
夊
魔
は
此
要
求
に
應

じ
そ
れ

に
勵

ま
さ

れ
て
生
ま
れ
弛
。

そ
れ
ぱ
生
命
あ

る
不
朽
の
心薔
を

少
數
者
の
書
齋

と
研
究
窒
と
よ
り
解
放
し
て
衡
頭

に
隈
な
く
立
大
し
め
民
衆

に
伍
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
近
時
大
量
生
産
豫
約
出
版

の
流
行
を

見

る
。

そ
の
嚼
砦
宣
傳

の
狂
態
は
姑
く
措
く
竜
後
代
に
貽
す
と
誇
稱
す
る
全
集

が
其
編
輯

に
萬
全

の
用
意
を
な
し
弛

る
か
。
千
古

の
典
籍
の
飜

認
企
団
に
徴
農
の
熊
度
・を
缺
か
ざ
り
し
か
。
翼
に
分
賣
た
許
さ
す
讃
者
・を
繋

縛
し
て
數
十
皿册
を
強
ふ
る
が
如
き
、
果
し

て
甘
癶楊
啣言
す

る
毅
藝
解

放

の
所
以
な
り
や
。
唇
人
は
天
下
の
名
士

の
聲

に
和

し
て
之
を
推
擧
す
る
に
購
躇
す

る
竜

の
で
あ
る
。
こ
の
秋

に
あ
た

つ
て
岩
波
書
店
は
自

己

の
責
務

の
愈
重
大
な
る
を

,h
ひ
、
從
來

の
方
針

の
徹
底
な
期
す

る
允
め
既
に
十
數
年
以
前
よ
り
志
し
て
來
距
計
鬣
を
槇
重
審
議
こ
の
際
斷
然
實

行
す
る
こ
と
に
し
た
。
吾

'は
範

を
か
の
レ
ク
ラ

ム
夊
庫

に
と
り
、
古
今
東
襾
に
亙

つ
て
文
藝
哲
場
証
禽
科
鍛
自
然
科
墨
等
種
類

の
如
何
を
閥

ほ
歩
、
祷
嬬
萬
人
の
必
譲
す

べ
き
眞

に
古
典
的
喟
値
あ

・ゆ
書
を
極
め

て
簡
易
な
る
形
式
に
於
て
逐
吹
刊
行
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
間

に
須
要
な
る
生

漸
向
上
の
費
料
、
生
浩
批
剣

つ
原
理
を
提
供
ト
、　
　
　
　

る
。

こ
の
夊
庫
は
豫
約
出
版

の
方
法
を
排

し
涯

る
が
故
に
、
讚
者

は
自
己
の
欲
す

る

時
に
自
已

の
欲
す
る
書
物
を
各
鯛
に
自
由
に
邏
鐸
ギ

ー
こ
と
が
緇
來

る
。
携
帶

に
便

に
し

て
價
格

の
低
き
を
最
主
と
す
る
が
故
に
、
外
觀

を
馴

み
ぢ
る
も
内
容
に
至
つ
て
ぱ
嚴
邏
最
も
力
彪
嶷
し
從
來

の
磐
波
禺
版
物

の
特
色
を
盒
發
揮
せ
し
め
よ
う
と
す

る
。

こ
の
計

盤
糞
る
や
置
聞
の

一

時
の
投
機
的
な
る
も
の
と
異
り
、
永
逡

の
事
槃
と
し
で
暑
人
は
微
力
な
傾
倒
し
あ
ら
ゆ

る
轍
牲
を
忍
ん
で
今
後
永
久
に
總
續
發
展
せ
し
め
、
邑

つ
て
文
庫

の
使
命

を
遺
憾
な
く
果
さ
し
め
る
こ
と
を
期
す

る
。
藝
術
を
愛
し
知
識
を
求
む
る
士
の
自
ら
遘
ん
で
此
舉

に
參
加
し
、
希
墓

と
忠
書

と
鳧
審
せ
ら
れ
る
こ
と
ほ
誉
人
の
熱
肇
す
る
と
こ
ろ

で
あ

る
。
そ
の
性
質
上
経
濟
的
に
は
最
も
困
難
多
き
此
斟
槃

に
激

て
舘
ら
ん
と
す

る
善
人

の
慮
を
諒
と
し
て
其
邃
威

の
弛
め
世

の
譲
獻
网子
と
の
う
る
は

し
き
共
同

を
期
待
す
る
。

　

昭

繍

二

嘩

七

月

,



科

つ

の

物

學

　
談

語

舮
畔

が
叫

講

義

.胆

.糴

.、鰐
翻

★

★

★
★

.大
鹽
申
齋
洗

心
洞

箚

記

山
田
膿
灘
註

勲
勲

化

學

の

學

校

翻
野
勢
貌
臨
懿

★
★
★

聖
歡
要
録

・
配
所
殘
筆

椥
驪
盤
賦
が
潴

★

漱クロ魔

石

小

リ
　
　ス

セ
　
ッ

テ
の

口賄

　
集

夏

目

漱

石

著

チ

　

ナ

・

　

　

　

　

入

江

直

訪

譯

イ

詩

抄

　

　

　

　
　
レ
オ
マ
ス
コ
マ
ン
　
げ

山

信

輔
月
遜
響

★
★
★

★
★

★
★

夏　千　日　見 孝 聖 虚
　　　　　 +　 　　　　　ア

皋袤訥 導 榮
の羅 談曾薪
夢(一)め 叢 子 惑(六)

土 シ 渡佐豐 村岡 亀研 坂武 渡フ 三サ

韈ll欒鸛 繋
譯 作　 譯　 譯著 訂著　 註 　 譯作 譯作

★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★
★　　　★　　　　　　　★　　　★　　　★　　　★　 　 　 　　 　 　　

★　　　　　　　★

葦 オ

　　 1

　　.ぺ

と ル

　　 マ

　　 ン

泥(上)

高ご 市セ

橋耋薦
正僻 彳

麗 麦 譯 作

★　　　★
★　　　★

★・　　★

武三 太ル 彰ス

童
話
集

一
房

の
葡

一萄
他
五
篇

有
島

武
郎

作

★

常

山

紀

談

下
卷

息
子
た
ち
と
戀
人
た
ち
◎

和
卿
勲
駒
誹
★
★

未

成

年

上

ド
ス
ト
ヱ
ー
フ
ス
キ
4
仙聯
　
★
★

米

川

正

夫

譯

★
★

古

今

著

聞

集

上
卷

森湯 丸黒

螺 蟻叢
山響
訂著 　 訂

★　　　★
★　　　★
★　　　★

岩

波

文

庫

最

新

刊

書

　
　

露隅刊

一　
一
六
五
儡
…
(昭
和
十
玉
年
+
月
)

目:交

緜 庫

「
解
鍵
目
録
」

當
分
晶
切
乞
御
諒
承
。

「
轡
目
綜
覽

」
は
御
巾
越
頂

け
ば
昆
・聽

お
遙

り
申
上
げ
ま
す
.



剥避1亭

幽
三

形古澀魔感剿

而事江

上

學

觀
.纈
ド蟹

.
譱

★
★

　

斷

力

批

判

下
卷

レ
オ
ン
・
日
本

切
支
丹

パ
ジ
ェ
ス
　
　

宗
門
史

古

今

著

聞

集

下
卷

議

讙

校
訂

効

望

〃

のの

靺

矯

露

武
郎
作

エ

リ

ア

隋
}

筆

層
川
秋
伽
諮

ア
グ
ネ
ス
・ベ
ル
ナ
ウ
エ
ル
　
拠
即
脚
跏
灘

道

徳

系

譜

學

旗
嫐
灘
惣
靆

國

富

論

の
(簍

鑷

杉
触
。駈
.配ス
難

　
　

記

傳

の

餅
馳
糺
ず
越
髏

　
　
　
抽
　

齋

森

鴎

外
作

　

　

　

　

　

　

ヘノ
　
ト
オ
マ
ス
　
マ
ン
ル　

の
　

山

個
響

誘
響

情

教

育

上

塑
鰐
泌
丿
誹

　

　

　

　

　

　

　

カ
　
ン
　
ト
　
著

　

　

　

　

　

　

　

大

西

克

禮

譯

　

　

　

　

　

　

　

ク
リ
セ
ル
神
父
校
.副

　

　

　

　

　

下
卷
・
吉

田
小
五
郎

譯

★
★
★

★
★
★

★
★

★

★

★

★
類

★

～

★
★
★

★

麟★★
　

A

　

　

一

★
★
　

　

類

マ
ルサ
ス
穀

物

條

例

論

鶇
井
穐

鷺

★
★

民

俗

學

方

法

論

緲
.
臥

蘿

★
★

メ

ゾ

ン

・
テ

リ

エ
他
三
篇

　　　河モ 川渡へ

井 鑑 田邊。撫

　　　好ツ周

生三　藏診雄純五夫芹

　　　譯作

　　　 ★

デ　紅

イ

ジ　褸

三

ラ　　　夢

1　 (二)

　　　松瞥　 ぢ

　 窒 茂鱒

　 タ譯
作 譯作

★　　　　☆
　　 　 ★
　　 　 ☆

柳

橋

薪

誌

轍
鴨
騙
禪
騨
譜
★

多

情

佛

心

前
編

里

見

嚀

作

★
★
★

　　 由護三高 飯ブ

　　村貞墅馨ラ
校北 黼 靉 ニュ 清フ
　　　譯 閲 譯著

　　　 ★
　　　 ★
　　　 ★

足怪

　

　

　

　
談

賜
力幣
イ
謝
.
喉
.灘

魅

せ

ら

れ

た

る

魂

8

帥
.腕
馬

潔
.
欝

可

　

愛

　

　
い

　

女

チ
ェ
ー
ホ
フ
作

犬

を

蓮

れ

た

奧

さ

ん

瀞

西

清

譯

釜

人

間
に
就
い
て
鷲

野
岩
三
郎
校
閲

迹

憾

田

秋

聲

作

★
★

★
★

★
★
★

★

入
文
地
理
學
原
理

下
卷

鯉
禦
潔
シ
屯
蕪

★
★
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墳

驗
譯

★
★
★

呪

　

1

1




